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太陽の光を浴びながら、ぐっと伸びをする。するとクラッと眩暈めまいを起こした。


チカチカと視界が白い光に覆われ、目の奥が痛む。リゼルは何とかフラつくのを耐え、のんびりと温かな日の光を全身に受けた。


そのままポカポカと佇たたずめば、ジルから呆れたような視線を貰い、イレヴンが若干揺れている頭を心配するように背中を支えてくれる。


「太陽が目に痛いです」


「ガチで引きこもったッスもんね」


「自業自得だろ。今回一歩も外に出なかったからな」


ジルに読書禁止を言い渡され、何とか耐えながら帰って来た王都パルテダ。結局言い付けられた期限から更にまけて貰いつつ、解禁された途端に溜まりに溜まった読書欲をリゼルは全力でぶつけた。


結果、一週間部屋に閉じこもった。食事は本を片手にサンドイッチ、最低限必要な生活習慣以外の時間を全て読書にあてたお陰で、今のリゼルは非常にスッキリした顔をしている。本狂いも此処ここまで来ると怖い、というのはジルの談。


「で、行けんのか」


「大丈夫ですよ」


ジルが掌で目元に影を作ってくれるのを有難く受け入れ、白しらむ視界の回復を待つ。理想の読書生活も楽ではない。


「今日はやっぱ止めといた方が良いんじゃねッスか」


「いえ、走り回るような依頼じゃなければ……あ、もし物足りないなら」


「いい」


「全然ヘーキ。最近ニィサン連れて迷宮潜ってたし」


次第に日光へ慣れてきた視界に礼を告げれば、ジルの手が離れて行く。一瞬だけ痛んだこめかみは徐々にその痛みを和らげた。平気そうだとリゼルが歩を進めれば、ジル達もそれに続く。


「ジルが居ると便利ですもんね」


「でっしょ」


「言い方」


強敵に挑むことは楽しみでも迷宮の踏破は面倒だという理由で、意外にもイレヴンが最深層に到達している迷宮は少ない。更に同じ相手ばかりではすぐに飽きる彼にとって、未知のボスに手間なく挑めるのは大層魅力的だっただろう。


「こいつお前がいないと全ッ然遠慮しねぇぞ」


「え？」


「肉を切らせて骨を断つ、それを地で行く」


最上級の装備を身に着けようと、それだけで勝てるほど迷宮のボスは甘くない。まともに受ければ当然大ダメージを食らうし、技量が無ければ傷一つ付けられないのだから。


ジルが例外中の例外なだけで、例えイレヴンだろうと一人で立ち向かって無傷で済む筈はずがない。Ａランクが五人六人揃って苦戦する相手に、それでも勝ちをもぎ取るのだから彼も充分に規格外の実力を持っているのだろうが。


「そうなんですか？」


「そ……うだけど」


リゼルがじっと見れば、イレヴンは一瞬だけバツが悪そうに視線を泳がせる。しかし直ぐに拗すねたように唇を尖とがらせる辺り、相変わらず本心を晒さらすのを嫌がる男だ。


「負わなくていい傷をつけるのは感心しませんよ」


「回復薬あるから良いじゃねッスか」


「使わなくてもいい勝ち方しろっつってんだろうが」


「ジルがそう言うなら出来るんでしょう？」


リゼルの言葉に、イレヴンはやや複雑そうに口を噤つぐむ。照れたのかもしれない。


とはいえ、イレヴンの言い分も分かる。チマチマ削る戦いは性に合わず、命があれば保身に拘こだわらないのが何とも彼らしい。多少身を削った方が大打撃を与えられる戦い方は、確かに効率だけ見れば良いだろう。


「ジルとの特訓の成果も出てる……んですよね？」


一定以上のレベルの人間が更に強くなろうと、リゼルには違いが全く分からない。


とはいえ以前、ジルに一撃入れたと大喜びしていたのだから実力は上がっているのだろう。どうやら服に掠かすっただけらしいが、今まではそれさえ無理だったと言うのだから。


「そこそこじゃねぇの」


問うようにジルを見上げれば適当に返される。褒めも貶おとしめもしない言葉は、ただ忠実にイレヴンの実力を示していた。


「ジルの基準でそこそこって凄いじゃないですか」


「でっしょ」


機嫌が良さそうに艶つやのある赤髪を揺らす姿に、リゼルは微笑む。


とはいえ、早く無茶な戦い方をせずとも良いようになって欲しいものだ。自分の前ではしないのなら、無茶という自覚はあるのだろうから心配はしていないが。


「そういや引きこもってる時にあの貴族から使いが来てたぞ」


その時、ふいにジルが思い出したように口を開く。


「レイ子爵ししゃくからですか？　教えてくれれば良かったのに」


「教えた」


一刀両断され、リゼルは素直に謝罪した。


ちなみにジル曰いわく、使者の存在を教えた際に「そうですか」と返事をしたという。全く覚えがないあたり、これは駄目だと即行で断ったジルの判断は賢明だったと言うしかない。あの時のリゼルに本より優先するものはなかった。


「多分、大侵攻の話を聞きたかったんでしょうね。子爵には申し訳ない事をしました」


「良いんじゃねッスか。あの貴族なら笑って済ませそうだし」


「そうですか？」


「お前相手に強要はしねぇだろうな」


なら良いけど、と頷いてリゼルがジルを見る。


「ちなみに誰が呼びに来ました？」


「あのクソ真面目な憲兵」


ジルは同情を滲ませ、イレヴンがザマァと鼻で笑う。


貴族からの呼び出しを、まさか断る冒険者がいるとは思わなかっただろう。あの職務に真面目な憲兵長は、当然の事ながら同行を拒否されてすんなりと納得はしなかった。


そこでジルがどうしたかと言うと、何故だと眉を顰ひそめる憲兵長に単刀直入に現状を見せてやったのだ。


「お前のこと見て神妙な面して帰ってった」


「本を読んでただけですけど」


「本に埋まってな」


鼻で笑われ、リゼルはわざとらしく視線を逸らす。


基本的に片付けが苦手なリゼルは、集中することがあれば片付ける行為すら忘れる。元の世界では気付けば他者によって片付けられていたのが当然だったのだから、ある意味自然な事だ。


此方こちらでも女将がいるし、リゼル自身汚く散らかすような真似はしないのだが、使った物を片付けないので溜まる。とにかく本を積む。平面があればどんどん物を置いていく、典型的な片付けられない人間代表だ。


「リーダーの周りすげぇ事になってたッスよ。ニィサン結局アンタの部屋使ってたし」


「寝てる間に本積まれるとか勘弁だろ」


「流石にジルは避ける、筈です」


気付いたら散らかってるので、リゼルも断言は出来ない。


憲兵長は本の要塞の中心で黙々と本を捲めくるリゼルの姿を見て、何故か「けしからん」と言いながらせっせと片付けてくれたらしい。流石に今度会ったら謝らなければと決意しながら、リゼルは辿り着いたギルドの扉を潜る。


瞬間、周囲が騒めき視線が集まった。


物珍しそうな反応。まるで冒険者達がリゼル達の存在に慣れる前のようで、今では新顔に時折反応される程度に落ち着いていた筈だ。


「あ、大侵攻の時に見た顔がちょこちょこ居ますね。拠点を移って来たんでしょうか」


「顔覚えてんのかよ」


「全員じゃないですけど」


「ニィサンだけ派手に暴れてたし、見物しに来たんじゃねぇの」


ニヤニヤ笑うイレヴンに、ジルが顔を顰しかめる。


視線には慣れているし無視できるが、見世物になる趣味はない。鬱陶うっとうしい、と苛立たしげに舌打ちを零したジルに、一斉に顔が逸らされた。


「人気者ですね」


「誰の所為だオイ」


「元々有名なんですし、伝説が一個くらい増えたって良いでしょう？」


リゼルが可笑しそうに笑えば、ジルが諦めたように溜息をつく。


噂の一刀を軽々揶揄からかう姿にも視線が集まり、その中にはシャドウと共に居る姿を見た者もいたのだろう。唖然として「貴族じゃ無かったのか……」と呟く声が聞こえたがリゼルは気にしない。いや、冒険者に見られないのは少しばかりショックだが。


「暫しばらく見ない間に、良い依頼が出てるでしょうか」


「代り映えはしねぇな」


物見見物で突っ立っている冒険者らがスタッドの無言の圧力により行動を再開する中、三人は依頼ボードへと向かう。相変わらず規則正しく貼り出された依頼用紙は、冒険者の数に対して足りなくなるという事がない。


「大人し目な依頼っつうとー……薬草採取？　あ、あのＢとかどッスか」


「採取でＢですか？」


随分と難易度が高いなと、リゼルはイレヴンが指さす先を見て納得した。


迷宮中層に出現するグリズリーの背中に生え、生きたまま採らないと枯れてしまう薬草だ。きつい依頼は止めておこうと言ってコレを選ぶとはと、リゼルは感心する。彼にとっては良い肩慣らしなのだろう。


「もうちょっとソフトなものをお願いします」


「ソフトね、りょーかい」


三人で受けられる最高ランクのＢから、Ｃ、Ｄ、と順番に眺めて行く。こういう時のジルは何も言わない。どれでも良いと思っている。


「じゃあ……あ、これ！　これが良い！」


その時、イレヴンがバッと依頼ボードに張り付いた。


三人だと楽しそうだという基準で依頼を選ぶイレヴンが、今までこれ程までに依頼自体に食い付いた事はない。一枚の依頼用紙をボードから剥がし、機嫌良さげに唇を吊り上げて振り返る。


まじまじとその手にある用紙を覗き込んだリゼルとジルが、片やパチリと目を瞬かせ、片や嫌そうに顔を顰めた。


「これって」


「俺リーダー連れて行きたいと思ってたんスよ」






【警備をお願いします】


ランク：Ｃ以上


依頼人：チョコレート専門店〝Bouquet・Chocolat〟


報酬：銀貨50枚（一週間の場合）


依頼：最近、付近で強盗事件が多発しています。


憲兵によりＣランク上の冒険者、または憲兵の警護が義務付けられました。


店内待機可。強盗が捕まり次第依頼終了。報酬は期日に応じて。


勝手ながら店の雰囲気を壊す方の依頼受諾は御遠慮願います。ギルド側に判断を依頼済み。それに伴い、武器も見える場所への携帯を不可とします。






Ｃランクにしてはやけに報酬が良い。更にジルがやけに嫌そうだ。それを疑問に思いつつも、リゼルは何処かで聞いた店名だなと首を傾げる。


そして思い出した。イレヴンの口から一度この名前を聞いた事がある。


「イレヴンが前に言ってた、確か中心街の西門近くにあるっていう……」


「そっ、良く覚えてるッスね」


「憲兵でも良いのに冒険者に依頼するんですね」


「条件厳しいんだろ。あそこは全員帯刀義務あるからな」


成程、と頷く。そういえば空間魔法付きの鞄かばんは希少だ。


パーティ全員が揃えた訳でもないのに持っているので忘れがちだが、普通持っているのは貴族などの上流階級や大商人に限られる。ならば武器など隠しようがない。


短刀を仕込むにも、相手は今まで何度も逃げおおせている強盗だ。慣れない武器では心もとない。


「この、〝店の雰囲気を壊さない〟っていう条件は……」


「まぁ中心街で冒険者あんま見ねぇし、納得っちゃ納得ッスね」


中心街にある店はイメージに違わず格式高い。


勿論程度の差はあるし、件くだんの店がある外周側はそれほど入りにくいという事もないらしいが、だからこそ入口に警備を立たせる訳にもいかないのだろう。


イレヴン曰く女性客が大半。威圧感を醸かもしては店の雰囲気が台無しであるし、確かに武器など以ての外だろう。リゼルは納得したように頷き、そして微笑む。上流階級からしてみれば警備が一人二人立とうと気にもしないだろうが、たまには奮発しようと楽しみに訪れる者達が気後れしないようにという配慮が、厳しい条件付けと破格の報酬となっているのだろう。


「イレヴンがやりたいなら此これにしましょうか」


「やりィ」


「パス、二人で行け」


「えー！　俺正直ニィサン連れてって浮きまくるの見た痛ッて!!」


「クソ甘い匂いん中いられるか」


イレヴンを一発どついて去って行ったジルを、迷宮にでも潜りに行くのだろうとリゼルは手を振って見送る。片手を上げて返された。


「どっちにしろ、ジルはお断りされそうですね」


「じゃあ今度個人的につれてこ。リーダーから頼んでくれりゃ断んねぇだろうし」


「俺でも無理な気がしますけど」


リゼルは可笑しそうに言いながら、依頼用紙を持って依頼受付へと向かった。


条件を満たしているかは分からないが、恐らく問題はないだろう。イレヴンも普段は抜くまでのタイムラグを嫌って腰に剣を差しているが、空間魔法に入れてしまえば良い。


店の雰囲気という点も、余程の強面で無ければ大丈夫な筈だ。女性が多いとはいえ男性が全く居ないという訳ではないだろう。恋人に付き合って、という者も居る。


「本当は女性の方が良いんでしょうけど」


「まぁ、店側も滅多に見ねぇ女冒険者は期待してねぇんじゃねッスか」


最終的な判断を下すのはギルドなので何とも言えないが。


「確かに受諾しました」


そんなリゼルの考えも、淡々としたスタッドにより杞憂きゆうに終わる。


相変わらず無感情に手続きを続ける彼はこういう所で身内贔屓ひいきなどしない。良かったと笑い、澱よどみなく動く手にお土産で渡した時計があるのを見て「似合っている」と告げれば、満足げな色を宿した瞳が返された。






あるチョコレート店に訪れた、とある二人組に店内の空気が変わる。この店には珍しい男二人組だからというのもあるが、それだけではない。


一人は店の常連だった。癖のありそうな雰囲気、鮮やかな赤毛を持った青年は何時になく機嫌が良い。それは、同じく常連の女性達からしてみれば有り得ない事だった。


更に、彼に連れられている一人の存在。何より周囲を驚愕させたのは、上流階級の女性から見ても貴族としか思えないような彼が、冒険者らしき青年と共に来店した事だった。


「流石にちょっと入りにくいですね。女性ばかりです」


「そッスか？」


視線を受けながらリゼルは苦笑する。これで連れが女性ならすぐに視線は去るのだろうが、男二人というのはやはり目立つのだろう。


「こんにちは。依頼を受けて来たんですが」


早速ショーケースを眺めているイレヴンをそのままに、一人の店員へと声をかけた。やけにイレヴンと此方を見比べられているのが不思議だ。


茫然と証明書とリゼルも見比べた彼女は、すぐさま「少々お待ち下さい」と言い残して奥へと引っ込んで行った。


「新作ねぇなァ」


「ん、俺これ見た事ないんですけど」


「それ酒入り。リーダー食えねぇじゃん」


女性に溢れる店内で、真剣にショーケースを見下ろす男二人は非常に浮いていた。しかしリゼル達は平然と話しながら店員が帰って来るのを待つ。


そして、それ程経たずに店員は戻って来た。その後ろには店長だろうパティシエの格好をした男が立っている。


「依頼を受けて下さり有難うございます。それでですが……」


「言いにくいでしょう、此方から言いますよ」


言葉を濁した店長を、リゼルは穏やかに制した。


言いたい事は分かる。他の客を脅えさせない為と強面を拒んでおきながら、しかし強そうに見えない自身が来たから不安なのだろう。〝結構冒険者らしくなってきた〟と自負しているリゼルは、実際は〝冒険者らしくない〟どころか〝冒険者とはとても思えない〟と見られている事を知らない。


「武器ですが、俺も彼も空間魔法に仕舞っています。パーティで迷宮のボスに挑んで問題なく帰って来られる程度の実力はあるので、強盗が来ても問題は無いかと」


普通の冒険者が空間魔法付きの鞄を持っているかとか、ボスに挑んで問題ないとかＳランクじゃないかとか、それなのに何でこんな依頼を受けているのかとか色々ある。色々あるが、前者については如何にも金を持っていそうなリゼルがいる。そして冒険者に関わりが無ければ、ボスを倒せると言われても〝なら凄く強いんだな〟ぐらいしか分からない。


ならば大丈夫か、と若干疑問を抱きながらも店長が疑った非礼を詫びた。今回に関しては彼を責めるのは酷だろう。雰囲気の問題に関しては言うまでもないし、とリゼル達は無事に歓迎を受ける事が出来た。






中心街に住む者なら当然強盗の噂を聞いている。警護を付ける義務を知っている者もいた。結果、店主との会話で周囲はリゼル達が冒険者だと理解し、更に視線が集まる。


女性ばかりの視線を一手に引き受けると流石に迫力がある。リゼルはそう思いながら店内を見回し、店内の椅子に余裕があるのを確認した。なにせ、イレヴンが既に食べる気満々だ。


「店内待機が可能とのことですが」


視線でイレヴンを指すリゼルに、店長は朗らかに笑う。大食らいの常連の事を、彼もまた知っていた。勿論、依頼を笠かさに着て無料で寄越せなどと言わない事も。


「はい、勿論座って頂いて構いません。一番扉側の席を御利用下さい」


「有難うございます」


扉側、というのは防犯を考えての事だ。まさか本当に強盗が来るとは思っていないだろうが、いざという時に素早く動ける絶好の位置。


そしてガラス張りの明るい店内で、外からもよく見えてしまう席だ。良いのだろうかとリゼルは思うが、店長からしてみれば客寄せという下心も少しだけある。普段ならば近寄りがたい甘味好きの男性たちが入りやすくなるだろうと、気遣いに溢れた下心だった。


「閉店は午後三時の鐘。昼食の時間は一度閉めて商品の追加を行うので、食べに出て頂いて構いません」


「強盗が出た場合の対応は任せて貰って良いんですか？」


「そうですね、荒事には詳しく無くて……ただ、お客様に被害が及んだり、店内の破損が著しい際はギルドを通して対応させて頂く事があります」


「穏便に、ですね。分かりましたか、イレヴン」


「んぁ？」


「店を傷つけない、お客様を不快に思わせない。女性の前で刀傷沙汰なんてもっての他です」


「はいはーい」


強盗を撃退するのに刀傷沙汰を禁止などと、そこまで無理難題を吹っかけるつもりはないと慌てる店長の前でイレヴンは軽く了承して見せた。


店長は疑問を持ちながらも一応納得し、一度頭を下げて厨房へと戻っていく。強盗など滅多に現れるものでなく、警備だって義務によって一応配備しただけなので大丈夫だろうと結論付けたようだ。


「リーダー何も食わねぇの？」


「君にお任せします。期待してますね」


「まーかーせーろっつの」


イレヴンならば全て十個ずつで済むが、リゼルはチョコレートばかりそんなに入らない。


それを知っているからこそ表面上は飄々ひょうひょうと、しかし内心は真剣に選んでいるイレヴンに微笑み、案内された席へと腰掛ける。外を行き交う人々や店内の女性達からは変わらず視線を集めるが、気にしないイコール気付かないリゼルにとっては特に不快に思う事は無い。


「（でも、本当に女性しかいないなぁ）」


和やかな一時を浮足立たせて申し訳ない、などと思いながらイレヴンを待っていると、ふと横からコーヒーが差し出された。


「店長からサービスです」


「元々頼むつもりでしたし、彼の会計に入れておいて下さい」


「いえ、是非」


クラシカルな制服に身を包んだ女性による、素晴らしい営業スマイルだった。リゼルもにこりと笑みを返し、それならと有難くコーヒーを受け取る。同時に、もう一つ机に置かれたコーヒーには甘い生クリームがたっぷりと乗っていた。イレヴンは来る度にこれを飲んでいるのだろう。


店員が去って行ったのを確認し、良い香りの立つコーヒーを口に含む。豆は挽き立てなのだろう。チョコレート専門店だが、流石に中心街にある店だけあって他のメニューにも妥協はない。


「リーダー違和感ねぇッスね、こんな店でも」


「そこは流石にあって欲しいんですけど」


「や、そういう意味じゃねぇし。なんかこう、抜き出すと絵になる感じ？」


戻って来たイレヴンが向かい側に腰を下ろす。


リゼルはふと、その背後に視線を向けた。リゼルからは店内をよく見渡せるのだが、席に着く客の中に、やけにイレヴンの背中へ視線を送っている少女がいる。自分があちら側に座れば良かったかと苦笑し、カップを置いた。


「何を頼んだんですか？」


自らのテリトリーにリゼルが居るのが気に入ったのか、終始機嫌の良さそうなイレヴンへ問いかける。


「フォンダンショコラ、此処の美味いッスよ。……いける？」


「はい、好きですよ」


窺うかがうような視線に、ゆるりと瞳を細めて応える。


甘い笑みと穏やかな声に、今度はイレヴンがそちらに座れば良かったかと内心で愚痴ぐちを零した。背後の空気が揺れるのを感じて、自身へ向けられた笑みを勝手に横取りしないで欲しいものだと呟く。


「イレヴンはよく食べるんですか？」


「んー、ぼちぼち」


ぎしりと背もたれに体重を乗せて揺れる髪を弾く姿に、何やら機嫌を損ねたようだとリゼルはのんびりと見守る。気分屋な彼の機嫌にその都度反応していては忙し過ぎるからだ。


流し続けると拗ね始めるので、適度に宥なだめる必要はあるのだが。


「お待たせ致しました」


漂う甘い香りと、店員の声。運ばれてきたフォンダンショコラに、これはジルは来られないだろうなと笑みを零して温かな皿へと触れた。


「ほら、リーダー早く！」


早速機嫌が回復したらしいイレヴンに促され、フォークを手に取る。さくりとした表面を割れば、ほわりと湯気が立ちチョコレートが滲み出して来た。しっとりとした生地へとフォークを差し込み、添えてある生クリームも一緒に掬すくって口へと運ぶ。


「あ、美味しいです」


「でっしょ」


期待したように此方を見るイレヴンに視線を向ければ、得意げに唇を吊り上げて自らも大きな一口を頬張っていた。


「しっかし楽な仕事ッスね」


イレヴンが手にしたフォークをひらひらと揺らす。


「強盗が来なけりゃ、座ってるだけであの報酬じゃん」


「来た場合を想定して報酬を決めないといけないし、仕方が無いんだと思います」


それに、とリゼルが付け足す。


先程の店長からの説明を受け、ジルが嫌がった理由に気が付いた。甘い匂いが嫌だと言うのも間違いなく本心だし、むしろそれが大部分を占めるのだろうが、それだけでは無い筈だ。


「強盗が来た場合、間違いなく冒険者側が損をする事になりそうですし」


「あー、地雷？」


「そうやって言うんですか？」


「そ」


報酬は良いが、どう頑張っても良い方向には転ばない依頼というのが時折ある。冒険者用語で、通称〝地雷〟と呼ばれる依頼だ。


今回に関しては、強盗が現れた際に店内への被害をゼロに抑えられる可能性は非常に低い。依頼人からギルドに知らせが行けば、ギルドの評価が落ちるのは間違いないだろう。場合によっては依頼料も飛んでいく。


だがこういった依頼では大抵依頼人に他意は無い為、ギルドは普通に依頼を受領する。選んだ冒険者の見る目が無かった、それだけに過ぎない。


「イレヴンは知ってて受けたんですね」


「余裕ッスもん。俺チョコ選んでくるけどリーダーは？」


「ちょっと休憩します」


踏んだ地雷を不発にさせる、それが出来るのがリゼル達だ。


「あまりお店に負担をかけるような買い方は控える様に。今日はお客さんじゃないですよ」


一声かければ、不満そうな声が返って来た。


やはり隅から隅まで全部、を実行しようとしていたようだ。注意しておいて良かったとリゼルは安堵し、そしてのんびりとコーヒーへ口を付けた。






「（疲れた時には甘いモノっつうし）」


そんなリゼルを見ながらイレヴンは内心で呟き、ドレスやフリルの溢れる場所へと平然と足を踏み入れる。ショーケースを覗き込み、そしてチラリとリゼルを窺った。


綺麗な姿勢で窓の外を眺める姿は、男女問わず視線を集める。取り巻く空気は清廉高貴で、それを周囲へと見せびらかせたような優越感を抱きながら笑った。


ジルによる読書禁止という名の強制休養があったものの、ノンストップで一週間も本を読み続けたのだ。頭を休ませるには甘いものが良いというし、持って行けば摘まむだろう。


「しっかし一週間独占できんのは贅沢だよなァ」


上機嫌に呟き、さて気合を入れて選ぼうかと美しいチョコレート達を見下ろした。






差し込む日差しも暖かい、穏やかな午後。依頼中にどうかとも思ったが、依頼主に許可を得てリゼルは読書を堪能していた。頬に落ちた髪を耳にかけ、ゆっくりとページを捲る。


そんなリゼルを眺めながら、黙々とチョコレートを食べ続けているのがイレヴンだ。依頼四日目となるというのに飽きもせず食べ続ける姿に、流石の店員も呆れ顔をしていた。


初日以外はずっと扉側の席に座っているイレヴンは、カランと澄んだ音を立てたドアベルに〝またか〟と幾つかのチョコレートを摘まむ。生クリームだけさっさと無くなってしまったコーヒーへ、ポトポトとそれらを落とした。


「昨日から思ってたけど客増えたッスね」


「そうなんですか？　普段の様子をあまり知らないので……けど、確かに依頼初日と比べると多い気がしますね」


「その初日がいつも通りなんスよ」


「繁盛しているのなら良いコトですよ」


穏やかに告げるリゼルに微笑まれ、何も言わず綺麗なバラの形をしたチョコレートを口へと放りこんだ。イレヴンは知っている。何故昨日になって急に客の入りが増えたのか。


ようは、自分達が客引きになっているのだ。〝宿泊亭の貴族様パーティ〟が見られると口コミで広がった為に、客が激増したのだろう。チラチラと此方を伺う露骨な視線も説明がつく。


「（宿泊亭の貴族様、ね）」


本人が名乗った訳では勿論無ければ、誰が付けたのかも分からない。だがリゼルが噂される時は、いつの間にかこの通称が使われていた。


リゼル達が冒険者の中でも群を抜いて知名度が高いというのもあるだろう。実力に留まらず、話題性に事欠かない上に目を惹く三人組だ。噂には聞いていたものの普段は目に出来ない上流階級の淑女しゅくじょや、普段目にしない人々が折角だからと集まっている。店にとっては嬉しい悲鳴か。


「（話しかけて来ねぇなら良いけど）」


リゼルは知っているのか知らないのか。知っていようと変わらないのだから別に良いかと納得し、イレヴンも気にしない。元々注目を受けるのは嫌いではない。


「もっかい行ってこよ」


「おかわりですか？　ちょっと食べすぎだと思いますけど」


「今日はいっぱい作っといてって言っておいたし、だいじょーぶ」


そう言って去って行くイレヴンに、体調の事を言ったのだがとリゼルは苦笑した。


放っておくと、彼はいつまでも食べているのだ。気持ち悪くならないのだろうか、と思いながらリゼルは一度本を置いてコーヒーカップに手を伸ばす。


それを口に運びかけた時だ。ふと慣れ親しんだ色を窓の外に見つける。微笑み、そして今まさに注文しているイレヴンへ呼びかけた。


「イレヴン」


「何スか」


店に溢れる鈴の音のような騒めきに負けぬよう、少し声を張る。視線が集まる中、すぐに席へと戻って来たイレヴンに外を指差して見せた。


「今日、ちょっと働きぶりを見に来て下さいって言ってみました」


「リーダー最ッ高！」


注文は既に済ませたのか、ニヤニヤと笑いながらイレヴンが軽い仕草で椅子に座る。そして身を乗り出すようにリゼルと同じく窓の外を覗き込んだ。


近付いて来る黒。ジルが相変わらず、眉間に皺しわを寄せたガラの悪い顔で歩いている。着ているものが何だかんだと一級品であったり、眉間の皺を無くせば端整な顔をしている事もあり、中心街を歩いていても異様な存在感を放つだけで場違い感はないが。


「あの人リーダーと一緒にいねぇとマジでガラ悪ィな」


「俺といる時も大概ですけど」


「まぁそうだけど」


割と失礼な会話が交わされているのを察してかどうか、ふっとジルの視線がリゼル達を見つけた。ひらひらと手を振れば、店とリゼルを見比べて嫌そうに顔を顰められる。


更に手招けば溜息をつきながら此方へ近付き、すれ違い様にリゼル達の目の前でコンッとガラスをノックして去って行った。数秒後、イレヴンが耐えきれないとばかりに吹き出す。

            





    
  
  




「ニ、ニィサン、凄ぇ嫌そうな顔してた……！　俺超睨まれたッハハ！」


「きっと舌打ちしてましたよ。一応来たんだから文句言うな、って事でしょうか」


一瞬だけ姿を現した一刀いっとうに盛り上がる店内では、幸いな事にイレヴンの爆笑が響く事はない。リゼルも可笑しそうに笑い、振り向かず去って行く背を見送る。


「ほら、やっぱり俺が言っても入店しないじゃないですか」


「此処まで来ただけで十分ッスよ。俺だったら絶対無視されるし」


ッはー、と息を吐いてイレヴンが笑いの余韻よいんを散らす。


確かに滅多に無い程に顔は顰められていた。そのまま歩いていたら、ジルこそが強盗に間違われるのではないだろうか。そうなればなったで、イレヴンはまた爆笑必至だ。


「でも、予想以上に嫌がってましたね」


「あー」


店の前を通るだけで良くぞあそこまで嫌そうな顔が出来るものだ、と不思議に思い呟けば、イレヴンが納得したように声を上げた。


「匂い凄ぇッスもん。俺も鼻だいぶバカになってっけど、ニィサンほんと甘いの駄目なんスね」


「そういえば昨日、シャワーの後なのに髪から甘い匂いがするって言われました」


ちなみに凄く嫌そうに言われた。


「俺もやべぇなァ。しばらく潜めねぇかも」


鮮やかな赤い髪を一房とり、スンッと匂いを嗅いでいるイレヴンを見てリゼルも真似してみた。だが周囲の甘い香りと同化してよく分からない。鼻が慣れてしまったのだろう。


「イレヴンは獣人だし納得ですけど、ジルのあの嗅覚は何なんでしょう」


「ほら、人外だし」


その時、ふいにイレヴンが外へと視線を投げた。どうしたのかとリゼルもそれに倣えば、何やら喧騒が近付いて来る。


しばらく眺めていると、丁度ジルが去って行った方角だ。通りを走る五人の男とそれを追いかける憲兵達の姿が見えた。噂の強盗だろう。


「向こうから来たっつう事は、完ッ全にニィサン無視したんスね」


「ジルは依頼を受けてないですから」


とはいえ強盗達がリゼル達でも敵わないような相手ならば、ジルは見つけた時点で斬り捨てているだろう。それを思えば大した事がないということで、憲兵でも問題なく捕まえられる筈だ。


「依頼は今日で終了になりそうですね」


「嬉しいような残念なような？」


リゼル達は立ち上がり、何が起こっているのか分からず扉付近で固まっている女性達を店内へと促す。道端に立っていて人質にされては大変だ。


「危ないので中へ」


穏やかな声に、広がりかけたパニックがスッと溶ける。


逃げる強盗は既に店の前を通過するだろう程に肉薄にくはくしていた。緊迫した空気が店内を満たすが、酷く取り乱す者はいない。それを良しとしない上流階級が半数を占めるお陰だろう、非常に助かる。


「あれ、追い付けるんでしょうか」


「あっちの十字路で待ち伏せしてそうッスね」


「じゃあ、通り過ぎるのを待つだけで大丈夫ですね」


それが店にとっても、客の女性らにとっても一番平和な解決法だろう。わざわざ大捕り物を見せて怖がらせる必要もない。


「ッ女だらけの店だ！　人質にとって立て籠こもれ！」


だが、逃亡中ながら中々に冷静な強盗が居たようだ。


逃げ切れないと判断し、弱者しかいない店に目を付けた。上流階級が姿を見せる中心街だからこそ人質にも価値が出る。なかなか良く考えている、とリゼルは感心したように近くで立ち尽くす女性を店内へ招き入れた。


盗賊達は剣を振りかざし、決死の形相で店へと襲い掛かる。だが彼らは店に足を踏み入れる直前、後ろへと吹き飛ばされた。先頭の男に巻き込まれながら転がる強盗達の前に、彼らの一人が持っていたはずの剣を片手で弄ぶイレヴンが立つ。


「ドーモ、警備中でーす」


ニヤニヤと笑うイレヴンを唖然と見上げていた男達に、直後追いついた憲兵が飛びかかった。そんな彼らの、武器を抜いての決死の抵抗を店内の女性達が見る事は無い。


日の入る一面のガラス窓、それを覆うようにカーテンが下りる。リゼルは握っていた紐を離し、そしてゆるりと微笑んだ。扉ごしに微かな喧騒が聞こえる中、それを遮るように唇を開く。


「女性が目にするようなものではないでしょう。落ち着くまで、ゆっくりしていきましょうか」


その声に、不思議と店内は元の空気を取り戻した。


甘い匂い、穏やかなティータイム。イレヴンが大量に注文していたチョコレートは既に用意されており、ならば丁度良いかと店員から一つ受け取って一人の女性へと差し出した。


茫然としたまま両手を差し出した華奢な掌を包み込むように支え、それを乗せる。見開かれた瞳が向けられるのに首を傾げてみせれば、彼女はきゅっとチョコレートの乗った掌を握りしめた。


「ね？」


優しく促せば、女性が本人も無意識の内にコクリと頷く。


「俺のじゃねッスか！」


「また後で買ってあげますよ」


不平を漏らすイレヴンをさらりと流し、リゼルはご自由にどうぞとばかりにチョコレートの積まれたトレイを近くのテーブルへと置いて貰う。そのまま元の席に戻り、置きっ放しだった本を手に取った。そして何も変わらず読み始めたリゼルに、イレヴンも「相変わらず女に甘い」とブツブツ言いながらその向かいへと腰かける。


そんな二人の様子に、女性たちは顔を見合わせた。強盗など些細なものだと思わせる対応は彼女たちを随分と楽にしたようで、チョコレートを囲んで徐々に元の鈴の音の様な笑い声を取り戻していく。


「リーダーが買ってくれんの？」


「はい。きちんと約束も守ってくれたでしょう？」


刀傷沙汰禁止、をイレヴンはちゃんと守った。普段ならば即行斬り捨てる所を、蹴りだけで済ませたのだ。


褒めるように告げれば、イレヴンは当然だと言うように目を細めて唇を釣り上げる。どこか皮肉ったような笑みは人前だからか。しかし本心で喜んでいるのだろう。


「ニィサン何してんスかね」


「直ぐ帰らなかったなら、どこか寄ってるかもしれませんね」


そうして外の喧騒が完全に落ち着くまでの三十分。急いで出てきた店長に礼を言われたり、配ったチョコレート代は返すと主張されたり、報酬は一週間分で良いと言われたりしながらリゼル達はまったりと依頼を完了した。






その日の夜、宿にて。


「はい、ジル。店長さんがどうしてもお礼をって言うので、全然甘くないチョコレートを作って貰いました」


「…………口が渇く」


「ですよね」
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「先日は折角の御招待に応えられず、大変失礼致しました」


「固い！」


「すみません」


戯たわむれるような会話に、向かいのソファに腰掛けたレイが満足に頷いた。


読書週間中に流れてしまった招待を、再度貰ったのが昨日のこと。リゼルが了承の返事をした次の日に会おうというのだから、子爵という地位に居ながらも相変わらず彼のフットワークは軽い。


リゼルとジルもソファに座り、快活に整った顔で笑う相手を見た。


「おや、新入りを連れていないのだね」


「今日は行きたい所があるそうなので別行動です」


リゼルの言葉に、レイは声を上げて笑った。


貴族からの呼出しを棒に振る冒険者が何処にいるのか。普通ならば顔を売っておきたいと思う所だろうにと思うものの、しかし納得も出来る。読書を優先したリゼルと、護衛依頼を断ったジルとパーティを組んでいるのだから。


「あいつ何処行ってんの」


「オークションらしいですよ。最近ハマっているみたいで」


当然の如く裏オークションだが、流石のリゼルも憲兵のトップであるレイの前で口には出さなかった。しかしジルは察したのだろう。納得したように頷き、そして昨日イレヴンが何やら楽しそうに話していたのを思い出す。


曰く、〝頭悪そうな金持ち坊っちゃんが狙った品を全部競り落として煽ってやるのが面白い〟とのこと。欲しくもないのに競り落として、商品自体はどうしているのかと思わずにはいられない。


「それで、何か聞きたいことがあるんですよね」


そしてリゼルが本題に入る。


「うん？　ただリゼル殿と話したかっただけとは思って貰えないようだ」


「こんな時期にですか？」


肩を竦すくめる仕草も良く似合う、そう思いながらリゼルは可笑し気に返した。


今の時期、憲兵はとにかくやる事が多い。国で一、二を争う盛大な催しである建国祭が数日後に迫っているからだ。国の内外から様々な人々が殺到するので、憲兵総出で対応に当たる。


加え、レイには貴族として王城での式典の準備もある筈だ。本来ならば今の時間さえ惜しむべきなのだが。


「お忙しそうですし、本当は断ろうとも思ったんですが」


「何、やることはやってある。それに君と話す以上に有意義な時間の使い方など無いとも」


「恐縮です」


本人が良いというのなら、それ以上言う事は何もない。隣で紅茶を煽りつつ壁に飾られた剣を眺めるジルを横目に、リゼルは考える。


要件は間違いなく大侵攻についてだろう。しかしそれは、シャドウから幾らでも報告が上がって来ている筈だ。リゼル達の事も〝冒険者大活躍〟程度には書かれているだろう。


冒険者が大侵攻に駆け付けるのは当たり前だ。冒険者最強である一刀が居れば大抵の事は納得される。よって疑問を抱かれるならば一点のみ。


「聞きたい事は、俺達の友人についてでしょうか」


美しき姿を晒し、圧倒的な力を見せつけたエルフが注目されない筈がない。


ただ、彼女達がエルフであると断言する者はいない筈だ。伝説の存在、あるいは物語の中の存在、そう称されている程に彼女達の存在は身近に無い。興奮混じりに尾びれ背びれで囁ささやかれようと、誰しも信じはしないだろう。


「シャドウ伯爵から国への報告にはありませんでしたか？」


「そうだね。突如現れた優秀な魔法使い、とあったかな」


レイは言葉を切り、そして愉快気に目を細めてジルを見る。


「一刀の知人か、ともね」


ジルが面倒そうに視線を他所へと放り投げ、そしてリゼルは苦笑する。


有名な一刀なら腕自慢にツテがあってもおかしくないと、周囲を無理矢理納得させる気だ。商業国以外の事に構っていられないというシャドウらしく、何とも効率的に面倒事を回避する。


「でも、確かに間違ってはないですよね」


「勘弁しろよ」


「ジルは何でそんなに彼女達が苦手なんですか」


「会話通じねぇから」


使用する言語が違う、という意味では決してないだろうジルに、そういうものだろうかとリゼルは不思議そうだ。


「いや、シャドウから手紙が届いた時は年甲斐もなく胸が高鳴ってしまったが」


そんな二人を面白そうに見ていたレイが、耐え切れぬ笑みを浮かべる唇を隠すように手をあてながら言う。


「まさか、本当に存在するとは」


「あ、子爵には伯爵から知らせが行ったんですか？」


「そうだとも、彼女達の正体と共にね」


まさにロマンだと言わんばかりに目を輝かせるレイに、リゼルはただ微笑んだ。


シャドウは旧知の仲だからと何でも話すような人物では無い。わざわざリゼルを不利にしようとする理由もない。その上で伝えたのなら、それはレイへの忠告だ。


「私に君の防波堤ぼうはていとなれと、そう言いたいのだろう」


その意図を組み、彼は当然の如く受け入れた。そういう事なのだろう。


「心配して貰えたんでしょうか」


「お前にしちゃ珍しく自分から目立ちに行ったからな」


「おや、そうなのかい？」


「いえ、普通に正攻法で対応したつもりで……ああ、でも分かりやすく貸しは作りたかったです」


「ああ見えて面倒見の良い男だからね。どんどん作ると良い！」


大侵攻に関する国への報告で、リゼル達の存在は必ず話題に上る。エルフの件でも、一刀の件でも。そんな時、前々から懇意にしているレイの言葉は重宝されるだろう。


シャドウの報告にあった通り、知人の魔法使いを呼んだのだと。エルフが現れたなどと言うより余程現実的だ。疑う者はいまい。


「でも、子爵は良いんですか？」


「何がだい？」


余裕を持って促すレイに、リゼルも笑みを湛えたまま問いかけた。


「報告で真実を話さない事に、躊躇ためらいはありませんか？」


嘘ではない。だが、全てではない。


国を揺るがす大侵攻。そして隣国サルスとの関係に多大な影響を及ぼす元凶の存在。国王すら事態の把握に努める程の一大事だ。


シャドウは躊躇わないだろう。彼は国や王に対する忠誠など無く、ただ商業国の為に領主として立つ。自らの街に面倒事が入って来なければそれで良い。


しかしレイは違う。代々憲兵を率いて国を守り、国へ忠義を誓うべき立場だ。


「ふむ……そうだね」


彼は問いかけに目を瞬かせ、そして何かを考えるように指先で顎あごをなぞる。


まるで、夕食のメニューを考えるように。そこに深刻な色はなく、レイはその視線をリゼルへと向けてゆっくりと唇を吊り上げた。戯れるように細められた黄金の瞳が煌く。


「全然？」


あっさりと、しかし少しの含みを持たせた返答をリゼルは何も言わず受け入れた。


それを確認し、レイが満足気に笑う。さて、期待に応えられただろうかと。彼の望む答えを返せたのだろうか。だが異を唱えないのなら、今回は好きに動いて良いのだろうと。


今はそれで十分だと、そう告げるような魅惑的な笑みだった。


「さて、まだ時間はある。君達の冒険譚を是非聞かせて欲しいものだ！」


レイはパッと笑みを快活なものへと変える。隠す事なく胡散臭うさんくさいと顔を顰めるジルを、過保護なものだと笑い飛ばしながら問いかけた。


「かの伝説との出会いなんか特に、ね。物語のように神秘的だったかい？」


その言葉にリゼルとジルは視線を合わせ、そしてそっと逸らした。






迷宮で手に入れた地図、その場所が魔鉱国カヴァーナで判明した時のこと。


「はいリーダー、地図。尺度も合わせてあっから」


「有難うございます」


魔力の霧が立ち込める魔力溜まりスポットの前で、リゼル達はいざ突入する準備を始めていた。


普通の霧と違い、可視化された魔力は時折七色に淡く煌めく。酷く美しいが、その圧倒的な魔力濃度を前にすると自然と畏おそれが湧き起こる。


一歩足を踏み入れれば間違いなく魔力中毒となるだろう。ジル達より魔力の影響を受けやすいリゼルは、既に症状が現れていた。


「だいじょぶッスか」


「ぎりぎりですね」


動くと服と擦れ合った肌が痛む。なるべく静かな動作で地図を受け取れば、イレヴンが気遣うように覗き込んで来た。


「君は？」


「なんか頭ボーッとすんの、そうなんスかね。ニィサンは？」


「今すぐ何か斬りてぇ」


怖い。リゼルとイレヴンは思わずジルを見た。


だが、魔力中毒の症状は人それぞれなので仕方がない。このまま魔力溜まりに直撃すれば、リゼルは激痛で一歩も動けなくなるだろうし、イレヴンは放心状態のまま意識を飛ばすだろう。ジルに至っては誰かれ構わず、もしくは自分さえ斬りつけるかもしれない。


「一応出来る限りの事はしたつもりですが、無理そうなら直ぐ引き返します」


「そりゃな」


「りょーかい」


「じゃあ、はい。これ付けて下さい」


人を寄せ付けぬ、謎に包まれる未踏の地。中がどうなっているのか楽しみだ、と思いながらリゼルが用意したものを取り出す。技術を極めた魔鉱国の職人に特別に作って貰った魔道具だ。


「布？　なんかジャラジャラ付いてっけど」


「これをこうして」


バンダナ状の布に、多数の魔石が飾り付けられたもの。リゼルは自分用に取り出したそれで口を覆い、縫い付けられた紐をきつく頭の後ろで縛った。


「こうです」


じゃん、と言わんばかりにパッと両手を離して見せるリゼルに、ジル達は何とも微妙な顔をした。


「似合わねぇ」


「あ、酷い。これ凄いんですよ。魔石を糸に紡ぐ技術を持ってる職人さん、初めて見ました。彼に頼んで作って貰ったんです。魔力容量の大きい魔石を布地にして、魔力の吸収・排出の術式を細かく織り込んで装飾に見える魔石に魔法式を」


「肌は？」


「楽ですけど」


なら良い、とジルも布を口に巻きつける。


説明を切られたリゼルは若干不満そうだ。最高の技術を最上級の素材で生かした折角の魔道具なのに、と布ごしに零す。


「こんなんあったら魔力溜まり入りたい放題じゃねッスか」


「イレヴン似合いますね」


「不良くせぇ」


「そういうニィサンはガラ悪過ぎ」


キンッと魔石同士がぶつかる微かな音が、口を動かす度に布越しに肌を擽くすぐる。慣れるまでは気になるかもしれないと、リゼルは口元の魔石を摘まんだ。


「流通は無理だと思います。これ、相当な素材を注ぎ込んだので」


「そんな良いモン使ってんスか」


「それはもう」


最上級を遙かに超える最特級、魔石一つとっても出回らない程の希少品。金を積もうにも物がなく、目にする事も難しい素材ばかりを惜しみなく注ぎ込んだ。


ボスに積極的に挑むジルやイレヴンのお陰だったり、ジャッジの店で希少素材を見つけた時に購入したりしていたお陰だったりする。希少品との出会いは一期一会、リゼルはチャンスを逃さない。


「不可能とは言いませんけど、一刀を雇うのに成功しないと難しいと思います」


「不可能じゃん」


「素材集めに延々と迷宮とか嫌すぎるだろ」


「でしょう？」


まるで趣味のように迷宮に潜るジルでも、作業染みた攻略は嫌う。自由に潜りたい。


「ただ、コストを下げて劣化版は作れると思うので、街に流れる魔力くらいは防げるんじゃないかな」


「おっ、職人大儲け？」


「需要がありゃな」


三人は話しながら魔力溜まりへと歩く。やや慎重に、歩調を緩めて近付くも魔力の影響は感じない。


「良かった、大丈夫そうですね」


「頭スッキリ！」


「収まった。お前は？」


「ちょっとピリピリしますけど、朝より楽なくらいです」


影響を受けやすいリゼルでさえ全く問題ない。予想以上の出来だ。


当然ジル達は何の影響もない。治まった放心や衝動に、魔力が多いのも楽じゃないようだと改めて納得していた。あれは自力で抗えるようなものではない。


「お前が無理な時点で出るぞ」


「分かりました」


そうなったら言えという事だろうとリゼルは頷き、ついに魔力の霧へと足を踏み入れる。


「おっ、意外と見通し良いッスね」


イレヴンの言葉通り、魔力溜まりの中は外から見るより余程見通しが良かった。


時折風に揺らめく霧が煌めき、不思議と周囲の景色を色鮮やかに見せる。魔力に恵まれた環境で育つ植物が、普段目にするものと比べて格段に生命力に溢れているからか。


葉は緑濃く光を弾き、花は香り強く美しく、土の一粒一粒が結晶のように鮮やかに輝く。それらが七色を映す霧と相まり幻想的な光景を作り出していた。


「美しい場所ですね」


「それだけでも無ぇけど」


直後、音もなく背後から飛びかかる魔物をジルが斬り伏せた。


イレヴンも双剣を抜いて構える。酷く楽しそうな表情は、強化された魔物を相手にする期待を如実に伝えて来た。二人は風景より戦闘のようだ。


「情緒がないです」


「うるせぇ」


戯れるように言葉を交わし、リゼルも魔銃ライフルを出して魔物へ向けた。


通常よりも速さも力も段違いな魔物に、成程やはり一人では無理そうだと内心で頷く。そして空から急襲する魔鳥へと、常の通りに魔力操作で引き金を引いた。


直後、ガァンッと暴発したような音を立てて魔銃が勢いよく地面を跳ねた。


「、ん」


「リーダー⁉」


目を瞬かせてそれを見ていれば、イレヴンが近くの魔物を斬り捨て駆け寄って来る。それに大丈夫だと頷き、ふと襲って来た筈の魔物の姿を探せば、広範囲に散らばりながら舞う羽が目に入った。


少し考え、ちょいっと指先を動かせば問題なく転がっていた魔銃が浮かぶ。操作に問題はないようだ。


「どうした」


魔物を片付け怪訝そうに近付いて来たジルに、リゼルは申し訳なさそうに眉を下げて苦笑した。


「衝撃が強すぎて制御出来ませんでした。びっくりです」


「俺がびっくりッスよ、もー」


繊細な魔力操作が必要な魔銃の扱いは、少しのズレが致命傷となる。


普段ならば衝撃の制御など慣れきったものだが、今回は込めた魔力が多すぎたのだろう。結果、魔物は木っ端微塵になった。早速の魔力溜まりの洗礼だ。


「魔法は自分の魔力量依存だろ」


「俺もそう思ってたんですけど」


リゼルも予想の出来事だ。まじまじと銃を見て、予想だけどと先を続ける。


「普段、この弾が入ってる部分にぴったり重なるように魔力を転移させるんです。今回も普段と変わらない量の魔力を使って転移させたら」


「めっちゃ入ったんスね」


「入りました。転移魔術の対象って質量じゃなくて体積みたいです」


魔銃を使い始めてから幾年月、まさかの発見だ。特に魔力しか転移出来ないリゼルでは、魔力溜まりにでも入らなければ一生気付く事はなかっただろう。


「意外なところで新発見ですね」


「此処以外で必要ねぇ発見だけどな。無理そうなら下がってろ」


「いえ、何回か試せば大丈夫だと思います」


リゼルは言葉通り、それから数度発生した戦闘の中で見事調整を完成させた。なにせ迷宮並みの頻度で襲われる。調節する機会には困らない。


「しっかし魔物多いッスね」


「食料も多いし、人も来ませんしね。あ、見て下さい。水が綺麗ですよ」


強襲も途切れ辿り着いたせせらぎは浅く、底に真っ白な砂利を覗かせていた。水は神秘的で透き通るような青、日の光を反射し美しく煌いている。


水にも魔力が多く含まれているのだろうか。リゼルは取り敢えず瓶を取り出し、傍にしゃがんで掬っておいた。その姿を、情緒が無いのはどっちだとジルが呆れたように見下ろしている。


「あ、なんか聞こえる」


「え？」


「近付いて来てんな」


リゼルは瓶の蓋を閉じながら立ち上がった。ジル達と同じ方向を向き、数秒。何処からか、ようやくリゼルの耳に届いたのは人の声だった。


微かに聞こえるそれは、美しいハミング。状況を忘れて聞き惚れてしまいそうな程に。


「武器は禁止ですよ」


剣に手を触れたジル達を制する。


警戒は必要だ。だが人が住める住めないは別として、隠れた集落という可能性もある。ならば侵入者はこちらであり、武器を構えてのファーストコンタクトなど以ての外だ。向かってくるのが女性ならば、尚更の事。


「襲われたら？」


「魔物ならこれまで通りに。人なら話が聞きたいです」


了解、と頷く二人を確認し、リゼルは歌声の近付いて来る方角へと向き直った。


そして姿を現したのは、思わず声を失う程に美しい女性。不可思議な霧の中、別世界に迷い込んだのかと思わせる程の耀かがやく相貌に、誰もが此処が現世だと忘れるだろう。リゼルは素晴らしい芸術品を見たかのように感嘆の息を漏らし、ジルは何故魔力溜まりに女が一人で居るのかと警戒を強め、イレヴンはポカンと口を開けている。


その時、女性が此方に気付いた。布で隠された両目がはっきりと三人を捉え、そして奏でていたハミングが止まる。それを惜しいと思う間もなく、その可憐な唇が開いた。


「───……──√…」


「歌ァ？」


花が綻ぶような微笑みと共に向けられたのは音色。イレヴンが思わず声を上げる。


女性は気にする事なく、片手に持ったバスケットを揺らしながらせせらぎへと足を踏み出した。皮のサンダルが水面へと触れた途端、光を散らしながら波紋が広がる。まるで神話の女神が大河を渡るかのような、幻想的な情景だった。


彼女は此岸へ降り立ち、迷いなくリゼル達へと歩み寄る。


「──……───……─」


そして普通に擦れ違った。まるで隣人と挨拶を交わすように、音色を口遊くちずさみながら通り過ぎて去って行く。


「……」


「………」


「…………何アレ」


遠ざかる嫋たおやかな背を見送り、いつしか再開されたハミングが完全に耳に届かなくなった頃。イレヴンが剣から手を離しながら辛うじてそれだけを口にした。


「超美人だけど両目隠してんの意味不明だし、俺らの顔見て歌うとか何なの。気分ノッて来たの？」


「知らねぇよ」


しかし、とジルは付け加える。


「警戒心が無さ過ぎる」


「あー、それ」


イレヴンもそれに同意した。


魔力溜まりで、何処から襲ってくるか分からない魔物に対する警戒心。あるいはこんな場所で出会った相手に対する警戒心。無ければならない筈のものが、彼女には欠けていた。


それはどういう事なのかと考えかけたジルが、ふとリゼルを見下ろす。何も言わず、ただ静かに美しい相手が去って行った方角をじっと見つめる姿に怪訝そうに眉を寄せた。


「どうした」


「何か覚えがある気が……なんでしたっけ」


「おい」


「うーん」


そんなジルへと〝ちょっと待って〟と手だけで答え、リゼルは女性が紡いだ音色を小声で繰り返す。聞いた事のない曲の一節、というならばこの既視感は何なのか。


彼女はまるで、語りかけるように音色を口にした。紡がれた音が極僅かに反響して聞こえたのは何故か。声に意識が惹かれたのは何故か。魔力溜まりで平然と暮らせる程の魔力抵抗力、すなわち豊富な魔力。声に魔力を乗せ、女性が歌ではなく本当に語りかけていたのなら。


「〝──……√〟　違うかな、じゃあこれが……」


かつて、リゼルは一枚の不思議な楽譜を目にした事がある。


曲と言うには奇妙で、しかし声に出すと不思議と美しい。それは祭典の折に儀礼的に歌われており、過去にリゼルの国がとある種族と友好を結んだ証だという。


それを、曲ではないと知る者は少ない。言語だ。それを知ったリゼルが長い月日をかけて読み解けば、それは紛れもなく友好の言葉が綴つづられている楽譜てがみであった。


その曲ことばを贈られるべき種族の名前は。


「エルフ」


「あ？」


「地図が示すのは、エルフの集落です」


何を言っているのか分からないという二人の視線を流しつつ、リゼルは感動したようにいそいそと地図を取り出した。目的の地は、後一歩の所まで迫っている。


「リーダー以外が言やぁ、頭おかしいんじゃねぇのって返すんだけど」


「しかも迷宮品だしな」


迷宮だから仕方ない。冒険者は迷宮が引き起こす理不尽な事象に出会う度、心の中でそう唱える事で心の平静を保つ。今回はそれでもギリギリだったが。


「じゃあリーダー、あの歌なに？」


「あの歌は彼女達の言葉ですよ。古代言語……って、こっちでも言うんでしょうか」


「めっちゃ前に使われてた言葉？」


「あ、それです」


遥か昔に使われていた、今では誰も使わない言語。それを一纏まとめにして古代言語という。


こういう若干アバウトな部分も同じなのかと感心しながら、リゼルは地図を巻いてポーチへと仕舞った。元々、道は既に覚えている。


「実際声に出して使われてるのを聞いた事がないので、すぐ気付けませんでした」


「何言ったか分かんのか」


「そうですね」


考えるようにリゼルが視線を流す。


流石に、知識と照らし合わさなければ解読できない。音色を繰り返し、それを言葉に直していく作業が必要だ。それが出来るだけでも異常なのだが。


「最初のが『あら、お散歩かしら。今日は霧が綺麗だものね』で、次のが『木の実を摘みに行くの。たくさん取れたら分けてあげるわ』でした」


「呑気か！」






「そうですね、出会った瞬間は神秘的でした」


「そうだろうとも！」


ややぼかした。


わざわざ夢を壊すのも忍びないだろう。嬉しそうなレイを見る限り、その判断は正しかったのだとリゼルは頷く。


「暮らしぶりだけ聞けば閉鎖的なイメージだが、友好を結べる所が流石だね！」


「いえ、意外と友好的だったんです」


なにせ、集落にも入れて貰えたのだから。好奇心を露わに身を乗り出したレイに、その時の事を思い出しながら続きを口にした。






目的の集落に辿り着いて初めに目に入ったのは、樹齢何千年かも分からぬ巨木だった。


その巨木に寄り添うように、まるで木々が自ら身を編んだような家々が佇んでいる。不思議と霧も存在せず、木漏れ日が不思議な煌めきを持つ屋根へと静かに降り注いでいた。


三人が歩を進めれば、徐々に霧が薄れていくのが分かる。


「口、取って良いんスか」


「村の中は大丈夫そうですけど、勝手に入るのは……」


「来たぞ」


ジルの言葉にそちらを向けば、村の中から一人の女性がゆったりと此方へと歩んで来ていた。


薄く透き通るような、金の髪を流した美しい女性だ。彼女はふわりと布の揺れる服を泳がせ、三人の前で足を止める。


「（あらぁ、初めましてねぇ。こういう時は何て言うのかしら。いらっしゃい、で合ってるかしら？）」


頬に手をあて、コトリと首を傾げる姿は汚れを知らぬ少女のようだ。流れるように紡がれた声は透き通るように清らかで、音色は穏やかに凪ないでいる。


それらはリゼルがジル達へも伝えていた。女性の言葉から、村に外部の人間が訪れた事がないのだと分かる。ただ、忌避きひされている訳ではないようだった。


「（お婆様がおっしゃっていたけれど、外の方って言葉が違うのよねぇ。言葉も通じないしお口も隠しているし、お友達になれるかしら）」


警戒心からではなく、心からの疑問。目元の隠された無垢な表情は、成熟した大人の美しさを曖昧にして更に魅力を増す。


出来る事なら、快く歓迎して貰いたい。ならば誠実であるべきだ。リゼルはまだ薄っすらと霧が漂う中であるにも拘らず口元の布へと手をかけた。


「おい」


「大丈夫です」


転移魔法で、自身の周りの魔力だけ転移。それを絶えず繰り返しながら布を外す。


一歩間違えれば、魔力中毒で正気を失うだろう。だがリゼルは僅かに痛む肌を気にせず、此方を窺う美しい存在へと微笑みかけた。そして唇を開く。


「（貴女たちにあいに来たんです。どうか受けいれてはいただけませんか）」


紡がれた音色に、彼女はどれ程美しい花も敵わぬような笑みへと破顔した。


「（是非、おもてなしさせて欲しいわ）」


リゼル達は、拍子抜けする程にすんなりと集落へ迎え入れられた。


それはエルフ特有の、悪意や敵意に敏感な性質故だろう。リゼル達が本当に自分達に会いに来てくれただけなのだと感じるからこそ、あっさりと受け入れられる。


「何でてめぇは拒否られねぇんだ」


「ニィサン酷ぇ」


「彼女達に向けなければ大丈夫なんでしょうね」


不用心だとは思うが、納得も出来た。敵対する人間のいない魔力溜まりで、唯一彼女達を害そうとする魔物ですら些細な危機ともならない。そんな生活を何百年と続けていれば、使われぬ警戒心など退化していくばかりだろう。


「（あら、お客さま？）」


「（まぁ、初めてね）」


集落のそこかしこから集まるエルフを引き連れながら、案内されたのは椅子や机が置かれた広場だった。三人がそれぞれ細工の美しい木の椅子に腰掛ければ、途端にあらあらうふふと囲まれる。


外の世界で暮らす気はなさそうだが、興味はあるのだろう。次々と投げられる質問に、リゼルは一つ一つ丁寧に答えて行く。


「（つたない発音でおはずかしい）」


「（同じ言葉を使ってくれるのって、とっても嬉しいのよ。気にしないで？）」


「（そう、嬉しい。それに、とても可愛らしいわよぉ）」


地味にリゼルは気にしている。練習しなければと思いながら、ふと違う席でエルフ達に囲まれているイレヴンの方を見た。


「何なの珍しいの、あ、服？　これ？　脱げって？　ちょ、鱗うろこは触んなっつぅの」


頬を突かれ、服を覗かれ、割と好き放題されながらも絶世の美女に囲まれれば悪い気はしないのだろう。高い社交性を発揮し、言葉が通じないにも拘らず何となく会話出来ている。


逆にジルは、エルフ特有の穏やかすぎる、言い方を変えれば呑気すぎる空気が合わないらしい。先程からリゼルの傍に立って一言も話さない。エルフからはちょんちょんと珍しそうに剣を触られたりしているが。


「ジルも楽しんだら良いじゃないですか」


「抱けねぇ女と何しろっつうんだよ」


「本当に君は女性との触れ合いを楽しめない人ですね」


リゼルは苦笑し、そしてパッと何か思いついたように顔を上げた。


「なら、興味がある事してみます？」


どういう意味だと顔を顰めるジルを尻目に、リゼルは外の世界についての質問を楽しんでいたエルフ達へと声をかける。


「（あなた方の魔法をたいけんしたいと、彼がいっているんですが）」


「（あらぁ、外の人は魔法を使えないの？）」


「（あなた達にくらべれば、つかえないのと一緒です。すごーくささいな事しかできません）」


エルフ達が首を傾げた。魔法と、魔力と共に生きている彼女たちには理解し難いのだろう。


自分達も些細な事しか出来ないけれど、と不思議そうな姿をリゼルはもれなく微笑んで流す。此処に辿り着くまでに見た水面を渡る魔法すら、尋常でない魔力を消費する高等技術だ。もはやそれは迷宮の魔法と変わりがない。つまり理屈じゃない。


「（体験って何をしたら良いのかしら、お茶を入れてさしあげるとか）」


「（休憩できる家を作ってあげるのはどうかしらぁ？）」


「（いいえ、攻撃してほしいんです）」


攻撃？　とエルフたちは一様に繰り返し、そして。


「（こうかしらぁ？）」


「あ」


リゼルが思わず言葉を零すより先に、ジルの居た場所を四方八方から光の柱が貫いた。


音も無く発現した魔法に予備動作は何もなく、しかしその威力はリゼルが全力を以って挑もうと全く敵わない。出鱈目でたらめにも思える程の至高の魔法。


流石に驚いて目を瞬かせるリゼルの前で、エルフ達はウフフと微笑む。


「（まあ、外の方はとても動きが速いのねぇ）」


「……お前何言ったんだよ」


光の柱が消えた向こう側、ジルがぶらぶらと片手を振って立っていた。


よくよく見れば、身に着けているグローブの先端が焦げている。もし避けなければ、最上級装備を身につけていようと灰も残らなかった事だろう。


ジルで良かったとリゼルは心底安堵する。自分ならば死んでいた。


「すみません、こういうのが好きかなと提案してみたんですが……軽率でした」


「いや、良い」


ジルがグローブを脱ぎ、リゼルへ放る。その瞳が刀身のような光を宿し、その手が素肌を晒しながら剣の柄を握り締めた。どうやら提案は間違っていなかったらしいと、リゼルはエルフへと再開を願った。


剣に手をかけようが、敵意も悪意も無いからだろう。凄いわ速いわと楽しそうなエルフ達は、良く分からないけれど面白そうだと次々に魔法を発動し始めた。あくまでも相手が死なず、致命傷も負わないことが前提の練習だとはリゼルも付け足したが。


「（避けるより、魔力防壁を張ったほうが楽だと思うのだけど）」


「（あなた達の魔法をふせげるようなカベなんて、外のだれもがはれませんよ）」


「（そうなの？）」


エルフはぱちりと目を瞬かせ、そして笑う。


「（でも外の人って凄いのねぇ、魔法を使わないのにこんなに強いなんて）」


ジルを唯人ただびとの標準だと思って貰うと困る。リゼルはさりげなく訂正した。


「ニィサンも良くやんなァ。すっげ、あの人エルフに勝てんじゃねぇの」


動きの見えない漆黒の影を追っていれば、ようやく解放されたらしいイレヴンが隣に立った。呆れたような言葉に、確かにとリゼルも頷く。


魔力を斬り捨て、逸らしている剣は流石の最上級迷宮品だろう。楽しんでいるようで何より、とリゼルは正面に座る金の髪を持つエルフへと向き直った。まだ暫く、時間はありそうだ。


「（おれにも、あなた達のことを教えてください）」


「（教えられる事なんてあるかしらぁ）」


小首を傾げながら此方を見る美貌に、控えめに返す。


「（いやなら、むりには聞きませんが）」


「（あらあら、嫌じゃないのよぉ。嬉しいわ、何でも聞いてちょうだい）」


その声には慈愛が滲み、慈しむように優しい音色が紡がれる。


だがそれを、そのまま受け取る訳にはいかないのだろう。リゼルは差し出された嫋やかな指先が頬を撫でるのを受け入れ、そして自らの手を重ねて告げた。


「（ありのままの、美しいあなた達のことを知りたい）」


触れた手は、自らのものと変わらず温かかった。






リゼル達はレイにより用意された馬車に揺られ、茜色の空を眺めながら帰路につく。


尋問という意図は全くなく、ただ好奇心だけで話を促すレイに応えていたら随分と時間が経ってしまった。途中、帰ろうとした二人を引き止めたのはレイ自身なのだが。


「ジルはどう思いますか？」


視線を窓の外に向けたままポツリと呟くリゼルに、ジルは微かに眉を寄せた。


「あ？」


「俺達が、彼女達の力を独占してるって思いますか？」


そして向けられた茜を映すアメジストに、確かに余所からはそう見えるだろうとぼんやりと考える。間違いではないとも思うし、そうでは無いとも思った。


危機感も警戒心もないエルフ達は友好的に見えるだろう。もしリゼル達以外が訪れようと歓迎された筈だ。だからこそ勘違いする。彼女達とは、決して対等ではない。


エルフ達にとっては、蝶が迷い込んできたようなものなのだ。目新しい客人を一通り愛で、楽しみ、そして出て行ったら「あら居なくなったわウフフ」で終わる。その邂逅かいこうに些細な影響さえ受けずに、現状で満足している彼女達は変わらず暮らし続けるのみ。


「お前は、あいつらにそのままで居て欲しいんだろうが」


「そうですね」


「なら違ぇだろ」


そんな彼女達と、リゼルは対等になってみせた。美しい在り方のままでいて欲しいと、彼女達の本質を変えずに意識だけを動かしてみせた。


その為にジルもイレヴンも結構な目にあったのだが、それは割愛する。色々あった。


「でも、俺はちゃっかり力を貸して貰ってます。自分勝手でしょう？」


「ただの土産の礼だろ」


そんなエルフ達が何故、大侵攻に手を貸してくれたのか。


魔鉱国でジルがリゼルに頼まれた買い物は、魔力溜まりに待っているのが人ならばと想定した際の贈り物だった。幸いな事にエルフ達はとても喜んでくれた。


「あっちから礼がしてぇっつったんだろうが」


彼女達にとっては、国を救う大魔法の行使もただの土産の礼に過ぎない。ちょっと長い散歩に出て、ちょっと魔法を使って、幼い子供と触れ合えてむしろ幸運だとそれだけの話。


「珍しく外野の意見なんか気にしてんのか」


「気にしてるのは彼女達の品位ですよ。俺に独占されているなんて評価、彼女達に悪い」


「評価なんざ届く場所じゃねぇよ」


「俺が嫌なんです」


ああそう、とジルは億劫おっくうそうに頷いた。


まるで美術品を愛でるようにエルフを美しいと言うリゼルは、彼女達に余計な付加価値が付くことを嫌がる。本来ならば大侵攻に連れ出すのも避けたかったのだろう。だが魔鉱国を出発する際、鳥を使いに寄こしたエルフにより〝礼をする良い機会だ〟と嬉しそうに言われれば断る理由もなかったようだ。


申し出があれば手を借りることを厭いとわないのがリゼルらしいか。小さく笑い、そして呟く。


「お前に独占されんのに比べりゃ、他人の評価なんざ何の価値もねぇだろ」


伝える意図のない呟きは馬車内の空気に溶け、何か言ったかと不思議そうな視線にジルは何でもないと手を振ってみせた。
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「依頼にも変化が出て来ましたね」


「祭りが近いからな」


売り子募集、設営募集、荷運び募集。最近の依頼は否応にも祭りへの期待を高めている。とにかく稼ぎ時だけあって、記載される報酬は普段と比べて割高だ。


次々と冒険者の手によって剥がされていく依頼用紙を見送りながら、リゼル達は空いてからゆっくり選ぼうと一旦ギルドに置かれた机へ向かった。上位の依頼は変わり映えしないし、これだという依頼もない。


「建国祭、ジルは見た事ありますか？」


「何処行っても盛り上がってんだから見ねぇ方が難しいだろ」


「その言い方だと参加した事は無いんですね」


「してた方がビックリなんスけど」


リゼルは椅子に腰掛け、それは俺のだ俺のだと押し合いへし合いしている冒険者達をのんびり眺めた。


割の良い依頼があると頻繁に見られる光景だ。依頼は完全に早い者勝ち。受けられる範囲の依頼であればランクの上下など関係がない。つまり実力行使が混じる。


「何だか、聞いてたより規模が大きそうです」


「今年が建国四百年とかで、よけい盛り上がってんじゃねッスか」


「流石、若い国は溌剌はつらつとしてますね」


ほのほのと好ましげなリゼルの発言の真意に関しては、無言でそちらを見たジルとイレヴンのリアクションでお察しだ。小国出身とは思っていなかったが、と二人は思わずにはいられない。


「王都では一番大きいお祭りなんですよね？」


「まぁな。年に一回、しかも国が主催してる」


その規模は他の追随を許さない程の盛り上がりだという。


開催中は祭衣装に身を包んだ人々が道を埋め尽くし、数々の出し物が休む間もなく彼らを魅了し、今まさに準備が進められる町中の飾り達が目を楽しませる。


城で行われる記念式典には他国からの使者も訪れ、彼らは門から城へと大手を振って華やかな凱旋を見せるらしい。その時だけは人々も膝をつかず、歓声を上げてそれらを見送る。


「準備の今でさえお祭り騒ぎだし、本番が気になります」


「見にいきゃ良いじゃねッスか。……え、つか俺リーダーと一緒に回る気満々だったんスけど！」


「イレヴンも見た事ないんですか？」


「見た事あんならアンタと一緒に回れねぇの」


露骨に不満げな顔をするイレヴンに、ふと疑問に思っただけなのだけどとリゼルは苦笑する。宥める様に目にかかる前髪を梳すいてやれば、露わになった瞳がじっと訴えるように此方を見た。


「お誘い、有難うございます」


目元を緩めれば、イレヴンが満足げに唇を吊り上げた。何ともねだり上手な事だと笑い、頬の鱗を掠める様に額を撫でる手を離す。


「あ、でもこの前女将さんが、祭りの時の男性はパートナーを得るのに必死だって教えてくれたんですけど」


王都国民の例に漏れず、女将は酷く楽しそうにリゼルへと建国祭の事を教えてくれた。男女で参加しなければいけない何かがあるのかと思っていたが、訳知り顔で頷くジル達を見る限り違うのだろうか。


「あー、何だっけ？　確か初代の王サマが、祭りの時に市井の娘と一発かまし」


「初代王が祭りの際に御忍びで出会った平民の娘と恋に落ちたなどという、在り来たりな物語になぞって一人身は肩身の狭い思いをするというだけです」


瞬間、頸動脈を躊躇いもなく狙ったペン先をイレヴンが嫌そうに避ける。乱闘を強制的に収めて来たのだろう。いつの間にやら隣に立っていたスタッドが、絶対零度の名に相応しい目でそれを見下ろしていた。


「それって本当の話なんですか？」


相変わらず見えない角度で無音の攻防を繰り返すイレヴンとスタッドに、リゼルは全く気付かない。不思議そうにジルを見れば、面倒くさそうに肩を竦められた。


「知らねぇよ、証拠なんざねぇし」


「ですよね」


「楽しけりゃ良いんスよ、祭りなんだし」


へらりと笑うイレヴンは、殺意あるやり取りの片鱗も見せない。何か含みがある気がする、とは思うリゼルも害が無ければ気にしない。


「で、実際あんスか。そういうの」


「ん？」


「王が平民と恋に落ち、ってヤツ」


受付カウンターに戻っていくスタッドに頑張ってと手を振り、リゼルは少し考える。


「俺は聞いた事ないです」


「そんだけ有り得ねぇんだろ」


「じゃあ完全作り話じゃん」


「あ、でも手を出すくらいは有るかもしれませんよ。祭りの夜、一時の熱に浮かされて」


「一発かました？」


「身も蓋もねぇな」


三人の話が聞こえる距離にいた冒険者らが、居た堪れなさそうに天を仰いだ。


つまり、浮かれた国王の御手付き。それに倣ってパートナー探しをしているという事実。別に一発かまそうとは思ってもいないが、全く期待していないと言うと嘘になる。祭りの雰囲気に飲まれて、良い思いが出来たらなぁと。


乙女が憧れる恋物語、その真相が広まらなければ良い。誰もが複雑そうな顔でそう願った。


「やっぱ生まれが違ぇと無理かァ」


「教育っていう面ではそうかもしれないですね。教養、人脈、他にも幼い頃から少しずつ身につけるべきものが沢山あります」


貴族の娘も大変だ、とイレヴンはだらりと机に伸びた。そしてジルは胡散臭そうな目でリゼルを見ている。もしや自らの国王の嫁を想定しているのだろうか。姑か。


「何か失礼なこと考えてませんか、ジル」


「別に」


口には出さないが。


「夢のねぇ話ィ」


「有り得ないからこそ恋物語としては盛り上がるんですよ。イレヴンはお誘い、無いんですか？」


「リーダー達と回るっつって断ってる」


一緒に行けないのかと拗ねておきながら、既に根回しは済んでいたらしい。リゼルは可笑しそうに笑い、ジルは俺もかと顔を顰める。


そして三人は話の区切りがついた所で、丁度依頼ボードの前も空いた事だしと立ち上がった。きっと建国祭関連は残っていないだろうから、いつも通りの依頼となりそうだ。






リゼル達はガーゴイルの心臓という、採取なのか討伐なのか分からない鉱石採取の依頼を終え、街へ戻ると同時に一休みしていた。馴染みになりつつある挽き立てコーヒーの露店で、背の高い机での立ち飲みだ。


喉も渇いたしオマケも付くし、更に一名に対しては生クリームもたっぷり乗せて貰える。今日のオマケは塩っ気の強いクラッカーで、主にイレヴンが美味しそうに齧かじっていた。


「街並みも華やかになってきましたね」


眺める街並みは一段と活気に溢れ、張りのある声が其処かしこで飛び交う。


「浮かれた奴ばっかで面倒事が増えそうだ」


「こういう時ぐらいハメを外さないと」


「酒が出んなら外してやるよ」


ハッと笑ったジルに、酒を楽しめる人は羨ましいとリゼルは羨ましげに溜息を零す。


ちなみに今居る露店は、祭でアイスコーヒーに生クリームを乗せたコーヒーフロートを売り出すらしい。熱気あふれる祭りの最中だし、挽きたてという珍しさもあって好調に売れるのではないだろうか。


三人がそんな何でもない事を話していた時だ。ふと、声がかかる。


「あ、あの」


遠慮が多分に混じったか細い声。周囲があまり遠慮のないタイプなので、リゼルは一瞬流しそうになってしまった。


そちらを見れば、一人の女性が意を決したように此方を向いている。気付いて貰えた事にほっと安堵の息を洩らし、両手を握りしめながら一歩机へと近付いた。その目が真っ直ぐに自分を見ているのを察し、リゼルは優しく問いかけた。


「どうしました？」


何かを察したらしいイレヴンが、肩を寄せるように上体を近付けて来る。それをどうしたのかと思いながら、小さく顔を伏せて此方を窺う女性へと視線を戻した。


自然と上目遣いになるその姿は、染まった頬と中々用件を言い出せないいじらしさを酷く魅力的に見せる。きゅっと握った手が小さく震え、零される声は緊張に揺れていた。


「あの、申し上げたいことが……」


「ゆっくりで良いですよ。大丈夫、きちんと聞きます」


穏やかな声に、女性の力んだ掌からふっと力が抜ける。


「建国祭を、どうお過ごしになるのか伺いたくて」


気恥ずかしそうに、少し嬉しそうに、そんな声色で話す女性の声を遮るように、イレヴンのコーヒーの氷を掻き混ぜる音が響いた。






「ギルドで聞いた話は此処に繋がんのか」


「そ」


リゼルにより奪われ、呆れきったジルへと回されたコーヒーを奪い返し、イレヴンは氷ごと勢いよく口へと放り込む。ガリガリと氷を噛み潰す姿はいかにも不満げだ。


「初代王と平民の娘の禁断の愛にちなんで、祭り中は無礼講っつうこと。普段は声掛けにくいリーダーでも誘える気になるんじゃん？」


「てめぇはあいつに似てきたな」


「リーダーに？　マジで？　やった」


ニンマリと笑ったイレヴンに、勘弁してくれとジルが溜息をつく。


イレヴンにとって、朝の話題は確認だった。平民が王妃になり得るか、つまりリゼルが平民の女性を本気で口説く事があるのか。


基本的に効率主義なリゼルが、わざわざ苦労を抱える可能性は低い。ならば女性から祭りの誘いがあろうと、他に優先するものがあったら断るだろう。だから先約を取り付けた。


「何でそんな嫌なんだよ」


「俺より優先されんのが嫌」


「あいつ前に、こっちで嫁探しも有りとか言ってたぞ。本気かは知らねぇけど」


「はァ⁉」


思わず叫べば、どうしたのかとリゼルが振り向く。その向こうに驚きを露わにした女性も見え、イレヴンは何でもないと愛想の良くヒラヒラ手を振ってみせた。そして二人が話に戻る。


ちょっとした雑談から祭りの予定を聞きだそうと女性は懸命だ。イレヴンは二人の意識が此方から外れたのを確認し、そしていかにも〝余計な事を言った〟と面倒そうなジルへと詰め寄る。


「何で！」


「何でっつうか、アイツとっくに婚期過ぎてんだろ。仮にも貴族だぞ」


「俺が許さねぇっつの！」


「てめぇの許可がいんのか」


「いる」


真顔だ。


「むしろ何でリーダーが独り身なんだっつの。モテねぇ訳ねぇのに」


「どっちなんだよ」


ブツブツと不本意を露わにするイレヴンに、ジルは全てを放り投げた。


「色々あんだと」


「色々」


貴族社会ならそういう事もあるのか、とイレヴンは思わず納得した。


とはいえ、リゼルは未だどうやって帰れば良いのか分からない。妻を娶めとった所で共に帰れる保証も無いのを思えば、嫁探し発言も本気ではないのだろう。しかし油断は出来ない。リゼルの事だからあらゆる状況を予測している。かもしれない。


そう真顔で盛大に思考を翻弄されているイレヴンを、ジルがやはり呆れ切ったようにコーヒーを飲みながら眺めていた時だ。


「それで、もし宜しければ、私と建国祭を回って下さいませんか……！」


その隣で、話がようやく本題へと入る。


意を決したように顔を上げた女性に、リゼルが何かを応えようと微かに首を傾げた。それを見て、イレブンは肘をついたまま片手を伸ばす。


「あ、忘れてた。お姉さんゴメーン」


リゼルの服を引きながら、女性へと視線を向ける。パチリと目を瞬かせる女性にニコリと笑い、抵抗もなく振り返ったアメジストを見た。


「ジャッジとか氷人間とか、リーダーのこと誘いたいっつってたッスよ」


その言葉と共に微かに放たれた殺気に気付いた者は極僅か。


それは殺気を向けられた先にいた盗賊の精鋭二人、加えてジルの三人だけ。当のジルは我関せずと無視を決め込みながら、不自然に消失した二人分の気配を意識だけで追う。物騒な命令の仕方だ、と体よく伝令係にされた精鋭らへと同情した。


「そうなんですか？」


「そう」


尋ねられ、イレヴンは平然と頷く。


甘い瞳は全てを見透かすようで、だが恐らくバレてはいない筈だ。腹芸ならば慣れたもの。普段通りの笑みを作れば、リゼルは何事もなかったかのように女性へと向き直った。


「すみません。申し出はとても嬉しいんですが、今回は友人を優先させて下さい」


「い、いえ、そんな、全然……！」


申し訳無さそうに眉を下げて謝るリゼルに、彼女は頬を染めながら必死で首を振った。気にしないでと伝える彼女の柔かな髪が、少し乱れて頬にかかる。


気付いたリゼルが手を差し伸べ、そして優しく爪の先で掬った。親しくもない男に触れられるのは不快だろうと、避けようと思えば避けられる程にゆっくりと、肌には決して触れないように。


「お誘い、有難うございました」


微笑むリゼルに、目を見開いたまま固まっていた女性が小さくコクリと頷く。


女に甘すぎる、とはジルの談。サービスしすぎ、とはイレヴンの談。だがリゼルとしては、勇気を出して誘ってくれた女性に恥をかかせない様に、という男として当然の配慮だと思っている。


「こちらこそ……その、ありがとうございました」


悩まず断ることで期待を持たせることなく、しかし充分に相手を気遣ったそれは彼女に届いたのだろう。はにかんだ微笑みは愛らしく、どこかスッキリしたように一度頭を下げて去って行った。


「それ、誘ってくる女全員にやるつもりッスか」


べぇ、とリゼルに見えないよう舌を出したイレヴンが言う。リゼルは氷が解けて薄くなってしまったコーヒーを一口飲んだ。


「冒険者相手にお誘いって、そんなに有るんですか？」


「お前冒険者枠じゃねぇよ」


「や、つか冒険者も上位になると祭りの時は人気ッスよ」


「じゃあジルとか」


横からイレヴンがグラスを奪っていくのをそのままに、リゼルは嫌そうな顔をしているジルを見た。ランクこそＢだが知名度は高く、身長も高ければ顔など言うまでもない。裏の女性からは常に引く手数多だし、と思いかけてリゼルとイレヴンは悩む。なにせ致命的にガラが悪い。


「あ、でも前にマルケイドで女性二人に声かけられてましたよ」


「初見でニィサンに声かけるとか凄ぇ女もいるもんッスね」


「遊び慣れてる方だと逆に刺激になるのかもしれないですね」


「あー、そういうの好きな奴って結構いるよなァ」


割と好き放題言われている中、ジルは眉を寄せただけで流した。


そして三人は、そろそろ行こうかとグラスを机に残して歩き出す。何やら色々有耶無耶うやむやになったが、恐らくリゼルへのお誘いは明日以降なくなるだろう。なにせ噂好きの井戸端会議常連が、露店の中で好奇を隠さず此方を窺っていたのだから。


「つうか悪い男を引っかけてぇなら俺じゃねぇだろ」


「あ、そうですね。本業がいますし」


「元じゃねッスか」


数日間続くパルテダール最大の祭りが今、幕を開けようとしていた。






建国祭の開催は、劇団〝Phantasmファンタズム〟も公演を行った広場で宣言される。今日の為に作られた豪奢なステージは、これから暇なく賑わう事になるだろう。


その幕開けに居合わせようと、早朝の広場には早くに国民達が集まっている。色とりどりの衣装に身を包んだ姿は、お忍びで城の外へ出た初代王の変装を模していた。しかし個性豊かで派手な装いの数々は、今となっては完全に祭りを盛り上げる為の一要素となっている。


「此処に、建国四百年記念祭の開催を宣言する！」


そして高らかに告げられた宣誓に、そして直後に空に舞い上がった色鮮やかな花弁に大歓声が鳴り響いた。






国中に賑やかな音楽が鳴り響き、人々の笑い声が咲き乱れる建国祭初日。


開催が宣言されたその瞬間、リゼルが何をしていたかと言うと完全に寝ていた。祭りの前夜だろうと読書を欠かさないリゼルは、昨晩もまた寝るのが遅かったからだ。


祭りの前夜独特の浮ついた空気は、例え部屋の中にいようと伝わって来ていた。だが至って平静に読書を堪能し、そしてしっかり眠るのだから神経は図太いのだろう。


「嫌です」


そして今、宿泊客も全て出払った食堂で、少し遅い朝食を食べ終えたリゼルはキッパリとそう口にした。目の前に立つのはイレヴン。向かいにはジルが座り、面白そうに見物している。


「えー、俺すっげぇ真剣に選んだんスけど」


「それはとても嬉しいんですけど」


イレヴンが手に持った一着の衣装を掲げながら、ニヤニヤと笑う。


それはまさに建国祭用の衣装。イレヴンも既に自身の着替えを済ませていた。普通ならば派手過ぎる華やかな色合いも、彼ならば良く似合う。不満そうに手にした衣装を揺らす度、身に着けた装飾品がジャラジャラと音を立てていた。


晒された腹は臍へそ近くにある鱗もはっきりと見え、祭りの陽気さをいかにも醸し出している。


「お腹丸見えですし」


しかし、リゼルが嫌がっているのはまさに其処だった。用意してくれたという衣装、それも腹部が丸っと開いている。


「肌出さねぇ祭衣装なんて滅多にねぇッスよ」


「風呂場で全裸特攻出来る奴が何イヤがってんだよ」


「外で肌を出すっていうのがあまり……」


リゼルの普段の装いは、顔と手首から先以外の露出がない。シャツのボタンだってきっちり一番上まで止める。幼い頃から普通だったので堅苦しさなどは微塵も感じないし、むしろそうでないと落ち着かないぐらいだ。


「すみません、流石にハードルが高いです」


必ず着なければならないのなら平然と着るが、選べるなら選ぶ。勿論、普段通りの格好で参加しても全く問題はないのだから。


「ジルに着せたら良いじゃないですか。腹筋凄いですよ」


「着ねぇよ」


「さっきニィサンにも渡したら投げ返された」


ちなみにジルが渡された衣装は真っ黒だった。即行投げ返した。


「ジルは体格が良いし、見栄えしそうなのに」


「俺がこんなの着て浮かれてんの見てぇの」


「結構見たいです」


飄々と宣うリゼルに、相変わらずだとジルが溜息をつく。


どちらにせよ、元々ジルは着替える気がない。リゼル同様に肌の露出も好まない。あまり乗り気ではない二人に、イレヴンは不貞腐れたように持っていた服装を空間魔法へ放り込んだ。


「じゃあこっち」


しかし諦めない。すぐさま取り出したのは、華やかさを欠かない程度に落ち着いた色合いをした衣装だった。先程との決定的な違いは露出が少ないという点か。


「綺麗な衣装ですね」


「気に入った？」


こういう事に妥協しないのがイレヴンだ。納得のいくものを手に入れる為に中心街まで出向き、何軒も店を回った。ジルも思わず感心する程、まるで誂あつらえたかのようにリゼルの魅力を引き立てる服。


「おや、リゼルさんによく似合いそうだね」


「ほらァ」


食器を片付けに来た女将のお墨付きだ。


「首周りちょいゆったりしてっけど、こんでも無理？」


「いえ、それなら大丈夫です」


嬉しそうに微笑むリゼルに、イレヴンは内心ガッツポーズを決めた。


先程のものも勿論真剣に選んだし、着させられそうなら着せようと思っていたが本命は此方だ。一着目が断られるのは想定内だった。


「はいリーダー、早く着て出掛けよ」


「分かりました、急ぎますね」


受け取ったリゼルが可笑しそうに笑い、そして一体どうやって着るのかと首を傾げながら食堂を出て行く。その足音が遠ざかるのを聞きながら、イレヴンは空いた椅子へと腰掛けた。


「俺けっこーニィサンのも気合入れて選んだんだけど」


「悪意しか感じねぇよ」


ケラケラと笑うイレヴンに、ジルは鼻で笑った。


色は完全に当てつけだった。しかし、それだけではない事も気付いている。もし本当に着たのなら、恐らくこれでもかという程にジルには合っていただろう。その点だけは評価するも、着たら着たで確実に爆笑される事を思えば感謝の気持ちなど湧いては来ない。


「よく見つけてくんな」


「リーダーの？　でっしょ、すっげぇ頑張ったし」


本当はフルオーダーが良かったと当然のように口にするイレヴンに、ジルはやや引いた。


「中心街で滅茶苦茶探してさァ。お高い服が似合う似合う」


「意外でもねぇだろ」


「ちなみに俺は？」


「派手」


一言で済まされたのが不満なのか、こだわりを語るイレヴンの言葉をジルはきれいに聞き流す。全身黒で妥協している通り、ジルに服のこだわりはない。動きやすく、装備性能が高く、余程変でなければ何でも良い。それだけだ。


「ニィサン聞いてる⁉」


「聞いてねぇ」


暫くそのまま一方的な会話を続けていると、ふと階段を降りて来る足音が聞こえた。間違えることのないリゼルの足音に、二人の視線が食堂の扉へと向く。


「意外と涼しいです」


「お、似合ってるッスよ」


流石俺、と機嫌良さそうに言いながら、イレヴンはひょいひょいとリゼルへ近付いた。


思わず露出のある首元に視線が行くのは、物珍しさ故か。例え温泉に入った後だろうと、一歩自室から出れば第一ボタンまでしっかりと閉めるリゼルだ。ある意味レア。

            





    
  
  




「サイズは？」


「大丈夫です。それにしても、装いを変えると楽しくなって来ますね」


「着て良かった？」


「はい、有難うございます」


表面上は浮かれた様子のないリゼルに、しかし物凄く満足気なイレヴンがほらみろとばかりにジルにも再び衣装を押し付ける。そこにリゼルまで加わったが、ジルは構わず立ち上がった。何を言われようと着替える気はない。


「行くならさっさと行くぞ」


「残念です」


「ケチー」


「うるせぇ」


知るかとジルは宿の扉へ向かいながら、ふとリゼルを見下した。


「そういや約束は良いのか」


「ジャッジ君たちですか？　明日、一緒に回る予定です」


先日イレヴンから話が出た後、その日の内に二人はリゼルを誘いに来た。やけに真剣な顔で、絶対にと約束していったのが印象的だ。


『あの、迷惑かなと思ってたんですけど、どうしても一緒に回りたくて……駄目ですか？』


『祭りに興味はありませんが貴方と共に出掛けられると聞きました。随分と不快な害虫むしの知らせでしたが構いません誘いに来ました一緒に行きましょう』


仮にも商人なジャッジは意外にも上手く誘い、逆にスタッドは隠す気などさらさら無かった。リゼルもそのお誘いを喜んで受け入れたので、明日三人で出かける事となっている。


例え二日連続だろうと、楽しみは色褪いろあせない。それが建国祭だと、リゼル達は華やかな空気へ足を踏み出した。






賑やかな街並みを堪能していると、意外な人物と顔を合わせた。


「あ、インテリさんじゃねぇか。久しぶりだな、相変わらず好みど真ん中だ」


「おい、見すぎ」


「薬士さんですね、お久しぶりです」


「見すぎだっつの、おい」


「あれから依頼受けてくれねぇし、寂しさに日々残された眼鏡で」


「舐めるみてぇな目でドコ見てんだっつってんだろ聞け痴女ちじょ！」


挨拶の最中も、ただ只管にリゼルの首元を凝視するメディにイレヴンがキレた。実力行使に出ないのは、偏にジルがその首根っこを掴まえているお陰だ。


その間もメディは、この瞬間を逃すまいと真顔で凝視し続けている。時折堪能するように頷かれるのが何とも言えない。相変わらずだとリゼルは苦笑を零す。


ツナギの似合う美人なのに、中身はイレヴン曰く肉欲系女子。


「男らしさを残しつつも細い首、肩にかけての筋肉のなだらかなライン、色っぽい鎖骨と穏やかな声と共に上下する喉仏……決して女には出せない色気が知的な顔とのギャップで何とも言えず」


「首どころか上半身も出してる方がたくさん居ますけど」


「普段隠されているものが垣間見えるこのエロスが堪らねぇんだよ！　いや、好みの知的美形が丸出しだったらそっちも見るけどな！」


パァンッと担いでいた荷物を叩いて宣ったメディは何とも男らしかった。


恐らく配達の途中なのだろう。良いのだろうかと思いながらリゼルが落ちて来た髪を耳にかければ彼女は激しく身もだえた。何かがツボに嵌はまったようだ。


「その無防備感が……ッ」


そして次の瞬間、ぴたりと動きを止める。


不思議そうな、あるいは怪訝そうな、はたまた嫌そうな視線が三人から向けられる中、メディはゴソゴソとツナギを漁り始めた。そして何処からか取り出したピンセットをポトリと地面に放り投げ、物凄く真剣な顔をしてリゼルを見る。


「おおっと落とし物しちまった悪いけど取ってくれねぇか。出来ればそのまま視線だけでこっちを見上げながら上体を倒すように」


棒読みだ。


「死ねクソ女!!」


「アタシは絶景を拝むまで死なねぇ！」


「イレヴン、口が悪いですよ」


ジルがイレヴンを抑えていた手を解放した。ドン引きだ。


叫びながらリゼルの前に立ち塞がったイレヴンは、何故自分が注意を受けているのかと酷く不本意だったのだろう。ぎゃんぎゃんとリゼルに諸々訴え、そして甘やかされながら、舌打ちを零してピンセットを拾うメディを見る。


もはや消した方がと、不穏な事を考えたその時だ。


「何処ほっつき歩いてやがる、小娘ェ！」


獣の咆哮ほうこうのような怒鳴り声が、賑やかな街中に響き渡った。何だ何だと視線が集まる中、メディはギシリと固まり、そして油の切れたカラクリ人形のような動きで背後を振り返る。


「てめぇ配達にどんだけ時間かけてやがんだァ！」


「煩ぇクソ爺じじい！　折角の祭りなんだから寄り道ぐらい良いだろうが！」


「良い訳ねぇだろ働けェ！」


巨体を揺らし、工房の親方が迫力ある顔をして迫る。それに欠片も怯える事なく怒鳴り返したメディだが、襟首引っ掴まれて強制送還と相成った。イレヴンは内心で親方大応援だ。


「ちょ、待……ッアタシはまだ堪能しきってねぇぞクソ爺ィ！」


彼女は言葉通り視線をリゼルの首元から動かすことなく、ぎゃんぎゃんと叫びながら引き摺ずられていく。


「女の露出に居た堪れなくなってさり気なく視線を逸らす知的穏やか系が王都の何処かに居るに決まってんだー！」


「あいつ最低だな……」


離れて行く声と駄々漏れの妄想にジルは思わず呟いた。


果たしてあんな女だったろうか。いや、間違い無くあんなものだったか。祭りを見始めての知り合い第一号だったのだが、祭りらしい会話を行えた気がしない。辛うじて最後の捨て台詞がそうだった気がしないでもないが、リゼル達は聞かなかった事にした。


「流石建国祭、色々ありますね」


「いやリーダー、あれを出し物みたいに言われても……」


「似たようなもんだろ」


出だしで既に色々やり遂げた感があるものの、建国祭はまだ始まったばかりだ。
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建国祭二日目は、初日以上の盛り上がりを見せている。


他国からの参加者も日を追うごとに増え、大通りは人がごった返していた。人々の衣装や街の装飾のお陰で、そこは様々な色彩に溢れている。


リゼルはそんな賑やかな大通りを避け、一人で裏道をスイスイと歩いていた。イレヴンによって用意された衣装に身を包む姿は、どう見ても一般参加者というよりは初代王の如き御忍びで。気付いた者は思わず二度見する勢いで振り返るが、すぐに人混みで見失う為に見間違いかと首を傾げている。


「あ」


そして、通い慣れた店の扉の前に立つ。


〝鑑定に自信あります〟と自信無さげに書かれた小さな看板が変わらず揺れ、そして扉には〝本日十二の鐘まで〟という張り紙が貼られていた。その下にＣＬＯＳＥの札が下げられているのが、何とも珍しい。


微笑んで、ノックする。数秒待てば中から足音が聞こえて来た。


「す、すみません、迎えに来て貰って……！」


パッと扉が開き、建国祭の衣装に身を包んだジャッジが姿を現す。


「ちょっと早かったですか？」


「いえ、全然ッ……あっ、服が違う」


嬉しそうにふにゃふにゃと笑ったジャッジが、パッと顔を輝かせた。


どうやらお眼鏡に叶ったようだと、リゼルは内心でイレヴンへと賛辞を述べる。これで適当な服を着ていれば、恐らく半泣きで新しい衣装が用意されていた筈だ。ジャッジはそれをやる。


「ジャッジ君も似合ってますよ」


「あ、ありがとうございます。爺様のお古で」


褒められ、照れたように口元を揺るませたジャッジが身を包むのは、アンティークをそのまま服にしたようなと言えば良いか。鮮やかで懐古的な色合いの装飾は、まるで色ガラスのように鈍く輝いて雰囲気を増している。


「やっぱり身長があると、色味も栄えますね」


「良かった……着られてないですか？」


「全く」


元は祖父であるインサイのものだと言うが、正直彼ならばもっと派手な衣装を選ぶだろうと思っていた。年老いてなお、外見も内面も若々しい彼ならば完璧に着こなしてみせるだろう。


とはいえ、ジャッジにはとても良く似合う。そしてやはり、露出が有るのが普通なのか。普段は隠されている二の腕までしっかり見えているのを確認し、リゼルは一つ頷いた。


「俺もお腹ぐらい出してあげれば良かったでしょうか」


「え⁉」


「いえ、やっぱりちょっとハードルが高いですね」


驚きすぎて一瞬動きを止めたジャッジが、直後に齎もたらされた自己完結に脱力する。


そして彼はそろそろ出発しようかというリゼルの言葉に焦った様に頷き、荷物を取りに店の奥まで駆けて行った。






冒険者ギルドの扉を開けて早々、仁王立ちのスタッドが待ち構えていた。


「さぁ早く行きましょう」


「スタッド……想像以上に浮かれてるね」


「それが何か」


入って来たのがリゼル達以外だったらどうしたのだと思うが、彼の事だから何かしら確信していたのだろう。普段のギルドの制服から建国祭の衣装へと着替え、準備は万端だ。


「白も似合いますね。何処の神官様かと思いました」


「有難うございます」


淡々とした無表情ながら、背後にポンッと花が飛んで見えそうな程の上機嫌。


白を基調とした服装は、随分と彼に似合っていた。だが選んだのはスタッド自身ではない。リゼルと共に出掛けるようになるまでは制服以外持っていなかったのだから、彼は服装の良し悪しなど何も分からない。


スタッドの後ろ、全力でガッツポーズをしているとある職員の功績だ。


「ん、それにしても冒険者が全然いませんね」


「建国祭中は連日こんな調子です」


「そういえば、冒険者の人達って色んな出し物で見るかも。大食いとか、飲み大会とか……目立つよね」


基本的にノリの良い冒険者達は、こういう時は全力で羽目を外す。やり過ぎて絶対零度に粛清される事も多々あるが。


「そのお陰で君と出掛けられるんだから、建国祭様様ですね」


「私もそう思います」


真っすぐ此方を見上げるガラス玉のような瞳に、リゼルは柔らかく微笑んだ。


「お昼、まだですよね。何か食べたいものはありますか？」


「僕は何でも……スタッドは？」


「お任せします」


あれが食べたい、これが食べたい、と迷う事無く口にするイレヴンとは違い、何とも謙虚な年下達だ。大量に屋台も出ているし、歩いている内に気になるものが出て来るだろう。


そしてギルドを出て行った三人の後ろ姿を、一人のギルド職員が見送っていた。彼は悟ったような遠い目をして、力尽きたように机に突っ伏す。


「男三人なのに負け犬感しねぇの何でなんだよ……半端ねぇー……」


狙っていた女性に同行を断られ、寂しく仕事に励む彼は流れそうになる涙を必死で堪えていた。






其処かしこに置かれた机の一つに腰を落ち着け、三人は屋台での戦利品を囲んでいた。立ち食い歩き食い何でもありの祭り中だが、運よく席が空いていたのは幸いだっただろう。


「ひ、一口貰っても良いですか……？」


「はい、どうぞ。熱いですよ」


「有難うございます頂きます」


ジャッジへと差し出されたリゼルの腕を掴み、スタッドは容赦なくフォークの先へと噛みついた。一口サイズの果実はしっかり茹でられた事で綺麗に皮が剥け、瑞々しい果肉を露わにする。甘酸っぱくて弾力のある歯ごたえが美味しい一品だ。


「……スタッド」


「何か」


屋台で売っていたのを適当に買ってみたが正解だったようだ、とリゼルがのんびりと考えている隣。無表情ながらもぐもぐと口を動かす姿は満足げで、それが分かるジャッジは情けなく眉を下げた。


満足だから何だというのか。彼は今日既に三回似たような目に遭っている。


「邪魔しないでってば」


「貴方が鈍くさい上にあざといのが悪いんです」


「あざといって何……⁉」


リゼルは自身を挟んでのやり取りに苦笑し、ジャッジに改めて果実を差し出してやる。すると喧嘩を忘れて照れた様子で食べるのだから、意外とマイペース同士気は合うのだろう。


そして食べ終わり、三人は再び賑やかな街並みを歩き出す。旅芸人の人形劇を眺め、美味しそうなおやつを摘まみ、美しい細工が目を惹く露店を覗き込み。


「あ、リゼルさん。迷宮品が景品のダーツがありますよ」


「ん、珍しいですね」


わくわくと、終始楽しそうな様子のジャッジが見つけたのは屋台を使った出し物だった。少し参加料がお高いのは、景品を考えれば妥当な所だろう。流石に浅層から出るものばかりだが。


「本物なんですか、あれ」


「……三割、その」


淡々と問いかけるスタッドに、ジャッジは言い辛そうに視線を流す。


つまり、三割は迷宮品と称した普通の品なのだろう。流し見ただけで真贋の区別がつくのはジャッジくらいで、ほとんどの客には見分けが付かない筈だ。


店の主は知っているのだろうかと思うが、どちらにせよ三人にとっては何も関係のない事だった。


「そういえば昨日、イレヴンもダーツをやってましたよ」


リゼルはふと、違う露店で喜々としてダブルブルを連発していた姿を思い出した。


遊びや賭け事に一通り手を出しているイレヴンは、どの遊戯系出し物でも店主泣かせな存在だ。景品欲しさにやった訳ではない癖に、容赦なく一番良いものを掻っ攫さらっていた。慈悲など欠片も無い。


「よくあんなに、真ん中ばかりに当たるものだと」


「五回分お願いします」


気付けばスタッドが銀貨を支払い、ダーツを受け取っていた。


リゼルとジャッジが目を瞬かせている間に、淡々としたままダーツを構える。大して狙いを付けた様にも見えず、早々に放たれたそれらは二十のトリプル。ダブルブルを狙わないのは、イレヴンへの対抗心だろうか。


そして続々と高得点を連発する姿に二人は拍手し、屋台の持ち主は呆然としていた。


「スタッド君、ダーツとかやるんですね」


「ルールは知っていますが、実際にやった事は一度しかありません」


昔取った杵柄きねづかというやつだろう。腕が衰えていないのが素晴らしい。


話しながらも最後の一投を中心に叩き込み、スタッドがくるりと振り向いた。じっと離れない視線に微笑み、リゼルは褒める様にサラリとした髪を撫でる。


「点数が高いから、どれでも好きなの選べるって」


「どれでも良いです」


そして二人の視線がリゼルへと向けられた。


選んで、という事だろう。意気消沈している店主を尻目に、リゼルはどうしようかと景品を眺めながら首を傾ける。


「じゃあ、ジャッジ君に選んで貰いましょう。良さそうなのから五個」


「え、僕ですか……？」


「私は構いませんが」


年下二人はそんなリゼルにイレヴンの影響を垣間見た。割と容赦ない。


ジャッジはうーんと悩むように屋台に飾られている迷宮品を眺める。良い物、といえば値段の高いものという事か。どれも実用性など微々たるものだ。


「じゃあ……それと、それ。その横のやつと、端っこにあるあれ。最後は……それ、で」


ジャッジの声に、ようやく店主がハッと意識を取り戻す。そして選ばれた景品を見て、驚愕の表情を浮かべた。


やはりと言えば良いか。彼は知っていたのだろう。見事偽物を避けての選択に、悪あがきとばかりに他の迷宮品も勧めて来たが、意外と押しに強いジャッジが首を振る事はなかった。その鑑定眼の優秀さを知っているスタッドも同様に。この場でネタばらしをしないだけ有難いと思って貰いたいものだ。


「良かったね、スタッド」


「……」


スタッドは手に入れた迷宮品を抱え、それを見下ろす。


別に景品が欲しくてやった訳ではない。ただリゼルがイレヴンを褒めるのが気に入らなかっただけだ。結果、彼は戦利品を全て献上する事に決めた。


「差し上げます」


「良いんですか？」


頷いたスタッドに、差し出されたリゼルは礼を言いながら受け取る。


使い道のよく分からない品々だが、スタッドに好意こそあれ悪気は無い。あれ程使い道が分からないと思っていた〝正確に三分計る砂時計〟だって大侵攻の際に役に立ったのだ。


宝箱運に恵まれないリゼルは、迷宮品へのハードルがとても低い。


「じゃあ俺も、何かとったらスタッド君にあげますね」


「お願いします」


スタッドはすぐさま頷き、隣でジャッジがそわっとした。


「勿論、ジャッジ君にも。目の肥えた君にプレゼントって、ちょっと緊張するんですけど」


「そ、そんな別に……！　僕は、その、リゼルさんに貰えるなら何でも……痛ッ、何スタッド！」


再びじゃれあう二人に、仲が良いものだとリゼルはほのほのと笑った。






人波に流されるまま歩く三人は、ふいに背後から上がった歓声に足を止めた。


どうかしたのかと不思議そうなリゼルとは違い、ジャッジ達は特に驚かずに声の方角を振り返る。周りの人々も皆足を止め、そして通りの端に寄り始めた。


「何かあるんですか？」


「他国からの使者が到着したんでしょう。パレードのようなものです」


「城の式典が……えっと、明後日かな。それに合わせて来るので、今日も多いと思います」


年に一度の建国祭では、近隣の国から祝いの使者が訪れる。


今年は四百年記念だけあって招待された国も多いらしく、さぞかし豪華絢爛けんらんな式典になるだろう。開催国は大変だ、としみじみ思ってしまうリゼルが思い出したのは、敬愛する国王の戴冠式だ。物凄く準備に追われた。


「失礼、使者の方々が通ります！」


「お子さんが飛び出さないように、注意して下さい！」


近付く歓声、憲兵が国民を誘導する声。そして、徐々に大きくなる太鼓の音。


通りがかった憲兵がリゼルを見て一瞬ビクリとしていたが、直ぐに安堵して誘導に戻って行く。早く慣れてくれれば良い、そう苦笑しながらリゼルは道の向こう側を覗き込んだ。


「エキゾチックな太鼓の音ですね。どこの国か分かりますか？」


ジャッジがその長身を使ってスペースを確保してくれる。リゼルとスタッドはちゃっかりそこに収まって、拓けた大通りを眺めた。


「南のアスタルニア王国でしょう。国柄はとにかく陽気、海とジャングルに囲まれた豊かな国です」


「馬車で二週間ぐらいかかるって言うし、結構遠いんですけど、毎年来てるみたいです。式典より、観光目当てみたいですけど……」


道の向こう側、最初に見えたのは太鼓を打ち鳴らし軽快にステップを踏む楽団。褐色かっしょくの肌にジャラジャラと輝く装飾品を身に付け、陽気にリズムに乗る彼らに観客も沸き立つ。


「ようなものって言ってましたけど、本当にパレードですね」


「毎年、使者はお国柄溢れるパフォーマンスを見せてくれます」


「見栄を張るのは開催国も客人も一緒ってことですね」


誰が始めたかは知らないが、今では伝統化しているという。建国祭では、これを楽しみにする人々も多いらしい。これは納得だ、と太鼓の音を楽しみながらリゼルは微笑んだ。


「でも、今年は一層って感じます。あ、来ましたよ……！」


シャン、と鈴の音が鳴り響く。


楽団に続いて姿を見せたのは、魔力を纏った布と共に舞う美しい女性達だった。布は色とりどりの光を散らし、子供達が興奮したように声を上げる。だが、それは次の瞬間より大きな歓声となった。


ズン、と腹の底を震わせるかのような足音。光の余韻に導かれるように現れたのは、二頭の巨大な馬だった。家の二階まで容易に届く程の巨体を煌びやかな装飾で覆い、その姿を神聖にすら見せている。


「彼がアスタルニアからの使者です」


その二頭が引いているのが、まるで塔のような櫓やぐらだった。


見上げれば、その天辺で若い男が一人。楽しそうな様子を隠す事なく、しかし余裕を持って歓声に手を上げて応えている。


「外交担当……にしては若そうですけど」


「何人目かの王子でしょう。あそこは王族が多いので、一人ぐらい国を空けても何の影響もありません」


外交を任せられる程度の能力を持ちながら影響が出ない。それはつまり、余程兄が多いのだろう。王位継承権が無ければそんなものだとリゼルは納得する。


その時、彼の視線がふと此方を見た気がした。彼はぱちりと目を瞬かせ、にんまりと唇を吊り上げ、櫓から微かに身を乗り出しながら何かを囁く。そして最後に一本だけ立てた指を唇へ当て、片目を瞑つむってみせた。周囲の女性から黄色い歓声が上がる。


「えっと、今のって……」


王子である男が直ぐに周囲へと機嫌良く手を振る作業に戻ったのを確認し、ジャッジはおずおずとリゼルを見下ろした。


「何て言ったんでしょうね」


「明後日また、と」


太鼓の音、踊り子の鈴、そして歓声に完全に掻き消された言葉を、スタッドが捉えてくれていた。明後日、で思い出されるのは城で開催される式典。それはつまり。


「盛大に勘違いしていったみたいですね」


完全に御忍び中の貴族だと思われていた。


国中の貴族が出席する式典なので、もしリゼルが本当に貴族だったなら間違いなく再会があっただろう。だが間違い無くそんなことにはならない。存分にキメてくれた姿を見た後、その事実に行き当たると何とも言えない気持ちになる。


「悪い事をしたでしょうか」


「貴方に落ち度は欠片もありませんので、忘れた方が良いかと」


「そうですよね。多分あちらも、明後日には忘れているでしょうし」


「そ、それは……」


無いんじゃないかとジャッジは思ったが、ほのほのしているリゼルに口を噤む。


リゼルが気にしないならそれで良い。例えどこぞの王子が明後日「あれ⁉」となろうと関係は無いのだ。どうしたのかと向けられた微笑みに、ジャッジは考えることを放棄してへにゃりと笑みを返した。


「そういえば」


ふと、遠ざかっていく櫓を眺めながらリゼルが口を開く。


「サルスの使者はいつ頃来るんでしょう」


「初日に来ていたようですよ」


「いっつもギリギリだけど、今回早かったよね」


なまじ近い分、ギリギリで充分間に合うのだろう。何故今回だけと話し合う二人に、リゼルは成程と頷いた。


商業国で起きた大侵攻。裏で糸を引いた〝異形の支配者〟が所属していたのが隣国の魔法都市サルス。どうやら大侵攻は元凶の独断で、本当に国の本意では無かったらしい。


レイから、既に国交維持の為の使者は行き来していると聞いている。今回の来国一番乗りは、一番に使者を送り込んで祝いの言葉を送る事で更なる友好アピールを狙ったのだろう。


「（何事もなく終わりそうで良かった）」


これで開戦でもされては居心地が悪くなってしまう。リゼルも王都を気に入っているのだ。


「リゼルさん、次は何処行きますか？」


「そうですね。広場とか覗いてみましょうか」


視界から消えた使者一行に合わせ、人波が動き出す。リゼルは年下二人にそう提案し、了承が返って来たのを確認すると、波に流されるように歩き出した。






食べたり遊んだりしながら歩いていたリゼルは、ふと目に入った路地の前で足を止める。大通りから少し中に入った場所、地面に敷布を広げた露店があった。〝本〟の幟のぼりと大きな木箱、店主ものんびりと一冊の本を捲っている。


「リゼルさん、寄りますか？」


「良いですか？」


覗き込んで来たジャッジが頷き、それにスタッドも続く。リゼルは有難く寄らせて貰おうと礼を告げ、路地裏へと入って行った。露店に近寄り、並べられた本の前にしゃがむ。


「いらっおふ……」


「（おふ？）こんにちは。そちらの木箱の中も本ですか？」


流れの商人の中には、本を扱う者も度々いる。この露店の主もそうなのだろう。国から国へ。その国では手に入りにくい本を売る彼らの存在は、本屋にとっても読書家にとっても貴重だ。


このチャンスを逃すまいと本を選ぶのに集中するリゼルの後ろで、ジャッジが懸命に露店の主へ〝貴族じゃないから大丈夫〟と主張する。半信半疑ながら何とか信じて貰えた。


「やっぱり、御忍びってあんまり無いんだね……結構すぐ信じて貰えたし」


「普通はそうでしょう」


これでリゼルがゆっくり本を選べる、とホッと肩を撫で下ろすジャッジに、スタッドは淡々と返す。ただの祭りならいざ知らず、大切な式典の直前なのだ。そんな時にふらふらと外をほっつき歩くような貴族など……いなければ良いのにと、スタッドは無表情で立ち位置を変えた。


「任せたまえ！　毎年やっているだけあって、私の的当ての腕はなかなかのものだ！」


「当ててどうするんですか！　あと毎年って何ですか！」


快活な声に殺意を覚えた。


「スタッド？」


「黙りなさい愚図ぐず」


不思議そうなジャッジの声が、祭りの喧騒から少しだけ離れた路地裏に響く。しかしそれも、人々の歓声に直ぐに掻き消されるだろう。その筈だった。


見送ろうとしていた気配が足を止めたのを悟り、スタッドは露骨に不服そうな雰囲気を纏う。誰が見ても無感情な彼の、それに気付くことが出来るジャッジが何かしてしまっただろうかと口を開きかけた時だ。


「おや、やはり君か！」


路地の入口、太陽を背に立つ姿に二人はそちらを振り返った。ちなみにリゼルは黙々と本を選んでいる。


「名前が聞こえた時はまさかと思ったが、祭りを楽しんでいるようだね」


「勤務時間外なので話しかけないで下さい」


「いやはや、先程の凱旋を見たかい？　全く、あそこはいつも盛り上げ方を外さない！」


「勤務時間外なので話しかけないで下さい」


顔半分を仮面に隠したレイが、冷たい瞳に全くめげることなく快活に笑った。それに反し、後から駆けつけて来たとある真面目な憲兵長は態度が悪いと憤慨している。祭り事では無礼講、とレイに窘たしなめられていたが。


「スタッド……あの人、ギルド関係の人？」


それにしては扱いが悪い気がするが、いつもの事だとジャッジは平然と納得してこっそりスタッドに問いかける。リゼルの姿を隠すように立つ姿が、少し気になった。


「憲兵のトップですよ」


「へぇ。なら、憲兵総長だよね。凄い人と知り合いなんだ」


「その上だと言っているでしょうこの愚図」


「その上……？」


ジャッジは不思議そうに呟いた。何故なら、憲兵総長より上など存在しない筈だ。


もし有るとするなら、憲兵の管轄を一手に背負う貴族の事を。


「……、……、……」


もうなんか怖い。


彼は大きな体を丸め、リゼルのすぐ隣へとしゃがみ込んだ。辛うじて助けを求める声が口から飛び出さなかったのは、リゼルの本選びを邪魔したくなかったのと、スタッドがその姿を隠しているからだ。


その様子から敵では無いらしいが、会わなくて済むならジャッジだって会わせたくない。だって今は、自分達と祭りを回っているのだ。


「あ、ぇ」


そんなジャッジの頬を撫でる手があった。本に視線を捕られているリゼルが、無意識に手を差し伸べたのだ。


あやすように指の背で顎のラインを撫でられ、引き寄せる様に頬に当てられた指先に優しく頬をなぞられる。ジャッジは照れながらも避けたりなどしない。いつもならば真っ直ぐに向けられる甘い瞳が見えないのは、少し寂しいが。


「おや、羨ましいことだ」


「ッッッ！」


直後、ビクリとジャッジは肩を跳ねさせた。恐る恐る見上げれば、スタッドの向こう側から此方を覗き込むレイの姿がある。流石に隠し切れなかったらしい。


その図体は何のためにあるんだと言わんばかりにスタッドが見下ろして来るが、まさか堂々と貴族の前に立ちはだかれはしない。無茶を言わないで欲しい。恐らく八つ当たりも含まれているのだろう瞳は冷たかった。


「うん、この六冊貰います」


その時だ、ふとリゼルの満足気な声が路地に落ちる。


彼は本を受け取り、ポーチへと仕舞って立ち上がった。微笑みながらジャッジを見下ろし、珍しく視線の下にあるふわふわとした髪を撫でる。どうしたら良いのかとリゼルとレイを見比べていたジャッジも、その仕草に促されるようにようやく立ち上がった。


「お待たせしました、子爵」


「いや、構わないよ」


リゼルは近付いて来たスタッドへも褒める様に頬を撫で、そしてレイと視線を合わせる。それは、貴族であるレイよりも二人を優先しているのだと明確に表していた。


レイは面白そうに笑みを浮かべ、それに応える。


「邪魔をしたかな？」


「お気になさらず」


リゼル自身は邪魔などと思わないが、共に居るスタッド達は違うだろう。ならば軽々しく「そんな事は無い」とは言わない。彼らとの時間を、少しでも軽んじる真似は決してしない。


レイはその意図を正確に汲み取り、それは良かったと頷いた。


「そろそろ行きましょう早く行きましょう」


「まぁそう言わないでくれ。実は少々、リゼル殿に頼みたい事があってね」


露骨に促すスタッドを、しかしレイが引き留める。その言葉に警戒するように年下二人から視線が向けられるのに、彼は大した事じゃないと両手を上げた。


その言葉をリゼルも素直に受け入れる。例えレイでも頼み事をする為だけに市井に繰り出す訳もなく、お忍び中に折角出会ったのだしという思い付きだろう。証拠に、後ろに控える憲兵長がそんなの初耳だとばかりにレイを二度見している。


「どんな頼み事ですか？」


「端的に言えば、私に君達のパーティを自慢させて欲しい」


レイ曰く、式典も終わった建国祭の最終日。城でとあるパーティーが開かれるという。


それはパルテダールの貴族が、自らが懇意にしている冒険者を引き連れてのパーティー。彼らが同行させる冒険者はＳやＡランクばかりで、つまり〝自分はこれだけの実力者を囲っている〟との自慢の場だ。多くの貴族らにとっては、冒険者も宝石と同じく自らを飾るものでしかない。


冒険者も彼らの事は良い金蔓かねづるとしか思っていないのでお互い様だが。


「そうなんですか、スタッド君？」


「はい。冒険者ギルドの地位向上、そして冒険者側も他の貴族に顔を売れますし、高位パーティ同士の連携も深まるとメリットも多々あります」


上流階級の冒険者入りは拒否するも、冒険者ギルドにとって彼らは上客だ。ギルド長が余程上手くやっているのか、その関係は決して悪くはない。


リゼルは成程と頷き、しかし残念そうに苦笑する。


「残念ですが、ちょっと難しそうです」


「おや、ああいった場が苦手なようには見えないが」


「だって俺はＤランクですよ。上位パーティだらけの場は畏れ多くて」


そういえばＤランクだった、とジャッジが目を瞬かせる。おやとっくにＡぐらいまで上がっているかと、とレイが首を傾げる。更に物凄く愕然としながら「Ｄ？　え、Ｄ？」とぶつぶつ確認作業に勤しむ憲兵長が、ハッと我に返り咳払いで誤魔化す。


そして全てを把握しているスタッドが、当然のように淡々とその光景を眺めていた。


「私としては、そろそろＣへ上がって頂いても良いかと思っているのですが」


「え、ちょっと早すぎませんか？」


「元々目安など存在せず、ギルド職員の一存でランクアップは行われます。勿論実績がある事が前提ですが、満遍なくかつ不足なく依頼をこなす貴方ならば問題は無いかと」


スタッドがリゼルを快く思っていることは知れ渡っているし、早すぎるランクアップは変に勘繰られるだろう。ただスタッドがこういう時に私情を挟まない事も確かで、変にいちゃもんを付けられるのも今更だ。


「僕も、その、聞いたことあります。ギルドで、他の職員さんがリゼルさんの事、いつまで低ランクなんだろうって……」


「冒険者はＣからが本番だ、と私も聞くからね」


そんなものかと頷くリゼルに、レイはカラカラと笑った。そして一度口を閉じ、挑戦的に唇を吊り上げる。


「それでも良い、と言ったら？」


しかしリゼルは、あっさりと首を振った。


「すみません。ジルがそういう場所、嫌そうなので」


「ふむ、一刀か……ならば残念だが諦めるしかなさそうだ。だが、一応伝えておいてくれたまえ。私は君達以外を連れて出席するつもりなどないのだからね！」


そして彼は快活に笑い、手を振りながら身を翻す。


その姿に「全然諦めてなさそう……」とジャッジが小さく呟き、リゼルを見下ろした。


「（ジルさんなら、リゼルさんが頼めば行ってくれそうだけど）」


そうでなくとも、説得など容易だろう。ならば興味が湧かないのか、あるいはリゼル自身が行きたくないのか。まさか口にした通りに畏れ多いと感じている訳ではないだろうし、多分あまり興味が無いのだろうなと結論付ける。


「付き合わせちゃいましたね」


「いえ、全然……！」


「お気になさらず」


リゼルは金の髪が人混みの中に消えるのを確認し、さてとジャッジ達を振り返った。


「じゃあ、広場に行きましょうか」


「はい」


「ステージとか、一度見たかったので、楽しみです」


「俺が昨日覗いたら、大食い対決をやってましたよ。イレヴンが乱入して優勝してました」


次々と骨付き肉を齧る姿は酷く楽しそうだった。よく食うな、と思わずジルも呆れた程だ。


「あ、あと、珍しい露店とか……」


「良いですね。何か見つけたら教えてくださいね」


「は、はい！」


流石道具屋だ。リゼルが楽しそうに微笑めば、ジャッジも勢いよく頷いた。


まだまだ時間はある。この後も何度か使者の凱旋があるだろうし、暇を覚えることは無さそうだ。何か良い品があったら買おうか、そういえば料理道具がちょっと古くなってきて、にこにこと話すジャッジに、そういえばとスタッドが口を挟む。


「先程の屋台の前で財布をスラれていましたが買い物なんて出来るんですか愚図」


「早く言ってよ！」






一日遊び倒した、その日の夜。リゼルはジルの部屋の椅子に腰掛け寛いでいた。


「で、見つけたのか」


「迷宮品の〝スラれても戻ってくる財布〟を使ってたみたいです」


リゼルも宝箱から出した事がある。果たして本当に必要な機能なのだろうかと思っていたが、まさかの大活躍だ。祭りの日は特にスリが増えるので、予めその財布を用意しておいたのが見事功を制した。


可笑しそうに笑うリゼルに、ジルが濡れた髪を拭きながらそれは良かったと返す。彼はベッドへと腰かけ、しかしリゼルこそよく狙われなかったものだと内心で呟いた。その辺りはスタッドが阻止していたのだろうが。


「それで、どうですか？　子爵の申し出」


「興味ねぇ」


リゼルがわざわざ夜にジルの部屋を訪れたのは、土産話の為だけではない。


伝えておいてくれと言われた通り、冒険者交流パーティーと云う名の自慢大会に誘われた事を伝えに来たのだ。一刀両断され、だろうなと納得する。


「お前は？」


「俺もあまり。高位パーティを見てみたいかもってくらいです」


大侵攻の際にＡランクと顔を合わせはしたものの、彼らは恐らく貴族が個人的に依頼を出すようなパーティではないだろう。建国祭だからこそ各地から人が集まるし、見た事のない高位パーティが見れるかも。その程度だ。


豪華絢爛な会場も、贅沢極まりない食事も、リゼルにとっては珍しいものではない。


「ただ、意外なんですけど」


その癖続いた言葉に、ジルは嫌そうに顔を顰めた。


「イレヴンは行きたがってるんです」


「何でだよ……」


「宮廷料理とか、城の中とか見てみたいらしいですよ」


「忍び込みゃ良いじゃねぇか」


出来んだろ、と言いながらタオルを放り投げたジルが盛大に溜息をつく。


物騒なことを言う、と微笑みながらリゼルはじっとジルを観察した。やはり嫌がっている。いや、面倒がっているのか。いつもとは違う方向で、心底面倒臭く思っている。


「一番の理由は、〝へらへらした貴族連中の自慢の冒険者を全員半殺しにして踏みつけた上で盛大に馬鹿にしてやりたい〟だそうですけど」


「余計行かねぇ方が良いだろ」


実際はやらないだろうが、愛想の良い顔で鼻をへし折るくらいはしそうだ。


さてとリゼルは立ち上がり、髪を掻き混ぜて水気を散らすジルを向いた。伝えて欲しいというレイの希望も叶えた事だし、新しく手に入れた本を早速読もうかと扉へ向かう。


「俺はどちらでも良いので、君とイレヴンで話し合って決めて下さい」


行きたい訳でもないが、どうしても行きたくないという訳でもない。


結果中立の立場をとったリゼルが、飄々と部屋を出て行くのを見送ってジルは鋭く舌を打つ。貴族は面倒だ。一刀の名前が広がりすぎて、見世物を見るような視線が集まるだろうと思えば心底鬱陶しい。


リゼルが行くのも賛成しない。注目を浴びない筈がなく、あまり貴族と関わるつもりはないと以前言っていた癖に、全く年下に甘い。関わらないというのも嫌だという意味ではなく、然程新鮮味が無いというだけの理由らしいが。


「あー……面倒臭ぇ」


それに何より、訳の分からない事で絡んで来る者がいないとは限らない。


だがその事をリゼルに知られるのが何となく癪しゃくで、ジルは明日から露骨に行きたい行きたい煩いだろうイレヴンを流す方法を考え始めるのだった。
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イレヴンは祭りの衣装を身に付け、普段はつけない仮面を装着し、座り心地抜群の仕立ての良い椅子へと気負わず腰かけていた。王宮にあるそれに匹敵するだろう椅子が何故あるのか。それは集まった人々がそれらを常用する身分にあるからに他ならない。


裏オークション。王都の影で行われるそれは、表で行われるものとは正しく桁の違う金が動く。紳士淑女の夜の社交場、入るにも膨大な金が必要なその会場で、イレヴンは退屈そうに欠伸を零していた。


「お次の品は、迷宮内で起こった悲劇……魔物でなく、人が人を殺す瞬間が鮮明に描かれた迷宮品絵画でございます。金貨十五枚から始めましょう」


「二十だ」


「二十三！」


国の一大行事である建国祭は、この場にも影響を齎す。舞台に現れる商品は普段より希少なものばかりで、他国からの参加者も多いのだろう。普段は静寂の元に行われる場も、今だけは興奮で空気が浮ついている。


イレヴンは肘置きに頬杖をつき、それらを眺めながらもう一度大きく欠伸した。


「ニィサンも頑固なんだもんなァ」


思い出すのは昨日のこと。大抵の冒険者なら拒否など考えもしないパーティを、あっさり拒否したジルの事だ。試しに行きたい行きたいと駄々を捏こねてみたが無駄だった。


何故それ程嫌がるのか。いや、理由など関係ないが。例え納得出来る理由だろうが、自分が行きたいことに変わりはない。


「賄賂わいろでも脅迫でも情報操作でも動かねぇ人間ってホンット厄介」


「や、それを動かす為に来たんでしょう」


イレヴンの隣で、同行させられていた精鋭の一人が興味なさそうに告げる。


普段は瞳を隠している前髪は掻きあげられ、しかし露わになるはずの両目をイレヴン同様仮面で隠していた。イレヴンの愚痴は余りに無視すると鳩尾みぞおちに肘が入るので、保身の為に適度な返答は忘れない。


「お次は迷宮品でも一点物と名高い書物。冒険者達が命を落とす、その瞬間の会話集……恐怖、悲鳴、絶望、はたまた手放せない希望を抱き、朽ち果てる運命を是非お楽しみ下さい」


「弱ぇなァ」


今回の目的でもある書物の登場に、しかしイレヴンは不満そうな様子を隠さない。


そう、ジルを動かす為に必要なのは一冊の本だった。それも極上の。そもそもジルを相手取るのが間違いだったのだ。彼に大してイレヴンがとれる有効打は少ない上、何か言った所で決めた事を曲げるような人間では無いのだから。


ならば、そんな彼を曲げられる人間の協力を取り付ければ良い。世界中で唯一人だけ、それが出来る人間がいる。


「頭かしらがねだりゃ何とかなんねぇんすか」


「はっきり中立って宣言されてんだよ。本気で嫌がる人間に無理強いはしねぇだろうし、ニィサンがソコに付け込まねぇのは正直助かる」


もしジルが〝面倒〟以外の理由で本気で行きたくないと訴えれば、あっさりリゼルはパーティー参加を止めるだろう。だがそれが無いのなら、此方が参加を主張している限り天秤は成立する。


「本で釣りゃ一発なのは分かってんだけど、生半可なモンじゃ動かねぇだろうなァ」


そのリゼルを参加派に傾けるには、どうすれば良いか。理屈だけなら簡単だ。どちらでも良いから中立ならば、パーティーに参加する事で手に入る明確なメリットを用意してやれば良い。


「まぁ、確かに本好きっぽいけど……切り札になるほどなんすか」


「なる」


断言した。


まごう事無き賄賂に他ならないが、今思い付く限りで最も有効な方法だ。ならばイレヴンは手段を選ばない。その日の内に裏オークションに珍しい本が出品されるという情報を手に入れ、躊躇いもせず喰いついた。行動が早いのが彼の持ち味だろう。


「ただ、中立のリーダーが動く程の本っつうのがなァ……本の価値なんざ分かんねぇし」


イレヴンは本に興味が無い。時々リゼルが読んでいるものを覗き込んではいるが、面白いと感じたことも無い。更にリゼルの嗜たしなむ本はジャンルが多岐に渡り、好みの特定も難しかった。


「珍しい、だけで充分じゃ？」


「なら苦労しねぇよ」


目の前では、次々と悪趣味やら訳ありやらの品々が落札されていく。


落札者の中には、以前さんざん遊んでやった貴族の坊っちゃんが意気揚々と参加していた。懲りないなとつまらなさそうに眺め、今回も煽ってやろうかと一瞬考えたがそんな気分でもない。


「収集家っつうのは便利かもな」


どんどんと金額を吊り上げて行く者達をザッと見回し、イレヴンは嗤わらう。


「このまま出ねぇなら、どっかから貰うってのも有り」


「本専門で集めてる奴は此処パルテダじゃ聞かないんですけど」


「何件かあたりゃ良いモンもあんだろ」


この場に居る者達の中に、真実の意味で希少品を愛している者がどれ程いるのか。


レイのように真の価値を知った上で、心から愛でる者は少ないだろう。示された金額でしか価値を図れず、品ではなく費やした金貨の数を誇り、自分の価値も上がった気になっている。


当たり外れはあるだろうが、そんな彼らの家はさぞ珍品に溢れている事だろう。


「や、そういうの怒られないんすか」


「お前らが勝手にやった事にすりゃ良いじゃん。俺は偶然見つけたってだけ」


慣れたやり取りに、しかし精鋭はあっさりと納得した。気になるのは、そんな言い訳がリゼルに通用するのかという一点のみ。


しかしイレヴンは問題ないと考えている。元の世界で、リゼルが貴族として不正に手を染めていたとは思わない。だが、この世界で過ごす彼は割と自分に正直だ。自分達に関係なければ不正だろうが犯罪だろうが笑って流すし、欲しいものは欲しいと手段を選ばない。


「気付かない振りくらいするだろ、多分」


つまり、問題ない。イレヴンにとっては怒られなければそれで良い。


「それにご褒美、貰ってんだって？」


「……まぁ」


大侵攻の際、裏で駆け回って大活躍だった精鋭達に、リゼルが何も返さない筈も無く。


正当な成果には正当な報酬を。王都への帰り道、とあるタイミングで彼の精鋭がリゼルに提示された選択肢は二つあった。


一つは休暇。イレヴンの気まぐれで唐突に使われ唐突に放置される彼らに、暫く自由の時間を保障するというもの。地味に嬉しい。そしてもう一つが。


『どんなに大きな悪事でも一つ、許してあげます』


そう伝えたリゼルが、変わらず清廉にしか見えないのだから笑いが込み上げる。


精鋭達はリゼルのものではない。イレヴンに所属している。だが、そのイレヴンがリゼルに従う以上、彼らは以前のように開けっ広げに好き勝手が出来なくなっていた。壊滅した筈のフォーキ団が復活したなどと噂されれば、折角清算したものが水の泡だ。


「別に、不満はないんですけど」


精鋭達が、それで不自由する事は無い。組織立って動かなくなっただけで、個々では前と変わらず好き放題しているからだ。


「ただ、あー……ひっさびさに息抜き出来そうっすわ」


精鋭は仮面から露わになった口元を覆い、そして心から笑った。


「楽しみだなぁ」


彼らにとって、それは建国祭と同じようなものだった。


日頃に不満は無いが、一大イベントのような娯楽。協調性も何もない者達が、揃って引き起こす惨劇。もはや災害のようなそれをリゼルは許し、場合によっては良い様に取り計らってくれるという。


「にしても、意外っつうか」


「あ？」


先程までの歪な笑みの余韻も残さず、パッと顔を上げた精鋭へイレヴンは一瞥いちべつすら向けない。


「あんな人が、よく俺らが望むようなモン分かんなって思いません？」


「お前ら頭おかしいしな」


「ひっで」


だがしかし、精鋭は否定しない。


いや、精鋭の中には否定する者も居るだろう。自分は普通だと、心から不思議そうに宣言するかもしれない。人の物を奪う事に喜びを感じ、悲鳴を上げ逃げまとう人々の背中を斬りつける事に愉悦を覚え、正当な金のやり取りに意味を見出せず、温かな日溜まりの平和が舞台上の喜劇に思えるような人間が、堂々と。


「大侵攻も裏で動いただけだし、でかいのも良いですね」


「この前、なんか拷問っぽいのしてただろ。何だアレ」


「あぁ、アレ。頭たちの情報追ってた情報屋っぽいんで一応。金になるって考えただけの小者でした」


ふぅん、とイレヴンは頷いた。興味は全く無い。


例え精鋭が何かしでかそうと、早々尻尾を掴ませるような弱者ならばとっくに死んでいる。自分に被害が及ぶようなら殺せば良いし、役に立つならば勝手にやらせておけば良い。


「ま、ここで手に入んのが一番楽だけど」


「そっすね」


二人は次々と進行していくオークションを眺める。


出来れば、ピンポイントでリゼルが欲しがるもの。滅多に出回らず余所で手に入らず、代用出来るものもなく、今手に入れなければ二度と手に入らない本が理想だ。


そんなもの在るのかとイレヴン自身ですら半信半疑で、オークションが終わりに近付き別の手を考え始めていた時だった。


「描かれるのは文字か絵画か、それすらも分からない一冊の書物。とある商人は、古代の民族文字だと告げて消息を絶ちました。今は失われた禁断の魔法だと言った学者は、発狂し自害しました。入り組んだ文字列を、実は暗号なのだと言ったのは誰だったでしょう……恐らく、今はもう生きてはいない筈」


現れた、一冊の黒い本。


「誰にも読めない書物、保証できるのは数百数千年という経過年数のみ……命を惜しまないならば、手に入れるのも良いでしょう。金貨三十枚から」


「ビンゴォッ！　二百！」


勝利を確信し、愉悦を露わに響き渡る声に、ご褒美は先延ばしになったようだと精鋭は肩を竦めた。






建国祭の四日目、城は式典の当日を迎えていた。


城からは魔力の光が立ち上り、荘厳ながら明るい音楽が国中に広がって人々を楽しませる。煌びやかな式典に参加出来ずとも、国民は大いに盛り上がっていた。


そんな日に、部屋で黙々と読書に励むのはリゼルぐらいだろう。今回の祭りで手持ちの蔵書数を一気に増やし、ほくほくと機嫌良くページを捲っている。全くの静寂も良いが、外から聞こえる賑やかな声も、逆に集中出来て良い。


「何で駄目なんスか」


その部屋にもう一人、引き摺って来た椅子に逆向きに座って唇を尖らせる姿があった。


「中立って言ったでしょう？」


「言ったけどさァ」


「君だけ贔屓はしませんよ」


イレヴンは、不貞腐れるように椅子の背へと顎を乗せた。


彼にとっていつものリゼルは、我儘わがままは大抵聞いてくれるし、ジルに甘すぎると言われながらも許してくれる。勿論パーティの一員として締める所は締めるが、余りにもさり気ない為に反感など湧いた事など無い。


つまり、感覚としては常に自分の意見を通しているという事。それが跳ね退けられたから拗ねたのだ。


「じゃあニィサン置いて、俺とリーダーで行きゃ良いじゃねッスか」


「それだと本当に〝ただのＣランクパーティ〟じゃないですか。子爵に恥をかかせちゃいますよ」


正直、レイならばそれでも大歓迎しそうだが。だがやはり、一刀が居るのと居ないのでは意味が全く違う。リゼル達も一刀に取り入っただの取り入ってないだの、何故連れて来れなかっただの言われるだろう。


それに対して本気で怒るような二人でもレイでも無いが、厄介事は素直に避けたい。


「あ、ジルを説得できたら君達二人で行ってみても良いんじゃないですか？」


「うわ、びっみょ」


「その方が戦士的な雰囲気が出るかもしれません」


顔を引き攣つらせたイレヴンに、リゼルが可笑しそうに笑う。ジルとイレヴンは別に仲が悪い訳ではない。むしろ互いに、リゼルを除けば一番話しているのではないだろうか。


「ジルが多分、上手くやってくれますよ」


「ぜってぇヤダ……リーダー本気で行かねぇの？」


「二人が行くなら行きますよ。説得、頑張って」


その説得が出来ないのに、と穏やかな微笑みを見ながらイレヴンは肩を落とした。


なにせ、先日手合わせに賭けまで持ち出してみたのだ。一撃でも入ったら、という条件に渋々頷いたジルは、周囲を囲む精鋭達の弓も、間を縫ってのイレヴンの剣戟けんげきも全て捌いてみせた。


「ほら、宮廷料理ならジャッジ君に頼めば作って貰えますし」


今回はどうやら不参加になりそうだ、と言うようにリゼルの視線が手元の本に落ちる。自分の良いように周囲を振り回すイレヴンも、今回ばかりは不利を察った。


そしてそのまま話が切り上げられようとした時だ。


「今度頼んであげるから、その時に」


「じゃん」


遮るように、イレヴンは一冊の本を掲げた。


リゼルの口が止まり、瞳がその本をなぞる。題名らしき幾何学模様、かなり古い、しかし少しも風化が見られない。それを確認し、その手元が開いていた本をパタンと閉じる。


「（よっし）」


イレヴンはにんまりと唇を吊り上げた。贔屓はしないと言い切るリゼルに、これでも甘いかと危惧したが有効だ。これでもかと言う程に。本マニア万歳、と心の中でガッツポーズ。


「ジャッジに頼んで鑑定済み、間違いなくすっげぇ古代の本。何が書いてあるかは分かんねぇけど、謳うたい文句は〝禁断の魔法〟」


ジャッジが鑑定したのだから間違いはない。本来ならば持つ事すら躊躇う程に劣化していている筈だが、それが無いのだから謳い文句も決して嘘ではない。何百何千年も効果の続く魔法、現在の魔法技術では有り得ない。


「ど？」


イレヴンは鮮やかな赤い髪を揺らしながら首を傾け、くるんと本を裏返す。裏表紙の右下に殴り書きのような何か。図形、文字、どれにも当て嵌らないサインらしきものがある。


リゼルがじっとそれを見ること数秒。駄目か、と思いかけた時だ。


「やっぱり、冒険者として貴族様のお願いを断るのは得策ではないですよね」


「ッスよねー！」


大勝利だ。本マニア万歳。本マニア最高。いつか本の為に国を滅ぼしそうだと洒落にならない事を思いながら、イレヴンは上機嫌にクルクルと指先で本を回す。


「じゃあ……」


「駄ァ目」


いそいそと手を伸ばしかけたリゼルから、ひょいっとそれを離す。無事パーティーに出られるまでは渡せない。約束を反故ほごにされるとは思わないが、頑張って難攻不落の存在を説得して貰わねば。


残念そうな姿に無い筈の罪悪感が湧きあがる気もするが、此処は引かなかった。


「と言っても、あの状態のジルを動かすのは難しそうです」


「えー、リーダーなら簡単じゃねッスか」


そうでも無いだろう、とリゼルは古書への未練を断ち切るように手元の本を指でなぞった。


出会ってから正式にパーティを組むまで、何だかんだと一月も慎重に時間をかけた相手なのだ。逆に言えば、そうでもしなければパーティなど組めなかったということ。


そんな彼の意思を容易に変えられるなど、随分と軽く言ってくれるものだと苦笑する。


「本は欲しいし、頑張ってみますね」


「期待してるッスよ！　城の中とか見てぇし、楽しみー」


参加する冒険者の誰よりも悪辣あくらつな癖に、誰よりも純粋なことを言うイレヴンにリゼルは微笑んだ。鼻っ柱を叩き折りたいだとか、料理が楽しみだとかも本心なのだろうが、結局は単純な好奇心なのだろう。


「まぁ最悪、俺とイレヴンの二人で行くって言えばジルも来てくれるでしょう」


「すっげぇ力業」


「だから最後の手段です」


穏やかなリゼルに、イレヴンは自分が原因にも拘らずちょっとジルへと同情した。






一週間続く建国祭も、もはや明日の最終日を残すのみ。


式典はその半ばの四日目、そして冒険者招待パーティーは最終日の七日目。六日目の今日、そろそろどうかと宿を訪れたイレヴンは、人の少ない宿の食堂で見慣れぬ光景を目にした。


「だから、お前達はどうして直前になってそういう大事な事を言うんだ！」


いつか宿で剣呑な雰囲気となった、とある真面目な憲兵長が何故か悲痛な面持ちでリゼル達に何かを訴えている。何様のつもりだと不快を覚えたが、当のリゼル達があまりに自然に流していた。それに免じて喰いつくのは止めておき、すれ違い様に膝裏に一撃入れるだけで済ませる。


「ッ何をする！」


「うっぜ。それよりリーダーどう……」


ガラの悪い顔を更に凶悪にしたような犯罪者顔がこちらを向いた。


「あ、イレヴン。無事説得できましたよ」


「それホントに出来てんスか」


ジルはまさに、不機嫌と不本意を全力で表に出している。これが納得した人間の顔である筈が無いと、思わず確認してしまった。リゼル曰く、最終手段は使っていないらしいが。


それでも文句を口に出すことなく黙っている辺り、パーティーへ参加する事を一度は了承したのだろう。それならば良いかと、イレヴンはニンマリと笑う。


「……買収しやがって」


「やー、最善の手段ってやつ？　リーダーに似てきたって言われたし頭使わねぇと！」


「いやらしいんだよ、てめぇのやり方は」


溜息をついたジルに、口先だけで謝りながらちらりと憲兵長を見た。


どうやらパーティー参加の件に関して、レイからの返事を持ってきたようだ。ちなみにリゼルが参加の意思を伝えたのは昨日らしいので、それが憲兵長から母親のような小言を貰っている原因なのだろう。


「でも、お誘い自体も急だったでしょう？」


「そ、それは申し訳ない……」


「ジルの説得も頑張りましたし」


「リーダーあんがと」


憲兵長はレイがリゼルへパーティー参加を望んだ時に居合わせている。まぁ確かに気楽に即答できる問題でもないか、と渋々納得したようだ。彼は何処か釈然としないまま、本来の目的である必要事項を伝えて宿を去って行った。






「何だか、思ったよりあっさりした伝言でしたね」


憲兵長を見送ったリゼルが、良いのだろうかと首を傾けた。


レイからの伝言は、明日迎えを寄こす事。そして一度レイの屋敷へ着いた後、馬車を乗り変えて城へ向かう事。それだけだ。ギルドによる対お偉方講習が受けられるのは上位であるＡランク以上だと、レイが知らない筈がない。


「つうか一番やべぇの俺じゃん？」


リゼルと同じ疑問に行き当たったのだろう。ふとイレヴンが空いた椅子に腰掛け、平然と口を開く。


「リーダーは心配ねぇし、ニィサンもまぁ……ガラ悪いけど行儀悪くねぇし。俺あんま自信ねぇんスけど」


「レイ子爵が気にしないなら、そんなに気にする必要もないとは思いますけど……」


そもそも、参加する貴族達は冒険者を見物しに来るのだ。


多少礼儀に欠けようが、それはそれで冒険者らしい。あちらも完璧なマナーなど期待してはいないだろう。余程見苦しくなければ問題にはならない筈だ。


うーん、とリゼルはジルを見た。彼には心配など必要なさそうだ。向けられる訝し気な視線に笑みを返し、そしてイレヴンへあっさりと向き直った。


「君はそのままで良いと思いますよ」


「まぁ直すとか無理だけど」


「珍しさに目は引くでしょうけど、付け焼き刃の礼儀なんて余計に荒が目立ちますし……それに、愛想の良い君なら女性にも可愛がって貰える筈です」


「女？」


何故だと不思議そうなイレヴンに、内緒話をするかのように悪戯っぽく微笑む。


「火遊びしたい淑女は必ず居ます。上手く味方につけて下さいね」


唇を吊り上げるイレヴンに、リゼルは忘れず〝お持ち帰り禁止〟とだけ付け加えた。ならどう遊べと言うのかと残念そうにされたが。


「とはいえ、レイ子爵に恥をかかせるのも忍びないですし。イレヴンはたくさん食べるので、その周りだけ軽く教えておきましょうか」


「げっ」


「自業自得だろ」


リゼルによって部屋へと連行されて行くイレヴンを鼻で笑い、ジルはそれを見送った。


そして一人残った食堂で、明日の事を思う。出来れば避けたい相手は、果たして姿を現すだろうか。避けたい、というよりは会わせたくない。リゼルやイレヴンに知られればどうなるのか、容易に想像がつくからだ。


その時を思い、ジルは舌打ちを零して立ち上がった。溜まった鬱憤うっぷんは戦って晴らすに限るだろう。何処のボスを狩りに行こうかなどと考えながら、食堂の扉を潜る。


「アイツらに知られれば、絶対に」


呟いた言葉は、建国祭の喧騒に掻き消された。
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建国祭の最終日は、盛り上がりの中に少しだけ寂寥感せきりょうかんが混じる。


しかしそれを振り払おうと、一層賑わうのも事実。そんな中をリゼル達は、憲兵長から伝えられた通りに宿へと迎えに来た馬車に乗って進んでいく。人ごみを避け、いつもより少しだけ時間をかけてレイの屋敷に辿り着いた。


「やぁ、よく来てくれたね。誘った甲斐があったとも！」


出迎えたのは、正装に身を包んだレイ本人だった。


「お誘い頂き有難うございます。本当に俺たちＣランクで良かったんですか？」


「君達でなければ意味がない」


どちらでも良いと思っていた事など微塵も感じさせぬリゼルに、ジルはよくやると呆れたように溜息をついた。行くことに決まったのなら嫌がっても仕方が無い。一度了承した事を違えなどしないのだから、彼は過ぎた事は気にしない。


「おー、キラッキラ……」


ふと、隣に立っていたイレヴンが呟いた。その視線がリゼルと話すレイに向けられているのを見て、ジルも同意するように頷く。


流石の貴族仕様と言えば良いか。存在自体が派手なので普段の服装でも充分煌いて見えるが、今日はそれを遙かに凌いでいる。それでも目を焼くような煌びやかさではなく品のある姿は、まさしく彼の為に誂えられた衣装の成果なのだろう。


「そういや俺らってこのままで良いの？」


「知るか」


三人は至っていつも通り冒険者装備だ。冒険者として参加するんだから別に良いんじゃないか、というのはリゼルの談。ほのほの言われた。


万が一必要ならレイ側が用意するだろうとの予想だが、果たして。二人がそちらを見れば、会話に気付いたレイが此方を眺めて一つ二つ頷いている。


「ふむ、冒険者を着飾る者もいるようだけどね。私には、それ以上上等なものなど用意できそうもない」


「分かる……んスか」


「私も目利きの端くれ、当然だとも」


快活に笑う彼は、流石に自他ともに認める迷宮品コレクターなだけあった。


ちなみにイレヴンの敬語もどきは、先日のリゼルによる礼儀作法講座の賜物だ。ジルも全く敬語など使う気がないのだが、彼の場合は必要な場面を理解している。いざという時はひたすら黙る、という荒業で押し通すだろう。


「あまりパーティー映えする衣装ではないんですが」


「真っ黒居るし」


「うるせぇ」


「いや、そのままという冒険者も多いからね。それが見たい者も居る」


あ、とレイが今思い出したかのように付け加える。


「ただ、武器に関しては諦めて貰うしかなさそうだ」


流石に城内への武器の持ち込みは厳しい。淑女に見せるには生々しい、という理由もあるだろう。予想はしていた事なので、リゼル達から反論は出ない。


が、不服は不服なのだろう。嫌そうなジルと、隠して持ち込む方法へと意識が行っているイレヴンへとレイがニヤリと笑う。


「そう、上位ほど武器を手放したがらない。よって空間魔法なら、という暗黙の了解があるが……と、これは独り言だけれどね」


それだけ告げ、「そういえばリゼル殿、あの絵画は紹介したかな」と後ろを向いたレイは、今の内に隠してしまえと言いたいのだろう。リゼルがそれに応えながらチラリと二人を窺えば、手際よく見慣れた武器がそれぞれのポーチへと仕舞われる。


「ところでお時間は大丈夫なんですか？」


「ああ、大丈夫だとも。冒険者同伴者は、例外的に爵位関係なく紹介が後に回される」


くるりと此方を振り返ったレイが、悪びれず可笑しそうに笑った。


「流石に昨日参加を伝えたら、もっと早くしろと言われてしまったけれどね！」


何しろ国が主催のパーティーだ。そもそも招待客など建国祭が始まる前にとっくに決まっている筈で、そこを押し通せたのはレイの顔の広さと一刀のネームバリューによるだろう。


Ｓランクすら下に置く孤高のＢランク、冒険者に通ずる人間ならば誰もが一度は名を聞く存在。そんな彼が公の場に初めて姿を現すとあれば、無理も通せるというものだ。噂など誇張されたものだと、そう信じる者が大多数だろうが。


「……どうした」


「いいえ」


視線を向けた先、怪訝そうに眉を寄せるジルにリゼルはにこりと微笑んだ。


その隣で、レイとイレヴンが表面上は友好的な会話を交わしている。相変わらず立ち位置が近いレイに対して、同じくパーソナルスペースの狭い筈のイレヴンがやや距離を取っているのは苦手意識からか。初対面の際、迷宮品への愛が溢れ過ぎたレイを見た時の衝撃を払拭しきれないらしい。


「そういえば聞き忘れていたな」


「何をですか？」


ふとレイがリゼルを向いた。


「会場に入った時、紹介の為に名前を読み上げる事になっていてね。冒険者はパーティ名で紹介するのが慣例となっているんだ」


リゼル達を指す際、パーティ名など無くとも伝わったから忘れていたと彼は言う。


「教えてくれないかい？」


その言葉に、リゼルが目を瞬かせてジルを見る。ジルは嫌そうに顔を顰め、イレヴンへ顎で促した。イレヴンがパカリと口を開き、そのまま視線を斜め上へと投げて数秒。


「…………〝リーダーと赤黒い仲間達〟？」


「無ぇよ」


「それはちょっと……」


「そっちが無茶振りしたんじゃん！」


何処となくゾンビ的なグロテスク臭がした。


盗賊団の名前に〝Forked二又の Tongue舌〟なんて付けようとしていたのを思えば、確かにこういった事が得意ではないのだろうと納得は出来る。適当に考えたとはいえ、そのまま過ぎる。


「イレヴンが一番向いてそうだと思ったんですけど、意外ですね」


「じゃあリーダーが付ければ良いじゃねッスか！」


「といっても、そういうのがあるって事が初耳ですし……」


正直、本の中だけだと思っていた。それがリゼルの本音だ。


そういえば、時折ギルドでそれらしい単語が聞こえてきたような気もする。そういう装備や名前なのかと思っていた。ジル曰く、〝必須ではないが固定パーティを組んでいるなら有ると便利〟とのこと。


「こういうのは分かりやすい方が良いですよね」


リゼルは真剣に考える。無数に存在する冒険者の識別の為、特に指名で依頼が入る際など確かにパーティ名があれば効率的だ。ならば今の時点で最も周知されている特徴をメインに、分かりやすく、他との差別化を図れるような。


「〝一刀＋α〟とか」


「リーダー詩集は読まねぇの？」


「あ、ちょっと長いですか？」


「気にすんのはそこじゃねぇよ」


リゼルのセンスも大概だった。自分でも無しだと思っていたイレヴンとは違い、何処となく自信あり気なところが余計にどうにもならない。冒険者のロマンであるパーティ名で、効率に走った結果の大惨事だ。


「じゃあ、ジルはどうですか？」


良いと思うのに、とやや不思議そうなリゼルとイレヴンの視線が、共に最後の希望を向いた。果たして救いはあるのだろうか。ちなみにレイは横で隠すことなく面白そうにしている。


「あー……」


「なんとかズ、とか良いんじゃないですか？」


「えー、古くねぇッスか。でもあんま恰好付けんのもなァ」


ジルはガラの悪い顔を更に悪くしながら腕を組む。意外と真剣に考え中だ。リゼルやイレヴンの横槍に適当に頷き、そしてこれだと言わんばかりに顔を上げた。


「〝三人ズ〟」


直後、無ぇなと冷静に自己完結したジルに二人は頷く。


三人は潔くパーティ名を諦める事にした。これ以上続けても明るい未来が見えない。


「まぁ、パーティ名は必須ではないからね。気にする事はない！」


レイから耀かんばかりの笑みと共にフォローを貰ってしまった。そんなにか、と誰ともなく内心で呟く。いや、それ程なのだろうが。


「こういうのはシャドウが得意かもしれないね。験を担いで店名を付けてくれという商人も多いようだし、律儀に考えているようだ」


「そういえば、伯爵はいらっしゃらないんですね。確かに嫌がりそうですけど」


「こういうのに必要性感じる人間には見えねぇしな」


「君達の言う通りだとも。奴は〝そんな暇は無い〟とパーティどころか式典まで辞退したよ」


国の最重要行事の一つである建国記念式典に出ないとは、下手をすれば厳罰ものだ。


ただシャドウは、元々領民にも顔を見せないという特異性を以って今まで不参加を認められていた。何せ領主が他と比べて独特な立ち位置の、国の流通の大部分を管理する商業国だ。そこに支障が出るぐらいならと、反感を買いこそすれ処罰はなかったという。


「ただ、先の大侵攻で姿を見せたというのが此方にも伝わっていてね」


「じゃあ今回来なきゃ駄目なんじゃねぇの？」


「大侵攻の後処理に追われていると、そう言い切って奴は辞退したとも」


確かに、先日の大侵攻の混乱は未だ完全に収まってはいない。


国としても早々に機能回復して欲しい所だと認められたそうだ。とはいえシャドウの事なので、次回以降も何かしらの理由を付けて商業国しごとを優先しそうな気もするが。


「なんというか、貴族界の不良みたいな方ですね」


「成り上がりが余計に反感買ってどうすんだか」


「超仕事熱心な癖に不良とか笑えるッスね」


「いい加減、嫁の一つでも見つけに来れば良いものを。仕事一筋というのも問題だ！」


本人のいない場で好き放題に盛り上がる四人に、今頃シャドウはくしゃみの一つでもしているだろうか。いや、ペン先が折れて舌打ちでもしている方があり得るか。


「レイ様、そろそろお時間が近くなって参りました」


「ああ、そうだね。よし、では行こうか」


エントランスで立ち話に興じていた四人は、老年の執事に案内されて馬車へと乗り込む。正真正銘の貴族用、長距離を走る事など想定されていない豪華絢爛な馬車だ。


向かう先は、普通ならば足を踏み入れる事が敵わない王城。ただ一日だけ冒険者が立ち入る事が許される日を、折角だから楽しもうとリゼルは馬車のタラップを踏んだ。






パーティー会場には、既に多くの貴族達が集まっていた。


だが、冒険者は一人も居ない。これから同行する貴族と共に会場入りするのだ。実際に冒険者を連れる貴族は一割に満たないというのだから、今居る多くの貴族は物見遊山に過ぎない。


冒険者を初めて見る者は好奇を、慣れた者は新顔の予想を、関わりを持ちたい者は優秀な戦力への期待を。それぞれの目的を持ち、それぞれで言葉を交わしている。


そんな彼らの会話に一度は出て来るのが、一刀の存在だった。先日参加が決まったにも拘らず、既に情報が出回っている。特別守秘されていない事を考えれば当然か。大抵はそこからレイがどのように伝手つてを手に入れたのかと話は続いていた。






そして、冒険者らが会場入りし始める。


同行する貴族の名前が読み上げられ、続いてパーティ名、ランク。会場へと足を踏み入れる冒険者のほとんどがＡランクだ。それが実質の最高ランクと言っても良い。Ｓランクなど、一国に一組立ち寄っていれば運が良い方なのだから。


それ程に成れる者の少ないランク。ただ完璧に依頼をこなすだけで辿り着ける境地にはない、選ばれし冒険者達。だからこそ、そのＳランクが読み上げられた時には歓声が上がった程だ。冒険者達もＳランクが来ているとは知らず、物珍し気に眺めている。恐らく、建国祭かパーティーに合わせて来国したのだろう。


「続きましては」


堂々たる姿のＳランク冒険者らに視線を奪われていた貴族達が、一斉に扉を見た。読み上げられたレイの名前。前評判で期待値が最高まで高まっている人物達の登場だ。


だが、会場に居る貴族らは今まさにＳランクを目の当たりにした直後。彼らにたった一人で勝利を収められる者がいるとは到底信じられず、半信半疑のままその瞬間を待つ。






コツリ、と固いブーツの底が磨き上げられた床を叩く音が、騒めく空間に不思議と響いた。


最初に現れたのは当然、代表者であるレイだ。年を重ねようと陰らぬ快活な笑みは自信に溢れ、後妻を望む女性が後を絶たないのが納得出来てしまう程に嫌味がない。その人柄から、決して爵位が高い訳ではないにも拘らず彼を歓迎する者は多かった。


「レイ」


「やぁ、三日ぶりだね」


今回は比較的緩いパーティーだ。順番の決まった挨拶回りなど必要がない為、レイは知人に声をかけられると片手を上げてそちらへと足を向ける。


その後ろ、足を進めるごとに露わになる三人の冒険者に、人々の眼は釘付けられた。


「あ、飯うまそー。あれ俺らも食べて良いんスよね」


鮮やかな赤髪を持つ派手な容貌の獣人は、装備を脱げば一見普通の若者にも見えるだろう。


しかし細められた瞳は愉悦を映し、笑みを描く唇は余裕を醸す。威厳など感じぬ筈の軽い足取りは、彼に限り独特の捕食者染みた雰囲気を増す要因となっていた。


何かが歪んでいるからこそ、目を引く存在感。孤高とは別の意味で、誰の下にも付く事がないと思わせる奔放さ。周囲を一瞥する這うような視線に気付かぬ者は、知らず毒へと侵されるのみ。


「知るか」


そして直後、低い声と共に圧倒的な威圧感を放つ漆黒に人々は目を奪われた。


紹介されずとも理解した。彼が一刀、一振りで全てを薙ぎ払う絶対強者。浮かびかけた疑惑など何の意味も成さないと、その存在だけで一蹴する程の実力者。


パーティを組んだと噂で聞いた者は今になって信じられなくなった。実際に目の前で赤髪の獣人を伴っていようが信じられる筈がない。それ程に、人々は孤高と呼ぶに相応しい存在にただ圧倒されていた。


誰とも組む必要のない男が、何故。その答えを齎すのは、二人を連れるようにレイの後ろを歩く、不思議と見覚えのない一人の貴族なのだろうか。


「子爵のご挨拶まで待ちましょう。流石に俺達を誰にも紹介しない訳にはいかないでしょうし」


穏やかな微笑みと、清廉な空気。柔らかく洗練された物腰を持つ男が口にした言葉に、誰もが聞き間違いかと隣人を見た。まるで、彼が招待された冒険者のようではないかと。しかし誰も否定出来ず、その言葉が真実なのだと悟る。


気負い無く、期待も無く、高揚も無い。誰よりも自然にこの煌びやかな空間に馴染み、落ち着きを見せる男が貴族ではなければ何なのか。その答えを誰しも既に得ている筈にも拘らず、受け入れるまでに時間を要した。


男は頬に滑る髪を耳にかけ、ふと擦れ違った女性へゆるりと目元を緩めた。アメジストの硬質なイメージを溶かす甘い瞳の向こう、貴族らさえ惹き込むような高貴な色がちらつく。


「誰」


「チョコレート店の依頼、あったでしょう？　その時にお会いしたんです」


「へぇ」


武力的な要素など欠片も感じさせず、しかし一刀と話す姿に違和感はない。人々は彼らが通り過ぎた後、ようやく無意識の内に詰めていた息を吐き、ざわりと高揚したように話し出した。


そして続いたランク紹介を聞き、それこそ間違いなんじゃないかと確認を取る事となる。






「やっぱり場違いな気がしますね」


賑やかさの戻った会場で、リゼルは苦笑と共に小声で呟いた。


向けられた視線が、冒険者として向けられるものでは無いと察するのは容易い。少しは冒険者らしくなった筈なのにと残念そうな姿に、見ていたジルが溜息をついた。仕方が無いだろう。冒険者らしいらしくないの前に、圧倒的に貴族らしいのだから。


「大丈夫ッスよ。むしろすっげぇ馴染んでるし」


「それが余計に、です」


半分面白がって半分慰めてくれているだろうイレヴンの言葉に、しかしリゼルは首を振った。今まで貴族として生きて来たのだから、貴族に見えるのは仕方ない。それでも今の自分は、冒険者として此処に居る。


「君達はランクは中位でも、実力を見ればこの場に相応しいでしょう？　でも俺はそれ程でもないし、君達のおこぼれで此処にいるようなものなので」


ようは豪華絢爛な会場や貴族達ではなく、ジル達に対して気が引けている。小声なのはレイへの配慮だった。連れている冒険者のこんな発言は示しがつかないだろう。


何ともリゼルらしい考えだと、ジル達は一切気にせず唇を笑みに歪めた。


「実力も問題ねぇだろ」


「迷宮のボスとか絶対に一人じゃ無理ですし」


「や、Ａ五人でも勝率五割が良いトコなんスよ」


基本的に、パーティのランクはパーティでの実力だ。


一人一人ではＣランク相当でも、上手く連携のとれるパーティならばＢに上がる事もある。勿論それに伴い個人のランクも上がる。当然、ソロで上位の依頼を受ける者などまず居ないという前提があるからだ。


「俺らがＡでも、お前ならこなせんだろ」


ジルの言葉に、リゼルは嬉しそうに破顔した。


つまり、パーティ三人でこの場にいるなら誰も文句は言わないだろうと。プラスして、ジル達が通常のＡ相当の実力しか発揮せずとも、リゼルならば問題なくパーティーに招かれている冒険者らと同じＡになる力があると。そう言ってくれたのだ。


「なら気にしません」


「あっさりー」


ジル達が言うなら間違いはないのだろうと、リゼルは疑わない。ケラケラと笑うイレヴンが、まぁだから時々変な基準持ってるんだけどと内心で呟いた。口には出さない。


「やぁ、式典の翌日は二日酔いにならなかったかい？」


そして友人の元へと辿り着いたレイが先に声をかける。


随分と気さくな仲のようだ。年頃も近いようだし、同じ王都の貴族ともなければ昔からの顔馴染みなのだろう。


「まぁな。お前と飲むとキリが無いからと、早々に切り上げたお陰で大丈夫だったさ。それよりも大物を連れてきたようだが？」


「そうだね。パーティーの趣旨にそって、早速自慢させて貰おうか」


役者のように胸に手を当てるレイに、友人である男は相変わらずだと笑う。さばさばとした印象を持つ彼は、流石はレイの友人だと言えば良いか。何の含みもない興味深そうな表情でリゼル達を見た。


同時に、周囲の視線も集まる。会話にも耳を澄まされているだろうが、レイは気にせず全てを受け入れ、胸を張ってリゼル達を示すように片手を差し出した。


「懇意にしている、と言っては語弊があるかな。私が惹かれてやまないパーティだとも！」


レイの手を追うように、男の視線が此方を向いたのにリゼルは微笑む。


「パーティリーダーを務めております、リゼルと申します」


「リーダーとは……一刀じゃなく？」


やはり冒険者なのかという驚きと、更にリーダーであるという驚き。


意外そうな顔と隠さぬ物言いに、一瞬イレヴンが不快そうに片眉を上げた。だが、噛みつきはしない。まぁ当然の反応かとチラリとジルを窺えば、名を上げられた本人はというと興味が無さそうに普段通りのガラの悪い顔をしている。


「ご期待に応えられず申し訳御座いません」


「ああ、いや。こちらこそ失礼した」


やや茶化すように告げたリゼルに、男がやや目を瞠る。


不躾な質問に対しての差し障りない対応。軽く試してみたが容易に躱された、といった所か。貴族と言うのは本当に面倒くさいと、ジルはそれらを一瞥しながら思う。


「さて、挨拶も済んだ事だ。君達も好きにパーティーを楽しむと良い」


「良いんですか？」


「自慢はしたいが、従えて誇示したい訳ではないよ」


にこやかにレイが告げた。


挨拶というには簡単だが充分だろう。リゼル達も特に欲しいコネなど無く、周囲で耳をそばだてていた者達によって情報も直ぐに広まる。


「じゃあイレヴン、いってらっしゃい」


「よっしゃ」


「教えたこと覚えてますか？」


「音立てない、盛り過ぎない、椅子使わない、皿はこまめに替える、会話は拒否らないー」


「はい、良く出来ました」


機嫌良さそうに豪華絢爛な皿の並ぶテーブルへと向かうイレヴンを、リゼルは微笑ましそうに見送った。テーブルマナーについては最低限しか教えていない。拙い作法を晒すよりは、美味しそうに食べる方が好印象だろう。そもそも食べる量が量なので、どう頑張っても気取れはしない。


「ジルは良いんですか？　時間も時間だし、お腹空いてると思うんですけど」


「見せ物になりながら食えって？」


「ギルドの方が、よっぽど露骨な視線を貰うじゃないですか」


貴族としての矜持か礼儀か。周りはさりげなく視線を送る者が大半で、興味を丸出しにする者など居なかった。からかうように笑うリゼルに、ジルは舌打ちしながらも動かない。


そして、リゼルも同じく。そんな二人をレイが不思議そうに見た。


「君達は行かないのかい？」


「元々、行きたいと言ったのはあの子だったので。必要なら離れていますが」


「いいや、居てくれるのならそれに勝る喜びは無いとも！　何せ、ジルがいれば私は随分と楽だからね」


悪だくみを楽しむような表情を浮かべるレイに、リゼルは流石だと苦笑する。


冒険者がメインのパーティーとはいえ、社交場である事に変わりはない。言葉を交わし、情報を交換し、普段は顔を合わせないような相手との関わり合いも重要となる。その中には勿論、年頃の男女にとって最も大切な伴侶探しというのも含まれていた。


「子爵はとても魅力的な方ですからね」


「おや、君にそう言って貰えるとは光栄だ」


レイが妻に先立たれているのは、リゼルも風の噂で聞いている。


ちなみに教えてくれたのは宿の女将の友人、井戸端会議常連の主婦だった。曰く、「まだまだ現役の良い男がフリーなんて勿体無いわねぇ」らしい。


それが今、近寄りがたいジルのお陰で娘を妹をの声がかからない。時折、何かを期待するような視線が投げられるのみだ。


「だから、さっさと後妻を貰えと言ってるんだ」


「何、今のままでも悪くはないとも」


快活に笑うレイに、友人の男が肩を竦める。普段から恒例のやり取りなのだろう。


その友人がふと、着々と料理を激減させているイレヴンを見た。あの細い体の何処に入るのかと、一切落ちないペースにやや引き気味だ。


「しかし、お前達の連れは良く食べるな」


「まだまだですよ」


「そうか、まだまだか……」


リゼルはほのほの微笑み、イレヴンを見守る。


近付いて来た女性に食事の手を止め、手早く笑みを作り愛想良く対応していた。こういうのはジルよりも彼の方が余程上手い。食事を続けたい気持ちもあるだろうが、話しかけて来たのがスタイルの良い美女だけあって、イレヴンの機嫌も急降下しておらず何よりだ。


「先程、あちらの冒険者の方から刺激的なお話をして貰いましたの。とびきり、悪いお話」


艶やかに色付いた唇が、まるで囁くように告げる。


「貴方も何か、そういったお話がありまして？」


「そういう話、大好き。私も聞かせて欲しいわ」


猫を被れば親しみやすいイレヴンだ。あっという間に囲まれていた。


刺激的な出来事に飢えた淑女達には、この手の話題が受けるのだろう。先程まで少女達が話を聞いていたらしい冒険者が一人、挑発的にイレヴンを見る。一刀のパーティであるとはいえ、自身より年若いイレヴンに何の話が出来るのだと言わんばかりだ。


「彼は？」


「Ａランク」


リゼルがジルへ小声で問いかければ、簡潔な答えが返って来た。此処に招待されているだけあって実力者なのは疑いようがないが、しかし異性を前にすると調子に乗ってしまうタイプなのかもしれない。


「ふむ、挑発に乗らないように言わなくて良いのかい？」


レイも同じ方向を眺め、愉快げに言う。彼としては挑発に乗った方が面白いのだろう。


しかし、イレヴンの正体も勘付いているからこそ無条件で野放しにはしない。堂々と盗賊自慢するような頭の悪い人間には見えないが、下手な事をしでかさないとも限らないのではないかと。


「大丈夫ですよ」


「だと良いがな」


しかしリゼルは平然と否定し、ジルは胡散臭そうにそれを眺める。


「良い子だし、挑発くらい軽く躱します」






イレヴンは空の皿を小さく揺らしながら、考えるように高い天井を仰いだ。まるで毎日磨かれているかのような白く輝く天井は、シャンデリアに反射した無数の光を美しく映す。


「そうだなァ」


芝居染みたその仕草に、何が来るのかと少女達が胸を弾ませる。冒険者の男は考えなければ出て来ないのかと勝利を確信した。


直後、イレヴンがふっと彼女達を見下ろした。正面に立つ女性を覗き込むように微かに身を屈め、鋭い牙を覗かせながら唇を笑みに歪める。


「とびっきりは無理かも」


細められた瞳は蠱惑的こわくてきに。囁きは低く掠れ、相手を逃さぬよう絡み取る。


「人に話せる程度のワルイコトなんざ遊びだろ。ざァんねん、まだ飯食ってたいから秘密」


きゃあと歓声を上げる少女達に、冒険者の男は思い切り顔を顰めた。


見栄を張ったものだと笑い飛ばすのは簡単だろう。しかし当然のように告げられた言葉が、雰囲気がそれを許さない。立場を無くした彼は渋々パーティの元へ戻り、密かに背中をどつかれ慰められていた。






「……攻撃的な躱し方だな」


「女性を楽しませることを一番に考える良い子です」


「いや、……そうか」


リゼルは褒めて伸ばす主義だ。レイの友人は納得したように頷いたが、本当に納得出来ているかは分からなかった。






その後も周囲からの視線を浴びつつ、リゼル達はのんびりとパーティーを楽しんでいた。時折声をかけられればレイが相手をしてくれ、リゼルが軽く挨拶だけ交わす。


その内、めぼしい料理をあらかた食べ終えたイレヴンも合流した。ふとテーブルを見たジルが、料理の減りに極端に偏りのある皿の数々に気付いて呆れる。好き嫌いが多い。


「今日はこの後、隣のホールで舞踏会があってね」


パーティーも終わりに近付けば、レイから説明が入る。


通常のパーティーと異なる様式なのは、冒険者への配慮だろう。大半の冒険者が立食パーティーを楽しんだ時点で帰るらしい。舞踏会に出てもやる事がないので当然か。


逆に貴族たちは目にしたばかりの非日常的な存在について語らいながら、舞踏会へ向かう。そして引き続き楽しい一時を過ごすのだ。


「子爵も舞踏会へ？」


「いや、私は君達と共に帰ろうと……ん？」


言いかけ、レイは意外そうにとある一点を向いた。


リゼルがそちらを視線で追うと、一人の男が真っすぐ此方へと歩いて来るのが見えた。今もこの会場を警備している騎士達のような格好、それよりはやや立派な装いをしている。年の頃はリゼルやジルよりもやや年上で、恐らく騎士団長補佐か副官か。


「こういった場に姿を現すとは珍しい。侯爵はどうしたんだい？」


目の前で立ち止まった彼に、先に声をかけたのはレイだった。


「団長は責務をこなしていらっしゃる。貴殿こそ余裕そうですが」


「折角の建国祭中だというのに、君の父は相変わらず堅物だな」


嫌味すら楽しみ、快活に笑うレイに男が忌々しげに顔を顰める。


「（あ）」


目を瞬かせ、そして成程とリゼルは内心で呟いた。この王都には国に仕えし騎士を取り仕切る、名誉ある侯爵家があるという。レイと面識があるなら彼はその嫡男だろう。


憲兵と騎士は相性が悪いと聞いているが、この場合は男がレイとひたすら相性が悪い。片や父親譲りなのだろう生真面目さが見て分かる彼と、片や要領よく思考も柔軟なレイでは、立場や年の甲も合わせてレイに軍配が上がる。


「そろそろ本題に入らせて頂く。今日、用があるのは貴殿では無いのだから」


微かな苛立ちを表すように、男がカツンと靴を鳴らして姿勢を直す。会場では、舞踏会の時間になったのだろう。人々が広間から姿を消していく。


リゼルは、時折寄越される彼らの視線に応える事なく隣に立つジルを見た。冷めた表情に反して面倒そうな雰囲気を纏い、自らへと向き直った男を一瞥する姿に確信する。


「（彼が、ジルの）」


今日会えて良かったと、リゼルは口元を綻ばせ笑った。


「久しぶりだな、ジルベルト」


直後、その笑みは震える肩と共に横を向き、その隣でイレヴンが盛大に吹き出す音が広間に響き渡った。
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「ジルベルト……！　その、ガラの悪さで、ジルベルト！　あッはははは！」


「イレヴン、笑い過ぎですよ、っふ。ジル、っふふ、恥ずかしかったのってソレなんですか？」


「ッははは！　マジで？　だからあんだけ嫌がったワケ？　ジルベルト？　ジルベルトが恥ずいの？　アハハハハ！」


「あれ、ああ見えて最高に恥ずかしがってたんですよ。嫌がるのも恥ずかしがるのも似たようなものですけど…ッんん」


笑いを誤魔化そうとしたのか、落ち着こうと思ったのか。手遅れながらも咳払いをするリゼルと、もはや噎むせているイレヴンをジルは嫌そうに見下ろした。


想像していた通りだ。この二人は確実に笑う。嘲あざけりなど欠片も含まず、全力で笑う。ただ笑う。勿論面倒事も嫌だが、しかし何が一番嫌かと言われれば盛大にウケられるのが嫌だった。リゼルの言い方を借りれば、恥ずかしいから。


「そういえば、前に絵画を見せた時も盛大に嫌そうな顔をしていたね」


「あれも凄く恥ずかしがってました」


「天下の一刀にも可愛げがあるものだ！」


「煩ぇ」


ここぞとばかりに突つつきに来るレイにジルが舌打ちを零す。


「ニィサンめっちゃシャイ……！　その顔で！　その顔で!!」


「いい加減黙らねぇとその髪引きちぎるぞ」


そして漂う威圧感に、イレヴンはようやくピタリと笑い声を止めた。その肩はプルプルと震えているが。


レイの友人も巻き込まれるのは御免だと会場を移動した今、この場に残るのはリゼル達とレイと件の男のみ。笑い声が収まれば静寂に戻る広間で、突然の大爆笑に固まっていた男はやや気圧され気味だった。


「子爵、すみませんがご紹介頂いても？」


何だか申し訳ないと思いながら、リゼルは男を一瞥すらしないジルに代わってレイへと問いかける。


「ああ、すまないね。彼はこの国において騎士の統括を任される侯爵家、その次期当主。今は師団長兼団長補佐を努めているオルドル殿だ」


「宜しくお願いします」


「……ああ、宜しく頼む」


にこりと微笑めば、怪訝そうながら返答があったのが少し意外だった。


リゼルの彼への第一印象は、将来家を継ぐのは確実だろうに余裕がないなというのが一点。落ち着きはあるが、自信がないのか焦りがあるのか。嫡子としての責任感は見て取れるので、継ぐ事に不満がある訳ではないだろう。


「オルドル殿。こちらは私が今回招待した自慢の冒険者達だとも」


「冒険者……？」


ならば、その原因は明確か。リゼルは一人納得したように頷いた。想像通り、よりは少しだけ予想外だったが。


「ジルって末っ子だったんですか？　面倒見も良いし、結構意外です」


「関わった事なんざほとんどねぇよ。上も下もねぇだろ」


「は？　何？　何の話？　つーか末っ子……ッ」


話に付いていけないイレヴンが、限りなくハードルの低くなった笑いを再発させながら問う。もはや全てがツボ状態だ。もれなく蛇のように撓しなる髪をわし掴まれて黙ったが。ジルはやると言ったら本気でやる。


「いつから気付いてた」


「確信したのは最近ですよ。君がパーティー行きを断った時」


面倒だろうが何だろうが、ジルが自ら拒否する事は少ない。いつもならば好きにしろとばかりに丸投げする彼が嫌がる理由など、リゼルには一つしか思い浮かばなかった。


「きちんとした教育を受けた事がありそうだな、とは思ってたんです」


「あー、だからニィサンには礼儀講座必要ねぇって言ってたんスか。そういやガラ悪いけど粗野じゃねぇ気も……ん？」


ふとイレヴンが首を傾げる。ジルの本名を知る男、リゼルの末っ子発言、きちんとした教育、それらが指すものは。


「つうことは、ニィサンってこいつの」


イレヴンが好奇心を露わにジルとオルドルを見比べた。


〝こいつ〟と呼ばれ不快そうに顔を歪めるオルドルと、嫌そうに視線を逸らすジル。似てない。共通点など長身である、という所ぐらいだが。


「ジルベルトは私の弟だった。元、だが」


「そのガラの悪さで貴族……ッ痛ててててごめんニィサンごめんってホントもう笑わねぇから！　抜ける抜けるマジ抜ける！」


盛大に背を仰け反らせて髪を守るイレヴンを、体が柔らかいなぁとリゼルはほのほのと眺めた。ちなみにリゼルは、ふとした時にちょっと似てるかも派だ。ジルが嫌がりそうなので言わないが。


「リーダー！　リーダーの好きな髪！　抜けそう！」


「大丈夫、ジルは手加減が上手です」


「そうじゃなくて!!」


流石にイレヴンの笑い過ぎなので、頑張れと応援するだけで終わった。


そして、ちらりとジルを見る。来るのを嫌がった割には、元兄へ向ける感情は一切揺れない。ただ無関心。厄介な奴が絡んで来たというだけだ。そこに特別なものはなく、やはり本当に本名や元貴族を知られて笑われるのが嫌だったのだろう。


「（でも、関係がない訳じゃない）」


ジルが、Ｂランクから上がらない理由は確実に此処にある。


講習が面倒だというのも本心だろう。ランク関係なくボスには挑めるし充分だというのも嘘ではない。だが、Ｓに上がれば他の冒険者に絡まれる面倒事も減る筈だ。実力を知らない者にとってジルは記号通りのＢでしかなく、それを理由に侮る者も多い。


「（それと天秤にかけても、こっちの方が面倒だって考えてるのかな）」


ジルは完全に関係を断っているようだが、向こうもそうとは限らない。今まさに、そうなっているのだから。


「……話を戻させて貰う。飲み物ぐらいは用意させよう」


オルドルの言葉と同時に、先程まで会場の警備に当たっていただろう騎士が一人、シャンパングラスの乗ったトレイを片手に近付いて来た。あちらが行動に移す前に、ひょいと一つ手にしたイレヴンが中身を煽る。


「全部シャンパン」


そして告げられた言葉に、リゼルは手を伸ばすことを止めた。どちらにせよ飲めない。


イレヴンは笑い過ぎて喉が渇いたようで、遠慮なくグラスを空けて次へと手を伸ばしている。オルドルが一瞬そちらを見て、そして直ぐにジルへと視線を戻した。


「何をしに戻って来た、ジルベルト」


忌々し気に吐かれた言葉に、ジルは眉を寄せてようやく彼を向く。冷めた瞳は、何を言っているのか分からないと如実に伝えているようだった。


「そこの貴族に呼ばれた」


「三年前からこの国に居たようだが何故だ。今回のパーティーも、ただ招待を受けて訪れただけだと？」


「そう言ってんだろうが。冒険者が拠点移して何が悪ぃんだよ」


執拗に問いかけるオルドルは何を探ろうとしているのか。


リゼルが面倒そうに答えているジルを見れば、それだけで察したのだろう。ジルも知られたなら隠す必要は無いと、躊躇うことなく自らの出自を簡単に話し始めた。


「よくある話だろ。遠征の時に宛がわれた女に手ぇ出して、一発で孕ませたガキが俺」


「はァ？　さっき堅物がどうとか言ってたじゃん」


「時と場合によっては、接待の申し出を断るのも無作法ですからね。仕方が無い場合もあります」


「へぇ」


大抵が、爵位が上の者から下の者へと宛がわれた時だ。とはいえ王都の防衛の要、騎士の統括と言う重要な役割を担う家の当主が断れない状況など滅多にないとは思うが。


だがその辺りは然して重要でもないし、とリゼルは気にせず流す。


「母親が死んだ十の時にどっからか迎えが来て、ついてったら王都の侯爵家。四、五年たった頃に出てって、金稼ぎに冒険者しながら今に至る」


以上、とジルが平然と締めくくる。彼がその生い立ちについて何かを思う事はない。現状に不満が無ければ、過去などただの事実でしかないのだから。


ちなみに外見は母親寄りらしい。オルドルと似ていないのも納得だ。


「何でニィサン出てってんの？」


「出てくか残るか選べって言われたからな」


「何で？」


イレヴンの勢いが止まらない。引き取った癖に何故、と気になるのだろう。


「さぁ。市井の女から生まれた子供が嫡子に勝ったのがマズいんじゃねぇの」


「あー、貴族サマのプライドってやつ。どんくらいで勝った？」


「一か月ぐらいか。よく覚えてねぇな」


武力以外ではオルドルの方が優れていそうだが、とリゼルは首を傾げる。


恐らく騎士団の統括という家柄がまずかったのだろう。その血統を思えば爵位の継承順位が覆る筈もなく、強さで騎士としての価値が決まる訳ではないが、全く関係しないと云えば嘘になる。ジルも騎士になる気はなさそうだし、勝手な理屈だが理に適っていた。


「（だからかな）」


もう自分には関係の無い事だとあっさり告げるジルを、オルドルが睨みつけるように見ていた。


彼の人生は、ジルが現れて一変しただろう。見せつけられた圧倒的才能、実力が離されていく事への焦燥感、そして比較の目。あれ程の才能ともなれば仕方が無いと諦める周囲とは裏腹に、本家の嫡子という立場が諦める事を許さない。


結果、囚われた。追い出されて平然と出て行く姿に、現れた〝一刀のジル〟の噂に、常に追われているような感覚。そしてついに貴族社会に姿を現すと聞いた時に、彼は一体何を思ったのか。


「本当に、今回の参加は誘われただけだと言うつもりか。今まで、参加を乞われて応えた事など無いというのに？」


しつこい、と言いかけたイレヴンをリゼルがそっと制する。


「ふむ、それは私が保証しよう。何せ、ジルも最初は嫌がっていたようだしね」


「……そうですか」


レイの言葉に、ようやくオルドルは頷いた。


視線も向けない返答は、本来ならば許される筈がない。家柄は彼の方が上とはいえ、爵位はまだ継いでいないのだ。だが、もはやそんな事を考えている余裕など無いのだろう。


「しかし、騎士には未練があるようだ」


彼はただ、ジルを自身の下へと置く事だけを考えている。


「意味分かんねぇこと言ってんじゃねぇよ」


「本当にそうか？」


薄っすらとした笑みと共に告げられたそれに、ジルは微かに眉を寄せた。


確かに騎士としての教育は受けた。剣を教えてくれた事には感謝する。だが、思うままに剣を振るうには貴族という立場は邪魔でしかなく、侯爵家を出る時には何の未練も無かった。当然、騎士を目指した事もない。


それなのに何故、と言うには想像がつかなくはないが。


「まるで貴族のような冒険者に付き従い、騎士の真似事などと片腹痛い」


ふいにオルドルの視線がリゼルを向く。値踏みするような視線は決して心地良いものでは無かったが、向けられた本人にとっては慣れたものだ。


「冒険者ごときが主君の代わりになるとでも思っているのか」


「的外れすぎて滑稽こっけいだな」


その時、初めてジルがオルドルへと笑った。冷めたような無関心な表情は鳴りを潜め、嘲りを孕む。顎を上げ、獰猛さのちらつく灰の瞳を細め、目を見開く相手を牽制するように。


付き従った覚えなどなければ、主君と思った事もない。だが、しかし。


「てめぇの言う主君が誰だか知らねぇが、こいつが代わりなんざ贅沢なもんだ」


「ッ貴様！　我らが王を愚弄するか！」


声を張り上げたオルドルに、怒るのも仕方がないだろうとリゼルは苦笑した。


王に忠誠を誓う騎士が相手だ。その意図は無いとはいえ、誇りを傷付けられたと判断されてもおかしくない。あちらが誤解しているのが原因ではあるにしろ、言い方が悪いのも確かだろう。


「失礼、ジルの言い方では伝わりにくいでしょう？」


隣でシャンパンを持って控えている騎士からも怒気が溢れたのを感じ、険悪な雰囲気へと口を挟む。元とはいえ、兄弟の会話には少々入りにくかったが。


「決して貴方の王を愚弄した訳ではないんです。ただ、貴方方の目指す忠誠をジルは抱きようがない、という事だけはご了承を頂けますか」


「何だと……」


オルドルは、怪訝な様子を隠しもせずリゼルを見た。


ジルにより何物も釣り合わないと断じられた相手は、初見から変わらず冒険者を疑う程に清廉高貴なままだ。しかしいくら雰囲気があろうと、冒険者でしかない男が何を言うのだと睨み付ける。


「王に忠誠を誓い、国に忠誠を誓う。貴方方こそまさに気高い騎士なんでしょう」


リゼルの国にも騎士団が居た。正しき忠誠を誓う彼らは尊く、気高く、誰かの憧れでありながら王に傅き、国を守り続ける。その心からの忠誠は眩しく国を照らす光であった。


「ただ、ジルは違う。そうは成れない」


本質が違う。国の光ではなく誰かの影となり、絶対的な王という存在に心を託すことなく目の前の存在と心を共有し、正しきを貫かず唯一人の意思を尊重する。


それはまるで、リゼルが仕える王へとそうするように。同質を持つからこそ、確信を持って告げた。


「ジルが騎士に成り得るとすれば、それは王ではなく唯一を得た時に限られる」


「な……」


オルドルが絶句し、ジルが一瞬瞠目する。


「どちらが良いというものでもないですし、むしろ望まれる騎士としての在り方は貴方方なんだと思います。ただ、ジルが貴方の領域を侵すことは決してないと……それだけ知って頂ければ、幸いなんですが」


思考に囚われるように黙り込んだジルとは裏腹に、オルドルは言い知れぬ思いが胸を吹き荒らすのを感じていた。どちらが正しい等と、例え自身が正しいと言われようと納得出来る筈がない。出来てはいけない。冒険者の言葉に諭されたなどと、ジルを肯定するような真似が出来る筈がない。


「冒険者風情が騎士の何を語る!!」


示さねばならない。自らの方が優れていると、でないといつまでも苛まれる。


「貴様が……ッ！」


「おっと、そこまでにして貰おう」


感情が露わとなった瞬間、狙ったかのようにレイが口を挟んだ。興味深そうに、そして冷静に今まで傍観に回っていた彼は「口を出してすまないね」とリゼルへ謝罪し、そしてオルドルと向き直る。


「私の客人だ、あまり無礼を働いて貰っては困る。彼を貶めようと云うのなら、私も我慢がならないからね」


落ち着いた声は重く、深い。そして笑みを描きながらも険しさのちらつく金の瞳に見据えられ、オルドルは歯を食いしばった。


「（理性的になれば良いのに）」


顔を伏せたその姿を見ながら、リゼルは微笑む。


彼は間違っていない。言う事も、成す事も、感情でさえ全て。制御出来ぬ衝動に思考が乱され、誤解を生んでいるだけで、何も間違ってはいないのだ。


努力をした人が、才能に負けて憎悪するのは当たり前だ。騎士が王を尊ぶのも、冒険者に自らの誇りを分かったかのように語られ憤るのも、自らの立場を脅かす者が舞い戻って来た事に焦燥感を抱くのさえ、全て人として当然の反応でしかない。


余程の聖人でなければ、相手を責めるなとは言えない筈だ。そうでもしないと自身を保っていられないのならば仕方がない。リゼルはそれを理解しているからこそ、彼の言葉を決して否定しない。


「ッ在り方が違うとはいえ、騎士を真似るなら覚えておくと良い」


しかし。


「騎士の価値は主君が決める。お前の言う唯一がこの冒険者だというのなら、お前の価値などその程度でしかないという事をな！」






パシャン、と水音がした。直後、ドサリと重い物が落ちる音。


銀のトレイを持って立っていた筈の騎士が、髪からシャンパンを滴らせて床に伏している。そのままピクリとも動かない相手を、しかし誰も見てはいなかった。


その場に立つ者の視線はただ一点。中身を空にしたグラスを持ち、壮絶な程に清廉に微笑むリゼルへと向けられていた。


「不愉快です」


ぽつりと零された声に、ジルとイレヴンの手が咄嗟に動く。


リゼルが不快感を示した事に対して、反射的に浮かんだのは〝原因の排除〟。その手が剣を握り、纏う殺気を向ける相手を判断しようとした一瞬。ざわりと背筋を粟立たせ、二人はその手を押し留めた。


「仕えるべき王を用いて価値を説こうとする傲慢も」


それは静寂にして荘厳、威圧にして包容、相手の全てを支配するような絶対的な存在感。


「ただ一つ、己の内にあるべき忠誠に優劣を付けようとする浅ましさも」


リゼルはふいに、グラスを挟んでいた指を離した。重力に従い落ちたグラスが、甲高い音を立てて砕け散る。それらはシャンデリアの光を反射し、チラチラと煌いた。


同時に、イレヴンの肩が小さく跳ねる。覚えのある感覚に畏れる本能が服従しろと訴えるのを、既にしているだろうと抑え込んだ。息を呑む。


「（怒られることは、してない）」


大丈夫、と彼は自らに言い聞かせる。攻撃しようとしたけど守る為で、だから許して貰える筈だし許して貰えない筈がないと。そう願うことしか出来ない。


そんなイレヴンの頬を、するりと撫でる手があった。鱗を滑る慣れた感覚に思考を取り戻せば、いつの間にかリゼルが隣に立っている。その微笑みの中、甘く綻ぶアメジストに肩から力が抜けた。


「何より」


褒める様に触れる指先に、畏れは全て拭われた。残るのは、溢れんばかりの歓喜と優越感だけ。期待に応えられた時のみ与えられる、ぞくりと背筋を震わせる程の快楽は何物にも代え難い。


「私を理由にジルを貶める事が、気に入りません」


愕然と目を見開いたオルドルが無意識に半歩引き、諍いさかいを止める事すら忘れて歓喜したレイが半歩踏み出す。これこそがと、レイが思ったのはそれだけだった。自分の判断は間違ってなどいなかったのだと、ただその一心を胸にリゼルの姿を瞳に焼き付ける。


「何故……」


視線を離せないのはオルドルも同じだ。しかし、その意味合いは大きく違う。小さく開閉を繰り返す口から零れた疑問は、本人も何を告げようとしたのか理解出来ていなかった。


「イレヴンが、わざわざ私にシャンパンだと教えてくれたでしょう？」


それをリゼルが正しく拾い上げ、悠然と返す。


オルドルには理解出来ない。彼はリゼルが酒を飲めない事も、イレヴンが常に飲ませる機会を窺っている事も知らない。それを敢えて口に出したなら、飲むなという警告だという事も。


「ジルに飲ませたかった、では無いですね。迂闊うかつに口を付ける私達を見て、自身の仲間の方が優れているのだと誇りたかった？」


頬の鱗をなぞる指が労わる様に唇を掠めて離れて行くのを、イレヴンは名残惜しく目で追いながら見せつけるように舌を出す。毒々しい程の赤。


「安まずい毒モン使ってんなァ」


微かにピリピリと痺れる舌。一瞬で人を昏倒させるのだから、随分と強い麻痺毒だろう。しかし、生まれた時から毒と共に在る蛇の獣人に効く筈がない。


イレヴンは感覚を取り戻すよう唇に舌を這わせ、そして横目でジルを窺った。じっとリゼルを見る彼を、羨ましいと思ってしまうのも仕方のない事なのだろう。


「穏便に、ジルとの関わりを断って頂きたかったんですが」


「何を……」


「彼はもう冒険者です。貴族に固執されては困ります」


「ッ私が、ジルベルトに固執など！」


穏やかな筈の声が、聞く者全ての意識を絡めとる。


「口を閉じて」


短い懇願は、絶対的な命令と似ていた。


その感覚を、オルドルはよく知っている。自らの父を通して伝えられる王の至言、誇りを胸に拝命するべきもの。咄嗟に従ってしまった屈辱に憤りを吐き出そうとした口は、しかし一言も発する事が出来ずに閉じる。


「ジルの価値は私の存在で変わらない。私が、それを望みません」


ジルはただ愕然と、オルドルを見据えて微笑むリゼルの横顔を見た。


思い出すのは過去、あまりにもあっさりと自身の非を思案する姿。こちらが否定すれば直ぐに受け入れていたそれが、まさか。


『あ、でも俺と組む事でジルの評価が落ちるのは問題ですね』


それは、初めて冒険者ギルドで絡まれた最中。


『俺の所為で君の成果が疑われるのは考えものです』


商業国のギルドに隠し部屋についての地図更新を申請した後。


『天下の一刀にＦランクを受けさせるのもどうかと思います』


とある薬士の依頼を受けようか悩んでいた時。


そして、腕相撲の際にジルの素姓を明かしたのは。大侵攻で人々の目が集まる中、ジルにゴーレムを討伐させたのは。その後も領主の護衛のように据えてみせたのは。


確かにジル自身が成し遂げた。だが、それらを功績と見なされる要因となったのは、誰が。


「いつだって、貴方が見下げられるのを私が許した事はないでしょう？」


此方を向いたリゼルの瞳が、ゆるりと甘く融とけた。


ジルは伝えられた意図を理解すると同時に、視界が揺らぐ程の熱が体中を満たすのを感じた。強い歓喜なのだろうそれに耐えるよう、掌を握り込む。


「ジルが私の憂いを断ち切ってくれるように、私も貴方の憂いは全て薙ぎ払いましょう」


頭の中で何かが壊される音がした。決して不快ではなく、望むままに受け入れる。


ジルは衝動に駆られるまま手を伸ばし、降ろされたリゼルの手首を掴んだ。掌を手首から指先へと滑らせ、自らの唇へ運ぶ。拒んでくれるなと懇願を含んだ灰の瞳を合わせたまま、触れるか触れないかの距離で止めた。そして微かに目を伏せ、手を離す。

            





    
  
  




「な……」


オルドルは呆然とその光景を目にしていた。


誰もいない広間、そこで行われたのは騎士が忠誠を誓うようでありながら、膝も付かず礼も示さない。しかしリゼルの心からの誠意はジルへと伝わり、それに対するジルの意思も明確にリゼルへ示された。真似事などと吐き捨てる事が出来ないほどに、それは彼の理想とする姿のようで。


「さぁ、選んで貰いましょうか」


しかしリゼルは逃避を許さない。


「ジルとの関係を今後一切断つか、それとも」


ジル、イレヴン、そしてレイの視線がオルドルへと向けられる。


そこに怒りは含まれない。同情も、憐憫れんびんも、愉悦さえ含まずただ縫い止める幾つもの瞳に、彼は自らの頬に汗が一筋伝うのを感じた。


「貴方が、断たれるか」


リゼルにとって、やはり今回のパーティー参加はどちらでも良かったのだ。


冒険者で在り続けるジルの枷かせとなり得る存在。一刀の参加に釣られて姿を現した方が楽で穏便な接触となるだろうが、参加せずとも方法はあるのだから。


貴族の加入不可、ギルド規定にはそう書いてある。ならば簡単だ。


「何を、言っている……？」


「もう分かっているでしょう？」


関係する家が爵位を失えば良い。それに気付き、オルドルがざっと顔を青くする。


出来る筈がないと言うのは容易い。しかし、促すように首を傾けたリゼルへ感じる畏怖がそれを許さない。思わずジルへと向けた視線が何を求めたのかは、本人にも分からなかった。


「選んで」


安寧へと誘うような声が、破滅へと手招く。


だが次の瞬間、パンッと何かが弾ける音と共にレイの声が静寂に響き渡った。


「再び口を挟んですまないね」


レイはまるで上位者に接するように片手を胸に置いた。そして快活さを抑えた真摯しんしな顔でリゼルと向き合い、そのまま数秒。


「すみません、お手を煩わせてしまいましたね」


「構わないとも」


場を支配していた清廉な空気は霧散し、リゼルが苦笑を零す。


それを確認し、レイはやれやれと静かに息を吐き出した。かの侯爵家は影響力の強い家だ。騎士統括という役目柄か王家と近く、国内随一の教育機関である騎士学校の運営にも深く携わっている。失ってしまえば、その損失は計り知れない。


リゼルを敵に回すつもりは毛頭無いが、国の命運が懸かってしまえば流石に動かざるを得ない。


「オルドル殿の父親は頑固な堅物だ。一度決めたことは曲げず、捨てた人間に関わろうとするような者ではないと私が保証しよう」


「そうなんですか、ジル」


「知らねぇ。顔合わせた事なんざほとんど無ぇし」


「本当だとも。そうだね……私から招待客への無礼に対する抗議という名目で、侯爵に話を通しておこう」


つまり、それで手打ちにしてくれという事だ。


厳格な父が自らの息子の不祥事を許す筈もなく、徹底して歪みは正される。そもそもジルの関わらないオルドルは優秀だと、そう笑うレイの金の瞳の奥、希う色を見つけてリゼルは苦笑した。


穏便に解決できるのならばそれに越した事はないと、そう告げただろうに。


「じゃあ、お願いします」


「それは良かった！　もう少し早く口を挟めれば良かったのだけれどね。本質の君は中々どうして、意識を捉えて離してはくれない」


放心しているオルドルの肩を勢いよく叩き、レイは素晴らしい公演を見終えたかのように感嘆の息を吐いた。そして彼に今はこの場を離れるように告げ、未だ倒れたままの騎士も回収させる。






「本当に、素晴らしい」


レイは満ち足りたように目を細め、静寂の広間でゆっくりと足を進めた。


パキリパキリと靴底でガラスの破片を踏みながら、彼はリゼルの目の前で歩を止める。今度は演技じみた仕草で胸に片手をあて、そして窺うように微かに上体を伏せた。


「あの君に、いつか至上の命令を賜ってみたいものだ」


「そんな、畏れ多い」


ハッハッとレイは声を上げて笑う。まるで、有り得ないものを聞いたかのように。


あの状態のリゼルを見て、直ぐに平常心を取り戻せるあたりが流石の貴族だとイレヴンは感心し、ジルは勝手にやってろと溜息を吐く。そしてリゼルはいつ帰るのだろうかと思いながら、城の何処かから聞こえて来たワルツに耳を澄ませていた。






帰りの馬車の中、ふとジルが呟いた。窓の外を向いたまま、その口に笑みを浮かべて。


「早く上がって来い」


憂いを消した今、直ぐにでも彼はランクを上げられる。ならば言いたい事は一つ。一人で上がるつもりはないと、そういう事だろう。


リゼルとイレヴンは視線を合わせ、そして片や可笑しそうに、片やニンマリと笑い合う。


「上がろうと思えばいつでも上がれんスよ」


「俺はもう少しかかります」


だが待っていてくれるだろう。不満を持たず、ただ今まで通りに。


そして三人は、そういえばＳランクに気になる依頼があっただの、上位ランクしか閲覧出来ないギルド所蔵の書物がある噂って本当かだの、まるで今日一日何事も無かったかのように雑談を始めた。


その姿を、レイが楽しそうに眺める。確かにリゼル達にとっては大した事ではないのだろう。ただ少し動きやすくなった、それだけのこと。


「しかし上位ランクになるのなら、ますますパーティ名が欲しいものだね」


何となく仲間に入れて欲しくなったので、会話に割り込んでみる。ぴたりとリゼル達の声が止み、そして。


「ジルベルトとリーダーと俺」


「ジルベルト＋α」


「……」


贔屓だという断末魔と、穏やかに応援する声と、快活な笑い声が馬車の中から夜の街へと小さく響き渡った。

            





52．


最後まで大盛り上がりの建国祭は無事、終わりを迎えた。


盛大な七日間の後に待っているのは、盛大な片付けで。全てを出し切った人々は、心躍る余韻に落ち着かぬまま後始末に追われている。その表情は皆晴れやかだ。


建国祭に合わせて国を訪れた者も多く、そのまま続けて滞在する者も多い。国が完全な落ち着きを取り戻すにはもう少しかかるだろう。賑やかに越した事はない、と宿の女将は言う。


「リゼルさん、起きてるかい？」


そんな彼女が早朝、リゼルの部屋の扉を小さくノックした。


起きている筈がないと思うからこその控えめな声。昨日は何やら迎えに来た馬車に乗り、城か何処かへ行き、貴族の屋敷で酒宴が開かれたと言う。飲めないリゼルは一滴も口にせず、穏やかに素晴らしい料理に舌鼓を打っていたらしいが。


それらを「へぇ、流石リゼルさんだね」とあっさり受け入れた女将は、早々諦めて隣の部屋へ向かった。帰りも遅く、朝に強くないリゼルだ。確実に起きない。


「ジル、ちょいと聞きたいんだけどね」


ならば隣人に話を通して置こうと、今度は強めにノックする。


「……」


「寝たふりするんじゃないよ、全く。お前なら起きてるだろうに」


数秒後、諦めたように扉へと近付く足音が聞こえてきた。


女将は当然知っている。ジルは普段から、日が昇る頃に起き出すのだ。それは多少就寝が遅くとも変わらず、起きて部屋でぐだぐだしていたり眠気冷ましに外で煙草を吸っていたりする。


「……んだよ、あいつ起こしゃ良いのか」


今日は前者だったのだろう。扉が開き、寝起き姿のままのジルが顔を出した。


二割増しでガラが悪いが、女将は一度も気が引けた事はない。その風貌で損をしているだけの、どちらかと言えば良識ある客だと彼女はいつだって笑う。


「実は、あんた達のパーティに話があるってお客さんが来ててね。前にリーダーはリゼルさんって言ってたけど、あんたでも大丈夫なのかい？」


「客？」


「私にはよく分からないけど、いかにも冒険者って感じでね。Ｓランクって名乗ってるから凄いんだろう？　でも、あんた達の名前も知らないみたいだったし……知り合いじゃないならって思って、通しはしなかったけどね」


ジルが微かに眉を寄せる。Ｓランクの冒険者に訪ねられる覚えなどない。一瞬、リゼルが何処かしらで動かしたのかとも思ったが、その場合はジルや女将に一言あっただろう。本人も今は熟睡中。ならば、向こうが何かしらの用件を持ってきた。


ジルもＳランクには喧嘩を売られた事がなく、まさかその為だとしても宿を訪れはしない筈だ。過去に一度だけ、双方同意の上でとあるＳランク冒険者と剣を交わした事はあるが。


「知らねぇ」


「そうかい、じゃあ断って帰って貰おうかね」


今この国に居るＳランクなど、先日のパーティーに参加していた者ぐらいだ。


だが相手の用件に心当たりもなく、顔見知りでもない。昨日も一言も会話を交わしていないのだから、わざわざ会う理由もないだろう。


「リゼルさんに話は通しておかなくて良いのかい？」


「起きた時に言や良いだろ。興味が湧けば自分で動く、寝かせとけ」


「あんたも過保護だねぇ」


カラカラと笑った女将を見下ろし、そしてジルはだるそうにドアノブに手をかけた。


Ｓランクともなれば下手な事もしない。女将に危険はないだろう。二日酔いなどに縁は無いが、流石にあれだけ飲めば多少のダルさは残る。


もう一眠りというには目が覚めてしまったが、後少しゆっくりしていたい。


「朝食はゆっくりで良いね！」


「あー……三人分」


「はいはい」


扉を閉めれば、階段を下りて行く音が遠ざかる。ジルは薄暗い部屋の中を、ゆっくりとした足取りでベッドへと向かった。






「Ｓランクですか？　何でしょう、ジルへの挑戦とかかな」


「さぁな」


「昨日Ｓいたんスか。どれ？」


「男性四人、女性一人のパーティですよ。ほら、一番周囲から声をかけられていた」


「んー……」


イレヴンがパンを大きく一口に含み、咀嚼そしゃくしながら何かを思い出すように首を傾げる。


彼は昨晩、飲み過ぎでそのまま泊って行った。馬車が宿に着いた後、歩いて帰るのが面倒だったのだろう。朝起きた時に頭が痛いと唸っていたのだが、その食欲は衰える事を知らない。


「あんま覚えてねぇ」


「話せなかったですしね」


リゼルはむしりとパンを千切りながら、さてどうしようかとジルを見た。


「Ｓランクだからっていうの、何かありますか？」


「無ぇ」


そういうものか、と頷く。


冒険者というのは実力主義で、それはランク主義とイコールではない。冒険者ギルドが純粋な力量だけでランクアップを決める訳でもなければ、一対一ではランクの差など大して当てにならないからなのだろう。


「あ、でもさァ」


イレヴンがペロリと唇を舐めながら、リゼルの皿から肉を奪って行った。冒険者なんだから食べろ食べろと大盛りにしてくれる女将の愛情は、今日も朝から遺憾なく発揮されている。食べきるのはやや苦しい、と皿ごとそちらに寄せてやった。


「リーダーは喧嘩売らないこと。俺やニィサンと一緒の時なら問題ねぇけど、サシじゃ無理」


「当然です。売ろうなんて考えませんよ」


頷き、最後の一口を口に運ぶ。そして、ふと疑問を抱いた。


自分が居れば問題ないと告げるイレヴンも、ジル同様にＳランクを相手取って立ち回れるらしい。それも、リゼルという足手纏いを庇いつつも。別に卑屈ではなく、ジルとイレヴンの手合わせ並みの喧嘩だと思えば事実でしかない。なにせよく見えない。


「（対人に強そうだしなぁ）」


その辺りの相性もあるのだろう。聞けば拗ねるかな、と思い問おうとはしないが。


「で、今日の予定は」


「お休みです」


とっくに食べ終えて椅子に凭もたれているジルに、リゼルがほのほのと返す。


ランクアップに意識が向こうが、変わらぬマイペースさ。そういう所が楽で良い、とはジル達の談。


「読みたい本もあるし、イレヴンも調子が悪そうなので」


「てめぇこんだけ食べといて二日酔いなのかよ……」


「仕方無ぇじゃん、頭ガンッガンいってても腹は減るし。あー、リーダー達の声って煩くねぇから大分マシ」


「そうですか？」


「そ」


そしてバスケットに大量に積まれていたパンを一つ残らず食べきったイレヴンは、帰るのが面倒臭いと机に懐き始める。活気の残る街を歩く気分にはならないようだ。


「俺は今日出掛けるので、このまま部屋使っても良いですよ」


「リーダー本読むっつったじゃん。俺があげたやつ？」


「それです。難しそうだし、外で気分転換しながら読もうかと思って」


ジルとイレヴンは本など何処で読んでも変わらないと思うが、リゼルにとっては違うらしい。何処となく嬉しそうな微笑みは、既に今から読むのを楽しみにしているのか。ふぅんと満足気に呟き、イレヴンは部屋を借りることに決めた。


「いつもの喫茶店ッスか」


「はい、長居しても嫌がられないので」


「他で嫌がられたことあんのか」


「無いですけど」


嫌がられない所か、むしろちょっと歓迎されているような気もする。そう告げるリゼルに、二人は「ああ……」と納得したように頷いた。街の噂に頻出するリゼルがテラス席にでも座っていれば、さぞ客引きになるだろう。いかにも舌が肥えていそうだし宣伝にもなるか。


「ジルは？」


「迷宮」


「散歩みたいに言うなァ」


そして三人は暫く雑談を楽しみ、腹が落ち着いた頃に各自の予定へと別れていった。






建国祭の片付けも軽く済んだ、人通りの緩やかな通りに面した喫茶店。広い軒先に程よく日の光が遮られた、時折吹く風の気持ち良いテラス席。そこでは装備ではなく普段着に身を包んだリゼルが、程よくリラックスしながら本を眺めていた。


テーブルの上に置かれた紅茶ポットとカップから、時折仄かに甘い香りが立ち上る。


「（うーん……見事に分からない……）」


一ページ捲り、二ページ戻り。ただ本を読んでいるような動きではないが、時折店の前を通りがかる人々はリゼルを二度見しつつも、そんな細かい所に気付かない。


「（民族文字？　古代語……古代でも小規模民族の文字かな）」


イレヴンに聞いた情報を反芻はんすうしつつ、一通り目を通し終わった本の最初に戻る。もはや文字か模様か。文章としての形もあやふやで、本当は落書きでしたという可能性もある。本の姿をしているからといって本とは限らない。


だが、リゼルは文章ではあるんだろうなと思っていた。目の前の文字もどきに見覚えは無いが、あちらで過去に見た幾つかの古代語と照らし合わせれば時折共通する部分もある。気がする。


「（この部分が多分図解……じゃなくて文字かも。せめて、単語の単位だけ分かれば良いんだけど）」


此方で手に入れていた、解読された古代語の本も取り出す。古代と一括りにしているが年代も地域もピンキリで、これらの本も文章の様式は全く違うのだが。


一か所でも分かれば徐々に解読出来るだろうが、もし暗号化されているなら道のりは遠い。しかし、だからこそ遣り甲斐もある。これ程楽しませて貰えるならば、中身が禁断の魔法などではなく正しい犬の飼い方だとしても後悔はない。


「（エルフ達と同じ世代なら、音を表す部分があるはず）」


手元も見ずにカップを手に取り、口元へ運ぶ。飲む時はきちんと味わった。


その時だ。集中しているリゼルの向かい側、椅子が音もなく引かれる。そこに座った青年が一人、気付かないリゼルに声をかける事なく淡々とリゼルを眺め始めたのを、目撃した店員がそわそわと見守っている。連れなのか何なのか。


「………」


そのまま少し。ちらちら窺う店員の前で、ふいに青年がその手を伸ばした。


集中するリゼルの手元、ソーサーに戻す事すら忘れられていたカップがようやく置かれようとする。それが後少しで白く小さな皿へと乗せられる瞬間、そっと取り上げられた。


「？」


リゼルが本から顔を上げ、重みの消えた指先へ視線を向ける。その向こう、静かにカップを置いてくれた存在へと、手を引きながら優しく微笑んだ。


「気付かなくてすみません。いつから来てましたか、スタッド君」


「今ですのでお気になさらず」


リゼルは店員を呼んでコーヒーを追加で頼んだ。スタッドが紹介してくれた専門店には劣るが、この店もなかなか良い豆を扱っている。


「仕事中なんですよね」


「はい」


「何かありました？」


不思議そうに本を閉じたリゼルに、スタッドは無表情ながら機嫌を良くした。先程まで夢中であったそれよりも優先されたのが嬉しかったからだ。


「至急という程でもありませんが、急ぐに越した事のない案件でしたので」


「昨日のパーティーに関係あるのかな」


「はい。ギルド長が貴方に伺う必要があると言っていたので、私が」


当然、そのギルド長は誰かを指名したりはしなかったのだが、スタッドが立候補すらせず淡々とギルドを出て行ったのを見てギルド一同「ああ、行ったんだな……」と送り出した。色々な意味で適任なので文句は無い。


そんなスタッドも最初は宿へと向かっていたが、道すがらに聞いた〝喫茶店に出没している〟という噂を元に此処に辿り着いた。


「場所、変えた方が良いのですか？」


「貴方が構わないのなら此処でも構いません」


「そうですね……内容の想像はつくので、ここで聞きます」


丁度、運ばれてきたコーヒーがスタッドの前に置かれる。店員が離れるのを待ち、そして彼はやや声量を落として告げた。


「今朝までで三件、貴族から貴方たちへの指名依頼や情報提供が求められました」


「流石は一刀ですね」


苦笑したリゼルは、そればかりは仕方ないと頷く。


噂に聞く存在が目の前に現れた時、貴族らがどう感じたのか。間違いなく所詮Ｂランクだという侮りは消えた筈で、見栄の為か手札の為か繋がりたい者も出て来るだろう。


貴族からの依頼だろうと易々と受けない事も伝わっているだろうが、先日の顔見せで〝もしかしたら〟と期待を抱かれたか。


「ちなみに依頼っていうのは？」


「冒険譚ぼうけんたんを聞きたい、近場までの護衛、いずれも口実かとは思いますが。ちなみに情報提供については全面的にギルドからは断っています」


「有難うございます。出来れば、依頼についても断っておいて下さい」


「分かりました」


特に興味を引く依頼でも無いなと、リゼルはあっさり告げた。そしてスタッドも分かっていたとばかりに即答する。この二人は色々と話が早い。


「そういえば昨晩はどうでしたか」


「パーティーですか？」


もしかすると参加パーティ全体に話を聞いているのかもしれない。当然か、とリゼルは昨晩の事を思い出した。何かあれば冒険者ギルドが動く事態になりかねない。


「そうですね。問題らしい問題は無かったです」


オルドルとの衝突があったので何も無かったとは言えないが、あれは完全にジルのプライベートだ。言わずとも良いだろう。


「俺としては上位パーティを見れたのが収穫でした。貴族と上手く付き合える方が多い所為か、目上の方も多かったですね」


「昨日の参加パーティならばあの馬鹿が最年少です」


やはりギルドも参加パーティを全て把握しているらしい。


ちなみにギルドで問題ありと判断されたパーティは、諸々の依頼が用意されて無理矢理不参加にさせられる。滅多にないとは言うが流石はギルド、時々やる事が強引だ。


とはいえリゼルも、ランク的には〝取り入った〟と判断されておかしくはないのだが。そう思われていないようで何よりと、微笑んで少し冷めた紅茶へ口を付けた。


「イレヴンが目を惹いてたのは、その所為かもしれませんね」


元々派手な風貌をしているイレヴンだ。かつ最年少となれば目立ちもするだろう、どうりで女性らが話しやすそうに近付いていた筈だと納得する。


「スタッド君は確か、ジャッジ君と同じ年なんでしたっけ」


「そういう事になっています」


「ん、違うんですか？」


「ギルド長に拾われた時には年齢を覚えていなかったので。大体これぐらい、と適当につけられた年齢があの愚図と同じだっただけです」


言われてみればそうか、とリゼルは頷いた。


幼い頃から刃を握って生きて来たスタッドと、そして魔物に喧嘩を売りまくって来たイレヴン。今の彼らの実力を思えば、下積みって大事だなとしみじみと思う。リゼルも魔力の扱いについては相当幼い頃から教えられていた。


「それでは私はそろそろ」


「わざわざ有難うございました」


見覚えのある腕時計をチラリと確認し、スタッドが立ち上がる。置かれようとしたコーヒー代に首を振り、微笑んで〝頑張って〟と告げれば、彼はじっと此方を見てから頷いた。去り際に一度だけくるりと振り返ったが、手を振ってみせれば淡々としながらも満足げに歩き去って行く。


そしてリゼルはもう一度本を開いた。空のコーヒーカップを店員が下げる。


「（同い年と言えば）」


ふと思い出す。昨晩のパーティーには、自身やジルと同じくらいの冒険者も二人ほど居た筈だと。一人は、イレヴンに悪いこと自慢を潰されたＡランクの冒険者。


そしてもう一人、周囲から声をかけられる度に落ち着いた会話をこなす冒険者が居た。そつのない笑みで貴族らの申し出を受け流していた姿は、随分と手慣れているように思えたものだ。


「ねぇ、一刀を従わせてるのってどんな気分？」


ふいに、開いた本の上に影が落ちた。


「俺は経験がないので分かりませんが、恐らく悪くはないんでしょう」


本から視線を上げず、落ち付ききって応える。


リゼルにははっきりとした優先順位があった。一位以外は状況により変動するが、少なくともスタッドならば躊躇わず穏やかな読書タイムを中断するし、そうでないなら読書を優先する。ぱらりと丁寧にページを捲り、文字を追った。


「何で？　君、昨日一刀に騎士みたいに忠誠誓われてたよね」


「見られてたなんて、ちょっと恥ずかしいですね」


「一刀は気付いてたよ、あの獣人も」


ページの片隅、目についた文字らしきものを親指でなぞり、そして何ページか前に戻る。


「ねぇ、一刀を服従させたんでしょ？　どうやって？」


「朝、俺達の宿を訪ねてきたのは貴方ですか？」


「そう」


視線を上げないリゼルを、来訪者は気に留める事なく質問を続ける。


その割に、質問への回答はきちんと待つ。急かしたりはしない。テーブルの隣に立ったまま、此方を見下ろしている。


「従わせているつもりはないですし、ジルだってしてないでしょう」


「主従なんでしょ？　君の騎士なんじゃないの？」


「対等です」


「じゃあ昨日のは何？」


「本当の事はジルにしか分かりませんよ。ただ、対等だからこそ示したい事があったのかもしれません」


来訪者は暫く口を閉じた。通りを抜ける風が、柔らかく二人の髪を撫でる。


リゼルの瞳は紙面から動かない。ページに散らばる記号か文字か図形か、知りうる限りの全ての言語と照らし合わせていくと、ふいに引っかかる部分があった。数時間かけてようやく小さな切っ掛けを見つける事が出来たようだ。


後は、これの繰り返し。切っ掛けから解読を進め、それが矛盾したならば失敗。そして再び切っ掛けを探す。


「お姉さん、日替わりパスタ二つくれる？　あと水、こっちにはワイン」


「飲めないので、俺も水で良いですよ」


その為には、目の前の来訪者との会話を終わらせなければならないようだ。


リゼルは苦笑し、本を閉じた。目の前で椅子を引くのは昨晩確かに目にした冒険者。貴族達に囲まれていたＳランクパーティの内の一人。結われて肩に流されている美しい翡翠色ひすいいろの髪を、よく覚えている。


「ねぇ、そんなに面白い？　本」


「はい、とても」


しかし質問だらけだと、リゼルは可笑しそうに笑みを零す。


昨夜浮かべていたそつのない笑みは、やや不貞腐れたように寄せられた眉に消されていた。何か気に入らない事があったかと一瞬思ったが、特にそんな気配はないので此方が素の表情なのだろう。

            





    
  
  




「朝は出られず、失礼しました」


「寝てるからって断られるとは思わなかったよ。いきなり行った僕も悪かったけど」


「昨日遅かったので、つい」


「いつもは起きてるの？」


リゼルは無言で流した。必要なら起きているが、そうでなければ微妙だ。


「あ、それで本題なんだけど」


「はい」


店員がやって来て、水の入ったグラスを二つ置いていく。ついでに、冷めた紅茶が残るだけのポットとカップが下げられた。


来訪者はそれを気に掛ける事無く、正面からリゼルを見て当たり前のように告げる。


「貴族なのにどうやって冒険者やってるの？」


「勘違いされる事が多いんですけど、貴族じゃないんです」


「それ本気で言ってる？」


「はい。ギルドでもそこは徹底しているでしょう？」


リゼルもすんなり入れたように思えるが、その裏ではギルドの涙ぐましい身元確認の努力があった。しかしどこからも証拠が出ずに「おかしいだろ！」と机を叩く者多数。身元不明なのは別に良い。珍しくない。けれど、貴族じゃないのはおかしい。


「実際、貴族が冒険者ってあるんでしょうか」


「居ないんじゃない、そんな物好き。居ても直ぐ自滅して身バレするでしょ」


あっさりと告げた来訪者がグラスを煽る。


自滅しまくっている癖に貴族として成立しないという珍奇な存在であるリゼルは、そういうものなのかと感心していた。ちなみに本人に自滅している自覚はない。


「でも、そう。違うんだ」


手遊びにグラスを回しながら、ぽつりと零す来訪者へとリゼルは微笑む。


「そんなに貴方が入る時は苦労したんですか？」


問いかけに、ふっと彼の手が止まった。透明なグラスの中で、氷だけがカラカラと回る。


当たっていたようだ、と見ていれば、来訪者は視線を逸らしながら再び水を一口含んだ。まさか言い当てられるとは思わなかったのだろう。


「……貴族っぽいとか、言われた事ないんだけど？」


「何となくです」


「何それ」


「何となく、ですよ」


確かに見ただけならば上位の冒険者、よく観察しても多少行儀が良いかどうか。


だが、それこそ彼がリゼルを貴族だと断定したのと同じ事だ。昨晩のパーティーでの振る舞いや仕草、幼い頃から染みついたそれらは完全に消えはしない。それを知るからこそ、彼もリゼルに対して他者より強く疑問を抱いたのだろう。


「確かギルド規定では、〝完全な絶縁の証明〟が必要とありましたが」


「有の証明は容易だけど、無の証明は難しい。ギルドも無茶振りするよね」


「口だけでは証明しようがないですしね」


「でも、僕の場合は簡単だったんじゃない？　なにせ、生家からの絶縁だったんだし」


けろりと言うが、相当とんでもない事だ。


リゼルが見る限り、この突然の来訪者はジルのように庶子ではなく、それなりの教育を受けてきたように思える。ならば簡単に絶縁など申し渡される筈もなく、されたのならば〝殺すのは止めておいてやる〟という最悪一歩手前の状況だったという事だ。


何があったのかと尋ねるような真似はしないが、間違いなく彼本人が冒険者になりたいから絶縁したという訳ではない。そんな彼が冒険者として大成しているのだから、実力の世界は面白い。


「まぁ、互いに運が良かったよね。僕は今のリーダーに拾って育てて貰えて、君は一刀」


「俺は望んで冒険者になったんですが」


理解出来ないという目で見られた。


「でも、確かに。駆け出しの時に頼れる人がいると違いますよね」


「僕みたいに一つでも実戦に有利な特技があるか、君みたいに余程上手く立ち回れないと苦労すると思うよ」


「俺に実力がないみたいな言い方ですね」


揶揄やゆするように返せば、来訪者は寄せられた眉間の皺を伸ばしてパチリと目を瞬かせた。


他意のない言葉だっただろう、とリゼルは思う。むしろ、上手く立ち回れるだけの能力があるという褒め言葉だったのかもしれない。ただ、実力については決して穿ち過ぎではなく。


「Ｓランクと比べれば、確かに否定は出来ませんけど」


「でしょ？　だって隙だらけ」


「その隙っていうのが、よく……」


うーん、とリゼルは通りを眺める。気配と同じくらい分からない感覚だ。周囲を警戒していれば良いのかと実践してみても、隙だらけとジルに言われた事がある。


恐らく気配と同じく強者の必須条件なのだろう。目の前の元貴族な冒険者がそれらを習得しているのなら、自分もいつか身に着けられるのではないか。変な所に憧れがあるリゼルは、そう楽しみに思いながら力強く頷いた。


「個人でＣランクになるまでに、もう少し頑張ってみます」


「は、Ｄ？　今Ｄなの？」


「パーティーでもＣランクパーティって紹介されたじゃないですか」


「あれほとんどの人間が信じてなかったからね」


確かに、昨日のパーティーはＤランクが参加出来るようなものではない。


何度も確認してくる来訪者は数度目を瞬かせ、そしてふっと肩の力を抜く。期待に添えられなかったようだと、丁度運ばれてきたパスタを眺めながらリゼルが可笑し気に笑った。


「どうやってギルドの弱み握ったのか聞きたかったんだけど」


来訪者は残念そうにフォークを持ち、パスタへと突き刺した。


もしや貴族が地位と金を盾に高ランクに上がったのかと思いきや、正しく加入し地道にＤランクまで上がって来ていたとは。あのギルドに無理を通せる程の地位を持つ人物ならばと思ったが、とんだ勘違いだったようだと少し勢い付けてパスタを頬張る。


「弱み、何か知らない？」


「いえ、特には」


「一刀を手に入れるより、ギルドの弱み握る方がよっぽど簡単そうだけど」


「頑張りました」


「頑張っただけで従えられる男じゃないと思うよ。あぁ、でも君の傍にいる理由は昨晩見せて貰ったかな」


そして来訪者は考える。


他の職を選んだ方が余程上手く稼げるだろうリゼルが、わざわざ冒険者をしている。ならば変な話、やる気があるのは確かで、こうして顔を合わせて話せば周りに自らを守らせて満足する愚者にも到底見えない。ならば戦う術を持っている筈だ。


魔法使いなのだろう。ただ、有り触れたそれらと並べるのは違和感があった。思い出すのは、水面下で密かに囁かれる根も葉もない噂。


「……ねぇ、君、噂の銃使い？」


「貴方の質問はいつも唐突ですね」


穏やかな笑み、そして否定はない。来訪者はやっぱりと肩を竦めた。


「今、駄目元で言ったんだけど？」


「噂の詳細を伺っても？」


「信憑性なんて無いよ。大侵攻で破裂音と同時に魔物が消えたとか、もしかしたら銃声なんじゃないかとか、それだけ。本当だとしても、その時だけ根性出した奴が居るなってだけだし」


まぁそうだろうな、とリゼルが頷く。


特別気を付けて隠していた訳でもないので、いつかバレるだろうと思っていた。知られれば面倒が増えるかな、とそれだけの理由だ。此方で不可能な技術を使っている訳でもない。


だが、これが意外とバレない。それ程に、銃を主力とする発想がないのだろう。それはあちらでも同じだったし、その特性を思えば当然なのかもしれないが。


「ねぇ、それって本当？　どうやって使ってるの？」


「さぁ、どうでしょう」


冒険者として自分の手の内を晒す者などいない。分かっているだろうに問いかける来訪者をリゼルはさらりと流す。相手も予想通りだったのか、落胆もせずにパスタを食べ始めた。


そしてリゼルも日替わりパスタに手を付ける。相手の名前さえ知らずに交わす雑談は、多少水面下で探り合いはあったものの概ね平和的に進んで行った。






「名前、聞いても良い？　僕はヒスイ。今はこれが本名」


「リゼルです。俺も偽名じゃありません」


不機嫌でもない癖に最後まで少し不貞腐れたように眉を寄せたまま、来訪者は食事を終えるとすぐに去って行った。何かを納得したようで、しかし何かに翻弄されたようなそんな感覚を抱きながら。


リゼルはそれを見送り、さてと自身も立ち上がる。食事代は話の礼だとヒスイが払って行ったので、そのままテラス席を下りた。見送ってくれた店員に礼を告げ、さて宿で本の続きを読もうかと進路を決める。腹ごなしに、少し遠回りして宿に帰るのも良い。


「（あ、パーティ名も聞いておけば良かった）」


是非参考にしたい。Ｓランクは有名だろうし、ジルに聞けば分かるだろうかとリゼルは微笑んでのんびりと歩いて行った。
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「なんだか悪目立ちしてますね」


「元からじゃねぇか」


王都を発ち、迷宮へ向かう馬車の中でリゼルは呟く。


早朝の馬車はやはり混む。目の前には鎧やら皮装備やらを身に付けた冒険者らが立ち塞がり、金属や皮同士がこすれる音が時折耳に響いて何とも言えない。


とはいえ、リゼル達にぎゅうぎゅう行ける者も少なく、やや余裕はある方なのだが。


「城のパーティーに出たって噂、広まるの早くないですか？」


「つぅかニィサンっしょ。一刀がお偉方の前に出たって初だし」


ジルが顔を顰める。好きで知名度が高い訳ではない。


あのパーティーから数日、三人がレイに同行したという噂はすっかり広まっていた。選ばれた冒険者しか足を踏み入れられない空間。呼ばれる事自体一種の名誉であり、一流の冒険者のステータスである。一刀は勿論、未だ駆け出しの域を出ないリゼルの存在が噂に拍車をかけているのだろう。


自由が特徴の冒険者。とはいえ、地位ある者に近付けた者への妬み嫉そねみを持ってしまう者も居るもので。


「〝強者に尻尾を振るのが得意なだけの卑怯者〟とか言われたらどうしましょう」


「期待に応えて強者けしかけりゃ良いんじゃねッスか」


同じ馬車内、リゼル達からは人に阻まれて見えない位置に立つ一人の男がぎょっと目を剥いた。先程停留所にてリゼルの口から出た台詞をそのまま発した、王都に来てまだ日の浅い冒険者だ。


周囲の冒険者らは無関心を装いながらも、あーあーと内心零す。リゼルを冒険者デビューから知る者達だ。彼らはリゼルの実力をよく知らない。だが権力者に媚こびを売るような人物ではないと知っているし、むしろ売られる立場なのではと思っているし、そもそもやっぱり貴族だったから出れたのではという噂を有力視している。リゼルが知れば悲しむ。


「でも事実は事実なんですよね」


しかしこんな他者で遊ぶような真似を、獣人の影響だろうか、なんて遠い目をしている冒険者らを知る由もなく、リゼルはあっさりと口を開いた。


「は？　ああ、有能なの好きってトコ？　尻尾振るどころか尻尾振らせといて何言ってんスか」


「てめぇな……自分で言ってて何ともねぇのか」


「ねぇけど？」


ニンマリと笑うイレヴンは自分が懐いている自覚が大いにある。


逆にリゼルは尻尾を振らせている自覚が有るのか無いのか。ただ他人の感情に聡いリゼルが向けられた好意に気付かない筈がなく、だからこそ好意を返すことを惜しまない。誰にでも、という訳ではないが。


「いえ、俺も多少は」


振っている気も、とリゼルは隣に立つジルを見た。無言で溜息をつかれた。


「尻尾を振って上手くいくなら、それでも良い気はしますけど」


「アホ」


「使い捨てにすんには良いんスけどね、そういう奴」


「君達には通用しないんですよね」


なにせリゼルが親しくする者の中に、そういうタイプが居ない。基本的にひねくれた人間しかいない。嫌味を零していた冒険者も、ジルやイレヴンの言葉を聞いて察する程だ。


「あ、リーダー馬車止まった」


「俺達は次ですよ」


ふいに馬車が止まる。本日何個目かの迷宮へと到着したようだ。


件の冒険者達が、そそくさと降りて行く。本来の目的地だったのか、居心地が悪くなったのかは分からない。だが彼らは、噂は噂でしかない事を学んだ。Ｄランクなのも周りが強者ばかりなのも真実だったが、何かが決定的に違う。


「雑ァ魚」


「イレヴン」


嗤って小さく呟くイレヴンを、リゼルが諫める。


扉の近くに立っていながらも去り行く冒険者達を一瞥もしなかった三人の姿が、先程の会話がただの戯れだったと伝えて来る。ようは暇潰し。何事もなかったかのように雑談を再開させる姿に、周りの冒険者達は去って行った者達に少しばかり同情した。


「？　出発しませんね」


ふいにリゼルが顔を上げた。


「魔物でしょうか」


「誰か乗るんじゃねぇの」


「朝にィ？」


ざわつき始めた車内同様、リゼル達もどうしたのかと扉の方を見る。


すると、タッタッと駆け足の音が近付いて来た。どうやらジルが正解らしい、と待っていれば直ぐに三人の冒険者が乗り込んで来る。


「だから急げって言っただろ」


「朝の馬車、乗れるとは思わねぇだろ」


その冒険者達に視線が集まった。それを全く気にせず彼らが勢いよく扉を締めれば、馬車がゆっくりと動き出す。その中の一人が息をつきながら、ふと近くに立つリゼルを見た。


「あ、リゼル君」


翡翠色の艶やかな髪を少しばかり乱し、昨日顔を合わせたばかりのヒスイが狭い隙間を縫って近付いて来た。出発の揺れにも全くフラつかないのが流石だ。


「ヒスイさん、おはようございます」


「おはよう。今から迷宮？　本当に冒険者やってるんだ」


「信じて貰えてなかったんですか？」


「そんなんじゃないけど。まぁ、馬車の中では浮いてるんじゃない？」


Ｓランクパーティの登場に車内がざわつく。ギルドが認めた最高の冒険者、名の知れ渡る英雄達、それがすぐ目の前に存在しているという事実が彼らを高揚させるようだ。


だがある意味協調性のないリゼル達三人はというと、穏やかに挨拶していたり、興味が無いと馬車の外へ視線をやっていたり、はたまた何が目的なのかと探るように目を細めていたりする。


「〝精霊の庭スピリットガーデン〟で今が帰りとなると、ブラックエレメントですか？　夜中の限られた時間しか出現しないっていう、全属性持ちのレアエレメント」


「そう。魔物研究家だか何だか知らないけど、瓶一本でその魔力採って来いだとか意味が分からないよね。こんな依頼選ぶうちのメンバーも変だけど」


何だか聞き覚えのある依頼だ。


「ていうか魔物研究家って何？　前の冒険者は出来たとか言われても訳分からないし。言われた通りに瓶に全属性の魔石入れたらなんとかなったけど、無茶振りと思わない？」


「出来たなら結果オーライですよ」


ジルとイレヴンの視線が向けられる中、リゼルはほのほのと微笑んでいる。


平然と件の瓶を見せて貰っている姿に、後ろめたさは欠片も無い。むしろ何故受けると言われた依頼だっただけに、受けるのは自分だけじゃないじゃないかと満足気ですらある。


「やっぱり黒いんですね」


「迷宮内だと見にくいんだよね」


リゼルは、たぽんっと瓶の中で揺れる液体を覗き込む。


「レアなだけあって強かったですか？」


「反属性で相殺しようにも次々変わるし、外から核の属性が分からないしね。それに……」


瓶を挟んで会話を交わす二人を横目で眺め、ジルは成程と内心で呟き目を伏せた。


昨晩、リゼルからＳランクと会った話は聞いている。一日ひたすらリゼルの部屋で熟睡したイレヴンも同様だ。その全員の総意は〝害が無いなら放っておけ〟に落ち着いた。


ちなみに「どんな奴か一言で」とリクエストしたイレヴンに「テンポが独特な自己完結型」と返したリゼルの言葉は酷く的を得ており、今も納得するしかない。


何らかの目的があってリゼルへ接触した事に思う所はあるが、ジルは特に気にしていない。悪意があればリゼルが気付くし、害が及ぶようなら斬り捨てれば良い。それだけだ。


「俺達は迷宮内に泊まった事ないし、一度やってみたいですね。ジル」


「野宿と変わんねぇよ」


「夜になって強化された魔物を相手にするのに？　流石、一刀は余裕だよね」


皮肉でも何でもない、むしろ純粋な称賛に近いのだろう。ヒスイとジルの視線が一瞬交差したが、直ぐに何事もなく互いに逸らす。皮肉に捉えられかねない台詞を放ったことに気付かないヒスイと、例え本当に皮肉だろうと流すジルの間で火花が散ることはない。


「君達は今から依頼だよね。何処？」


「次です。〝不可侵の迷路〟に、全員の苦手克服も兼ねて」


「苦手？」


浅い眉間の皺を少しだけ深くして、ヒスイはリゼル達を眺めた。


一人は一刀。言うまでもなく絶対強者の風格を惜しげもなく晒している男。一人は獣人。戦っている所を見た事はないが、かなりの腕だろう。探るような露骨な視線は分かりやすい挑発だ。気付かない振りを通す。


そして最後にリゼル。冒険者としては間違いなく駆け出しだ。足りない所などまだまだ有って当然で、しかしそのリゼルだけではなく全員の苦手だという。思わず馬車内の全ての意識が向く中、弱点など早々晒さないだろうという予想に反して、リゼルはあっさりと口を開いた。


「ほら、あそこって罠が大量にあるじゃないですか」


「そうだけど、それが？」


「俺は言うまでもなく、あまり気付かないし」


リゼルの異常なまでの観察眼は、違和感相手にしか仕事をしない。罠の発動スイッチである銅像が置いてあろうが、風景に馴染んでいれば〝迷宮は凝ってるなぁ〟とその前を素通りする。飛んできた弓矢はジルが掴む。


「ジルは発動してから対処が基本なので、解除方法とかを気にしないし」


ある程度の罠には気付ける。そして避ける。だが避けられない罠で、発動させても問題ないと判断すればそのまま行く。


「イレヴンは勘で大体分かるみたいなんですけど、面倒臭がるので」


イレヴンは勘。解除も勘。それで大体なんとかなるが面倒臭い。そんな三人は今まで気にせず突破して来たが、勿論中には罠を解除しないと進めない迷宮もあった。


そういう時だけとは言わず、そしてリゼルも学びたいしと今日の迷宮行きを決めた。


「……何とかなるなら克服とかいらないんじゃないの？」


「びっくりするじゃないですか」


それだけか。馬車内の冒険者たちの心の声が一致した。


「そういえば、今日は三人なんですね」


リゼルが問いかける。パーティーの時に見た限り、ヒスイのパーティには後二人居る筈だ。


「そう、うちのリーダーと姉さんは別件」


「姉さん？」


「僕が勝手にそう呼んでるだけ」


成程、イレヴンがジルを呼ぶのと似たようなものだろう。随分と慕っているらしいと、二人について話している間の緩んだ表情を見ながら納得した。


馬車は徐々に速度を落としていく。目的の迷宮が近いのだろう。出やすいようにと扉の前に立つヒスイ達が避けてくれるのに礼を言い、リゼル達は扉の前へと向かった。


「じゃあ頑張って」


「はい、ヒスイさんも」


馬車が完全に止まる。イレヴンが軽い仕草で真っ先に下り、そしてリゼルも馬車の壁に手をついた。足を下ろそうとして、ふとヒスイを振り返る。


「その別件って、昨日の話と関係ありますか？」


「それ、昨日のどの話のこと？」


常と変わらず質問に質問で返したヒスイに微笑み、リゼルは今度こそ振り返らずに馬車を下りた。






「今日の目的は黄玉蛇トパーズスネークの鱗です、毒持ちらしいので気を付けながら進みましょう」


迷宮の門を潜って直ぐの、魔法陣の前。リゼル達は改めて依頼の確認をしていた。


「とはいえ、気を付けなきゃいけないのは俺ぐらいでしょうけど」


「おい、何で今俺を外した」


「ジルって毒効くんですか？」


「どうして効かねぇと思うんだよ」


効くらしい。リゼルは改めてそうだったのかと頷いているし、イレヴンもそういえば人間だったと再確認している。効かなかったとしても驚かない。


「えー、じゃあ今度手合わせの時使ってみよ」


「それってジル的には有りなんですか？」


「ねぇよ」


黄玉蛇が出るのは中層、ランクＣの依頼ならば相応だ。


毒は脅威では有るが、それさえ無ければ決してＣランクのパーティが畏れるような強さではない。リゼルも色々な罠を勉強したかったし、依頼人も依頼人だったので丁度良いと受けた依頼だった。


さて行くかと魔法陣を使用し、中層に辿り着いた途端にさっさと歩き出した時点で罠に関しての勉強は盛大に間違えた方向へと向かっているが。


「流石に道が入り組んでいますね」


「仕掛けやすそうだよな」


「リーダー居るとマッピングしなくて良いから楽ッスね」


「それ、前ジルにも言われました」


別れ道など当たり前、多くの分岐点を前に適当に選んだ道を進んで行く。


「イレヴンが一人で迷宮に潜ってる時って、やっぱり色々メモしながら進むんですか？」


「迷いそうなトコ行かねぇんスよね。最初の頃とか面倒で直接壁に矢印書いたんスけど、何が気に入らねぇのか書いた途端消えてさァ」


「嫌だったんでしょうね」


「迷宮破壊に含まれたんじゃねぇの」


迷宮は傷つけられない、それが冒険者の常識だ。


そうして歩を進めて行くと、やや前を歩いていたジルがピタリと足を止めた。一見何の変哲もない通路だが、やはり〝不可侵の迷路〟の名に相応しく侵入者を排除する為の罠が仕掛けられているようだ。


「おら」


「えー、と」


ジルに促され、リゼルは周囲を見渡す。慣れればどの辺りに罠が仕掛けられているのか何となく分かり、一発で見つけられるらしい。まだそこまでの域には達せない。


「あ、天井に薄ーく線が入ってますね」


天井を切り取るように細い継ぎ目があった。このまま進んでいれば、天井が開いて何かが降ってくるか、あるいはそのまま天井が落ちて来るか。こんな微かなサインを見逃さないよう注意して進むのだから、他の冒険者達の迷宮攻略速度も納得だろう。


継ぎ目は両側の壁までピタリと伸びており、避けて進むのは難しそうだ。


「急いで通るか、引き返して別の道を選ぶ……で、正解ですか？」


「むしろ何で急ぐ選択肢が出たのか分かんねぇんスけど」


「ジルやイレヴンならバッと行けそうなので」


「リーダーは無理じゃねッスか」


リゼルの名誉の為に付け加えておくなら、それほど足は遅くない。普通だ。


「で、どうする」


「折角見つけたし、どんな罠なのか知りたい気もしますけど」


此処は他の冒険者に倣って、という言葉は続かなかった。


目の前でスタスタとジルが罠の真下まで歩いた直後、想像通り天井が彼を押し潰さんと落下する。しかしジルの持ち上げた片手が轟音ごうおんとそれを受け止め、両足の底からミシリとけたたましく軋む音が響いた。


落下が止まり、静寂の戻った迷宮でジルは面倒そうに振り返る。


「大体想像通りだろ」


「はい。その速さだったらジルとイレヴン……いえ、俺も走り抜けられるかも」


「え、そこッスか」


「天井が落ちる系じゃなければ危ないですけど」


「見分け付かねぇしな」


えー、という目で見ているイレヴンを尻目に、ジルはさっさと通れと自由な手を振る。


落下の衝撃をクリアしようと、分厚い石材の重みは感じている筈だが余裕そうだ。全員の苦手克服とは言ったが、やはり必要なのは自分だけかとリゼルは感心しながら通り抜ける。


ジルも素早く抜け出て、完全に床へと落下した天井を眺めた。もはや柱か壁か。通路を完全に二分しており、向こう側は全く見えなくなっている。


「成程、後戻り出来ないようになっているんですね」


「あとついでに油断した所を仕留めるってのもあるんじゃねッスか」


「え？」


ぽんっとイレヴンに背を叩かれ、リゼルは咄嗟に前へと飛んだ。


直後、直前まで三人が立っていた通路の床が抜ける。はふりと安堵の息を吐く間もなく、更にジルによって頭を押されるがままにしゃがみ込んだ。両側から飛び出した槍が頭上を通過し、シャキンッと刃物独特の音を鳴らしながら次々と通路を埋めていく。


「有難うございます」


「まだまだ甘ぇな」


しゃがんだ足元に槍が来ないのはわざとだろう。注意を怠ればパーティ全滅の憂き目もあるが、理不尽な程に太刀打ち出来ない罠は迷宮には存在しない。きちんと攻略できるようになっているのが特徴だ。


「更に前から魔物とか、怒涛どとうの展開ッスね」


「こっちはしゃがみっ放しですしね」


とはいえ、相応の実力は必要だが。


十数メートルに渡って通路を埋め尽くす槍から脱出するよりも、床を這って移動してくる蜘蛛くもの魔物に襲われる方が早い。中層の魔物がしゃがみ込んだまま戦える程に弱い訳がなく、罠も有効な戦術として活用されているのが分かる。


リゼルは魔銃を取り出し、向かってくる魔物を迎撃した。しゃがみ込んだままでもジル達はどうとでも出来るが、わざわざ苦労したりしない。ここはリゼルが最適だと任せ、二人は次々撃ち抜かれる魔物を眺めている。


「おい、頭気を付けろ」


「あ、すみません」


前方を確認する為に起こしていた頭を再び下げて、リゼルは然程多くなかった魔物を無事殲滅せんめつした。そして三人はようやく槍の下から脱出し、もう罠の連鎖は無いようだと安堵する。


「うーん、これはやっぱり最初の罠の時に引き返しておけって事でしょうか」


「どうせ走り抜けんなら超ダッシュで走り抜けろっつうことじゃねッスか」


「成程」


何が成程だと、ジルは内心で突っ込んだ。強あながちハズレでも無さそうで口には出さない。


「でも、流石は罠の宝庫って呼ばれるだけありますね」


「凝ってるよなァ」


こんな罠がホイホイとあるのなら、訪れたがる冒険者も少ないだろう。実際、この迷宮はあまり冒険者に人気が無い。ギルドの地図を買うにも、ある程度の罠は描いてあっても入る度に形を変えるものも多い。信じすぎると痛い目に遭う。


「ニィサン、一回ボスまで行ってるっしょ。そん時は全部避けた？」


「途中から面倒になって突っ切った」


流石だ。






「あっれ、黄玉蛇出ねぇじゃん」


「おかしいですね」


何度目かの襲い来る魔物を倒し終え、リゼル達は首を捻った。


黄玉蛇は、この辺りでは〝不可侵の迷路〟にしか存在しない魔物だ。しかし人の来訪が少ない所為でか、他地域に存在する同種より出現条件の特定が難しい。よってギルドの魔物図鑑にも詳細は書かれていなかった。


リゼルは日々ギルドの片隅の机に居座って黙々と読破した図鑑の内容を思い出す。


「罠と一緒に天井から落ちて来た、落とし穴の底で待ち構えていた……罠関連での出現だとは思うんですけど」


「だからさっきから延々と罠に嵌りに行ってんだろうが」


怪訝そうなジルが壁に手を付けば、カチリという音と共に壁が僅かに押し込まれた。


その隣のスペースが隠し扉のようにスライドし、新しい通路が出現する。どうやら罠ではなく、隠し通路の仕掛けだったようだ。


「完全にランダムみたいですし、見つからなかったらまた明日にしましょうか」


「リーダー泊まりたいっつってたし、丁度良いんじゃねッスか」


「食うモンねぇぞ」


「げ」


空間魔法に食料を入れっぱなしにすると、忘れて腐らせる可能性が非常に高い。


その日の内に食べるような女将お手製の弁当ぐらいならリゼル達も平気で入れるが、他は避けた方が無難だと食料を持ち運ぶような真似はしていなかった。イレヴンも菓子程度しか入れていない。


泊まり込みは次の機会になりそうだ、なんて話しながら三人は隠し通路へと足を踏み入れた。


「いかにも何かありそうですね」


「あー、あるある」


細く長い直線の通路。岩が転がってくるのか、後ろから壁が迫ってくるのか、それとも魔物が波のように迫り来るのか。三人が通った途端に閉まった扉にも嫌な予感がする。


「？」


ふと、リゼルは両側の壁をじっと見た。目についたのは転々と並ぶ突起。然程大きくはないが、手で掴める程度の突起が壁から等間隔でせり出している。


そういう造形なだけだ、と思うのは簡単だが。ススス、とジルに近寄りながらぽつりと呟く。


「危ないかもしれません」


「は？」


直後、通路全体の床が抜けた。


「いい加減落とし穴押し止めろ！」


「早くも腕が限界を迎えそうです」


「……お前らな」


叫んだイレヴンと、穏やかな口調ながら言ってる事は真実と思われるリゼル。その二人を足と腰に巻きつけながら、ジルは片手で壁の突起にぶら下がっていた。彼は三人分の体重を支えながらも余裕な様子で、呆れたように二人を見下ろしている。


もう片手は腰にしがみ付くリゼルの後ろ襟を秘かに掴んでいた。限界までは自力で頑張りたそうだと、落下した瞬間の衝撃だけ支えて離していたが、早々のギブアップ宣言に早くも掴み直したのだ。


「おい下掴むんじゃねぇ、脱げる」


「ニィサンは俺の命より自分の下半身露出の心配するんの⁉」


「落ちろ」


「スンマセン！」


片足を揺らせば、イレヴンが即座に謝りながらしがみ付いて来る。


ジルは今まさにズリ落ちかけているズボンを腰のベルトごと引き上げた。これが最上級の装備でなければ彼のズボンは既に破れるか脱げるかしている。今ほど装備に感謝した事はない。


「突起を辿って向こう岸まで行けって事でしょうか。隠し部屋だけあって、難易度が高いですね」


「おい、腕震えてんぞ」


「こうしてると自分の体重って重いんだなって分かります」


子供の頃、容易に何かにぶら下がったり木に登ったりした覚えは多くの者にあるだろう。しかし大人になってからは違う。それは興味や機会を失うからでなく、難易度が激増するからだとリゼルはしみじみと実感した。これ無理。


「靴に足かけろ」


「流石にそれは」


ジルの腰に回した腕は、割と必死に服を握りしめているにも拘らず徐々にずり落ちている。このままだと落ちてしまうが、他者の靴を踏むような真似はし難い。冷静にそう考えながら、何となく通路の底を覗きこんだリゼルの目が何か動くものを捕らえた。


硬質そうな深いイエロー。美しい鱗が時折光を反射してキラリと光る。


「イレヴン、黄玉蛇ですよ。居ました」


「は？　あ、ホントだ」


「よし、行って来い」


「げっ、ちょ、揺らさな……ッ」


運が悪ければ骨の一本や二本折れるが、打ちどころが余程悪くなければ命の危険はない高さだ。イレヴンならば確実に怪我一つなく着地出来るだろう。


ジルは片手でリゼルの腕を掴み、軽々と引き上げた。そのまま自分の背中へと乗せ、首に手が回されたのを確認した後、早速イレヴンを蹴落とそうと片足を揺らす。イレヴンがぎゃんぎゃん文句を言いながらよじ登ろうとして来たが、脱げると一蹴するだけだった。


「同類じゃねぇか、毒効かねぇし仲良くしてこい」


「あんなのと一緒にして欲しくねぇんだけど！　何かいっぱい居るし！」


「ラッキーですね、採り放題です」


「その微笑みに騙されそうになる！」


ひょいひょいとジルが突起を伝って横へ移動を始める。ゆっくり歩くのと然程変わらない速度に感心するリゼルを尻目に、未だ払い落されようとしているイレヴンは必死だ。黄玉蛇がこちらを見上げてズルズルと集団移動をしているのが何とも言えない。


「どっちにしろ鱗は採るだろ。さっさと腹決めて行って来い」


「じゃあリーダー達も一緒に行きゃ良いじゃん！」


「すみません、噛まれたら終わりなので……」


「ニィサンに背負われてりゃ良いじゃん！」


「ジルも危ないですし」


「どうせ人外には効かねぇし良いじゃん！　ッぐぇ」


あ、とリゼルが見下ろした先で、ついに首根っこを掴まれて引き剥がされたイレヴンが落下していった。まさか本当に放り出すとは。余計な事を言わなければジルも普通に向こう岸まで運んでくれただろうにと、リゼルは綺麗に着地したイレヴンを眺めながら思う。


本人も楽しんでやっている辺り、同情の余地は少ないが。


「ニィサンの馬ァ鹿！　げっ、近くで見ると意外とでかい」


ようやく手の届く距離に来た獲物へと、群がる黄玉蛇が我先にと襲い掛かる。それらを斬り捨てていく危なげない姿に、援護は必要なさそうだとリゼルは向けていた銃を逸らした。


「リーダー鱗はァー？」


「剥ぎ取れそうですか？」


「もうちょい減らしたらいけるかも」


ジルが向こう岸を目指して移動を始めると、並行するようにイレヴンも蛇を相手にしながら進んで行く。必要な素材が鱗なだけあって剥がなければいけないのだが、休みなく襲い掛かる蛇の群れの中では難しい。


「あ、いけそう」


「袋って持ってますか？」


「ねぇッスけど！」


「じゃあ、これ使って下さい」


半数ほどに減らした頃、イレブンがひらひらと手を振った。


リゼルはジルの背中で頑丈な布袋を取り出し、下へと落とす。すると彼は器用にそれを受け取り、動かなくなった一匹の黄玉蛇を掴み上げると剣で一気に鱗をそぎ落とした。バラバラと砕けた鱗が袋の中へと落ちる。


「イレヴンってああいうの得意ですよね」


「まぁ器用だな」


リゼルは蛇達へと牽制するように発砲する。多少の猶予があるとはいえ、迷宮の魔物は倒すと消えてしまう。後でのんびりと回収、とはいかない所が厄介だ。


「これどんくらい要るんスか」


「お世話になってる方ですし、多めに欲しいです」


「りょうかーい」


倒し、剥ぎ取り、狭い通路を進みながらイレヴンは楽々こなしていく。


本来、彼にとっては然程難しい作業でもないのだ。それでも下りるのを渋ったのは、一人が嫌だったのか落とされるのが嫌だったのか。本気で嫌なら全力で避ける性分を持つので、恐らく大した理由でも無いのだろう。


「有難うございます」


「ああ」


そしてリゼル達は、大した時間をかけずに無事に落とし穴部分を渡り終えた。二人が地に足を付けるのと同時に、ひょいっとイレヴンも穴の底から顔を出す。


「よっ、と」


下から登る為の突起もあったのだろう。救いを用意する辺りに、迷宮の絶妙な親切設計が見えた。彼は背負っていた鱗入りの袋をリゼルへと差し出してみせる。


「こんなもん？」


「いっぱいですね。きっと満足して貰えるはずです」


「獲り過ぎだろ」


「そうですか？」


ズッシリとした布袋には、宝石かと見間違えるほどの無数の鱗が煌めいている。


ちなみに一般的な冒険者がこの依頼を受けた場合、取得量は頑張ってもこの十分の一。だがリゼルがそれを知る筈もなく、ジルも見たまま言っただけなので一般量など知らず、イレヴンはそもそも依頼人の必要分を推し量れない。


だが、多いに越したことはないだろう。そうリゼルは頷き、柔らかくイレヴンへと微笑んだ。


「有難うございます。君のお陰です」


「でっしょ」


ニンマリと満足そうに笑ったイレヴンに、嫌がったのはこれの為なのではとジルは呆れたように溜息をついた。






「……お前達だったか」


「お世話になっているし、お礼を兼ねて。余計な真似でなければ良いんですけど」


「有難い」


「イレヴンが一番頑張ったので、お礼は彼に言ってあげて下さい」


雰囲気はバーのようだか、しっかりと食事も出来る酒場。そんないつもの店に、リゼルは一人訪れていた。目の前で微かに口元を緩めたマスターこそが、今回の依頼人だ。


鱗は迷宮から帰ってすぐにギルドへと届けたので、夜中の今は既に手元に届いているだろう。喜んで貰えたようで何より、そう笑ってリゼルは果実水を口に運んだ。


「しかし、多かったな」


「スタッド君にも言われました。〝想定される量を超えているので一度依頼人に確認をとり、必要分以外は返却する事となります〟って」


「本当に良かったのか」


「言ったでしょう？　お礼を兼ねてって」


大量の依頼品を渡しても、依頼人が相応の報酬を払えるとは限らない。そうならない為にも確認が必要だというスタッドを、リゼルは断った。報酬は依頼人の予算で構わない、余剰分の鱗はそのまま譲り渡してくれと。


「あの鱗だと、売れば相当の値になるだろう」


「ジル達も了承済みですよ」


黄玉の名を持つ通り、宝石にも加工される事がある鱗だ。愛想の無い顔に窺うような色を見つけ、リゼルは気にする必要は無いと微笑む。ジルとイレヴンも、あっさりと頷いていた。


マスターはしばらくその笑みを眺めていたが、再度礼を告げてその好意を受け入れた。これ以上遠慮するのは無粋というものだ。リゼル達に恩を売る気がない事など、彼はとっくに知っている。


「でも、鱗なんて何に使うんですか？」


「少し待っていろ。今準備させている」


準備、とリゼルは首を傾けた。


酒場のマスターが、黄玉蛇の鱗を使っての準備。加工して来店記念に配るのか、はたまたそれを利用した酒があるのか。ジルが飲む酒にも、魔物の素材を使用した酒が少なからず有るようだ。だが、リゼル自身は飲めないので違うだろう。


果たして何が出て来るのかと、楽しみに待つ。


「出来たようだ」


カウンターの奥、ワインが数多並べられた棚の一段がぽっかりと空いている向こう側。相変わらず手元しか見えない料理人が、一つの真っ白い皿をコトリと差し出した。


その姿を見られないかと毎回思うものの、良くてコック服だろう白が見えるだけ。だが普段は客に何も示さないその手が、感謝を表すように一瞬だけ〝どうぞ〟と掌を上に向けて皿を示したように見えたのは、決して気のせいではなく。


リゼルは可笑しそうに目元を緩め、マスターによって目の前に置かれた皿を見下ろした。


「これは……綺麗ですね」


白い皿はスープ皿。注がれているのは、まるで砂金が沈んでいるかのように煌めき透き通ったコンソメスープだった。品すら感じる柔らかな光に、リゼルは静かにスプーンを沈める。


口に運べば、舌に広がる深いコク。一つも具の見当たらないスープの中に、数多の食材が凝縮されているのだと確かに感じさせる味わい。此処の店のコンソメスープはリゼルも飲んだ事があり、それでも充分に美味だったがそれ以上だ。


「黄玉蛇の鱗って、調味料にもなるんですか？」


勿論鱗を加えただけではないだろうが、とリゼルは手を止めて問いかける。


「あまり知られていないようだが、料理に使える魔物素材も多いらしい……。アイツが、何処からかよく分からないものを仕入れて料理に使う事がある。今回もそれだろう」


毎回食べている料理に、まさかマスターから見ても理解し難い材料が使われていたとは。


美味しければ良い派のリゼルは気にしないが、意外とジルは顔を顰めそうだ。内緒にしておこうと内心で頷く。


「美しいし、美味しいし、まさに完成されたスープの名に相応しいですね」


「そうか」


「こんな素敵な料理が出るなら、お店も人気が出るでしょう」


気軽に来られなくなったら寂しいと、そう隠さず伝えればマスターのグラスを拭く手が止まる。


「メニューに載せるつもりはない」


「そうなんですか？　それはそれで勿体無い気もします」


「……どっちだ」


「どっちも本心ですよ」


また一口、スープを口に運ぶリゼルから目を伏せ、マスターは元々考えていた事だと静かに微笑んだ。黄玉蛇の鱗が定期的に入荷出来るかと言われれば難しく、更に入荷出来たとしても今回のように大量にとはいかない。ならば、ひっそりと常連の裏メニューにでも。料理人ともそう話していたそうだ。


「そうですか」


マスター達が決めた事だ。何も言う気はないが、一つだけ。素敵な考えだと、リゼルは内心で零した。


手元に視線を落とせば、ランプの光に照らされたスープ。煌めく波紋も、濃厚な味も、香りも全てが魅力的な料理だ。


「常連限定って、俺も頼めますか？」


「……依頼を受けていなくとも、な」


それは良かったと嬉しそうに微笑み、ゆっくりと絶品のスープに舌鼓を打つ。今度はジル達も連れて来よう、そう考えながら。
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リゼルのポーチの中には、無数の本が詰まっている。ジャンル問わず気になったものを買い漁り、読んでも手放さないその冊数は容易に本屋を営む事が出来るだろう。


空間魔法というものは便利で、ただポイッと入れておけばそれで済む。しかし存在を忘れてしまえば失ったのと同じこと。忘れられた物が日の目を見るには、一旦全部出すという荒業が必要だ。


「（ちょっとぐらい整理しておこうかな）」


なにせ元の世界に空間魔法は存在しない。戻った時に正常に作動するかは分からず、それならば今の内に本を整理しておくのも良い。自らの屋敷にある〝大図書館〟と呼ばれる書庫、そこに異世界の本が並ぶのはとても魅力的だ。だからこそ、持って帰れる本に限りがあった時に備えて厳選に厳選を重ねねば。


「（向こうにあんまり無さそうなやつが良いかな）」


そしてリゼルは思うままに何冊かの本を取り出し、吟味を始めた。






その一時間後、リゼルの部屋の扉が乱暴にノックされた。


返事を待たず現れたのはイレヴンだ。酷く不満そうな姿は、先程まで行っていたジルとの手合わせの結果が芳しくなかった事を顕著に伝えて来る。それだけならばいつもの事だが、今日はその不満が一層強そうだ。


「ちょいリーダー聞いて！　ニィサン毒効くっつった癖に全然効かねぇんスよ。弛緩毒撒いといたのに違和感あるってだけで全然……何やってんの？」


「本の整理を……」


読書週間の再来かとばかりに本を部屋中に積み上げたリゼルは、今まさに読みふけっていた本を下ろして諦めたように笑った。






「内容覚えてんなら売りゃ良いだろ」


「本を売るの、あまり好きじゃないんです。並べておきたいし、読み返したくなる時もあるので」


「分かんねぇ」


コレクター精神なのか何なのか。片付けは勘弁と逃げたイレヴンに代わって手伝うジルは、一切の共感を覚えないままに数冊積まれた本を見下ろした。好きにすれば良いが、何故散らかすというように。


「とにかく何も考えず突っ込め」


ベッドの上に乗っているポーチを指さし、今まさに読みふけりそうになっているリゼルへ釘を刺す。残念そうに本を閉じる姿に、恐らく今日の夜にでもそれらの本が開かれる事になるのだろうと溜息をついた。


「せっかく選別してたのに」


「考えるなっつってんだろうが」


リゼルが整理を考えるから片付かないのだと、ジルはよく知っている。意外にも片付けを苦手とする男なのだ。普段から女将が掃除に入っていなければ、この部屋は常に本に溢れているだろう。流石に言い返せない、とリゼルは素直に片付けを再開した。


「今日、ギルド覗くんだろ」


「そのつもりです」


三人で依頼を受けるのではなく、ただギルドを覗くだけ。


依頼の内容は大半が一期一会だ。逃せば二度と目にしない依頼もあるし、見ているだけで面白い依頼もある。リゼルは暇な時に度々ギルドを訪れ、気になる依頼を受けていた。


一人で受けられるならそのまま受ける事もあれば、依頼の手続きだけ済ませておいて翌日にジル達を伴う事もある。いわゆるキープ。


「片付けが済んだら行くぞ」


「はい」


一緒に来てくれるらしい、とリゼルは微笑んだ。最近は絡まれる事も減っていたが、パーティーへの出席以降はやや頻度が盛り返している。いかにも喧嘩を売ったら洒落にならなさそうなジルが一緒なら、面倒も無いだろう。


「そういえば、この前スタッド君にＣランクへって言われたんですけど」


「別に良いんじゃねぇの」


最後の一冊を片付けながら問いかければ、意外にも肯定が返って来た。


スタッドの判断を疑っている訳ではない。ただ、Ｃランクというのはひたすら依頼を受けていれば上がれるものでもない。アイン達も、まだ二十歳そこそこにも拘らずＣだからこそジルの耳にも噂が届いているのだ。


「はっきりとした基準が無いので、よく分からなくて」


「まぁ極論、職員の勘だしな」


「あ、やっぱりそうなんですね」


そう言われると納得出来る気もする。


「パーティメンバーに恵まれてると出世も早いです」


「それも実力の内だろ。どんだけ剣振れても依頼人と上手くいかなけりゃ上がれねぇし、対人関係も地味に見られてる」


「へぇ」


ジルもガラは悪いものの、相手から喧嘩を売られない限り手は出さない。コミュニケーションが多く必要そうな依頼は避けるので、依頼で支障をきたした事もない。イレヴンも外面は良い上、何かあっても証拠は残さない。


だからか、と納得しているリゼルも依頼は時に報酬以上にきっちりこなす。凝り性とも言う。人当たりに関しては言うまでもなく、その辺りも評価されたのだろう。


「何がそんな気になんだよ」


「スタッド君が、あらぬ疑いを掛けられたら困るなと」


「気にしねぇだろ、あいつは」


部屋に散らばっていた本を片し終えたリゼルに、ジルは最後の一冊を渡してやりながら何てこと無さそうに告げる。


「それに、俺もこんぐらいでＢまで上がった」


ギルドも単独でボスを討伐出来る実力者を、いつまでも下位ランクに置いておく気は無かったのだろう。まだ十代の頃だろうに、流石と言う他ない。


「お待たせしました」


「ああ」


片付けも済んだし、と二人は部屋を出た。短い廊下を歩き、階段へ。やや急なそれを靴音を鳴らして下りながら、ふとリゼルが機嫌良さそうに呟く。


「ランクが上がると、冒険者として実力がついた証拠みたいですね」


「ついてんじゃねぇの。昨日の迷宮、最初の落とし穴避けれただろ」


「あれはちょっと嬉しかったです」


でもやっぱりまだまだ、そう告げたリゼルの目標は一体何処なのかとジルは訝しげに揺れる頭を見下ろした。






リゼルの世界にも獣人は普通にいる。それは此方でも変わらない。


生来身体能力に優れた者が多い為か、自由という気風を気に入ってか、特に冒険者内には獣人が多かった。種族ごとに個性があったりもするが、それは唯人のそれと何も変わらない。


「おいおい、その依頼は俺らが狙ってたんだぜぇ！」


「横取りたぁ、流石はＤで城に呼ばれた奴ぁ違ぇなぁゴルァ！」


「そうだったんですか？　申し訳ありません、お返ししますね」


流石は獅子ししの獣人、難を付ける迫力もなかなかのものだと微笑んだリゼルから、絡んだ獣人達はあっさりと依頼用紙を手に入れた。口を半開きにしたまま無意識に受け取れば、リゼルはそちらを気に掛ける事なく次の依頼を探し始める。どうしても受けたい依頼でも無かったのだろう。


彼らは恐る恐るジルを窺った。一瞥され、そして特に何も言わずリゼルと依頼ボードを眺める姿に尻尾が丸まる。その殺気すら伴わない視線に気圧されたのは何故か。


「お、おい、ランクアップが早い奴が受ける依頼は旨味あるって噂だろ。目的達成で良いんじゃねぇのかよ」


「そ、そうだな……ッげ」


獣人は謀略を得意としない者が多い。例外もあるが、皆一様に本能に忠実。つまり素直であり、後先考えない傾向が強かった。だからこそ今、絶対零度の視線に晒されるという結果を生んでいる。


「おい、すっげぇ見られてる……」


「いや、セーフだろ、セーフ……貴族さんあっさりくれたし」


身も凍りそうな空気の中、彼らは命の危険に晒されながらも手に入れた依頼を見下ろした。






【幻のトレントから黄金の果実をゲットせよ】


ランク：Ｂ


依頼人：果物愛好家


報酬：銀貨80枚（１個につき）


依頼：〝月見えぬ洞窟〟に夜中現れるレアトレントから、稀に採れる黄金の果実が欲しい。


綺麗な形のまま宜しく頼む。






あ、これ受けたら普通に死ぬ。獣人達は思わず真顔だ。


しかし不幸にも彼らはＣランク、〝やっぱり受けられるランクじゃなかった参った参った〟などと言って依頼から逃げる事など出来はしない。ぎりぎり受けられる。そして絶対零度の眼差しが〝奪っといて止める気か〟と刺すように向けられている。


「迷宮の中で一泊するのに、丁度良いと思ったんですけど」


固まってしまった獣人達を気に掛けることなく、リゼルは髪を耳にかけながら下の方に貼られている依頼を覗き込んだ。ジルも上に張られた依頼を眺めながら口を開く。


「何でしてぇんだよ」


「冒険者なら、一度くらい経験しておいた方が良いかと思って」


「やった事ねぇ奴のが多いんじゃねぇの。普通避けるだろ」


「そうなんですか？」


なら良いかな、と呟きながら低ランクの方に移動していく。その横で、獣人達が己の命を優先してそっと依頼用紙をボードへと戻していた。プライドよりは命が大事。


「そろそろもう一回、護衛依頼も受けてみたい気もしますね」


「あー……」


ジルが横目でスタッドを見れば、獣人達から此方へ視線を移して凝視している。


以前、リゼルに対して普通の護衛依頼を受けるぐらいならジャッジに頼めと主張していたが、あれは本気なのだろうか。間違いなく本気だろう。


「……近場なら良いんじゃねぇの」


要は、リゼルが荷物扱いで運ばれるのが気に入らないのだろう。


ジルはざっとＣランクの依頼に目を通した。護衛依頼を受けられる最低ランクがＣ、護衛期間が長ければ長い程にランクが高くなる傾向があり、近場で探すのなら此処だ。


「近場なら護衛はいらないんじゃないですか？」


「場所と人によるだろ」


一枚の依頼用紙を剥がし、リゼルへと向けた。






【魔物を目の前で見てみたい】


ランク：Ｃ


依頼人：魔物研究家


報酬：銀貨５枚


依頼：魔物研究家たるもの、一度も生きた魔物と邂逅していないなど許されない。


実際に生きた彼らを目にする事で、分かる事もあるだろう。何処でも良いので魔物を見に連れて行って欲しい。


尚、小生しょうせいは戦闘に一切関われない。護衛を願う。護衛中の必要な指示には全て従おう。






「ついに此処まで来ちゃいましたか」


「適当に選んどいて何だがこれは無ぇな」


二人して依頼用紙を覗きこみながら、各々感想を零す。


以前リゼルが受けた水ウォーターエレメントの魔力採取、その時と同じ依頼人だ。そして先日、目茶苦茶な依頼を運良くＳランクに受けて貰えた人物でもある。


「小生ってあるし、男性かな」


穏やかに検討を始めたリゼルを、ジルは嫌そうに見下ろした。


碌ろくに読まずに手に取らなければ良かった。リゼルは依頼内容に興味が無くとも、依頼人に興味を持てば依頼を受ける事がある。


「戦えねぇ癖に身の程知らねぇ依頼出す奴なんざ面倒だぞ」


「指示には従うって書いてあります」


「研究者なんざ信じてどうすんだよ。大侵攻で暴走潰したばっかじゃねぇか」


「でも、これには全て従うって書いてありますし」


もはや受ける気しかない。好きにしろ、とジルは溜息をついて依頼用紙を手渡した。


間違いなく地雷臭漂う依頼だが、依頼の最終決定権を持つのはパーティリーダーだ。リゼルのように、ジルやイレヴンの意見を丸々受け入れて〝じゃあ今日はそうしよう〟という者は少ない。


「有難うございます、ジル」


「さっさと受けて来い」


それでもジルが一々言葉に出して忠告するのは冒険者駆け出しへの当然の助言で、リゼルもそれを承知しているから礼を言う。


「スタッド君、お願いします」


「分かりました」


リゼルが嬉しそうに受付へと用紙を出せば、スタッドは淡々と頷いてそれを受け取った。


「日時とかはどうなるんですか？」


「先方の都合を聞いて決定します。ギルド専属の伝令係がいますので、決まりましたら宿の方に知らせを送りましょう」


「そうですね。もし居なかったら、女将さんに伝えて貰って下さい」


ちなみに伝令係と言ってはいるが、スタッドには自分が知らせに行く気しかない。


察したリゼルは、忙しいなら無理はしないようにと微笑みながらギルドカードを手渡した。イレヴン不在だが、リーダーのカードさえあればメンバーの手続きは後からでも構わない。


「ジャッジ君の時とは勝手が違うみたいですし、何か気を付ける事ってありますか？」


「あ？」


スタッドの処理を待つ間、リゼルはジルを振り返って予習を試みる。


友人と出掛けるに等しい気心知れた相手の護衛と、完全に冒険者として接する初対面の相手の護衛は全く違うだろう。下手に出れば良いのか、何処まで気を遣えば良いのか。相手の行動を何処まで制限して良いのか、相手の希望を何処まで叶えれば良いのか。


リゼルも以前は常に護衛される立場であったが、相手は騎士や軍人だった。あまり参考にはならない。


「基本的にこっち主体で問題ねぇ」


「そうなんですか？　ちょっと意外です」


「守って欲しいなら守られる姿勢見せろっつうことだろ」


忠告を全て無視するような依頼人がいたとすれば、その場合は何があっても自業自得だ。何でもかんでも冒険者の所為にされては、護衛依頼などギルドは受けられない。信用問題になってしまう。


「勘違いしてる依頼人がいねぇでもねぇけど、そうなりゃこっちから断れば良い」


「それは、依頼不履行に」


「ならねぇ事もねぇ」


曖昧な言い方に、しかしリゼルはふんふんと頷いた。


つまり依頼失敗としての評価は下されるものの、冒険者側の致命的なミスとはならないのだろう。ギルドが事情を考慮した判断を下すということ。


「依頼人の勝手な行動の基準って何ですか？」


「こっちも金貰ってるし、明らかに横暴じゃなけりゃ付き合う事が多い。限度はあるし、自分から危険に突っ込むような馬鹿に付き合う義理はねぇが」


つまり、そうなった場合は見捨てろというのが冒険者側の暗黙の了解だ。


力不足で依頼人を死なせたのなら、ギルドは容赦なく冒険者を処分する。だが依頼人側に全ての責任があれば、この場合もギルドが考慮して処分を下す。大体がランクダウンだ。冒険者にとっては大変な痛手だが、依頼人と心中するよりはマシだろう。


「護衛依頼がＣランク以上、っていうのが納得です」


「だろ」


ジルが色々と明言を避けたのは、流石にギルドのど真ん中で説明出来るものではないからだ。依頼人側には決して漏れず、ギルドも堂々認める事が出来ない暗黙の了解。


とはいえ、今回のリゼル達には関係がないだろう。ジルも大丈夫だと思ったからこそ了承したのだから。


「どちらにしても、護衛依頼なんだからイレヴンには依頼人の方を守るように言っておかないと。シャドウ伯爵の時も、言わなきゃ守ろうとしなかったですし」


「お前より優先しろっつうのは難しいだろうがな」


「貴方より依頼人を優先するような超絶馬鹿なら、私はパーティ入りをもっと反対しました」


リゼルは苦笑し、差し出されたギルドカードを受け取った。






護衛依頼の日程について、知らせは直ぐに来た。どれくらい直ぐかと云えば、リゼル達が依頼を受けに行ったその日の内に来た。


曰く、ギルド職員が依頼人に知らせに行くと〝今すぐだ〟という返答があったのだとか。流石に無理なので、最短である翌日でとなったらしい。バイタリティ溢れる依頼人のようだ、とリゼルは微笑んで了承を返した。


そして翌朝の今。三人は待ち合わせ場所であるギルドの机に座り、依頼人を待っていた。


「護衛依頼ってあんま受けねぇんスよね。つうかニィサンが受けてんのが意外」


イレヴンが欠伸を零し、退屈そうに机へと突っ伏す。


「足が欲しい時に受けんだよ、馬車の護衛依頼なら乗ってけんだろ」


「なーるほど」


「客として借りる、っていうんじゃ駄目なんですか？」


「どっちにしろ護衛の真似事すんなら条件はっきりさせといた方が楽だろ」


確かに、馬車での長距離移動では護衛が必須だ。


魔物と遭遇した際に護衛の冒険者に全て任せられるのなら良いが、いかにも冒険者かつ名前の売れた一刀が客席でのんびり眺めている訳にもいかないだろう。ジルは良いが、周りが良くない。


「なぁなぁで戦わされるのとか勘弁だよなァ」


「イレヴン、ほら」


背を叩かれ、イレヴンはぐっと背筋を伸ばす。そのまま椅子に凭れかかるあたり、彼に依頼人の前で行儀よくしようという気はないのだろう。


こういうものなのだろうか、とリゼルは不思議そうにそれを眺めた。あちらでは直立でしか出迎えられた事が無いので分からない。


「せっかく護衛すんなら男より女が良いッスね」


「男性の方が守りやすいじゃないですか。気も遣いやすいし」


「モチベーションの問題ッスよ。まぁ、あの依頼見た後で美女来てもアガんねぇけど」


何せ魔物研究家。いかにも研究命の研究者。性別関係無く、癖のある人物が来るだろう事は想像に難くない。


「ジャッジ君の時は凄かったですよ」


「あー……リーダー普通に外で椅子座ってたし」


「飯やべぇぞ」


「マジで？　モチベーション上がりまくりじゃん」


冒険者で賑わうギルドの中、そろそろかとリゼル達が待っていると、遠く鐘の音が聞こえてきた。待ち合わせの時間になったのだ。同時に、忙しなく開閉していたギルドの扉からまた一人姿を現す。


行き来する冒険者達など気にも留めなかった周囲の視線が、扉へと集まった。


「時間ぴったりな筈だが……さて、小生はどうすれば良いのか」


そこには、如何にも冒険者には見えない人物が立っていた。


多少よれてはいるが、真っ白い白衣。スラリとした長身痩躯そうくはひどく非力そうで、力など少しもあるようには見えない。そして顔の右半分を覆い、長く伸ばされたあちこち跳ねた髪。よくよく見ると、跳ねて見えるのは髪と同色の羽だと分かる。


王都ではあまり見ない鳥の獣人の登場に集まった視線は、しかし依頼人か何かだろうと直ぐに散って行った。


「あれ？」


「だと思います」


中性的な顔立ちと凹凸の無い体。男か女か分からないと眺めていたイレヴンの前で、リゼルが立ち上がった。迎えに行く姿に、女かとジルとイレヴンは視線を交わす。


相変わらずフェミニストだと話しながら二人は依頼人に近付いて行くリゼルを眺めた。一度は散って行った視線が、再びそちらに集まる。


「失礼します。もしかして、魔物研究家の？」


「ん？　ああ、そうだ。君が依頼を受けてくれた冒険者か」


「はい。今日は宜しくお願いします」


迷わず冒険者だと言ってくれた依頼人に、リゼルの微笑みも二割増しで輝く。然さして興味が無いからこそ疑問を持たないのだろうと分かってはいるが、冒険者と名乗る度に確認をとられて来たリゼルにとっては素直に喜ばしい。


その笑みに目を瞬かせながら、彼女はすっと小さく頭を下げた。


「こちらこそ宜しく頼む。いや、これは適切じゃないな。宜しくお願いします」


「普通にして下さって構いませんよ。とりあえず今日の予定を決めたいので、此方へ」


先程の机を四人で囲む。ジル達も軽く挨拶を済ませた。


初めてギルドを訪れた筈の研究家に、屈強な冒険者達の視線に気圧された様子はない。もはや頭は魔物に行っているのだろう。しかし、彼女も現状に何も思っていない訳でも無かった。


やけに周囲の視線を集める三人組、雰囲気が一線を画する品の良い男。どうにも浮世離れした者達に依頼を受けて貰えたようだと、白衣に両手を突っ込みながら観察している。


「何処でも良いとの事なので、近場にしようかなと思っていたんですが」


「小生もこういう時に何をすべきか分からなくてね。君達に任せようと思っていたが、希望は聞いて貰えるのかな」


「出来るだけ応えたい、とは思っています」


ふむ、と研究家は顎に手を置いて考える。冒険者側が簡単かつ手軽な方法を考えるかと思っていたが、希望を聞いて貰えるのならば有難い。


実力があるからこそ、なのだろう。変に見栄を張って危険な場所に向かうとは思えず、ならば何処を指定しようと十二分に護衛を熟せるという事だ。信じられる。


「ならば獣型の魔物が見てみたい。出来るだけ環境が特異な場所が好ましいのだが」


「じゃあ近くの森に行きましょうか。木が密集していて、魔物の生態も特徴的です」


彼女には、自身の言い方が理屈的だという自覚がある。つい言い方を間違えたかと思った途端、あっさりと寄越された返答に開きかけた口を閉じた。


「平原を歩きながら同種の魔物を観察して、森に入ってから比較するという形で宜しいですか？」


「……ああ、頼む」


素晴らしい、と満足しながらも、今更ながらに研究家はリゼルへの非冒険者疑惑を抱いた。気付いたリゼルは少し落ち込んだ。上げて落とされるのは辛い。


「へぇ、迷宮行きたいとか言うかと思った」


「あそこは特殊過ぎて観察には不向きだと……あ、でも希望があればお連れしますが」


「ふむ、魅力的だ。だが少々体力に不安があってね。今回は先程のプランで行かせて貰おう」


今回は。三人は全員その言葉に気付いたが、何となく嫌な予感がして誰も尋ねはしなかった。






「そうか、エレメントの魔力水の採取を成功させてくれたのは君達だったのか」


「はい、何か異常はありませんか？」


「いいや、あのまま今も小生の工房に残っている。量は減ったけれどね」


平原を歩きながら、リゼルと研究家は会話に華を咲かせていた。


採取した時の詳細を聞きたがる彼女にリゼルが丁寧に説明し、今度は逆にリゼルが研究成果を教えて貰う。研究者と冒険者という接点の欠片も無い二人だというのに、双方の口は途切れる事なく議論を交わしていた。


「俺リーダー達が何喋ってんのか全ッ然分かんねぇ」


「あいつも大概、知識人だからな」


徐々に増える専門用語。仮定と証明を互いに繰り返す会話。もはや論文を読み上げているかのようだ。山ほどの研究書を読んでいる上、常に知識欲に素直なリゼルなだけあって話について行けない事は無い。分からない所は聞けば直ぐに理解できる。


研究家の髪が、羽毛が空気を孕むようにザワリと膨らむのは楽しさ故か。落ち着きのある口調の所為で分かりにくいが、有意義な話相手に気分が高まっているのだろう。


「魔力回路の構築を───」


「それなら魔核ではなく───」


「でも魔力指定が……あ、そこに草原ネズミの穴が」


「ああ、すまない」


腰に手を当てさり気なく誘導するリゼルに、研究家はされるがままに穴を避けた。


「君は紳士だな。そんな丁寧に扱って貰わなくとも、転んだからといって職務怠慢とは言わないのだが」


「転んだら折角の白衣が汚れてしまいますよ」


「汚す為の白衣だ」


「何であれ女性の服に泥を付けるのは男の恥でしょう」


にこりと微笑まれ、彼女は目を見開いた後に声を上げて笑う。


バサリと一度跳ねた髪が、ゆっくりと元に戻って行くのをリゼルは興味深そうに眺めていた。そして、イレヴンの髪も実は動いたりしないのだろうかとチラリとそちらを見る。


首を振られた。イレヴンの髪は本当にただの髪の毛だ。期待されても動かない。


「リーダーって女が敵に回ったらどうすんスかね」


「容赦しねぇんじゃねぇの。配慮ぐらいはするかもしれねぇけど」


これが老若関係なく発揮されるのだから、リゼルの紳士っぷりは言うまでもない。


どんな女性にも平等、徹底した平等。だからこそ自分が特別だと勘違いする者はおらず、憧れの視線は向けられようと恋焦がれられるような事は滅多に無い。人の感情に敏いリゼルだからこそ、応えられない想いを抱かせるような真似は極力しないのだろう。


「成程、経験した事がなかったが、女扱いされるのも中々に良い気分だ」


研究家は何とか収まった笑いに、しかし唇に笑みは残したままリゼルを見る。


「君は良い男だな。正直言ってしまえば好みではないが、惹かれてしまいそうだ」


「光栄です」


片方しか見えない瞳を愉快気に細める彼女に、リゼルも穏やかに微笑んだ。


ただの言葉遊びだ、どちらも本気ではない。その証拠に、すぐに何事も無かったかのように議論が再開される。


「色気ねぇやり取り」


「あっても文句言うんだろうが」


「当たり前じゃん」


聞こえていないだろうが、ふと振り返ったリゼルへとイレヴンはにこりと笑ってみせた。ひらりと手を振りながらの、とにかく自分を優先しろという堂々のクソガキ理論にジルが呆れきって視線を流す。


何処までも広がる草原。何となく眺めたそちらに、ふと動く影を見つけた。


「おい」


ジルの呼びかけに、リゼルは直ぐに頷いた。研究家へ話を中断することを謝罪し、ギルドで伝えた決め事を改めて確認する。


「一応ですが、もう一度。魔物が現れた時は此方が良いというまで一歩も動かない事、それさえ守って貰えれば何をして頂いても構いません」


「了承した」


それは、あまりにも簡単すぎる指示だ。囲まれた場合は、魔物が多い場合はなど、通常ならば細かく指示されて然るべきそれが無い。しかし、研究家が不安に思う事も有りはしなかった。


知能の高い鳥の獣人であろうと、本能が失われた訳ではない。魔物が来る事を察して得物を構えるジル達を前に、彼らが畏怖を抱かれるべき強者であると分からない程に鈍くはないのだ。


「あぁ、楽しみだ」


それ以上に、期待に胸が躍る。


ずっと魔物の研究を続けてきた。街中で見るような素材でも亡骸でもなく、活き活きと躍動する魔物。全てにおいて魅力的な存在が、今まさに此方へ襲い掛かろうとしている。


一歩も動くなと言われていなければ、駆け出していたかもしれない高揚感。駆けて来る魔物たちの姿から目が離せない。ああ、何て。


「美しい……ッ」


「そういやさァ、魔物って速攻倒して良……は？」


「何て美しい！」


ばっと両手を開き、空に向かって高らかに叫んだ研究家にイレヴンの口元が引き攣った。その際、彼女の手に脇腹を抉られそうになったリゼルはジルにより腕を引っ張られて直撃を回避する。


「真っ直ぐに此方へと向けられる敵意、殺意、執着！　躍動する体も濁った瞳も、その全てが！　小生を！　虜とりこにする!!　素晴らしい……ッ何て素晴らしい!!　今日は記念すべき日だ！　ハハッハハハハハハハ!!」


ブワリと翼のように広がった髪が彼女のテンションを物語っている。平原に笑い声が響き渡る中、三人は一体どうすれば良いのかとそんな姿を見守っていた。

            





    
  
  




「おぉ、すっげぇ……頭ぶっ飛んでんのにマジで一歩も動いてねぇ」


「理性的なのか感情的なのか、この場合はどっちなんでしょう」


「おい、どうすんだ」


取り敢えず、研究家は守らなければ。


リゼルは彼女の両手の範囲ギリギリまで近寄り、魔力で壁を張る。今回は事前に役割分担を済ませており、ジルとイレヴンで魔物の対処、リゼルは研究家の護衛に集中する事となっていた。


魔力防壁がぐるりとリゼルと依頼人を囲ったのを確認し、ジル達が飛び掛かって来た魔物を斬り捨てる。依頼人の要望に応えるならば、なるべく戦闘は長引かせた方が良いのだろう。自ら向かって行きはしない。


「ああああ連携をとっているのか！　魔物同士で連携を！　群れの特性なのだろうか、素晴らしい！　やはり生きた彼らから得るものは大きい！　アッハハハハハハハハ!!」


全身で歓喜を示す姿に、喜んで貰えているようで何よりだとリゼルは見守りつつ頷く。


しかしこのテンションが、帰るまで維持され続ける事を今の三人は知らない。一つだけ言うならば、何度目かの戦闘の最中も響き続ける笑い声に最終的にイレヴンはキレた。






「今日は実に有意義な時間だった。感謝しよう！」


「貴女の研究の助けになれたのなら幸いです」


「アハッハハハ！　また依頼を受けて貰いたいものだ！」


三人は冒険者ギルドの前で研究家と別れ、去って行く彼女の後ろ姿を見送る。


その背が消えるより前に、憲兵に声をかけられているのを見てしまったが。それもそうだろうと納得し、憲兵へと意気揚々と今日の成果を話し続ける姿を尻目にリゼル達はギルドへと手続きに向かった。


それが済んでギルドから出た時も研究家の話は続いており、もはや涙目の憲兵に揃って心の中で応援の言葉を送る。体力が無いと言っていた割に元気な事だと、イレヴンと分かれてリゼルとジルは宿へと歩き出した。


「落ちついて見えてもやっぱり獣人らしさがありますね。感情の起伏が大きいです」


「あの煩ぇ笑い声は暫く聞きたくねぇな」


「イレヴンも嫌がってたし、暫く護衛依頼は選ばないようにしましょうか」


しかし後日、選ぶどころか指名依頼として彼女から依頼が入り、イレヴンが猛烈に反対した。ジルも嫌そうに顔を顰めたものだから、リゼルはメンバーの意思を尊重して丁重にお断りする事となる。


話は面白かったし、少しだけ惜しい。そう思いながら。
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護衛依頼も立派にこなし、リゼルは無事にＣランクへと昇格した。


同時に、イレヴンもＢランクに上がっている。スタッドの淡々とした「良いんじゃないですかどうでも」という言葉にひと悶着あったが、正式なランクアップに変わりはない。これで、メンバーの平均であるパーティランクはＢ。今までより一つ上のＡランクまでの依頼を受けられる。


ランクアップが決まった日、リゼル達はスタッドとジャッジも交えて祝杯を挙げた。






そして三人は今、イレヴンのリクエストで早速受けたＡランクの依頼の為に迷宮に潜っている。依頼は既に達成し、後は帰るだけだという時だ。幸運にも、宝箱を見つけた。


「そろそろ想いに応えてくれても良いと思うんです」


リゼルはいつに無く真剣な眼差しで、目の前に鎮座する宝箱を見つめる。これぞまさに宝箱。そんな風体なのは、この迷宮が如何にも古めかしい城の城内だからだろう。


膝を付き、蓋に手を掛ける。中に魔物が入っていたり、罠が飛び出したりする迷宮の宝箱だ。後ろではジル達がそれらに備えつつ、全力でニヤニヤしている。


「ジルが高純度のミスリル結晶で、イレヴンが魔力反射性能を持つ盾」


前回、前々回に宝箱に出会った際、二人が宝箱から得た戦利品を思い出す。迷宮深層で出ただけあって文句なしの品、冒険者が手に入れれば大手を振って街に帰れる代物だ。売れば金貨、使えば高性能、そんな宝箱の中身に出会う機会など滅多に無い。


そしてリゼルは自分もそれらに続けられるよう祈りながら、ゆっくりと蓋を持ち上げた。






「二人揃って噴き出すんですよ。酷いと思いませんか？」


「ぼ、僕は良いと思います。その、〝五十年に一度しか採れない白華樹はっかじゅの茶葉〟……えっと、缶も値が付きそうな良いものですし……！」


リゼルは鑑定を終えた茶葉の缶を受け取り、蓋を開けた。確かに良い香りだ。素晴らしい紅茶が淹れられるだろうし、売れば相応の値段が付くだろう。しかし、冒険者が迷宮に潜って手に入れるのが茶葉というのはどうなのか。


必死に慰めようとしてくれるジャッジに、リゼルは何とも良い子だと微笑んだ。隠そうともせず大笑いしたジル達とは大違いだ。彼らは似合う似合うと訳の分からないフォローまで入れて来た。


「これって運っていうより、迷宮に嫌われてるだけな気がします」


「いえ、いっそ逆に迷宮が空気を読んでるんだと……」


嫌な空気の読み方だ。


「ジル達には飲ませてあげません。ジャッジ君、これで一緒にお茶しましょうか」


「良いんですか……！　じゃあ、早速……どうぞ、入って下さい」


宝箱の中身だが、迷宮でしか手に入らない迷宮品というのは意外と少ない。


階の難易度相応の品ならば、外でも手に入るものが普通に入っている。今回の茶葉も一点物という訳ではなく、売っている所には売っている。惜しむ程の物ではなかった。


リゼルは作業台の裏にある扉から中へと通された。居心地の良さそうな部屋は、客間としても使われるのだろうか。勧められた椅子に腰かけ、部屋の隅にある小さなキッチンでケトルを用意するジャッジを眺める。


「お店の邪魔じゃなかったですか？」


「いえ、全然。この時間はお客さんが少ないし、来てもすぐ分かるので、大丈夫です」


「良かった」


微笑めば、ジャッジもふにゃりと笑う。その間も、手元が手際良く動き続けるのだから素晴らしい。すぐに湯は沸いて、彼は慣れた手付きで紅茶を淹れてくれた。


二人分の紅茶と、一体いつ用意したのかクッキーまで並べられる。相変わらず尽くし方に妥協が無い。


「ジャッジ君が淹れてくれるなら、どんな茶葉でも美味しくなりそうですね」


「そんなこと……」


照れたジャッジが向かい側に座るのを確認し、リゼルはカップを持ち上げた。


何だか懐かしい風味、と希少な茶葉に思ってしまうのは以前の立場を思えば仕方がない。ほっと息をつき、確かに宝箱から出るに充分な価値のある味だとゆっくりと味わう。


紅茶にそんな価値を見出す時点で冒険者から離れているのだが、彼は気付かない。


「うん、美味しいですね」


「こういうのが上品な味、なんでしょうか……凄く柔らかい味がします」


「俺も不思議と落ち着きます」


その言葉に、ジャッジは一瞬どうにかこの紅茶を店に置けないかと仕入れルートを模索する。しかし、流石に冒険者向けの道具屋に紅茶は合わないなと肩を落とした。


ならば店に並べなければ良いのかも、とちらりとリゼルを窺う。紅茶を飲む姿は品に溢れ、髪を耳にかける仕草には落ち付きがある。そんな彼と一緒にお茶を楽しんでいるという優越感に、ふにゃふにゃと緩みそうになる頬を何とか引き締めた。


「そういえば、パーティ名って……」


「保留です。何故か周りから反対される事が多くて」


「そ、それは、皆リゼルさん達のこと特別に思ってるんですよ！　ほら、だから普通な名前じゃ納得できないっていうか……ッ」


〝一刀＋α〟や〝リーダーと赤黒い仲間達〟という二つの候補を聞いた時、ジャッジでさえ口元が引き攣った。周囲を惹き付け、その存在を高みに置き、ともすれば羨望や憧憬どうけいを集めるパーティの名前だ。何故そうなったと誰もが突っ込むだろう。


「他の方のパーティ名とかも気に掛けてるんですけど、皆さん個性的ですね」


「ハッタリが強いとかイメージとかも大事だけど、一番大切なのが誰とも被らない事だって、爺様が言ってました。だから、どんどんそうなるらしくて」


「〝一刀＋α〟とか、その条件に合ってませんか？」


「ジ、ジルさんが嫌がったら、駄目だと……」


微妙に諦めきれないリゼルに、どうにか諦めてくれないだろうかとジャッジは慎重に呟いた。やはり本人が嫌なら無理か頷く姿に、最大の危機は脱したとばかりに肩の力を抜く。


その時、ふと店の方から小さな鈴の音が届いた。こういう時に限って来客があるのだからと、慌てて立ち上がる。


「すみません、お客さんが来たので……でも、あの、まだッ」


「大丈夫、ゆっくりさせて貰いますね。行ってらっしゃい」


安堵を隠さず、慌てて店へと出て行ったジャッジをリゼルは柔かく微笑んで見送った。


来客は冒険者らしい、と扉ごしの会話に耳を澄ます。気弱そうに見えるが、意外と押しが強いジャッジだ。無茶な値切り交渉も捌けるし、一度出した鑑定結果を覆すような事もない。


流石商人、そう感心しながらリゼルはクッキーを一枚摘んだ。


「（パーティ名、無くても問題無いなら別にいいかな。名前を売りたい訳でもないし）」


あれば便利だと思うものの、無くても何とかなる。指名依頼などでパーティを特定する時や、冒険者同士の会話など。パーティ名があれば勿論通じやすい。


だが、リゼル達のパーティに必要かと言われると一概にそうとは言えない。


「（ジルもイレヴンも他者と混じりようがないし、まず目立つし）」


一刀がいる、蛇の獣人の、そう聞けば誰もがリゼル達のパーティだと分かるだろう。ちなみにリゼルは思考から外しているが、彼自身も立派に特徴ある人間だ。あの貴族がいる、そう聞けば誰もがまず間違いなくリゼルを思い浮かべるのだから。


「お、お待たせしました！」


やっぱりいらないか、と結論付けてのんびりとシナモンクッキーを齧っていれば、ジャッジが早くも戻って来た。どうやら鑑定だけで終わったようだ。


「お疲れ様です、ジャッジ君」


「い、いえ」


ジャッジはいそいそと腰かけ、少し冷めてしまった紅茶を飲み干した。ポットを手にとって向けてみせれば、散々遠慮しながらも恐る恐るカップが差し出される。


「やっぱりプロですよね」


「え？」


「ジャッジ君、流石は商人だなって思いました」


湯気の立つカップを、少しだけ嬉しそうに見下ろしていたジャッジがバッと顔を上げた。


何度も道具屋として接して来たし、目の前で他の客の対応をしていた事も何度もあっただろうに、何故改めてと不思議そうに目を瞬かせている。


「あ、有難うございます……でも、リゼルさんも物腰柔らかいし、お店とか出来そうだと思います、けど」


「それが向いてないみたいなんです」


どういう意味かと首を傾げるジャッジに、リゼルは苦笑しながら建国祭の最中に起きた出来事を話し出した。






リゼルの泊まる宿は小さく、建国祭でも特別繁忙期という訳ではない。


しかし、それは宿泊者が増えないというだけで稼ぎ時は稼ぎ時だ。よって毎年、宿の前に氷菓子の屋台を出して副業的に利益を上げている。そうしようと宿の仕事を普段と変わらず行えるというのだから、女将の手腕は言うまでもない。


そして建国祭中のある日。年に一度の祭りであるというのに、今日はどの依頼を受けようかと三人揃って宿を出た時だ。屋台の前でどうしようかと悩んでいる女将に遭遇した。


予想外に売れ行きが良く、材料の買い出しに行きたいのだが屋台を空ける訳にはいかないとのこと。


『俺達が代わりに行って来ましょうか？』


『それがね、あそこは私か旦那じゃないと駄目なんだよ。旦那は食事の仕込み中だし、惜しいけど一旦屋台を閉めて行って来るしかないね』


『なら、屋台の方を見ていましょうか』


世話になっているし、一時間ぐらいなら平気だろうとリゼルは自然な流れでそう口にした。「別に良いんだよ、ほら元気に冒険者をやっておいで」と遠慮する女将を説き伏せ、晴れてリゼルは初めての商売を経験する事となった。本人がやってみたかっただけではないか、というのはジルの談。


『任せて貰えたんだし、頑張らないと』


そう興味深そうに屋台の中をウロつくリゼルを見ながら、イレヴンはニヤニヤと笑い、ジルは面倒そうに溜息をつく。


『すっげぇ売れるかすっげぇ売れないかのどっちかだと思う』


『……中に居るから終わったら呼べ』


果たしてイレヴンの言葉は真実となった。


なにせ街中に溢れる人々は、ようやくリゼルの存在に慣れてきた周辺住民ばかりではない。祭りの影響で他の区画や他国から流れてきた者も多く、そんな彼らが屋台の中で浮きまくっているリゼルを相手に注文が出来るのか。凄く行きにくい。


手伝い開始早々に訪れた閑古鳥かんこどりに、リゼルは女将への申し訳なさと共に何故だと不思議に思い、イレヴンはその隣で適当に座って面白そうにその姿を眺めていた。ちなみに彼は勝手に氷菓子を作って勝手にシャクシャク食べている。


『あー、きぞくさま！』


『屋台やってるー。おかみさんは？』


そして暫く経った頃。祭りにはしゃぐ顔馴染みの子供達が、わっと屋台の前に集まって来た。貰ったお小遣いを握り、既に祭りを堪能してきたのか戦利品の数々を抱えた姿は無邪気で微笑ましい。


『お手伝い中なんです。けど全然、お客さんが来なくて』


『じゃあおれが買ってやるよ！』


『あたしもー。シロップいっぱいに、フルーツいっぱいね！』


良い子達だ。リゼルはちょっと荒みかけた心が癒された。


よしと気合いを入れて、ならば準備をするかと振り返る。すると既に完成品を持ったイレヴンが、途轍もなく悪い笑顔で子供たちに氷菓子を差し出した。


『おらよ』


『わー……びっしゃびしゃ！　シロップびっしゃびしゃ！　氷とけてる！　フルーツぎゅうぎゅうで沈んでる！』


『欲張るからそうなんだよガキ共。一つ賢くなって良かったなァ、感謝し』


『イレヴン』


『なーんつって』


作り直させた。器用なだけあって綺麗に盛りつけられた氷菓子を、今度こそ子供たちは大喜びで受け取って食べ始める。


そうして屋台の前で笑顔を振り撒く子供達の姿は、上手く緩衝材となったのだろう。近寄りがたさが無くなった今、まず屋台に近付いたのは貴族らしい冒険者の噂を知る者達で、次に高貴な存在への好奇心が溢れた者達も続く。


一気に繁盛し始めた店に、どうやら手伝いは成功を収められそうだとリゼルは安堵した。






「全然お客さん来てくれないし、どうしようかと思いました」


「で、でも、最終的には成功したんですし……！」


子供たちが来なかったらどうなっていたかと、そう苦笑するリゼルにジャッジは必死でフォローを入れる。とはいえ、もしジャッジがリゼルを知らないまま屋台に遭遇すれば、やはり近寄れないだろうが。周囲の反応が理解出来てしまえるだけに何とも言い難い。


「女将さんも満足してくれましたし、屋台的には成功したんでしょうけど」


「屋台的に？」


「俺がちゃんと店番出来たかと言われれば、ちょっと微妙なんです」


混み始めた屋台にも常のペースを崩さないリゼルに、それを眺めていたイレヴンの変化が良く分かる台詞ベストスリーがある。






『リーダー頑張れー。俺頼まれてねぇからひたすら食ってる』


『……リーダー遅い！　客捌くのおっそい！　サービス料とるような店じゃねぇんスからもっと……ちょ、代わって！』


『もうアンタは笑顔振りまいて注文と金勘定だけやってりゃ良いから！　あ、包丁握んなっつの！』


そして彼は実に手際よく果物を切って盛り付けて渡してくれた。






「……イレヴン」


どちらに肩入れすれば良いのか分からず、ジャッジはそれだけを呟く。


全力でリゼルをフォローしたいが、全力でイレヴンにも同意出来てしまう。何が駄目だったのかと不思議そうなリゼルを前に、〝全部違う〟と云える程にジャッジの心臓は強くなかった。


何とか話題を逸らせないかと頭をフル回転させ、屋台に関係していなかったと思われる唯一の人物を思い出す。


「あ、そういえばジルさんは……！」


「ジルですか？」


宿の中で待っていると早々引っ込んだジルだが、実は途中であまりの忙しさにキレたイレヴンによって手伝いに駆り出された。頼みに行ったのはイレヴンに追いやられたリゼルなのだが。その結果、彼は人前に出ない事を条件に裏で黙々と氷を削っていた。


そんなジルが条件を飲むまでの変化が、良く分かる台詞ベストスリーがある。






『あ？　知らねぇよ、引き受けたなら自分でやれ』


『ですよね、じゃねぇよ。お前のその自信はどっから……おい、包丁握んな、置け』


『これだけしかやんねぇぞ、だから包丁握んなっつうの。いいからお前は得意の接待でもしてろ』


そして彼は実にハイペースで氷を削っては次々と渡してくれた。






「……ジルさん」


「俺って何で二人に料理出来ないって思われてるんでしょう」


やった事がないだけなのにと、そう付け加えられた言葉に全ての解答があるのではとジャッジは思う。器用そうではあるし、何でも無難にこなせそうだとも思うが、しかし何かの拍子にとんでもない事をしそうだというイメージも拭えない。


ただ行儀が良いだけではないからこそ目が離せない魅力となるのだろうが、人に振り回されないジルとイレヴンだからこそ一緒に行動出来るのではと感心してしまう。その二人がリゼルに全く振り回されていないかは別として。


「向いていないって分かったからこそ、ジャッジ君は凄いなって思ったんです」


「う、嬉しい、です」


改めて真正面から褒められ、ジャッジは一瞬だけ二人に抱いた同情を全て忘れて照れくさそうに笑った。






穏やかなティータイムを満喫し、リゼルはジャッジに見送られながら店を出た。


紅茶はまだ余っている。最初にジャッジに淹れて貰ったのは、大変喜ばしいが少し失敗だったかもしれない。今後自分で淹れた時に物足りなさを感じてしまいそうだ。


そんな事を考えながら歩いていると、ふいに後ろから声を掛けられた。


「リゼル君」


「ヒスイさん。よく会いますね」


「冒険者の行動範囲なんて似たようなものだからね」


艶やかな翡翠色の髪が近付いて来るのを、足を止めて待つ。


ヒスイの手にはプレゼントらしき箱が大事そうに抱えられていた。恐らく中心街の店のものだろう。高級感の漂うデザインは、冒険者の格好をしている彼から少し浮いている。


「お祝いですか？」


「そう。……僕、祝うような事があるって君に言った？」


何も言わず微笑めば、末恐ろしいＣランクだとヒスイが肩を竦める。


二人は通りの端によって向き合った。横を通り過ぎる人々が、ちらりちらりと視線を寄越す。


「馬車の時は鎌かけかと思ったけど、バレてるんだ？」


「すみません、探るつもりはなかったんですけど」


「だろうね」


あっさりと頷いた彼に、リゼルは可笑しそうに笑った。


ヒスイの肯定は信頼からではなく、探る理由もないという理由からだ。つまり会話の中で気付いたのだと判断された。事実ではあるが、Ｓランク冒険者に随分と高く評価して貰っているようだ。


「御成婚のお祝いですよね」


「そう、うちのリーダーと姉さんのね。いつ気付いたの？」


「パーティーで見た時に、何となくそういう関係だなと。ヒスイさんがギルドの弱みに興味があるようだったので、それが決め手でした」


何故ギルドの弱みが、彼らの結婚と関係するのか。それは冒険者ギルドにとって、Ｓランク冒険者というのが貴重な人材だからに他ならない。


その数は国に一組いれば良い方で、増やそうと思って増やせるものでもない。Ｓランク冒険者しか達成できない依頼など滅多に無いが、彼らを求めるのは容易にお断り出来ない相手でもある。


「Ａランク以上になると、退会にギルド長の許可が必要なんですっけ」


「決まりではね。破った所でペナルティも無いけど」


そこで「知るか辞める！」とならない辺りが流石のＳランクだ。


結婚を機に引退を決め、今はギルドの説得に精を出しているのだろう。先日〝不可侵の迷宮〟へ向かう馬車の中で会った際、件の二人が居なかったのはその所為か。


「王都のギルド長ってそんなに頑固なんですか？」


「さぁ、見た感じ適当な人なんじゃないの？　ただ、本部の方から逃がすなって言われてるのかもね。Ｓランクの退会を簡単に許可しちゃ立場ないんじゃない？」


適当な人、スタッドから時折聞く話しか知らないが何となく分かる気もする。


ならば、ヒスイのリーダー達がギルドに通っているのはただのポーズという可能性もある。断固として退会を認めないのではなく、必死の説得があったと見せかけて認めざるを得なかったと本部にアピールする為に。


スタッドに聞けば教えてくれるだろうが、そこまで興味があるかと言われればそれ程でもない。自由が代名詞の冒険者も楽ではないなと、そう思いながら微笑む。


「だからギルドの弱みを知りたがったんですよね。彼らを退会させてあげる為に」


特に、残していく者が居るのなら尚の事。好きに引退して、ヒスイ達の立場を悪くしたくはないのだろう。


「十年以上世話になってるんだし、恩返しするのは当然でしょ？」


「その為に俺に接触したんですね」


「そう。弱み知ってるなら教えて貰いたかったし、ギルドに無理を通せるなら頼んで貰おうと思ってた」


やっぱり、そう頷くリゼルをヒスイはじっと見た。利用したかったと明言したというのに、少しも気にしていない。実害がなければ別に良いと、そういう事なのだろう。


話しやすい相手だ、そう思いながら少しだけ湧きおこる悪戯心に唇を吊り上げる。


「一度は君を人質に交渉しようとか思ったんだけどね」


「冒険者ギルドにですか？　俺にその価値は無いと思いますけど」


「もし本当に貴族だったらの話。それにあの絶対零度のお気に入りでしょ？　この国には何度か来てるけど、彼が誰かに懐くなんて考えもしなかった。絶対零度を動かしてギルド長を説得させようと思ったんだけど、無駄な考えだったね」


ヒスイは楽しそうに瞳を細め、笑う。


「馬車の中で、実は一度出来るかどうか試してみたけど全然無理。指先一本動かしただけで、一刀と獣人に殺されそうになったよ」


向けられた視線と、牽制の殺気。Ｓランクになって久しく感じていない死の感覚を正面から浴びせられた。


単純に出来るかどうか気になっただけで、リゼルを害そうという意図が無かったからこそそれだけで済んだのだろう。もし害意があれば馬車の中で首が飛んでいた筈だ。


「ねぇ」


そんな事があったのかと思い返しているリゼルを、ヒスイはやや首を傾げて覗き込んでみせる。


「今だったら出来ると思わない？」


「本気でもないのに、怖い事を言わないでください」


可笑しそうに笑うリゼルに、確かにと姿勢を正した。


手を出したとして良い事など一つも無い。自分と周り全てを犠牲にする愚行だ。それが分からない程に鈍くもなければ、ランクが下だからと舐める程に傲慢でもない。


そもそも人質に、と考えたのは貴族らしき冒険者がいると聞いた時。あの夜、城の広間で全てを支配した姿を見た後で、そんな事を考えられる訳が無いのだから。


「やるやらないじゃなくて、出来る出来ないって話。言ったでしょ？　隙だらけ」


「流石にＳランク相手じゃ太刀打ち出来ませんよ」


隙があろうと、その隙を突けるかどうかは別問題だが。


ヒスイは自然に視線を流す。気配にそれなりに敏い自身ですら、曖昧にしか分からない存在が複数。最初はリゼルが監視対象かと思ったが、どうやら違うようだ


監視というよりは、護衛。今手を出そうものなら、即座に姿を現すだろう。


「（人数くらいは分かるけど）」


一人二人なら人質リゼルを抱えていても捌けるだろうが、恐らく四人。その全員を相手にするのは、Ｓランクでも無謀だろう。人質を人質らしく有効利用する気もないのだから。


「リゼル君って気付いてるの？」


「何がですか？」


「護衛か監視」


「あ、やっぱり付いてるんですね」


頷く姿は心当たりがあるのだと伝えて来る。気付いてはいなかったが、察してはいたのだとも。ならば、とヒスイは気になって問いかけた。


「その誰かが居なかったら今、僕たち何話してたと思う？」


ぱちりと目を瞬かせたリゼルが、けろりと告げる。


「美味しかった紅茶の話でしょうか」


「……君の思考が止まる時ってあるの？　僕の方が確実に強いのに、どう考えても勝てる気がしないんだけど」


「何ですか、それ」


そして可笑しげに笑った相手に、ヒスイは相変わらず不貞腐れたような顔で笑う。太刀打ち出来ないのは此方だと、Ｃランク相手に有り得ない事を考えながら。
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リゼル達パーティの朝食は、基本的に時間帯がバラバラだ。


ただ、依頼や共通の用事があればタイミングは合いやすい。ぎりぎりまで寝ていたいリゼルと、それを起こしたジルが流れで一緒に席につく事が多いからだ。


今日は特にパーティで集まる用もなく、リゼルは一人のんびりと朝食に舌鼓を打っていた。夜に出掛けて帰って来ていないのか、朝早くから出掛けたのかは知らないが、ジルが一日宿に籠る事など滅多にないので彼は既に何処かに出掛けているのだろう。


「貴族さま！」


「貴族さま、おはよぉー」


朝から量の多い朝食に、どうしようかと手を止めた時だ。リゼルも男なので無理矢理食べられない事はないが、きついものはきつい。しかしどうやら何とかなるようだと、幼い声に振り向いた。


そこには、この宿に長期滞在する少女と近所の少年が二人。速足でリゼルへと近付いて来る。手に教本を抱えているのを見る限り、いつもの用事だろう。


「宿題おしえてー。あたしが残りのご飯、たべてあげる！」


「オレも！」


「君達は取引上手ですね」


「えへへー」


照れたように笑った少女は、いそいそとリゼルの隣の椅子へとよじ登った。少年達も本を持ち直して空いた席に座る。食堂で走らないのも、立ったままものを食べないのも、彼らはリゼルに注意されてからきちんと守っていた。


そして母親達が、何故自分の言う事は聞かないのにとプリプリしているのをリゼルは数度目撃している。何だかちょっと申し訳ない。


「おかみさんも、貴族さま食べきれないって分かってんのに」


「いえ、これがギリギリ食べきれる量なんです。きっちり把握されちゃってます」


「じゃあ貴族さま、何でぜんぶ食べないの？」


「お腹いっぱいになると眠くなるでしょう？」


なるほどと頷く子供達に、何とも素直な事だとリゼルは笑った。


本来、残したものを誰かに食べて貰うという発想など持ち得なかったリゼルだが、元々こういった事に嫌悪感を抱くタイプでもない。その柔軟な思考こそが、世界を跨またごうと現状を楽しめる要因なのだろう。


「スプーンの持ち方、折角綺麗になったのに」


「あ、そうだった」


残ったパンをはくはくと美味しそうに食べる子供達を眺め、リゼルが一人の少年に促す。特に文句も無く、素直にグニグニと持ち方を改める姿に褒める様に首を傾げてみせた。少しずつ、確かに改善されていくマナーに母親達は大喜びだ。


幼い少女がパンを千切り、バターナイフを使いこなす姿を見た両親が驚愕の余り無言になった事もある。流石幼くとも女性、美しい仕草の飲み込みが早い。というのは、礼を言いに来た両親へと笑いながら答えたリゼルの談。


「ごちそうさまー」


「ごちそうさまでした！」


「はい、有難うございます。食器を片付けて来るので、勉強の用意をしておいて下さい」


はーい、と素直な返事を聞きながらリゼルはトレーを持ち上げた。


座学の度に、転移魔術を披露して華麗に何処かへと逃げた元教え子とは大違いだ。しみじみと思いながら食器を運べば、「そんな事しなくて良いんだよ、全く」と笑いながら女将が奪っていく。


彼女はさっさとトレーを片付けた上、テキパキと子供達の座る机の上を拭いて去って行く。成程、あれが自分には足りないのかもしれないとリゼルは屋台での失敗を省みた。今度はもっと上手くやろうと決意する彼に、諦める気は微塵も無い。


「貴族さま、あたしのとなり、ここ！」


「光栄です」


ぺしぺしと椅子を叩かれ、促されるままにリゼルは腰掛ける。


「此処に来るって、お母様にきちんと言って来ましたか？」


「すっごい笑顔でおいだされた」


「貴族さまによろしくって言ってた。ほんとは土産もわたしたいっぽいけど、えーと……おそれおおい？　って」


確かに一般の主婦が冒険者に何かを贈るなど想像がつかないが、畏れ多いとは。冒険者らしくなったという意味では確実にない。何故、とリゼルは首を傾げながら差し出された教本を受け取った。


「あ、ちょっと難しくなってますね」


簡単な計算と、それを少しだけ難しくした応用問題。基礎から出ない範囲とはいえ、どうやら一段階上がったレベルに子供達は翻弄されているようだ。


「一通りは自分で頑張りました？」


「やった。最初からきくと貴族さまおしえてくんないんだもん」


「勉強するぞ、って姿勢が大切ですよ」


リゼルは教師ではなく、冒険者だ。ただ楽をしたいだけの子供に付き合う義理も無いので、もし三人が真剣に学ぶ気が無ければ綺麗に流して読書でも始めている。


元教え子に対しても、消える度に探さずに普通に読書を始める生活を一月続けたら、その内逃げなくなった。全力で苦虫を噛み潰したような表情を今でも覚えている。


「はい、貴族さま！」


「「おねがいします！」」


三人共、我先にと頑張った用紙を差し出してくれるのだから教え甲斐があるというものだ。


「んー……うん、頑張りましたね。前よりずっと出来るようになってます」


「ほんと！」


「はい、本当です。じゃあ間違った部分を」


言いかけた時、食堂の外から聞き覚えのない強い声が聞こえた。


「失礼する、宿の者は居るか」


女将がはいはいと返事をしながら玄関へ向かうのを聞きながら、リゼルは何事も無かったかのように子供達と勉強の続きへと戻った。間違えている問題のやり直し。うんうん唸りながらもリゼルの言葉をヒントに立ち向かう姿を眺めていると、ふいに食堂の扉が開く。


「リゼルさん、ちょいと良いかい」


「はい」


なんだか前にも似たような事があった気がする、と思いながらリゼルは立ち上がった。自分達が教えて貰っているのに、と不満そうな声を上げる子供達へと謝り、直ぐに戻るからと苦笑して玄関へ向かう。


そして立ちはだかった数名の男達に、成程と内心で頷いた。体を包む白銀の武具、そこに刻まれた国パルテダールの紋章。国の守護者たる騎士が、正面からリゼルを見据えていた。


心配そうな女将に手を振り、大丈夫だと伝えて業務へと戻らせた。先頭に立つ騎士と向き合う。


「騎士様がこんな所まで、一体どうされました？」


ゆるりと微笑めば、相手は目を見開いて驚愕する。しかし直ぐに平常心を取り戻す姿に、流石に有能だとリゼルは内心賛辞を贈った。


王都の騎士は、大半が生まれながら騎士になる事を決められた存在だ。貴族の次男三男という、家督を継げない者達にとっては騎士こそが最高の名誉。優秀な騎士を輩出したとなれば家名にも箔が付く。


よって幼い頃から行われる教育は、家の名を貶めないよう文武共に厳しい。本人らも決して訓練を怠らず、その努力に裏付けされた実力が国民の信頼を得ていた。


「貴殿が一刀のパーティリーダーという……冒険者で間違いはないか」


「ええ」


やはり再確認された。


「大侵攻の件で聞きたい事がある。城まで同行して頂きたい」


「大侵攻、ですか」


リゼルは後始末を全てシャドウへ丸投げしたが、実はインサイから度々情報が流れて来ている。流石に詳細は書かれていないが、最近ようやく一区切りついたようだ。


一見ただの雑談のような手紙からは、元凶であった支配者は建国祭に乗じてサルスへと引き渡す事になったという報告。そして此方で処分を下したかったという恨みと、外交で色々と便宜を図らせる事に成功したという〝してやったり〟感が全面に滲み出ていた。


つまり王都でもそれらが一段落して、ようやく他に手が回る様になったという事で。


「（どうりで最近、色んな貴族からのお誘いが増えたと思った）」


最優先事項であった隣国との関係回復が済み、商業国はシャドウにより急激に元の状態を取り戻しつつある。ならばその次、上層部が注視するのは、人知を超えるような魔法を用いた絶世の美女たち。


そこで槍玉に上がるのが、彼女達と唯一接点のあった〝一刀のパーティ〟だ。


「どなたからのお誘いでしょうか」


「さる公爵が話を聞きたいとおっしゃっている」


騎士を迎えに来させる辺り、単純に美女目当て、あるいは力目当てという訳ではないだろう。絶大な力を奮った彼女達が、何者なのかを把握しておきたいのか。警戒、危険視、そこまでは行かないだろうが、野放しに出来ないと判断したのかもしれない。


後は、元凶を目にしたリゼル達への口止めだ。公爵とは結構な上層部が動いたものだと、リゼルは申し訳なさそうに微笑んだ。


「大変申し訳ございませんが、辞退致します」


「……理由を聞かせて貰いたい」


断られるとは思っていなかったのだろう。騎士らが一瞬動揺を見せた。


「恐らく、シャドウ伯爵の報告以上の話は出来ません。実のない話で御前を汚す訳にもいきませんので」


「貴殿らの知人、としか書かれていない存在についてもだ」


「だから、それ以上お話する事は出来ないと言っているんです」


やはり目的はエルフか。いや、まさかエルフとは思わず強大な力を持つ魔法使いという認識か。真実を知っていれば比べるべくもないが、同様に優秀な魔法使いである支配者の暴挙に警戒が強まっているのかもしれない。


「どうかお伝え下さい」


促すように、真摯に伝える。


「彼女達は誰の脅威にもなりません。人前に出る事も望んではいません。力を持つ魔法使いだけれど、力を誇示したい訳ではないのだと」


視線を合わせること数秒、向かい合った騎士がゆっくりと頷いた。


良かった、とリゼルも目元を緩ませ、さて子供達も問題を解き終えた頃だろうと踵きびすを返す。暇になって集中力が途切れぬ内に、次に進んだ方が良いだろう。


しかし用件も済んだ筈だしと扉に手をかけたリゼルを、騎士らは引き留める。


「何か？」


「例の魔法使いに関しては伝えよう。だが、大侵攻の話は聞けていない」


「それこそ、伯爵の報告通りですよ」


シャドウの報告に最低限の事は書いてあると、リゼルはレイ越しに把握していた。


つまり要点は報告されている。そこさえ把握できていれば問題ない。リゼル達に関しても、言ってしまえば〝冒険者が大侵攻で頑張ったよ〟で納得出来てしまう事なのだ。


報告されなかった詳細に関しては、それこそ面と向かって話せる事でもない。


「何故それ程同行を拒む」


「お伝えした通りです」


「それにしては頑なが過ぎる」


「実は最近、貴族の方からのお誘いが増えてるんです。今回だけついて行くと、今度から断りにくくなるので」


「冒険者が何故誘いを断る必要がある？」


「誘いに乗る必要もないでしょう。冒険者が全員、大口の依頼人を求める訳ではありません」


騎士の瞳に滲む警戒。それが何故かを知りながら、しかしリゼルは気付かない振りをする。


「貴族さまー、終わったー」


「はい、ちょっと待ってて下さい」


そして、扉の向こうから届く幼い声に返事をしながら真っ直ぐに騎士の瞳を見返した。険しさを宿す瞳が微かに揺れるのを眺め、そして穏やかに微笑む。


「それに今、子供達の勉強を見ている最中なんです」


平然と告げれば、騎士達は信じられない事を聞いたかのように固まった。


実際、彼らには信じられないだろう。国へ、王へ忠誠を誓う者達だ。その招集を蹴る理由が子供の勉強会など、騎士だからこそ俄にわかには信じ難いものがある。


予想外の出来事には弱いようだと可笑しそうに笑みを零し、そしてリゼルは内緒話をするように囁いた。


「大侵攻で都合良く領主様の前に現れた俺が、実は裏で元凶と繋がってたんじゃないかって思いました？」


魔物が強固な城門を突破し、国内に侵入するのを見計らったかのように張られた魔力防壁。あれほどの防壁となると、どれほど優秀な魔法使いだろうと相応の準備が必要だ。


それを用意したのが商業国の有力者ならば、いざという時の備えだと説明がつく。だが関与しているのが冒険者とその知人となると違う。前以って準備していた、つまり元凶の企みを知っていたのではないかと騎士達は警戒していたのだろう。


同行に応じないのは、負い目があるから。そう考えたのか。


「あれを完全な善意とは言いませんし、貴方方の考えも理解は出来るんですが」


何を言おうと完全に疑いが晴れる事はないとリゼルは知っている。疑い始めればきりがなく、騎士達の疑いなど尤もっともだと納得すらしていた。


しかし、と考えるように口元に触れた。まだかなと退屈そうな子供達の為にも問答を長びかせるのは避けたい。こちらから話を切り上げられないなら、向こうに帰って貰わなければ。


「あまり気持ちの良いものではありませんね」


この一言で充分だろう。


貴族出身者らしく、平常を保ちながら言葉の裏に隠された意図を容易に察する騎士達。騎士としての正しい矜持も持つ彼らは、これで何も出来なくなる。


相手の尊厳を傷つけて尚、同行を強制するような不遜な真似が、誇り高い彼らに出来る筈がない。


「失礼した。貴殿を侮辱する意図はないんだ」


「こちらこそ、失礼な口を利いて申し訳ありません」


実際、何も気にしていない。リゼルは直ぐに態度を改め、そしてふと思い出したかのように付け足した。


「二つだけ、上の方にお伝え頂けますか？」


「……何だ？」


「口止めの必要はない、というのと」


元凶の事を言い触らすつもりもなく、関与するつもりもないと。


「指名依頼はギルドを通して伺います、と」


そしてリゼルは、今度こそ振り返らずに食堂へと戻った。


最低限、先方の望む答えは返した。ならば騎士達も成果なしで帰ったのかと咎とがめられる事はないだろう。矜持を利用し、尊重し、そして守ろうとしたリゼルの思惑に気付かぬ面々でもなく、騎士達は今度こそ引き止める事なく女将に一声かけて宿を出て行った。


その姿は来た時と変わらず前を向き、羨望の眼差しを向けられるべき騎士のままだ。


「引き際を知る、有能な方々ですね」


馬車で来たのか、馬の嘶いななきと共に遠ざかっていく車輪の音が聞こえる。


「いまの騎士さま？　すごい、こんな近くではじめて見た！」


「君達は騎士様が好きですか？」


「うん、つよそう！」


「ビシッとしてる！」


「貴族さまは？」


子供たちが我先にと差し出す解答用紙を受け取り、リゼルはゆっくりと椅子へと腰掛けた。


冒険者如き、と言って許される立場だろう。それでも相手を尊重し、礼節を守る彼らは尊敬に値する人格者だ。そこを利用した点については、申し開きもないが。


「格好良いですね」


「でしょ！」


自らが抱く彼らの印象を、子供達が一番理解しやすい言葉で口にする。


オルドルもそんな騎士達の上に立つのだから、レイの言う通り本来は優秀なのだろう。ジルを前にしていない彼の姿を、一度見てみたいものだ。


そしてリゼルは、はしゃぐ子供達へ「良く出来ました」と微笑んだ。






ギルドは今、一触即発の空気に包まれていた。


向かい合う鮮やかな赤と、艶めく翡翠。誰もがその二人に視線を引き寄せられながら、逃げる様にギルドから出て行く。まさかＳランクに喧嘩を売る者がいるとは思わず、それが即行潰される者ならば野次の一つでも飛ばしてみせるが、巻き込まれればただでは済まない人物なのだから。


「お前さァ、うちのリーダーに舐めた真似してくれたって？」


イレヴンが片手でナイフを放っては受け止め、挑発するように哂う。


「ああ、人質とかそういうの？」


それに対し、ヒスイはあっさりと肯定した。


慣れたように放られていたナイフが動きを止め、同時に感じた冷気にも似た殺気。随分と似合わない殺気を纏うものだと内心で首を傾げた彼は、直ぐにその考えが間違っている事に気が付いた。


イレヴンの後ろ。実力者同士の喧嘩に、真っ先に逃亡しようとしたギルド職員を椅子に縛り付けていたスタッドが淡々と此方を見ている。


「（そういえば懐いてるんだっけ）」


まさか絶対零度の通り名を持つ職員が、此処まで他人に入れ込むとは。今でも信じられない。そして薄々感じていたが、向けられた殺気はただのギルド職員とは思えない。


ヒスイは常の様子を崩さず、横目でスタッドを窺いつつも正面のイレヴンから意識を外さなかった。


「へぇ、君がリゼル君に何人かつけてる人？　彼ら、気配消すのやけに上手じゃない？　人数しか分からなかった」


「聞いてねぇよ」


鋭い切っ先を持つナイフが、ヒュッとその掌の中で回る。


まるで視線を誘う様な仕草。しかしヒスイは気付いている。視線を向けたが最後、そのナイフ以外の全ての手段を用いて己は斬りかかられるだろう。


「今はそんな事考えてないし、リゼル君にはちゃんと謝ってきたけど？」


「リーダー何て？」


「〝まだ何もされてませんし、気にしませんよ〟って笑ってた」


「ふぅん……らしいっちゃらしいけど」


イレヴンが諦めたように視線を流した、次の瞬間だ。


ヒスイの眼前にナイフの切っ先が迫った。ノーモーションで投げられたそれを腰に差していた短剣ではらい、直後に鞭むちのように襲い掛かる蹴りを腕で受ける。ミシリ、と軋きしみかけた骨に気を割く事なく、首を狙う剣を反対の手で展開した長弓で止めた。


一瞬の間。両者の視線が交差する。


「ムカつくんだからしょうがねぇと思わねぇ？」


「元々本気で考えたことじゃないよ。そんな馬鹿みたいな、自滅と隣り合わせの計画」


弾けるような金属音と打撃音。目で追えぬ立ち回りの中、いっそ冷静とも言える二人の会話が混じる。


「あの人が許しても俺が許せねぇもんってあんじゃん」


「リゼル君を害そうだなんてもう思ってない。ねぇ、いい加減信じてくれない？」


「だからァ、てめぇがどうしようか関係ねぇんだって」


「憂さ晴らしにしては過激すぎると思うけど」


弓を盾に短剣を振るい、ナイフを投げながら剣を薙ぐ。卓越した技能を持つ二人のやり取りは、見るものが見ればヒスイが押されているのが分かった。


相性が悪い。ヒスイはそう冷静に考えながら、目を抉る様に突かれた剣を避ける。そして剣を振るうように鋭く弓を薙ぎ、距離をとった。


「リーダーを大切に思う気持ちは僕にも分かる。今回は僕が悪い、謝るよ」


微かに眉を寄せたまま、しかし心からの謝罪だった。


素直に謝られてしまえば、興が削がれたのだろう。続けるのも馬鹿らしいと言うように舌打ちを零し、得物を仕舞うイレヴンにヒスイも短剣を下ろす。


元々、両者共に本気ではなかった。リゼルが許したならばイレヴンは納得するしかない。もし本気で殺そうなどと思っていれば、ギルドのど真ん中で喧嘩を売るような真似はしないだろう。


「ギルドの修理代払っといて」


「ほとんど君がナイフで穴開けたんだけど。何、狙ってたの？　ちょっと」


蛇の様にしなる赤い髪がギルドから出て行くのを見送り、ヒスイは元より不貞腐れたような顔を更に強める。こんな事ならば、容赦なく投げられるナイフを避けるのではなく落としておくべきだったと。Ｓランクにもなって冒険者同士の諍い、そしてギルドの片付けと弁償代などと、絶対にリーダーに怒られた上にその他に笑われるだろうとも思いながら。


自業自得だと知ってはいるが、釈然としない思いを抱えながら受付へと近付いた。


「ねぇ、修理代って幾らぐらい」


「そんな事より人質について詳しく話を聞きたいのですが」


まさかギルドを脅す算段をつけていました、などと言える筈がない。


これも狙ったのだとしたら相当性格が悪い。そう内心でボヤきながらヒスイは押し付けるように多めの金額を渡し、流れるような早さでギルドを去って行った。






それは、冒険者ギルドでヒスイとイレヴンが顔を合わせる少し前の事。


ギルドの一室で、ジルはガラの悪い顔を顰めながら煙草を咥える。慣れたように息を吸い、火を点けた。リゼルと出会って以来、意図して本数を減らしているが自身でも意外な程に何も感じない。


だからといって、完全に止めるかと言われれば別だが。止めろと言われない限り、ジルが煙草を手放す事は無いだろう。


「まさか、来て貰えるとは思わなかったな」


「呼んどいて勝手なこと抜かしてんじゃねぇよ」


少しばかり面白そうな相手へ、ジルは煙草を咥えながら答えた。


初対面、というには相手の知名度が高すぎる。だが間違いなく関わったのは初めてだ。ソファに向き合って座るＳランクパーティのリーダーが、落ち着いた様子で手を組んだ。


「で、何の用だ」


年もランクも上の相手に、ジルが物怖じする事はない。そして相手もそれを気にせず、泰然と笑う。


「うちのヒスイが随分と仲良くして貰っているようだ。下手に才能があった所為か、早々にランクアップして少し浮いてしまった子でね……臆しも構えもせず接して貰ったのが嬉しかったのか、最近はよく君のリーダーの話をする」


ジルが彼と向き合っている理由がこれだ。最近リゼルとの関わりが出来たＳランク。そのリーダーでもなければ、スタッドに〝とあるＳランクが別室で待っている〟と聞いても応じはしなかっただろう。


リゼルから一通りの事情は聞いている。彼が結婚を機に冒険者を辞めようとしている事、それをギルド側に引きとめられている事。そして、ヒスイが接触してきた理由も。


「最初に言っておくが、勝手に取引材料にすんじゃねぇぞ」


雑談しに来た訳ではないと、ジルは本題を切り出した。やはりと苦笑を零す男へと向ける瞳は鋭い。


「勿論無断で、というつもりはなかった。だからこそこうして、交渉の場を設けたんだが」


「ギルド側はどうだか知らねぇけどな」


半分以上残った煙草を押し潰しながら皮肉気に告げれば、リーダーの男が難しそうな顔をして腕を組む。


「此処のギルド長は権力に固執しない人だからな。何度か通ってみせれば本部も諦めるだろうと言ってくれたが、色よい返事は来ないようだ」


「本部の許可なんざいらねぇだろうが」


「まぁ、そう言うな。立場と言うものもあるだろう」


Ａランク以上の冒険者の退会に必要なのは、ギルド長の許可のみ。だが、Ｓランクの影響力は一ギルドの長が独断で決定するのは大きすぎるのだろう。


ならば、最初からそう決めておけば良いのにとはイレヴンの談。それに対し、「知るか辞める！」が通用するならギルド長ぐらい身近な方が面倒は少ないのだろうというのがリゼルの談だ。


「曰く、次のＳが育つまで是非との事だが」


「んなもん何年後だよ」


「だろう？　ギルド長もそう言っていた。押し通しても良いが、ヒスイ達はまだ冒険者を続けるからな」


跡を濁さず去りたいものだと、そう苦笑する男に顔を顰める。


「だからって巻き込むんじゃねぇよ」


「ははっ、他に居なかったからな」


Ｓランクが減るというのなら、その分を補充すれば良い。だからこそジルに白羽の矢が立ったのだろう。冒険者最強を囁かれる一刀が上がるなら、空いた穴を埋めるには十分だ。


その為の交渉か、とジルは口元を覆うように二本目の煙草に火を付けた。

            





    
  
  




「Ｂから動かないようだが、Ｓになる予定は？」


「ねぇ」


咥えた煙草を揺らしながら応え、ゆっくりと指に挟んで唇から離す。


「……筈だったが、最近は違ぇな。そのうち上がる」


「その内、というのは？」


「さぁな、もう暫くはかかるだろ」


指の先から立ち昇る煙を見ながら、思い出す。自らを理由に評価を貶めるなと、そう清廉と宣言した姿は揺らぐ事なく脳裏に刻み込まれていた。


それを言うなら、ジル自身もそうだ。自身のランクが低い事で、リゼルの価値を貶めるような事があってはならない。例えそれがギルドランクなどという、他人が定める取るに足らない評価であろうとも。


元々、Ｂで満足かと言われれば肯定は出来ない。リゼルがＳが似合うというのなら、Ｓになるべきなのだ。


「ギルド長は、一刀ならば直ぐにＳへと上がる事が可能だと言っていた」


曖昧な物言いからか、慎重に男が口を開く。


「元々、溜まり溜まっている功績がある。Ａの依頼も問題なくこなしている。Ａに上がれば確実にＳになれるだろうと」


「で？」


「その内と言わず、直ぐにでも上がる事は出来ないだろうか」


手を伸ばして灰皿へと吸殻を押し付けた。


「随分勝手な言い分だな」


「承知の上だ」


誹そしりを受ける事も全て覚悟した強い視線。男は恐らく、今この場で斬られようが自分の所為だと言うのだろう。だがしかし、ジルはその程度で心動くような優しい男ではない。


「俺へのメリットがねぇ」


「直ぐにＳへ上がれるよう取り計ろう」


「デメリットだ」


当たり前のように告げたジルに、男は不思議そうに目を見開いた。確かに、いずれＳランクになれる相手には明確なメリットとは言えないだろう。だが、デメリットとまで言い切るとは思わなかった。


その辺りが先程の〝もう暫くかかる〟に繋がるのだろうか、そう思いながら彼は交渉を続ける。


「金は」


「困ってねぇ」


「だろうな。特級の迷宮品も」


「興味ねぇ」


単独で迷宮の最深層まで潜り、ボスを撃破出来る存在。そんなジルが、他の冒険者に用意出来るもので頷く筈がない。これは無理難題だと頭を抱える男を前に、ジルは交渉決裂とばかりに立ち上がった。


「一つだけ教えてくれないか」


「あ？」


そのまま部屋を出て行こうとするジルに、男が問いかける。


「正解は何だった？」


「俺がＢランクでいる理由以上のもん」


「と、いうと」


ジルが足を止め、顔だけで振り返る。その目は微かに意地の悪そうな、あるいは自嘲に似た笑みを描いて男を一瞥した。


「ある訳ねぇだろ」


扉の向こうに消えた背を見送って部屋に残された男は、一刀も随分と取っ付きやすい男になったようだと一人声を上げて笑った。






「そろそろジルに打診があるかと思ってはいたんですが、今日だったんですか」


「予想してたなら言えよ」


「まさか、リーダーさんが直接来るとは思わなくて」


三人で依頼を受けに行った時にでもスタッドから話があると思ったと、あっさり告げるリゼルにジルは溜息をつく。宿への帰り道、偶然顔を合わせた事もあり、リゼル達三人は折角だからと一緒に夕食をとっていた。


ただ一名、料理に手が伸びない者がいる。精鋭ごしに夕食に誘われて、喜んで向かった先で、何故かお預けを食らっているイレヴンだ。


「……リーダー、腹減ったんスけど」


「待て、ですよ」


微笑まれ、フォークへと伸ばしかけた手を引く。まさか躾られるとはと思うが、心当たりがないでもない。


「こいつ今度は何した」


「ジル達がギルドから出て行った後、だと思います。あちらのリーダーさんを探しに来たヒスイさんと鉢合わせて、盛大に喧嘩を売ったみたいです」


「アイツが悪ィんじゃん！」


「心配してくれるのは嬉しいですが、やり過ぎですよ」


互いに死なないよう遊んだ程度だというのに、何という仕打ち。イレヴンはブツブツ言いながらも、大人しく並べられた料理を前に食欲と戦っていた。


こういう時に限って、いつもは少しずつしか頼まないリゼルが一通りの料理を並べるのだから頂けない。さらに何故自分は怒られてヒスイは許されているのか、その理不尽さも理解が出来ない。


それを察したように、リゼルは少し咎めるようにイレヴンを見た。


「ジルに聞いてみたんです。もしあの場でヒスイさんを害して、彼のパーティに囲まれたら苦戦するんでしょう？」


「ただ殺すだけならそれ程じゃねぇんスけど」


「手段を選べないくらいなら、喧嘩を売るのはいけません」


Ｓランクパーティ全員と真っ向勝負では、流石のイレヴンも厳しいらしい。幾ら互いに本気ではなかったとはいえ、気分屋のイレヴンでは殺し合いになる可能性もゼロでは無いのだからリゼルも戒めるのだ。


「君を心配しているんです、イレヴン」


イレヴンが拗ねたように横を向いた。しかし、自分よりヒスイを優先している訳ではないと分かったのだろう。何も言い返しはしない姿は、照れ隠しでもあるのかもしれない。


大人しくなったイレヴンをジルが呆れたように眺め、そして話の続きを促した。


「で、騎士ってのは」


「こっちは大丈夫でした。きっと、これからも強硬手段は無いと思います」


「……やっぱ腹減ったんスけど」


話し合うリゼル達の隣でポツリと呟くイレヴンが、ようやく食事にありつけたのは三十分も後の事だった。
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それはいつも通りの朝だった。


リゼル達は三人揃ってギルドを訪れ、依頼ボードの前へと立つ。相変わらず一通りの依頼に目を通したリゼルが、隣に立つジルを見上げて問いかけた。


「ジル、何か気になる依頼は？」


「お前の好きにしろ」


いつもの問いに、いつもの返答。いつもならば、この後に「そうですか、どれにしようかな」とリゼルが選び始める。その筈だった。


しかし今日は違った。ぴたりとリゼルが口を閉じ、じっとジルを見る。どうしたのかと怪訝そうなジルと、不思議そうなイレヴンの視線を受けながら彼は少しだけ俯いた。


「ジルはいつもそれです」


「あ？」


何かあったのかと開きかけた口をそのままに、ジルがガラ悪く返す。


「え、ちょ……リーダー？」


あまりにも突如始まった静かな仲違いに、イレヴンは常の余裕を忘れ去ったように狼狽うろたえてリゼルを窺う。恐る恐る覗き込んで来た彼を申し訳なさそうに一瞥し、しかしリゼルは直ぐにジルへと視線を戻した。


その微笑みは少し寂し気で、ジルの眉間の皺がますます深くなる。


「おい」


「もうジルなんて知りません」


リゼルがふいと顔を背け、イレヴンの手首を掴んでギルドの扉へと歩き出した。


盛大に混乱しながらも辛うじて表に出さずに済んでいるイレヴンは、一体どうなっているのかと口元を引き攣らせながら大人しくついて行く。


「この子達を連れて家出します。行きますよ、スタッド君」


「はい」


何故か唐突に呼ばれたスタッドが、躊躇せず受付から立ち上がった。淡々とした無表情のまま、呼ばれるがままに速足でリゼルの元へと歩み寄る。そしてそのままイレヴンの手首を攻撃する事でリゼルと手を離させ、即座に反撃して来る蹴りを同じく蹴りで迎撃していた。


視界に入らぬ攻防に気付かないまま、リゼルはジルを一瞥してギルドから姿を消す。


「………」


一人残されたジルは、顔を顰めたまま深く溜息をついた。


何の遊びだと、ぐしゃりと後頭部を掻き混ぜる。そしてスタッドが同行したのなら何か知っているだろうと、ギルドの受付へ視線を向けた。固まる無数の冒険者達の向こう側、盛大に顔を引き攣らせたギルド職員が歪にジルを向く。


「いえ、あの、リゼル氏、普通に三日前にギルド職員の視察の護衛……スタッドの護衛を受けて、普通に今日行く予定だったんですけど……」


視線を泳がせながら恐る恐る事情を説明する職員に、ジルはリゼルが出て行った扉を見た。


「三日前からこんなアホなこと考えてたのか、アイツ」


「け、結構お茶目っすよね……あは、あはは……」


リゼルが本気で言った訳ではない事ぐらい、最初から理解している。


別行動をとるなら、特に危険がある依頼でも無いのだろう。ギルドの視察ならば、近くの村にでも行って帰ってくるだけ。数日で戻って来る筈だ。


イレヴンとスタッドが一緒なら、わざわざ面倒事に巻き込まれにも行かない。不可抗力で巻き込まれようが戦力的に問題はない。ならば好きにすれば良いと、ジルは若干ガラの悪さを増しながら迷宮にでも潜るかとギルドを出て行った。


そして、あまりの展開に固まっていた周囲が盛大な安堵と共に動き出す。普段ならば他所のパーティの仲違いなど気にも留めないが、それがリゼル達のパーティとなると違う。何故か異常に恐ろしい。


「……前までそれが普通だったって分かってっけど、リゼル氏に手綱離されたジル氏とか凄ぇ怖ぇんだけど」


ぽつりと零したギルド職員の言葉こそが、何よりの理由なのだろう。






「マジすっげぇビビったんスけど！」


「本当はジルへのドッキリだったんですけど、当の本人にはバレバレでちょっと不満です」


ギルド所有の馬車の中、ぎゃんぎゃんと文句を言いながらイレヴンが全力で不貞腐れていた。流石に悪い事をしたなとリゼルは申し訳なさそうに謝罪する。


その様子を淡々と眺め、スタッドは隣に腰掛けるリゼルを向いた。


「私も聞いていなかったので驚きました」


「すみません。どうせだから、誰にも知られずにやった方が楽しいかと思って」


優しく頭を撫でる手を満足気に受け入れる姿を鼻で笑ったイレヴンが、ニヤニヤと嘲笑を浮かべた。


「能面の癖して驚いたとかねぇだろ氷人間」


「何も察せず狼狽えていた人間に言われたくありませんエセ余裕面」


イレヴンの足がガンッと床が抜ける勢いで振り下ろされ、潰されそうになった足をスタッドはすかさず避ける。反撃へと転じれば同様に避けられ、二人は互いに見下すように相手を見た。火花どころか落雷する勢いでガンをつけ合っている。


それを微笑ましそうに眺めていたリゼルは、しかし本当に床が抜けては困るとエスカレートしない内に口を挟んだ。


「馬車の中で暴れないように」


「はァい」


「すみませんでした」


四人掛けの小さな馬車は、向かい合えば膝同士が触れそうな程に狭い。しかし、その分軽くて速い。御者もギルド職員であり、専属御者なので慣れた様に馬を操っている。


行先は、王都近くの小さな村。スタッドからの指名依頼により、リゼルは今回の視察に同行していた。


「引き受けて下さって有難うございます」


「当然です、スタッド君にはお世話になってるので」


「俺聞いてねぇけど」


「本当にごめんなさい。今度からはきちんと話しますね」


依頼の事も聞いてないし、少しでも狼狽えた所をスタッドに見られるし、挙句の果てに何故か即行リゼルの隣を取られるしでイレヴンは不貞腐れきっている。


これは慰め待ちだ。リゼルはポーチから一つの棒付き飴あめを取り出し、差し出した。するとにんまりと笑って食らい付くのだから、実はそれほど気にしていないのだろう。


ガリガリと飴を齧る姿はむしろ上機嫌で、どうやら許して貰えたようだとリゼルは微笑んだ。


「私も依頼を受けて貰っているので何も言えませんが、そんなに馬鹿を甘やかすとつけ上がりますよ」


「何とも言えねぇっつっといて言いたい放題だなァ能面野郎」


自分も、と手を差し出すスタッドへ飴を渡してやる。罵倒ばとうし合う程度ならばいつもの事で、手が出ない内はリゼルも止める事は無い。


「ところで、ギルドの視察ってよくあるんですか？」


「視察といっても色々ありますが、外への用向きは度々あります」


ぴたりと言い合いを止め、スタッドがすぐさま解説してくれる。


「冒険者ギルド設立の申請や、冒険者の素行による被害が出たという申し出があれば調査にも行きますし、依頼人に問題がある場合は直接本人の元へと赴きます」


「と云う事は、大抵が冒険者ギルドのない場所ですね」


「はい、今回向かっているのもそうです。ギルドはありませんが規模はそこそこだったかと」


パルテダールには当然、王都、商業国、魔鉱国以外の街や集落が存在する。その三大都市がずば抜けて発展しているだけだ。


迷宮が密集する地域には冒険者向けに発展した村。国の真ん中にある為に郵便ギルドの拠点がある村。規模は小さくとも特色も活気もある村ばかりで、大抵が幾つかの村を一人の領主が纏めている。


「ギルド職員が国の外へと出て職務をこなす場合、最低一組の護衛をつける必要があります。どうせなら貴方と行きたいと思いました」


「光栄です」


喜ばしいと伝えるように目元を緩めるリゼルに、無表情なスタッドの背後にぽんっと花が飛んで見える。初めてリゼルと共に王都の外へと出掛けられて、彼は結構浮かれていた。


「で、今回は？」


一人邪魔なのはいるが。


「今から向かう村の領主が変な言いがかりをつけて依頼料を払ってくれません。その請求に向かいます」


「は？　領主なんざ金持ってんじゃねぇの？」


「持っていても払いたくない人種は何処にでもいるんです考えろ馬鹿。こういった事例では何故か私が行かされる事が多いので、とても面倒ではありますが」


何故かと言われても、実力行使できる人員だからという理由しか考えられない。


スタッドは規格外過ぎるが、何処の冒険者ギルドも一人は荒事に対抗できる職員がいる。商業国の荒事担当はレイラだ。タチの悪い冒険者の顔面を拳で潰した時から、彼女を口説くような男は一人を残して消えた。


「領主様相手なら、ギルド長とかが出るかと思いました」


「商業国や魔鉱国の領主ならそうなるかと。今から顔を合わせる領主は、地位はともかく権力で言えば比べようもなく劣ります。その程度の相手にあの面倒臭がりがわざわざ顔を見せる事はありません」


「ギルド長って仕事してんの？」


「顔役は果たしてるんじゃないですか。上の人間なんて精々、私たちが動きやすいよう周りの機嫌をとってくれれば充分でしょう」


所属する国や街で、冒険者ギルドの立ち位置を確立するのがギルド長の役割だ。憲兵と上手く付き合えれば連携がとれる。国と良い距離感を保てば反感を買う事もない。


憲兵の元締めであるレイと親しく、城で冒険者関連の催しが開かれる程に認められている王都のギルド長は、シャドウと同じく政治的バランス感覚に優れた存在なのだろう。


「勿論、最低限の仕事は食事や睡眠を削ってでもやって貰いますが」


ただ周囲に尊敬されているかどうかが、シャドウとは決定的に違う。


「つうか氷人間って実力行使以外出来そうなイメージねぇんスけど」


「多分、それで問題が無い相手って事なんでしょうね」


「あー、成程」


イレヴンの言葉通り、スタッドに舌戦を得意とするイメージはない。淡々としている所為か冷静沈着な印象に反して、とにかく手も足も出るのが早い。論戦するより凍らせておけというタイプだ。


貴族とはいえピンキリだ。今回用のある領主は、ギルドが委縮する必要のない相手なのだろう。リゼルに慣れるとその線引きが狂いそうだよなと、イレヴンは内心呟いた。


「で、どんくらいで着く？」


「半日程なので向こうで一泊する予定ですが」


「うっわ、割と遠いじゃん」


「イレヴンも留守番が良かったですか？」


「それはねぇッスけど」


置いていかれるよりは、馬車の中で半日退屈な時間を過ごす方がマシだ。イレヴンは膝に頬杖をつきながら、いきなり訳の分からない展開に巻き込まれた上に置いて行かれたジルを思い出す。今頃迷宮にでも潜っているだろう。


何となくそんな事を考えるイレヴンの前で、リゼルが本を取り出していた。


「酔うッスよ」


「本に関しては酔った事がないので大丈夫です。ジャッジ君の護衛の時に、三日間馬車の中で読んでも平気でしたし」


本に関してはぶれない。


そして紙面に視線を落とすリゼルの隣で、スタッドも肩を寄せるように本を覗き込む。どうやら一緒に読むらしいと本を寄せてやっている姿を見て、イレヴンは眉を寄せながらバンバンと自らの隣を叩いた。


「リーダー、俺寝るから枕んなって。その本そいつに貸しゃあ良いじゃん。別のやつ読んでて良いから」


「馬鹿は黙ってて下さい。寝るなら勝手に寝れば良いじゃないですか図々しい」


殺伐となりつつある馬車内に、リゼルが苦笑しながら本を閉じる。ようは、二人とも暇が潰せれば良いのだろう。


「三人でカードゲームでもしましょうか」


一組のトランプを取り出してみせれば、二人は直ぐに大人しく頷いた。






太陽が頂点を通り過ぎ、暫く経った頃。リゼル達はようやく目的の村へと到着した。


石を積んだ障壁に囲まれた村は、和やかな空気に包まれている。門の前に立つ憲兵達に御者が対応している中、リゼル達はのんびりと窓から外を眺めていた。


「ここにも憲兵の詰め所があるんですね。ここのトップは憲兵総長……まではいかないかな。憲兵長ですか？」


「確かそうだった筈です」


小さな村ならば必要な時に憲兵が派遣されるだけで、普段は自警団を作って自衛する所が大半だ。だが、ある程度の規模になれば憲兵の詰め所が置かれる。門の前に立つ憲兵は、王都で見る彼らと同じ服装をしていた。


「長引くでしょうか」


「まさかァ」


田舎だし、と欠伸を零すイレヴンの言った通り、ギルドの馬車は直ぐに通された。


領主が直接治めているだけあって、村というには栄えている。国と国とを行き交う商人が休憩地点を求めて、農作物を出荷に来た者達で、様々な人々が訪れるのだろう。


「どうしましょう、スタッド君」


窓の外で目が合った子供に微笑みかけ、そしてリゼルはスタッドを向く。


「すぐに領主様の所へ行きますか？　万が一を考えると、今日中に一度話を通しておいた方が良いかもしれません」


「そうですね」


コクリと頷き、スタッドは御者に領主の館へ向かうよう伝えた。


村の中心にある屋敷はそれほど遠くなく、馬車でのんびり走っていても十分程で到着する。馬車が止まって先に降りたスタッドに、イレヴンは指示を仰ぐようにリゼルを見た。


「リーダー、俺達はどうすんの？」


「そうですね。一応、依頼は道中の護衛なんですけど……物騒な話し合いになるなら心配ですし」


「物騒な話し合いになったとしてアイツに助けがいるんスか」


リゼルは思わず笑みを零した。何だかんだで、実力だけは互いに過小評価しない。眼中にない相手に対しては関心も向けない二人なのだから、それも当然なのだろうが。


「折角の護衛なんだし、働きましょう。スタッド君、良いですか？」


「貴方が良いのなら是非お願いします」


「はい、喜んで」


追加の依頼料だとか、ギルドに恩を売ろうだなんて考えはリゼルに無い。それが分かっているからこそスタッドは素直に頷き、同行を願った。後ろに冒険者が控えているのを見れば、多少は交渉も進みやすくなるだろう。そう考えながらも危険があるならリゼルに同行など頼まないのだから、彼は護衛の使い方を間違えている。


そして密かに、御者は安堵していた。スタッド一人を送り込むと、実力行使になる確率が非常に高い。〝死ぬか頷くか選べ〟のような展開になるよりは、平和的な話し合いで終わって欲しいと思うのも当然の事だろう。


その点、リゼルが一緒ならばスタッドも無茶はしない筈だ。具体的に言えば、部屋中を凍らせた上に氷の刃で相手を囲んで脅すような真似は控える。相手に落ち度がなければ、此方が加害者として訴えられたとしてもおかしくない。


「宿の手配をお願いします」


「はい、手配が終わり次第迎えに来ますので」


平和の素晴らしさを再確認しながら、御者は馬車と共に来た道を引き返して行った。






屋敷の応接室で、領主はソファに座りスタッド達を出迎えた。


用件は分かっているだろうに悪びれた様子はない。余程肝が据わっているのか、ただ事態の把握が出来ていないのか。如何にも狸親父、というのが後に屋敷を出てイレヴンが零した感想だ。


「どうぞ、掛けてくれ」


まだ年若いスタッドを見て余裕の表情を浮かべた男は、しかし続いて入室したリゼルに顔を引き攣らせた。


淡々と挨拶と礼を述べ、ソファに座るギルド職員。そして後ろに立つのが問題の穏やかそうな男と、どこか人を舐めたような雰囲気を持つ獣人。領主はその立ち位置に疑問を覚えながら、しきりにリゼルへと視線を投げていた。


「早速ですが本題に入らせて頂いて宜しいでしょうか」


スタッドは僅かに不快感を覚えながら、それを欠片も覗かせない無表情のまま男を見据えた。


「今回の依頼品に関してですが」


「い、いや、少し待ってくれ」


淡々と話を進めようとするスタッドを、領主が慌てて止める。


「今回の件は、王都の監査役まで持ち出す程の事でもあるまい」


「事態を軽んじられるのは甚だ遺憾ですが、そもそも監査役など連れて来てはいません」


だが、と男の視線が再び一点へと固定される。その視線の先、リゼルは自然体で立ったままゆるりと微笑んでみせた。


監査役とは、主に貴族の不正や諍いがあった際に派遣される役職だ。裁きにくい貴種や職種の相手を裁く、特殊な立場を持つ貴族の事を言う。


イレヴンが「あー……」と慣れ切ったように隣を窺い、スタッドが淡々とそれを否定した。


「彼は護衛を頼んだ冒険者ですのでお気になさらず」


「ぼ……」


絶句する男に構わず、スタッドが数枚の書類を取り出した。冷静とマイペースって紙一重、なんて自らを棚に上げるような事を考えながら、リゼルはその様子を眺めている。


「今回貴方が依頼した件について、依頼品を納品したにも拘らず報酬の支払いを拒否した理由を窺いたいのですが」


抑揚のない無感情な声に、領主の意識が引き戻された。机に並べられた依頼用紙には、確かに彼自身が依頼した内容が記されていた。【一角ゴブリンの角が欲しい】というＡランクの依頼で、角一本につき金貨一枚を支払うとされている。


彼はそれらを見下ろし、気を取り直すように大袈裟に肩をすくめて見せた。


「いや何、こちらとしても支払いを拒否したつもりはない」


「それならば結構です、では早速ですが報酬金額を頂いても宜しいでしょうか。スムーズな取引へのご協力有難うございました、今後とも是非ギルドのご利用を」


「待て、ちょ、待……早いよ展開が！」


怒涛の勢いで話を終わらせようとするスタッドに、領主は必死で待ったをかける。なんて無礼なと憤る暇さえ与えられない。これが狙ってやっているのなら凄いが、スタッドは間違いなく素だ。


「他に何か」


「そ、それがだね……納品された品に、傷が入っていたのだよ。それに満額出すというのは公平さに欠けると思ってね」


ちょいっと裾を引かれてリゼルがそちらを見れば、イレヴンが意地の悪そうな笑みを浮かべて正面の壁を指さしていた。領主の後ろ、そこには立派な額に据えられた角が飾られている。


リゼルは見た事がないが、あれこそが一角ゴブリンの角なのだろう。およそ三十センチ程か。確かにその側面には浅い傷が幾つも入っているが、形を損なう程ではない。むしろ、生きた魔物の生々しさを伝えるように独特な迫力を増していた。


満足気に飾られているところを見る限り、全く不満があるようには見えない。やはりただ値切りたいだけなのだろう。


「スタッド君」


リゼルは内緒話をするように背後からスタッドへと顔を寄せ、口元を隠すように手で覆いながら囁いた。


スタッドも気付いたように男の背後へと視線を向け、小さく頷く。間違いなくギルドから領主の男へと納品したものだ。


「成程分かりました」


「分かってくれたか。ならば改めて金額の話し合いを」


納得の言葉を零したスタッドに、男が上機嫌に食いついた。さて幾らに値切ろうかと満足げな男を前に、スタッドは黙々と書類を片付けながら結論を述べる。


「不満がある依頼品は回収し、再度同じ依頼を出します。その際の依頼料は頂きませんのでご安心ください。そして無傷の品を改めて納品致しますので、その際に報酬の支払いを宜しくお願い致します」


領主はぽかんと口を開けていた。


「そこの馬鹿は壁にある角を剥がして持って来なさい」


「パシらせんじゃねぇよ」


スタッドは嫌がらせでも何でもない。やはり素だ。そして悪意しかないイレヴンが面白そうにソファを迂回し、誇らしげに飾られている角へと近付いて行く。


「それでは少々お時間を頂きますが、依頼が達成され次第こちらに品をお運びします。本日はお忙しい中お時間を頂きまして誠に有難うございました」


「ちょっと待ってくれ！」


「まだ何か」


事務的に挨拶を済ませて立ち上がるスタッドに、ようやく領主は声を張り上げた。そして今まさに角に手をかけようとするイレヴンへ、悲鳴を上げるように触るなと叫ぶ。


リゼルは苦笑を零した。何と言えば良いのか。言う事に間違いはなく、しかし相手の思惑を軽々と無視してみせるのがスタッドだ。よほど正当な理由が無ければ、彼から妥協を引き出すのは至難の業だろう。


「よし、落ち着いてくれ。取り敢えずもう一度座って話し合おうじゃないか」


領主がスタッドとイレヴンを牽制するように両手で制し、訴える。


「話し合いは既に済んだかと思いますが」


「いや、全然まだだが」


淡々と座り直すスタッドは傍目には無感情でしかない。しかしリゼルには少し苛立ち始めているように見えた。その背を見下ろし、やや考える。


「今のが最善案かと思いますが」


「いや、そう手間を掛けて貰わずとも良い。この場で、傷が入ったなりの金額を渡せば済む話じゃないか？」


「依頼の条件では、著しく状態を損なった場合のみ不可としか窺っていませんので報酬の変更は難しいかと」


「とはいえ、まさか傷の入ったものを渡されるとは思わないだろう」


話し合うスタッドの背を、リゼルはトンッと指先で叩いた。男の話など関係がないとばかりに振り返った群青の瞳を見下ろし、にこりと微笑む。


「差し挟んでも？」


スタッドが頷くのを確認し、そして領主である男を見る。押されるように頷いた男へと礼を述べた。


そして机へと再度並べられた依頼用紙を見下ろし、領主へと視線を合わせる。


「成獣の角を御所望との事ですが、傷が公平さに欠ける要因にはなり得ないかと」


「ど、どういう……」


「成獣の一角ゴブリンの生態に、角をぶつけ合って群れのリーダーを決める習性があります。極論ですが、むしろ傷がなければ角の価値など大したものではないんです」


唖然と此方を見る男へ、リゼルは穏やかさを崩さずに告げる。


「角の傷は、歴戦の覇者の証なんですから」


強者であればある程、戦いを挑まれる。角に傷が増えていく。それだけ勝ち残った証であり、戦いを挑まんとする闘争心のある勇敢な個体の証なのだから。


逆に言えば、傷がない角を持つゴブリンなど誰にも勝負を挑まれぬ弱者であり、勝負を仕掛ける根性もない臆病者だ。そんなゴブリンの角を飾って何を誇れるというのか。


「貴方のおっしゃる事も尤もです。著しい破損のある角は敗者の証。あるいは、歴戦の末に膝を折った古い王者のものかもしれませんが……趣があるとはいえ、冒険者に仕留めさせるには少々味気ない」


「そう、そうだとも」


「意識せずとも価値あるものに恵まれてしまうのは、コレクターの性なんでしょうね」


「いやいや、それ程でもないが」


優しく差し伸べるような声も、少し揶揄うような言葉も、領主の自尊心を満たすには十分だったのだろう。高貴な存在に同意を示され、何より手に入れた角が価値あるものだと説かれた彼は、機嫌良く鷹揚おうように頷いた。


「成程、成程……確かにその通りだ」


領主は今度こそ報酬を出し渋る事なく、早くしろとばかりに促すスタッドの言葉に、使用人へと準備するよう声をかけている。


「雑ァ魚」


小さく嘲ったイレヴンの声が、領主の満足気な笑い声に掻き消されたのは幸運だっただろう。


「それではこれで失礼致します。冒険者ギルドのまたのご利用をお待ちしております」


報酬を受け取り、もはや用は無いとスタッドが立ち上がる。


領主から「もう少し居たらどうだ」と声がかかるが、三人は謹んで遠慮した。ようは、自慢の魔物素材を見せてやるぞという事だ。コレクターの自慢話は長い。


そして三人が消えた応接室。そこには一角ゴブリンの角を鼻歌交じりに眺める男の姿があった。






スタッドは宿に拘らない。ボロ小屋だろうと何だろうと文句を言わずに泊まる。


だがリゼルが同行している今回に関しては、そんな考えなど何処かに放り投げていた。当然、心得たように御者であるギルド職員が準備していたのも村一番の宿だ。部屋は小奇麗で、そこそこ広い。


その宿の一室で、リゼル達は腰を落ち着けていた。御者は一緒じゃないのかとリゼルは不思議そうだが、本人の切実な希望があったので別室だ。


「貴方のお陰で助かりました」


「いいえ。俺が口を出さなくても、スタッド君なら何とでも出来たでしょう」


「あれ程スムーズには行かなかったと思います」


ソファに腰掛けているリゼルは、足元でオットマンを椅子代わりに座っているスタッドを見下ろしていた。シャワー上がりで濡れた髪を丁寧に拭いてやる。気持ち良さそうに微かに瞳を細めている姿に微笑み、やや乱れた髪を手で梳いた。


「余計な真似だと、分かってはいたんです」


あの領主相手なら、強硬手段をとる一歩手前で報酬を回収出来た筈だ。


スタッドが少し苛立っていたのと、イレヴンが飽きてきていたのとで口を挟んだが、どちらかと言わずとも要らない手出しだっただろう。


「あまり、君の仕事に口を挟むのは良くないとも思っていたんですけど」


「そんな」


ふっと上を向きかけた顔を、リゼルは再びタオルで髪を包む事で抑えた。


懐かしいものだ、と笑みが零れる。まだ幼さの残る元教え子の髪も、度々こうして乾かしてやる事があった。


「あのまま話していてもスタッド君のプラスにはならない相手だったので、つい」


白いタオルに映える色の髪を、挟むように水気を拭っていく。


その言葉はつまり、どれほど苦戦しようと成長に繋がるのなら放置したという事。それを正しく受け止めたスタッドの無表情から、ぽんっと花が飛び出したように見えるのは、それを嬉しく思っているからに他ならない。


「はい、おしまいです」


離れて行くタオルに、スタッドは今度こそリゼルを見上げた。向けられた柔らかな微笑みは、期待に応えている限り失う事がないのだろうと心に刻む。


「リーダー、次……おい何当然な顔して頭拭いて貰ってんだコラ」


その時、順番にシャワーを終えたイレヴンが部屋へと帰って来た。


「貴方よりガキです羨ましいでしょう」


「開き直んじゃねぇよガキ臭ぇ。ガーキガキガキー」


「馬鹿よりマシですくたばれ」


「テメェがくたばれ」


年齢不詳は色々な使い方が出来るなぁと、面白そうに笑いながらリゼルはタオルをスタッドへと渡した。最後に手櫛てぐしで軽く整えてやり、ご満悦なスタッドが更にイレヴンを煽るのを見ながら立ち上がる。


「俺も行ってきますね」


「行ってらっしゃーい」


けろりと笑って手を振るイレヴンと、無言でじっと見送ってくれるスタッドを置いて部屋を出る。二人には口喧嘩の範疇はんちゅうで収めることと言ってあるし、帰って来たら部屋が壊滅状態なんて事はないだろう。多少手は出てもじゃれあい程度で済むはずだ。


実際は認識出来ない範囲で手も足も出ているのだが、リゼルは気付かない。何となく、何かしらしてそうな雰囲気は感じてはいるが。


「………」


「………」


パタンと部屋の扉が閉まり、リゼルの姿が消えた部屋。数秒そのまま待ったイレヴンとスタッドが何処からともなく手にした得物を振りかぶった。


直後、ガチャリと扉の開く音がする。


「失敗です、ポーチを忘れました」


「リーダーそれ何も持ってねぇじゃん」


「気付けば此方から持って行ったんですが」


「大丈夫ですよ、有難うございます」


ソファで書類の整理を始めているスタッドと、ベッドに座って長い髪を拭っているイレヴンに、どうやら口喧嘩で済んでいるようだと微笑んだリゼルが部屋を出て行く。


その一秒後には二人が再び得物を構えて無音の攻防を繰り広げ始めた事を、のんびりと宿の廊下を歩くリゼルは知らない。
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早朝、一番に目が覚めたのは言うまでもなくスタッドだった。


上体を起こし、隣のベッドを見る。二人の諍いにより真ん中のベッドを余儀なくされたリゼルが起きる様子は全くない。以前一緒に寝た際も起きるのがゆっくりだったので、暫くは目を覚まさないだろう。


「…………」


そんな事を思いながらベッドから降り、寝ているリゼルの傍らで膝をつく。


此方を向いた寝顔は穏やかで、スタッドはじっと何かを考えてから毛布からはみ出る手に触れた。静かに持ち上げ、自らの頭に乗せる。数秒後、ゆっくりぽんぽんと頭を撫でた指先は完全に寝ながらの行動だったのだろう。


「ごゆっくりお休み下さい」


例え至近距離だろうと、聞こえるか聞こえないか。それ程に微かな声で囁いて、スタッドは持ち上げていた腕を毛布の中へとそっと戻した。


出発するなら早い方が良いが、急がなければならない理由もない。交渉もすんなりと終わったものだから時間の余裕もある。スタッドは脳内で何時までリゼルを寝かせられるか考えながら立ち上がり、ギルドの制服へと腕を通した。


今頃は、御者であるギルド職員も出発の準備を進めているだろうか。出発予定を聞いて来ようと静かに部屋を出る。






「（……早ぇ、ジジイかよ）」


そんなスタッドに、慣れない気配に目が覚めたイレヴンは内心で毒づいた。眠い。


リゼルへと宛てた言葉も、寝かせておこうという気遣いも気に入らない。リゼルがゆっくり寝られるに越した事はないが、やはり気に入らないものは気に入らない。そんな時は寝るに限ると、彼は毛布を頭まで被って二度寝した。






朝日が山間から完全に姿を現した頃、リゼルはゆるりと瞼まぶたを開いた。自主的に早起きしなければと昨晩は早めに寝たし、寝過ごしたという事は無いだろうとぼんやりと思う。


寝起きが良いとは言えないものの、一度起きようと決めれば二度寝はしない。リゼルはとろりと少し目元を緩めながら身を起こす。ゆっくりと息を吸い、吐いた。


そして髪を耳にかけながら、ふと視界の隅で動いた姿へと視線を向ける。


「おはようございます、スタッド君」


「おはようございます」


ソファに座ってじっと此方を見ていたスタッドへ、相変わらず早起きだなと笑みを浮かべる。


「出発はいつですか？」


「貴方の支度が終わり次第で構いません」


「もしかして、待たせてしまったでしょうか」


「そんな事は決してありませんのでご安心を」


普段ならば、やる事がないならさっさと帰るとばかりに御者をせっつくスタッドを、当然リゼルは知る由もない。ただ気を遣わせてしまったか、とは思う。王都へ帰るには半日、出発は早いに越した事はないだろう。


「イレヴン、朝ですよ」


「んぁ」


未だ毛布に包まって寝ているイレヴンへと声をかける。もぞりと動いた毛布に苦笑し、僅かに見える頭のてっぺんを指でつついた。ごそごそと眠そうな顔が隙間から覗く。


リゼルは目元を覆っている前髪を除けてやり、うとうとと閉じられようとする瞼を引き留めるように優しく肩を揺らした。薄らと開かれた艶めく珊瑚色がリゼルを映す。


「もうちょい……」


「駄目です。スタッド君も早く帰らなきゃ駄目でしょうし」


伸ばした手はイレヴンによって掴まり、鱗を押しつけるように頬を寄せられた。


そのまま手の平に懐く姿に、他に人が居る場で甘えて来るとは珍しい事だとその指先で鱗をなぞる。どうやら、挑発目的で見せつけるのは〝有り〟のようだ。


「イレヴン」


ぺちりと頬を叩いてみせれば、笑みを浮かべたのだろう感触が掌に伝わった。


「はい、起きて」


「はぁーい」


しなやかな体をぐっと伸ばし、イレヴンが起き上がる。リゼルも取り敢えず着替えようと装備に手をかけ、身支度を整えた。


「朝食、スタッド君はもうとりましたか？」


「いえ、貴方と一緒に食べたいと思っていたのでまだです」


「すみません、待たせちゃいましたね」


「構いません」


ふるりと首を振るスタッドに、さてどうしようかと考える。


直ぐ出発するようなら、馬車の中で朝食でも良い。だが本当に急いでいるなら、スタッドはそう言うだろう。少しだけ、村を見て回りたい気もするが。


「別にゆっくりすりゃ良いじゃん」


髪の毛を結びながら、イレヴンが欠伸まじりの声で言う。


「リーダーどっかブラつく？」


「良いんですか？」


「馬鹿に同意するのは癪ですが、確かに今日中に帰れれば充分です。貴方が寄りたい所があるのなら寄って頂いても構いません」


その言葉に気遣いも嘘もなく、なら良いかとリゼルも頷いた。


「じゃあ朝食をとってから、少しだけお土産を探しても良いですか？」


「何、ニィサンに土産でも買うんスか」


「ええ、出掛けにちょっと仕掛けちゃったので。お詫びに、と思って」


三人で部屋を出る。朝食は出ない宿なので、何処か食べられる場所を探さなければならない。とはいえ昨晩、リゼル達が寝た後に外をブラついたイレヴンが、良い店を見つけたと言うので迷わず目的地を決めた。


「リーダー最近、ドロッドロの人間関係の本とか読んだ？」


「よく分かりましたね。あまり読まないジャンルですけど、作家が好きなので」


穏やかに微笑むリゼルは、若干えげつない仕掛けを施した張本人には見えない。


分からない筈がないとイレヴンは口元を引き攣らせ、そしてスタッドはその被害にあったジルなどどうでも良いとばかりに何を食べようかとリゼルと話し始めた。






新鮮野菜のサラダ、表面がカリカリのライ麦パンに、チーズと果物。


美味しい食事に満足した三人は、さて土産を探そうと村の中をふらふら歩いていた。商人達の中継地点でもあるこの村には、折角だから稼ごうかと露店を広げる者達がいる。普段は見られない珍しい品物に目を輝かせる子供達や、王都から運ばれる流行りの服を喜々として眺める少女達を横目に通りを進んだ。


貴族っぽい男とギルド職員、派手な冒険者の組み合わせは全く噛み合わず、好奇の視線を集めているが三人は気にせず周りを見回す。

            





    
  
  




「ニィサンに何買うんスか」


朝食の直後だというのに、早速積まれた果物へと手を伸ばしているイレヴンが、すれ違い様に店主へ銅貨を投げ渡しながら問いかける。


「折角だし村の特産品とか……あ、ジルって肉とか好きだし」


「生肉は土産に向かないと思いますが」


「やっぱりですか？」


土産だと判断して貰えるかも怪しい。


差し出された時の反応を見てみたい気もするが、とイレヴンはニヤニヤと笑いながら果物へと齧りついた。ジルの事なので、リゼルから渡されれば呆れながらも受け取るだろうが滅茶苦茶嫌そうな顔をしそうだ。


「なら、剣かお酒でしょうか」


「剣が土産かは置いといて、ニィサンって剣とか好きなんスか」


「いつも同じ剣しか使っていない気がしますが」


「いえ、何本か良いやつストックしてますよ。性能重視の剣ばかりで、何かにこだわって選んではいるみたいです」


その何かは、剣に詳しくないリゼルには分からない。ただ、飾りとしての剣の価値に興味を持った所は見た事がないので、自分が使う前提で選んではいるのだろう。


「へぇ、今度見せてもらお」


一刀が保有する剣、間違いなく最上級の迷宮品だ。使う用途で持っているなら関係はないが、売れば一財産築けるようなものばかりだろう。同じく剣を使い、そして彼自身も並々ならぬこだわりを持つイレヴンは気になったようだ。


「スタッド君は剣とかって分かりますか？」


「いえ全く。喉笛が掻き斬れるなら何でも良い派です」


「ですよね、斬れれば良いんじゃないかって思っちゃいます」


「その切れ味の問題なんスよ。これで決めるって時に感触グズッグズとかさァ」


そんな若干恐い事を話をしながら、リゼル達は見かけた酒場へと足を踏み入れた。


果たして土産かという問題は置いておくとしても、こだわりのある人間に下手なものは渡せない。酒ならジルは割と何でも飲むので、一番無難だろう。


今の時間帯は食事処として営業しているのか、酒場には何組かが座って食事をとっていた。冒険者らしき姿もあり、彼らはスタッドを目にして思い切り酒を噴き出している。


「思ったよりたくさん種類がありますね」


「こういうトコは意外と馬鹿に出来ねぇんスよ」


壁にズラリと並ぶ酒瓶。眺めていれば、慣れたように食事を運んでいた少女がパタパタと近付いて来た。


「いらっしゃいませ！　お食事です……か……」


振り返ったリゼルに、元気な声が徐々に途切れて行く。


酒場の娘である彼女は、村から出た事など一度もない。領主だって時々しか見ない。しかし目の前の存在が、彼女の知る誰とも違うのは分かる。それが何故かは、少女には分からなかったが。


「お店の方ですか？」


「は、はい！」


初めての感覚に狼狽えながらも、優しく微笑まれて少女の肩の力が抜ける。


「お食事でしたら、席にご案内します」


「いえ、友人への土産にお酒と思って。此方は、販売もやっていますか？」


「はい、えっと、どちらをお求めでしょうか？」


どちらを、の言葉にリゼルは改めて大量の酒瓶を見た。


飲めないのだから当然、酒の種類など詳しくない。知識としては幾らか持ってはいるものの、こういう時にはあまり役に立たなかった。


「辛口が好き、としか……どれが良いでしょう。ワインも開けてたし、エールも地酒も飲んでましたよね」


「あー……確かに、酒に関しちゃ節操ねぇかも」


「先程おっしゃっていた通り特産品の中から選んでは如何でしょうか」


「そうしましょうか。どれが美味しそうですか？」


あれこれ話し合う三人の後ろ、何故か少女が憧れの視線をリゼル達へと向けている。


それは彼らが、彼女の想像する王都の人のイメージにぴたりと当て嵌まったからだ。がさつさの欠片も無くて、しゅっとスマートで、余裕のある態度には嫌味がない。並んだ立ち姿すら釣り合って、何とも雰囲気がある。


「度が強ければ美味しいとか、そういうのって」


「無いです」


「無ぇなァ」


そいつら割としょうもないこと話してるぞと、少女の輝く瞳に気付いた冒険者は内心で突っ込んだ。しかし夢を壊さない程度の配慮は出来る。口には出さない。


「この中で一番人気なのって………ん、どうしました？」


ふいに振り返ったリゼルが、少女の視線に気付いて小さく首を傾けた。


仕草一つとっても品があり、絶対に王都の人だと感嘆の息を吐いた少女だったが、直ぐにハッと意識を取り戻す。背後からの視線に気付いていながら流していたイレヴン達も、リゼルと共にようやく少女を見た。


「いえ、その……皆さん、王都の人なんですよね？」


三対の視線に少女は視線を泳がせながら頬を染め、持っていたお盆で口元を隠す。


「田舎臭さが全然なくて、憧れちゃうなぁって……す、すみません、不躾でしたよね⁉」


「いいえ、褒めて頂いてるんですよね。有難うございます」


変な意味はないのだと懸命に主張し、彼女は意を決したように口を開いた。


「王都にいる人って皆そんな風に、えっと……スタイリッシュなんでしょうか！」


「（スタイリッシュ……？）」


「（スタイリッシュ）」


イレヴンとスタッドが真顔になっている。言葉のチョイスが何だかおかしい。


「そんな、俺なんて他の方と比べるとまだまだですよ」


そして無茶言うな、と席についている冒険者が無言でリゼルを見た。


王都在住のハードルを上げないで頂きたい。そう思わずにはいられない。


「そ、そうなんですね。やっぱり憧れちゃうなぁ……」


「王都に来るご予定は？」


「いつか、絶対行きたいなとは思ってるんですけど」


期待に胸を膨らませる少女は、照れくさそうにそう告げた。


そして和やかに会話をする二人を見て、これで良いのかとイレヴン達は思わずにはいられない。果たして少女に現実を突き付けないで良いのか。リゼル以上の存在に溢れていると誤解したままで良いのか。


二人は、リゼルの発言に何の悪気も無い事を知っている。恐らくリゼルの言う〝まだまだ〟は、王都に住む人々に比べて値切りも下手だし、商売も上手くないしという意味なのだろう。リゼルが尊敬する王都の住人像と、少女が憧れる住人像との間に決定的な差があるからこその悲劇。誰にも罪はない。


イレヴンとスタッドは嫌々ながらチラリと視線を合わせ、示し合わせたように口を挟む。


「そろそろ出発の時間が近いです。一刀への土産を選んでしまいませんか」


「一番人気と、一番度が高いのとかで良いんじゃねッスか」


全力で話を終わらせに走った。少女が都会に出て何を思おうと関係ないが、リゼルが意図せず嘘つきになる事態は避けたい。


「あ、じゃあそうしましょう。お願いして良いですか？」


「は、はいっ」


出発の時間があるなら大変だと、少女がカウンターの中へと駆けていく。土産だと伝えてあるので、箱に入れるか簡単に包んでくれるだろう。


「今回はラッピングに拘らねぇの？」


「だってジルって、絶対に嫌がるし破くじゃないですか」


「一刀が丁寧に包装を剥がしていても心底気持ちが悪いですが」


リゼルは嫌がられると分かっていて、わざわざ包装に気合を入れる事はない。


ちなみにスタッドは普段ならば容赦なく破るが、リゼルからの贈り物に関しては丁寧に開ける。リゼルはそれを察しているし、だからこそ手間を欠かす事なく好意に応える。


「てめぇが綺麗に開けんのも気持ち悪ィけど」


「その言葉そのまま目の前の馬鹿に返します。ああ包装された贈り物された事ないんですねザマァ」


「隣にいるから包装する手間いらねぇんだよ黙ってギルド籠ってろ負け犬ザマァ」


声を荒げる事なく行き交う罵詈雑言に挟まれながら、ひぇぇと震える少女によって手渡されたジルへの土産に、リゼルは微笑んで礼を告げた。






帰宅の途についたリゼル達を待つのは、再びの馬車旅だ。


進行方向を向いて座ったリゼルの隣には、相変わらずスタッドが居る。護衛の名目を用い、隣じゃなければと言い切った彼により行きと変わらぬ並び順となった。イレヴンは勿論不貞腐れている。


「帰りも順調ですね」


「恐らく半分程度は進んだかと」


開いていた本から顔を上げ、リゼルは窓の向こうを覗き込んだ。隣でその本を覗き込んでいたスタッドも、日の高さから道程を探る。


「リーダーも飲む？」


「頂きます」


イレヴンにより差し出されたガラス瓶入りの水を有難く受け取り、一口飲んだ。


「このまま行けば夕方までには王都に到着すると思います」


「それは良かった」


瓶をスタッドに差し出してみれば、首を振られた。それをイレヴンへ返し、頬に落ちた髪を耳へとかけながら再び本へと視線を落とす。


寸前、目の前に座るイレヴンの手が剣へとかかるのが見えた。反射的に本を閉じる。


「このまま順調に行けば、ですが」


呟いたスタッドの手によりリゼルの体が前へと倒される。待っていたかのようにイレヴンに引き寄せられ、首筋に添えられた手で頭を下げろと言わんばかりに抱え込まれた。


「おい御者仕事しろ、真後ろ！」


剣を抜いた手で背後の壁に叩きつけ、好戦的な笑みを浮かべたイレヴンが叫んだ。


直後、バキッと激しい破壊音。先程までリゼルの頭があった場所を外から槍が貫いた。壁を貫き、しかし勢いの衰えぬそれをイレヴンが剣で弾いた時だ。


予想外と言える程に容易く槍が砕け、中から勢いよく白い煙が広がる。スタッドが咄嗟に御者席へと繋がる窓を氷で塞ぎ、イレヴンがリゼルの口を塞いだ。


「ん」


「眠り薬、リーダー息止めてて」


リゼルが小さく頷き、煙を確認した時から組み上げていた魔法を展開する。馬車の中を風が吹き荒れた。それは白い煙を馬車の外へと押し出し、三人の視界をクリアにする。


そして、リゼルはゆっくりと息を吐いた。銃を発現。自らへと向ける。躊躇わずに引き金を引けば、連続する銃撃は体を倒したリゼルの頭上を通過し、背後の壁を貫いた。


激しい銃撃音が車内に響く。何発目だろうか。野太い悲鳴と馬の嘶きが聞こえ、リゼルはようやく攻撃の手を止めた。


「大胆な事するようになったッスね」


「君達の教育の賜物ですよ」


愉快気に声を上げて笑うイレヴンに、リゼルも体を起こしながらにこりと笑う。


襲撃からわずか数秒。取られた先手をリゼル達は容易に取り返した。


「噂の銃使いは貴方だったんですね」


床に落ちた本を拾い上げてポーチへと仕舞いながら、リゼルはじっと此方を見るスタッドに目を瞬かせる。確かに、そういう噂が流れているというのはヒスイから聞いていた。


そういえば知らなかったかと頷き、唯一銃を見せたもう一人の年下を思い出す。


「ジャッジ君から聞いてなかったですか？」


「あれは商人だけあって口が堅いんです。愚図は愚図なりに貴方が不利にならないよう考えているんでしょう」


成程、と頷いてリゼルは銃を操作した。庇ってくれた二人に礼を告げ、銃を目で追うスタッドの前でくるりと一度回してみせる。スピードを上げた馬車は、ガラガラと酷く揺れていた。


「随分と慣れてますね。盗賊でしょうか」


「それにしちゃお綺麗っつうの？　初撃失敗してカウンター食らっときながら諦めねぇとか、引き際知らねぇ雑魚としか……おい、もっとスピード上がんねぇの。馬やられっと面倒なんだけど！」


「限界です！」


「流石イレヴン、説得力が違います」


国を脅かす一大盗賊団の元首領。盗賊など大抵は何度か襲撃を繰り返せば直ぐに捕まるというのに、流石は同じ縄張りで無数の略奪を行って来ただけある。


引き際を知らないのか、引きたくない程この馬車に執着があるのか。ギルドの紋様が入った小さな馬車に、金目の物など積んでいる訳がないだろうに。


「あー、やっぱ追い付かれるわ。まぁ、馬車と馬じゃ当たり前だけど」


「馬車を止めたら思う壺でしょうね。このまま迎撃しましょう」


近付いて来る蹄ひづめの音。常と変わらぬ空気の車内とは逆に、御者はもはや半泣きだ。必死に馬を走らせているものの機動力の違いには敵わず、並走するように馬車を囲まれつつある。


リゼルは思考を中断し、示し合わせるようにイレブンを見た。


「俺が銃で狙うので、援護をお願いします」


「りょーかい」


しかし立ち上がりかけたリゼルを止める存在があった。


「危ないので中に居て下さい、私が出ます」


「スタッド君、一応俺たちが護衛なので」


「大丈夫です」


代わりに立ち上がり、扉へ手をかけたスタッドだ。まさかの護衛拒否である。


スタッドは揺れる車内でふらつきもせず、微かに開いた扉の隙間から馬車の上へと姿を消した。流石の身のこなしに感心したように見入ってしまったが、これで良いのだろうか。


「どうしましょう、イレヴン」


「本人が良いっつってんなら良いんじゃねッスか」


基本的に自由な年下達は、唯一人が無事なら外聞など気にもしない。


リゼルは少し考え、一応銃を出しっ放しにしたまま状況を見守る事にした。スタッドが嫌がるなら手を出す訳にもいかない。そもそも彼の実力を思うと、援護も余計な手出しだろう。


「じゃあ、任せちゃいましょうか」


「リーダーは一人潰しているし、充分。それよりこっち、俺の隣。そっち危ねぇから」


イレヴンは背後にある御者席への窓の氷を叩き割りながら、リゼルを呼び寄せた。






スタッドは音も無く馬車の屋根へと降り、真っ直ぐに立ち上がる。


下からリゼルの声が聞こえたが、何を気にする事があるのかと思った。今も自身が好きなように動いているだけであって、彼には何の責任も無いというのに。


パキパキとスタッドの足元が凍り付いて行く。淡々とした冷たい表情が現実に影響を及ぼしたかのようだ。それは足を馬車の屋根へと固定し、同時に彼の心情を表す。


馬を走らせ、此方を見上げるならず者達を見下ろした。


「ッてめぇギルド職員だな！　わざわざ顔を出してくれるたぁ好都合だ、俺達の狙いは冒険者ギルドだからなァ！」


「黙りなさい」


その程度の目的で、誰に手を出したのか思い知るべきだ。比べようもない至上の存在を巻き込んだ罪を、自覚すべきだ。馬上から射られる矢を氷の刃で叩き斬り、スタッドは絶対零度の名に相応しい瞳で罪人達を見据えた。


目が合っただけで凍り付きそうな瞳、幻聴のように響く氷の軋む音、向けられた敵意以上の殺意に、男達は冷や汗を流す。


「こ、の……ッギルドの犬が！」


前進を拒む馬を無理矢理制し、罵声を上げながら男達は馬車へと襲い掛かった。


「この馬車に触れる事を許した覚えはありません」


スタッドの手から、目に見えぬ速さで氷のナイフが放たれる。それらは確実に馬車へ近付いた者達へと突き刺さった。


肩、腹、透明に輝くナイフが突き刺さり血が伝う。だが死にはしない。この程度の痛みなど些細なものだと男達が嘲笑を浮かべ、馬車へと剣を振り上げた瞬間だった。彼らは、体中から赤い結晶を咲かせて地に落ちた。


他に馬を駆けていた人間は何が起こったのか分からなかった。ただ体中を貫かれ、絶命した男達を通り過ぎた。不気味ながら美しく光を反射させる、血を纏う巨大な氷の結晶を。


「次の方、どうぞ」


事務的な台詞が恐怖を生む。その手の中で、ミシミシと軋む音を立てながら何本もの氷のナイフが作られていく。


「ヒッ……」


「怯えて逃げる奴ぁ後で殺してやるからなァ！　何としてもブッ殺せ！」


誰かが上げかけた悲鳴を、別の誰かが掻き消した。あるいは、その誰かも自らの喉まで出かけたそれを掻き消したかったのかもしれない。怒号と共に、馬車の進行方向からも数騎の新手が姿を現した。


スタッドが一瞬そちらを窺う。特に問題はない。


「ま、前からも来ました！」


「だって、リーダー」


「前進でお願いします。前なら此処から狙えますし」


悲鳴のような御者の声に、穏やかな声が返る。


手を煩わせる気はない、スタッドはそう考えながらナイフを振り被る。さっさと後ろを片付け、そして前に手を付けなければ。


「リーダー、…………」


「え、どうしようかな。うーん……」


ふいに、足元から何かを悩む声がした。


「スタッド君、今良いですか？」


「はい」


直ぐに呼びかけられ、スタッドはナイフを下ろして返事をした。


この声を悲鳴に妨げられるのは不快だった。結晶を咲かせることは保留にし、近付こうとする者への牽制だけに留める。


「今、とあるＳランクパーティの二人が、結婚を機にギルドを退会しようとしているのは？」


「知っています。ギルド長個人としては賛成しているようですが、本部から引きとめるよう指示があったそうです」


「それ、スタッド君本人はどう思います？」


不思議な質問だった。内容も、タイミングも。


ただスタッドにとっては、質問の意図などどうでも良い事だった。リゼルに聞かれれば答えるだけなのだから。思うのは、いつもならば真っ直ぐに向けられるアメジストが見えないという物足りなさと、屋根越しではない声が聞きたいという不満のみ。


「どちらでも構いません」


「Ｓランクの引退を認めたと、評価が下がって仕事がやりにくくなったりしませんか？」


「評価が下がるのを気にするギルド長では無いですし、ギルド自体も際立って何か影響がある訳ではないかと」


「ギルド長やギルドじゃなくて」


可笑しそうに笑う声に耳を澄ませば、絶対零度のガラスの様な瞳が微かに和らぐ。


後ろからも前からも襲撃者達は迫っている。あと数十秒もすれば接触するだろう。それでも気を引かれるのは唯一つ、リゼルという存在だけ。


「スタッド君だけが、俺にとっては大切なんです。影響、ありませんか？」


ぞくりと肌が粟立つ感覚を、抑えようも無い歓喜だと気付ける程にスタッドは感情に聡くはなかった。ナイフを持つ手が震える。返事をしそうとする喉が詰まる。いっそ何処からか攻撃を受けて、自分の体が異常をきたしたのではないか。そう感じてしまう程、初めて味わう激情は彼を絡め取った。


「ぁ」


何かが込み上げる感覚を、歯を食いしばって耐える。


とにかく返事をしなければ。彼に問われたのだから。自分がすべきことは、それだけだと。


「は、い」


喘ぐように絞り出した声に、甘く微笑まれたような気がした。


「じゃあ、貸しを作ることにしましょう。戻っておいで」


疾走する馬車の上だという事を忘れ、完全に囲まれつつある状況すら忘れ、スタッドは反射にも近い動きで車内へと飛び込んだ。


穏やかな笑みを前に目は見開き、口は何も紡がない。無意識に伸ばした手は優しく握られ、それだけで引き寄せられるように一歩前へと出た。ぽすりと額をリゼルの肩へとつければ、すっかりと覚えてしまった指先の感触が髪を撫でる。


「折角能面が崩れたと思ったのに無表情のまんまじゃん」


「スタッド君にしては割と盛大に崩れてますよ」


「マジで？　全然分かんねぇ」


擦り寄ったまま動かなくなったスタッドをそのままに、さてとリゼルは馬車の扉を開いた。馬車の速度は徐々に落ちている。襲撃者はすぐそこまで迫っていた。


広がる草原、遙か遠くに見える森。自分達と襲撃者以外に誰も居ない筈の場所。リゼルはスタッドを撫でていた手でそのまま彼の耳を塞ぎ、珍しく声を張り上げた。


「ヒスイさん、お願いします！」


ヒィンッと空気を裂く甲高い音と共に、今まさに御者へと剣を振り上げた男の脳天を何かが貫いた。あまりの鋭さに男を貫通し、後ろの草原へと消えていったのは一本の矢。


ヒィン、ヒィンッと音が続く。その度に男達は頭に風穴を開けて倒れた。残された者達が恐慌状態に陥ろうとも音は止まず、そして襲撃者が全員地に伏せた頃にふっと静寂が戻る。


「よく気付きましたね、イレヴン。俺は未だに何処にいるか全然分からないです」


「まー、風下ッスからね。アイツとは会った事あるし」


「気付いて貰って助かりました。御者さん、あっちの森に寄って下さい」


イレヴンへと褒めるように目元を緩め、リゼルは車内から遠くの森を指差した。


御者にしてみれば、訳が分からないまま襲い掛かって来た襲撃者が訳の分からないまま全滅したばかりだ。おまけに訳の分からない方角を指さされ、もはや彼は混乱も出来ず思考を放棄した。


大丈夫だろうかとそれを眺め、そしてリゼルは椅子へと腰かける。


「で、そいつ何時までくっつけてんスか」


「気が済むまで許してあげて下さい」


実はずっとリゼルにしがみついているスタッドが、床に膝をつくように一緒にしゃがみ込んだ。離れまいと背中に回された手は決して緩まず、ちょうど腹に顔を埋める状態となっている。


まるで全てを明け渡したような姿に、リゼルはその髪を撫でた。イレヴンも不満そうにしながらも引き剥がそうとはしない。彼自身が泣いた日の事、部屋を好きに使った借りを返すのだと思えば我慢するしかないのだから。






疲れた馬を気遣い、ゆっくりと走る馬車が止まったのは十五分ほど経った頃だった。


車体が小さく揺れ、止まったのを確認してリゼルがスタッドの背を叩く。立ち上がれば、彼は頑なに離れようとはせずについて来た。


「馬車から降りるので、ちょっとだけ離れましょうか」


懐ききっていたスタッドが腕を外し、一歩下がる。しかし淡々とした視線は一瞬たりとも逸らされる事はない。それに苦笑しながら、リゼルは馬車を下りた。


目の前に立つヒスイ達のパーティに、ゆるりと微笑んでみせる。


「すみません、巻き込みましたね」


「別に、嫌だったら無視してるから良いよ」


「こんな所まで依頼ですか？」


「そう。でもあの程度、獣人とか絶対零度とかがいれば手助けなんていらない気がするけど。何で？　………え、何で今絶対零度が抱きついたの？」


「お気になさらず」


ヒスイと会話を始めた事にも構わず、もう良いだろうとばかりにスタッドがリゼルの正面に回って抱きついて来た。そして再び肩へと額を預けて落ち着いた姿にヒスイ達がざわめく。


まさか王都の冒険者ギルドの伝説となりつつある絶対零度が、こんな幼い子供のように甘えている姿を見るとは。明日は雨だ、いや槍だ、むしろ今から飛竜の大群が。そんな声が囁かれるのを、まぁ分かると馬車から降りたイレヴンも頷いた。


「気にするなって言われても、今それ以上に気になる事なんて無いけど？」


「いいえ、もっと気になることがあるでしょう？」


スタッドを凝視するヒスイへ微笑み、リゼルは彼らを見渡した。


これだけ王都から離れた場所での依頼だ。予想通り全員総出で依頼にあたっていたようで、その中にリーダーである男を見つける。彼はヒスイの横へと並び立った。


「この間は、ジルがお世話になりました」


「いや、世話になったのは此方の方だ。一刀は怒ってはいないか？」


「大丈夫です、何とも思っていませんよ」


俺はちょっと怒ってる、とイレヴンが呟くのを窘める。


幸いにも相手には聞こえなかったのだろう。リゼルは抱え込まれた腕を動かし、さてどうなるかとスタッドの髪に指を絡ませながら本題へと入った。


「失礼ながら事情を知ってしまって……どうでしょう、お許しは貰えそうでしょうか？」


「いいや、なかなか」


苦笑と共に寄こされた声は、順調ではないと何より伝えて来る。


それなら好都合、とヒスイを見た。何故今そんな話をと訝しげな面々に気付かない振りをして、再びリーダーである男へと向き直る。


「そちらのヒスイさんのお陰で助かりました。有難うございます」


「そうは言っても、ヒスイの言う通り君達だけで片付いたと思うが。場合によっては、一方的に此方を巻き込んだと判断されてもおかしくないぞ」


「いいえ。俺達だけじゃ無理で、貴方達は善意で手を貸してくれたんでしょう？」


ピリ、と空気が張り詰める。襲撃犯を押し付けた上、その非を逃れるつもりかと相手の視線が不穏なものへと変わった。ヒスイだけが一人、そんな事を言うような人間ではない筈だと、戸惑ったように立ち尽くしている。


イレヴンが庇う様に隣へと立った。一触即発の空気に、しかしリゼルは悪戯っぽく目を細めて唇を開く。


「ギルドの馬車をわざわざ待ち伏せしてまで、ギルドに恨みを持った元冒険者達はとても手強くて……その恨みも自業自得なんでしょうけど」


眠り薬の知識と、変則的な槍は迷宮品。何より身に付ける装備は、明らかに冒険者上がりのものだった。そして挟撃を狙える程に入念に計画された襲撃。


ならば、彼らの正体など明らかだろう。唖然とするヒスイ達の中、リーダーだけが何かに気付いたように声を上げかける。


「待て、それは」


「でも彼らが盗賊に身を落とし、ギルドの評判を落とす前に討伐してくれるなんて、流石はＳランクのパーティです。ギルドはきっと感謝しきりになるでしょうね？」


「それはもう」


リゼルの指先が促すようについっと髪を引けば、スタッドが顔も上げずに同意する。


「ギルドとしては、こんなこと絶対にバレたくないでしょう。もしかしたら、弱みを握っちゃったかもしれません。口止め代わりに、ちょっとしたお願いなら喜んで叶えてくれるかも」


ヒスイが眉間の皺を消し、目を瞬かせてリゼルを見た。


秘めるようにリゼルは目を伏せる。頬に当たるスタッドの髪へと唇が近付き、内緒話のように囁いた。


「なんて。こんな話し合いを聞かれたら、ギルドに睨まれちゃいますね」


「何の事でしょう。私は今うっとりするのにかなり忙しいので何も聞いていませんでした」


「それは良かった」


可笑しそうに笑い、伏せた瞳を持ち上げて正面に立つリーダーと視線を交わす。


これだけ伝えれば充分だろう。後は彼がどう立ち回るかだが、恐らく心配はいらない。Ｓランクパーティのリーダーに立つのだ、手段を誤るとは到底思えなかった。


きっと彼は、この材料を使う。脅迫ではない。ただ襲撃者の存在をギルドに知らせるだけで、勝手に向こうが機嫌をとってくれるだけなのだから。


「では、俺達はこれで。依頼頑張って下さいね」


「待ってくれ、礼を」


「言うのは此方の筈ですよ。助けられたんですから」


何て事ないように告げれば、リーダーは複雑そうに口を噤む。その後ろ、彼の妻になるだろう女性が笑顔でヒラリと手を振ってくれるのに、リゼルも目元を緩めて応えた。


「寄り道してすみません。行きましょうか」


聞いてはいけない事を聞いてしまった御者は目が死んでいた。話が聞こえないよう離れた所で待たせてあげたかったが、魔物に襲われでもしたら大変なので仕方ない。


スタッドが先に馬車に乗り込み、イレヴンに促されてリゼルも扉へ手をかける。そしてふと、ヒスイを振り返った。


「矢の代金、今度払いますね」


「……いらない。言わせないでよ」


言いにくそうなヒスイに笑い、リゼルは馬車へと乗り込む。


そこから王都までのおおよそ二時間。スタッドがくっついて離れず、そして今度はイレヴンも遠慮しなかった為に賑やかな道中となったのは言うまでもない。






スタッドを無事ギルドへ送り届け、リゼルは宿へと帰って来た。事前に数日宿を空ける事を話していた女将に、お疲れ様と労われながら階段を上る。


「ただいま帰りました、ジル」


「ああ」


自室へと寄る事なく、ジルの部屋をノックする。


居ないかもしれないと思ったが、あっさりと返事があった。部屋に通され、順調に迷宮が攻略出来たのだろうと思いながら椅子へと腰掛ける。


そして早速とばかりにポーチを漁り、二本の瓶を取り出した。


「はい、お土産です」


「お詫びの間違いじゃねぇの」


「大して驚きもしなかった癖に」


テーブルの上へ置いたのは酒瓶だ。どうやらまともな土産らしいと溜息をついたジルは、生肉という選択肢をスタッドが潰してくれた事など知る由も無い。


彼はリゼルの向かいに座った。瓶のラベルを自身へと向けると、「どうも」と一言。どうやら好みの範疇に入ったようだ。


「飲めそうですか？」


「両方な」


ハズレは回避、とリゼルが満足そうに頷く。


「どうですか。久々の一人の時間は楽しめましたか？」


「楽しんだと思うか？」


そしてリゼルは、あれ、と目を瞬かせた。


怒ってはいないだろう。しかし、確実に機嫌を損ねている。ジルが自らと共にいる事を苦だと思っていないのは知っているが、元々は一人が普通だったのだ。時にはそういう時間も息抜きになるだろうと、そう思ったのだが。






「（なんて、思ってそうだよな）」


そんなリゼルを、ジルが頬杖をつきながら眺める。


珍しくも、全く的外れな気遣いだ。大体、出会う以前のようにと言われても無理に決まっている。目の前の存在を知らなかった頃、当然のように過ごせていたのが嘘のようだとさえ思えてしまうのだから。


「何だかすみません」


「いいえ？」


呆れ切った視線に何を察したのかは知らないが、謝るリゼルに瞳を細めながら返してみせる。拗ねてる、と伝えられた言葉には笑みを。


そして微かに機嫌を窺うように向けられた瞳も、さてどうやって機嫌をとってくれるのかと思えば悪くはなかった。

            





閑話．読書禁止令の真っ只中


大侵攻で自重しなかった事により、ジルに言い付けられた読書禁止初日。三人は疲れた体を温泉で癒し、夕食をとりに外へ出ていた。


リゼルは道中、気になる本屋を見つけて足を止めた。ジルに許可を貰ってから本屋へ入り、背表紙だけで購入する本を選ぶと言う難易度の高い技を要求されながらも、何とか目当ての本を手に入れる。正直、題名だけでは何とも言えない。


「リーダー今買っても読めねぇじゃん」


「此処にしか無かったら後悔しますし、その分楽しみが増えて良いじゃないですか」


「（焦らされた上にハズレとか地味にショック受けそうだな、コイツ……ああ、普段焦らされねぇ上に博打に出ねぇから分かんねぇのか）」


その日は魔鉱国の名物をたくさん食べて、ゆっくりと寝た。






読書禁止二日目、王都への帰国の日。


元々、魔鉱国に長居する予定はない。見たいものは全て見れたので満足だ。帰りがけに冒険者ギルドにも寄ってみたが、ほとんどの冒険者が商業国から帰って来ていないようでガランとしていた。


洞窟内で石造りという建物を見たかっただけなので、余所に行く度に絡まれてるリゼル達にとっては都合が良い。この街特有の依頼に目を通し、ギルド職員に二度見されながら悠々と見学してその場を後にした。






そして、その日の野営でリゼルは困る事となる。見張りの時に、いつもしている読書が出来ないからだ。


貴族であるからには式典への出席も多く、長時間一言も話さずに立ちっ放し座りっ放しなど珍しくはない。だがそれは、他の出席者の観察や交わされる会話を耳にしながらだ。勿論、見張り中にやる事がないとは言わないが。


「（眠くなりそう）」


これで、見張りの順番が最初でなければ危なかったと息を吐く。


時折届く木々のざわめき、そして温かい火の傍は心地良い。イレヴンを通して行われるジャッジの間接的奉仕のお陰で、椅子も座り心地抜群だ。


「（ジルやイレヴンは、見張りの時に何してるのかな……）」


変わらない景色をぼんやりと眺める。見上げた月は、いつもよりゆっくりと傾いている気がした。


「（剣の手入れとか……あ、俺もしよう）」


あまりにも暇すぎて、リゼルは一度もした事がない魔銃の手入れに手を出した。


とはいえ、汚れてもいない表面をせっせと磨くだけだが。迷宮品に手を加えるなど恐ろしく、魔力操作で操れるように王宮屈指の魔術研究家に工夫して貰っているので、下手に分解など出来ない。


普段は使わない銃も出したし、と六丁の銃を丁寧に磨き終える。すぐ終わってしまった。


「（特訓とかは、ジル達はしそうにない。実戦派だし）」


そもそも銃の訓練は音が煩い。


「（あ、回復薬の製法とか逆算してみようかな。薬士さんの所の）」


ふと思い立ち、ポーチからペンと紙を取り出した。


基本的に、回復薬などの製法は工房ごとに違う。それは個々で製法が秘匿されているからであり、リゼル達もメディの依頼を受けた際には重要な部分は全く見られなかった。あの場で見た材料も、道具も計算式も極一部に過ぎないだろう。


しかし、リゼルは元の世界での回復薬の制法を幾つか把握している。それを参考に、少ない情報から全貌が分からないかと思ったのだ。他意はない。好奇心だ。


「（なにか、板……）」


机が無い為、代わりになるものがないかとインクを椅子の肘置きに置いてポーチを漁る。すると、目前の森でガサリと何かが動く音がした。


「………」


「………」


×バツの記号が描かれたボードを持った、長い前髪で瞳を隠した盗賊の精鋭がやや離れた草むらから姿を現していた。木々の間に佇む一人の男、なかなかにシュールな光景だ。


ジル達が起きないという事は、どちらかが仕掛けたのだろう。


「読書じゃないですよ？」


首を振られる。読書と云うよりも、知識と関わる事を禁止されてしまったようだ。


ずっと見張られているのだろうかと、ちらりと精鋭を見る。ボードを持ったままの姿に、リゼルは諦めて用意した筆記具を片付けた。


「あ、待ってください」


問題ないと判断したのかボードを下ろし、暗闇に姿を消しかけた精鋭を呼び止める。微笑めば、彼の唯一見える口元が僅かに引き攣ったような気がした。


「どうせ見張るなら、互いに有意義に過ごしましょう」


「……や、俺は見張ってるだけで有意義なんで」


「何もしてないと眠くなるんです。賭け金はこちらで用意しますし、勝ったら勿論その分は差し上げるので。ね？」


眠る二人を起こさないよう、囁くように言葉を交わしながらリゼルが用意したのは、カードと何枚もの金貨。肘置きに並べられる黄金色に、精鋭の視線が思わず流れる。


時間と人との関係は、金で買えるものではない。滅多にあちらから接触のない精鋭と話す機会が手に入るのなら、出し惜しむ方が勿体ないだろう。


「（丁度、聞きたい事もあったし）」


リゼルは頷き、ちょいちょいと手招いた。


「ちょっとだけ、付き合ってくれませんか？」


ガシリと頭を掻いた精鋭が歩み寄って来る。ジルとイレヴンが使っていた椅子を引き摺り、やや斜めになりながらも向かい合うように腰を下ろした。もう一つの椅子は間に置き、テーブル代わりにする。


「何しましょうか」


「お好きなモンで」


「なら二人だし、ブラックジャックでもしましょうか」


リゼルは金貨をテーブル代わりの椅子へと乗せた。


精鋭側と、此方側にも半分ずつ分けるのは牽制だ。今回はリゼルがディーラー役。しかし此方にもチップの上限を設けておかなければ、精鋭に延々と稼がれてしまう。何せ、イカサマされても見破れる自信がない。


「アナタ相手にイカサマは出来ねぇッスわ」


「君は嘘吐きですね」


あっさりと言えば、精鋭は薄っすら笑みを浮かべて肩を竦めるだけだった。


「大侵攻では助かりました」


カードを配りながら礼を告げる。


商業国では、彼らに裏で大活躍して貰った。商業国にも多大な被害を与えていたフォーキ団。リゼルとしても、今後そんな彼らとの付き合いが続くだろう事を思えば、早めに勘の良いレイやインサイの機嫌をとっておきたかった。


無理矢理恩を押し付けて、ギリギリの妥協を得られたと思って良いだろう。結果オーライである。


「いや、頭にこき使われるよか楽だったんで別に」


「イレヴンは放任じゃないんですか？」


「時ッ々無茶振りありますね」


リゼルが二枚のカードの内、一枚を表向ける。


精鋭がちらりとそれを見て、ヒットする事なく手札を表向けた。リゼルも伏せていた一枚を裏返す。十七と十八、リゼルの勝ちだ。


「自分が面倒な時に振ってくるんで。俺らにとっちゃ面倒どころじゃないんですけど」


「手間がかかるの嫌いですからね」


「って事で、出来ねぇモン振られるよりはマシですね」


マシかぁ、と微笑んでリゼルはベットされていた金貨二枚を自らのチップに乗せる。


精鋭達にとって、自らの欲求を満たす瞬間以外は全てそうなのだろう。マシか、そうじゃないか。後者の場合は、例えイレヴンの命令であっても動こうとはしないのだから。


「何か、お礼をしたいと思ってるんです」


「は？」


タダ働きなど、させるつもりはない。


そう告げれば、精鋭はぽかんと口を開けて此方を見ていた。そんなにも意外だろうかと思いながら、新しいカードを配る。


「と言っても、貴方達が望むもので俺が与えられるものは少ないんですが」


更に精鋭全員が喜びそうなものと思えば、候補はそれほど多くなく。差し出した選択肢に、目の前の瞳を見せぬ精鋭は手にしたカードを投げ捨てながら笑った。






そして見張りの交代まで、リゼル達はゆったりとカードゲームに興じていた。


次の見張りはイレヴンだ。それを伝えれば、精鋭は一瞬にして姿を消す。その際、ちゃっかりと儲けた分の金貨を持って行っていたのだから、流石は盗賊だ。


結果として、金貨の九割を持って行かれた。リゼルが記憶する限りのカードと明らかに合わないものが幾つか紛れ込んでいたのだから、やはり彼は嘘吐きなのだろう。


リゼルは可笑しそうに笑い、馬車へと歩を進めて行った。






読書禁止三日目。


馬を走らせている最中、遠くに村を発見した三人は何となく寄ってみた。行きは何日で着くか分からなかったので寄り道らしい寄り道を控えたが、今は余裕がある。これまでの道中も、気になった事があれば度々足を止めていた。


見る限りはよくある普通の村だった。木で作られた、丈夫で背の高い柵。見張りらしい村の男にギルド証を見せ、二度見されながら村へと入る。


「若い娘……領主……連れられ……」


「憲兵……証拠……動けない……」


何処からか聞こえた物騒な噂に、リゼル達はそのまま村を出た。


厄介事は避けたいし、冒険者が出来る事もない。レイに報告して然るべき対処をして貰わねば。そんな事を話しながら去って行く三人を、やはり見張りの男は二度見しながら見送った。


その夜の見張りも、リゼルは前日と同じく近くにいるだろう精鋭を呼んで付き合って貰った。ベリーショートの髪がよく似合う、口枷を付けた無口な精鋭だ。彼は素直にポーカーに付き合ってくれて、両手を振って色々と意思疎通してくれたが、その両手を徐に此方へと手を伸ばした途端にイレヴンにより蹴り飛ばされて何処かへと連れて行かれてしまった。


イレヴンだけ直ぐに帰って来たのが色々と想像を煽る。無事だろうか。






そして読書禁止四日目。王都に到着予定の日だ。


「ニィサン、あれさァ」


「何だよ」


馬を並走させながら、イレヴンはジルへと呼びかけた。


視線の先には、手本のような姿勢でのんびりと馬で駆るリゼルが居る。のんびりと見える割に、それなりにスピードが出ているのが面白い。リゼルの雰囲気と馬の雰囲気が見事に合致し、穏やかに見せているのだろう。あの馬を選んで正解だったと、イレヴンは思わず自画自賛してしまう。


「なんかしょんぼりしてねぇ？」


「してるな」


表面上は普段と変わらない。だが親しい者が見れば、何処となく違和感を抱くだろう。それが気落ちだと特定出来る程度には、ジルもイレヴンも彼を見て来ている。


悪戯に同情を買おうとしない男だ。隠そうとすれば完璧に隠せる筈だが、ジル達がそれを望まない。政敵の前でも無いのに、わざわざ気を張る必要など無いだろう。よって、気落ちは心からの本心だ。


「カワイソウになってきたっつう気持ちもあるけど」


「あ？」


「正直もっと焦らして我慢出来なくなるリーダーが見てぇッスね」


真顔のイレヴンにジルは引いた。取り乱す姿が見られるだろうかと思ったのは自身も同じだが、コレと一緒にされたくはないと心底思う。


溜息をつき、心なしかぼうっとしているリゼルを眺めた。焦らしているとは言わないが、禁止期間を緩めるつもりもない。


「まぁ、覚悟しとくんだな」


「は？」


「俺らは良くても、許さねぇ奴らが居るだろ」






その日の夕方、リゼル達は無事に王都へと到着した。


馬を預け、その場で少し話し込んでいれば駆け寄って来る姿がある。何処かで噂を聞いて出迎えに来たのだろう。無表情のままのスタッドと、彼に片手で口を押さえこまれているジャッジだ。ちなみにジャッジは半泣きだった。


「おかえりなさい怪我はありませんか」


「大丈夫ですよ、ただいま帰りました。ほら、ジャッジ君を離してあげて下さい」


「愚図の癖に私より先に貴方を出迎えようなどと、身の程を知らない発言をしたので」


淡々とそう告げたスタッドが、しかし直後に微かに片眉を上げた。解放されて口元を痛そうに覆い、リゼルを見下ろして「おかえりなさい」とふにゃふにゃ笑うジャッジも、ふと目を瞬かせる。


「リゼルさん、その、疲れましたか？」


「お疲れでしたら直ぐに休んだ方が良いかと」


「有難うございます」


やはり気付かれるか、とリゼルは苦笑を零した。隠していないが、悟らせようとも思っていない。それなのに気付いてくれた二人に、感謝を込めて微笑む。


「じゃあ、お言葉に甘えますね」


「ジャッジ、宿まで付き添いを」


「え、あ、うん」


「平気ですよ。ジャッジ君、お店を空けて来てくれたんですよね？」


「良いんです……！」


良いのかな、と思いながら歩き出したリゼルがジャッジを伴い去って行く。


それにジル達が続かないのは、続くことが出来ないからだ。目の前に立ち塞がったスタッドの、冷たい無表情が二人を見据える。去り際、さりげなく振り返ったジャッジの瞳が戸惑うように揺れたのも見て、イレヴンはようやく先程のジルの言葉を理解した。


許さない者達がいる、この二人の事だろう。


「これ仕返しだったりすんの？」


「だろうな」


付いてこない事に気付いている癖に、振り返らず去って行くリゼルの姿に二人は囁く。


騎乗の旅で疲れているのも確かだろうが、ようはジル達に説明を丸投げしたのだ。読書禁止令のこと、つまり「自分から操られた罰なんです」と懐いてくれる年下二人には言いにくいのだろう。


読書禁止に対する、ちょっとした意趣返しなのかもしれない。


「説明して貰いましょうか」


バキバキと、スタッドの足元から地面が凍り付いて行く。


「原因が貴方達なら私はお前らを殺す」


「聞く前から殺気だってんじゃねぇよクソガキ」


好戦的に笑って剣を抜こうとするイレヴンの頭を引っ叩き、ジルは盛大に溜息をついた。説明はするが責任は全てリゼルに取らせる、そう思いながら。






読書禁止五日目。


リゼルは魔鉱国で手に入れたお土産を手に、先日出迎えてくれた二人の元へと向かっていた。


最初に向かったのはスタッドの元で、彼はリゼルが操られた事については〝貴方の考えたことならば〟と淡々と受け入れた上、己の感情に正直になりすぎて元凶の暗殺を目論んでいた。流石に止めたが。


「はい、お土産です」


「有難うございます」


暗殺を阻止された事に、露骨に不満そうな空気を纏うスタッドへ小さな箱を渡す。彼は無表情で受け取り、無表情で取り出し、無表情で腕に巻いていた。しかしリゼルに伝わる感情は、まるでポンポンと花が飛び散るかのような喜び様だったので満足して貰えたのだろう。


箱やリボンも丁寧に仕舞う姿を、隣のとあるギルド職員が唖然と眺めている。彼はスタッドが誰から貰った贈り物だろうと無残に包装を破っている所しか見た事が無い。


「罰の撤回を求めようかと思いましたが、貴方は受け入れたのでしょう」


「流石に勝手し過ぎましたしね。でも、思ったよりきついので挫けそうです」


その言葉に一瞬、実力行使に出ようと決意しかけたスタッドは、しかし「頑張りますけど」と付け加えたリゼルに何事もなかったかのように頷いた。惜しむらくは、ジルに挑むには実力不足と言う点か。そうでもなければスタッドは昨日の内に撤回させていた。


「こんなに読書しないの、初めてかもしれません」


しかし今となっては、落ち込むリゼルには申し訳ないが少々幸運だったと彼は思う。正直、暫くそのままで良いとすら考えてしまう程だ。


「ジルも三日ぐらいにしてくれれば良いのに……いえ、それでも十日から譲歩して貰ったんですけど」


「貴方の暇は私が潰します。今夜でも一緒に食事に行きませんか」


「良いですね、本当に手持無沙汰なんです」


そうだろう、とスタッドは内心で呟いた。


先程から絶えず髪を梳き、頬を撫で、手を差し出せば優しく握って指でなぞってくれる。その感覚に彼は酷く御満悦だった。甘やかしてくれる温かい手の温度を存分に味わう。


その後もスタッドは限界までリゼルを引き止め、これでもかと掌で愛でて貰い、そしてギルドを出て行くリゼルの背中を満足気に見送った。






リゼルは次にジャッジの店へと向かった。


ちなみに順番に意味はない。近い方から顔を出しているだけだ。


いつ訪ねても開いている店は当然のように営業中で、丁度冒険者が扉から出て来た所だった。鑑定だろうか、なんて思いながら閉じかけた扉に手をかけ店へと足を踏み入れる。


扉の閉じる音が聞こえなかったのを不思議に思ったのだろう。振り返ったジャッジがリゼルを見つけ、そしてピタリと動きを止める。


その瞳にじわじわと涙が溜まっていくのを見て、リゼルは申し訳なさそうに微笑んだ。


「すみません、悲しませちゃいましたね」


「リゼルさん、何で、そんな危ないこと……！」


受け入れたスタッドとは違い、ジャッジは例えリゼルの意思だろうと危険な事はして欲しくない。スタッドから話を聞き出した際、思わず血の気が引いた程だ。


「ほら、何処も怪我してませんし」


赤みがかった目元を、リゼルは冷やすように覆った。自然と引いていく涙にジャッジがぐすりと鼻を鳴らし、ふるりと首を振って此方を見下す。


「そういうんじゃ、なくて……ッ」


ぎゅうっと眼元に力が入り、開いた口が何も言わないまま閉じられる。何が言いたいのか、どう伝えれば良いのか、彼は暫く唸ってストンと肩の力を抜いた。


俯いた顔は、しかし高すぎる身長の所為でリゼルと目が合う。促すようにゆるりと首を傾げてみせれば、ジャッジは唇を震わせながら小さく呟いた。


「何もなくて、良かった」


彼はそのまましゃがみ込み、羞恥に耐えきれず組んだ腕の中に顔を埋めてしまった。


「（純粋な子の言葉って、凄い威力）」


そんなジャッジを見下ろしながら、リゼルはしみじみとそう思う。


罪悪感が凄い。心にダイレクトに突き刺さる。自業自得だけれどと、茶色いふわふわの髪を撫でながら改めて反省した。


すると、撫でられながら耳まで真っ赤にしたジャッジがふいにリゼルを見上げる。


「リゼルさん、まだ禁止中なんですね……」


「分かりますか？」


流石の鑑定眼だと苦笑した。褒めるように片目のモノクルの縁をゆっくりと撫でれば、繋がれたチェーンがチャリッと小さく音をたてる。


「本、その、僕の店で読んでいきますか？」


「いえ、実は監視とかも付いてるんです」


「この店の中なら大丈夫です。絶対、バレません」


ぱちりと目を瞬かせるリゼルに、そういう店なのだとジャッジは言う。


彼はリゼルが危ない真似をしたのはショックだし、次に同じ事をしないよう牽制するジルの考えもとても良く分かる。だがそれでも、リゼルが辛いのは嫌だった。


「折角の申し出ですけど、約束なので」


やっぱりなぁと、ジャッジは苦笑しながら立ち上がる。


「……リゼルさんなら、そう言うと思ってました」


「正直ちょっと揺らぎましたけどね」


到底そうは見えないけれどと、今度はジャッジが目を瞬かせた。


「あ、そういえば、新しい迷宮品の本が新しく入った……んですけど」


ふいに思い出したように告げられた言葉は、そういえば読めないのだと消えて行く。しかしリゼルが見せて欲しいと告げれば、ジャッジは急いで店の棚へと向かった。


その背を見ながら、リゼルは静かに安堵する。危なかったと苦笑する言葉に偽りはなく、本当にギリギリだった。そしてそれを誤魔化すように、ジャッジにより並べられた本を全冊購入する。


ちなみに時計は物凄く喜ばれ、危うく祀まつられる所だった。ジルの予想が大当たりだ。






そして、読書禁止六日目の深夜。


リゼルはベッドに横たえていた体を起こし、深く息を吐いた。眠れない。腕が本の重さを、指が紙を捲る感覚を、瞳が文字の形を。書物の匂いを、紙が擦れる音を、柔らかく光を反射する余白を、新しい知識を、求めて止まらなかった。


煙草のように、変な薬のように、決して依存性のない本を何故これほど欲しているのか。活字中毒の気は無いと思っていたが、今まではこの渇望を知らずに済んでいただけに過ぎなかったのだろうと、何かを振り払うように指先でシーツをなぞる。


誰もいない部屋、静寂に包まれながらぽつりと呟いた。


「思ったより、理性の無い男みたいです……」


今はいない、鮮やかな赤を持つ相手にそう零してベッドから足を下ろす。


約束を守れないなど情けない。けれど、湧き起こる欲求を抑えるのは酷く困難だ。命令してくれればと、ぼんやりとそう思う。忠誠を誓った国王に耐えろと言われれは、どれだけでも耐えられるのに。


「（寝てるかな）」


立ち上がり、部屋の外へ。暗く音のない廊下を数歩歩けば、そこはもう目的地だ。


ノックしようと持ち上げかけた手を下ろし、そっと扉を開ける。それでも目を覚ましてしまう男は、訝しげな顔をしながらベッドの上で体を起こした。


「どうした」


今までにリゼルが夜中に訪ねる事も、ノックもせず部屋に入った事もない。ジルの疑問は尤もだった。苦笑し、部屋の中をゆっくりと歩く。


「いえ」


否定しようとして、止まる。何も無い訳ではないのだから。


ベッドの隣に立ち、笑みを戸惑いに変える姿に何を思ったのか。ジルが察したように目を細め、伸ばしかけた手をシーツに落とす。


「そろそろ、限界なので」


「あと一日あるだろ」


リゼルは約束を破らない。本来ならば守れない約束などしない。今回は、本当にイレギュラーなのだ。書籍断ちがこれ程影響を及ぼすなど、本人も知らなかったのだから。


「だから、許しを請いに来たんです」


ベッドに片膝をつくリゼルを、ジルは黙って眺めていた。


これが演技だとして、見破れるかどうかは分からない。だが、そもそも身内との約束を反故にするような演技をする男ではないのだ。効果は覿面てきめんだったという事だろう。


笑みを失った顔に思わず許しを与えそうになるが、思う壺だとその言葉を呑み込んだ。


「お前なら耐えれんだろ。明日一日閉じこもってりゃ、周りにそんな顔見せずに済む」


「どんな顔してますか？」


「女が男にすりゃ何でも手に入んじゃねぇのっつう顔」


ジルは唇を笑みに歪め、ようやく緩んだリゼルの頬へと指の背を滑らせた。


頬を覆っていた髪がなくなり、露わになった顔は月明かりしかない部屋でもはっきりと見えた。清廉さを失わないまま、まるで誰もが手を差し伸べたくなるような、そんな。

            





    
  
  




「まぁ、そろそろとは思ってたが」


余裕のある顔以外を見たいと思っていたが、想像より早く実現したものだ。ジルはそんな事を思いながら、真っ直ぐ向けられるアメジストから視線を逸らさない。


「なら」


「で？」


強い言葉で遮った。


「それが、何」


ジルも、簡単に引く気はない。


リゼルの頭が下がり、ぽすんと毛布越しに腹へと倒れ込んで来た。弱り切っているなと、向けられた後頭部を見下ろす。それにしても意外だ。正直、飄々と一週間を過ごすものだと思っていたが。


だが、それでもリゼルは耐えられる筈だという確信がある。


簡単だ。あの全てを圧倒する貴族へと変貌すれば良い。何があろうと平静を崩さない、清廉高貴な存在へと意識を区切れば良い。完全に自分をコントロール出来る筈だ。


更に言うなら、命令すれば良いのだ。そうすればジルは、不満も覚えず禁止を取り下げるだろう。


「習慣というのは、繰り返せば本能に変わるんでしょう」


膝に横たわるリゼルが、ゆっくりと此方を見上げた。乱れた髪を掻き上げてやりながら、ジルは何も言わずに先を促す。


「俺にとっては知識がそうみたいです。その手段である本も、勿論」


命令せず、言葉で許しを請おうとするのは対等であろうとするが故なのだろう。金の契約ではなく、正式にパーティを組んだ時に交わした言葉を決して違わないように。


在りたいように在れば良い、そう思う。だが、耐えがたい欲よりもそれを優先している事に、何も感じない訳ではなかった。


「今の感覚、忘れんじゃねぇぞ」


「早く忘れたいですけど」


困ったように微笑む顔へ、皮肉を込めて笑う。


「それが、お前を支配された時の俺らの心境だ」


リゼルがふと目を見開き、そして破顔する。可笑し気に緩む顔に、ようやく理解したかとぺしりと柔らかな髪を払ってみせた。


「じゃあ、早く解放してくれないと壊れてしまいますよ」


戯れるようなそれに、溜息をついて天井を仰ぐ。


これだから、そう内心で呟いた。少し本音を零した途端に主導権を攫われた。ジルの知るリゼルはいつだって、最後には彼の思う通りに動いてみせる。


やはり勝てないのだと喉で笑い、甘く月明かりを宿す瞳を見下ろした。


「お前はいつか、知識を食べて生きる魚になりそうだ」


低い声で呟いたのは、いつかのやり取りと似ていた。


そして続いた問いの答えだけが同じではなく。次いで読書禁止を取り下げてやれば、膝の上でリゼルはようやく息が出来たかのように息を吐き、酷く美しく微笑んだ。






そして翌日。


「何でリーダーがニィサンの部屋いんの……って、あー！　本読んでる！」


「昨日の夜から止まんねぇな」


「いや止まんねぇなじゃねぇし！　まだ一週間たってねぇのに、ッだからニィサン甘やかし過ぎなんだって！」


ぎゃんぎゃんと吠えるイレヴンにも、一瞬たりとも視線を向けずリゼルは読書を続ける。もはや気付いているかも分からない。サイドボードには本が積み上がり、果てにはベッドの上にも溢れている。


流石に反動が凄いなと、ジルは一人納得したように頷いた。そういえばリゼルが此方に来て直ぐ、部屋に籠って大量の本を読んでいたが、あれももしや知識吸収ではなく飢えていたのかもしれない。


「そろそろ限界っぽいかなーって楽しみに来たのにさァ！　あーあ……リーダーの余裕ぶっ壊せるチャンス台無しじゃん」


「遅ぇよ。昨日来てりゃ、見てぇもん見れたのにな」


「は？」


イレヴンが唖然とジルを見た。構わず部屋を出ようとするジルに、一瞬遅れたものの直ぐに噛みつく勢いで問い詰める。


「何それどういう意味⁉　マジで⁉　泣いた⁉　怒った⁉　泣いた⁉　どっち⁉」


あまりの勢いに喧しいと女将の一喝いっかつが飛ぶ。イレヴンの声は一旦途切れ、しかし直ぐに再開された。そして再び女将に怒られながら遠ざかっていく声を、リゼルは気付く事なく幸せそうに本を読み続けるのだった。

            





    
  
  




ヒスイの生家は爵位持ちの由緒正しき家柄だった。


しかし、幼い頃に割と凄まじいあれやこれやがあって絶縁されている。ただ思い出すと殺意が沸くので、本人はなるべく忘れるようにしてはいるが。


身一つで追い出され、産まれた国の全てから疎まれ、さまよい死にかけた厄介者を拾ってくれたのが男女二人の冒険者だった。当時、まだランクも低かった二人の事を、彼は〝リーダー〟と〝姉さん〟と呼んで今も慕っている。


冒険者となったのはヒスイ自身の意思だった。産まれた国での上流階級の嗜みに弓での狩りがあり、そこで遺憾なく才能を発揮していた彼の決断を、二人は真摯に危険を説明した上で喜んで受け入れてくれた。


冒険者ギルドに入る時も紆余曲折あった。なにせギルドは権力者の加入を認めていない。後ろめたい事もないのだから初めに正直に申告しておいた方が良い、というリーダーである男の助言により、ヒスイはありのままをギルドへと話して聞かせた。


時間は少しかかったが、容易に裏が取れたのだろう。ギルドから万が一貴族社会へと復帰する機会があればどうするか確認され、頼まれても願い下げだと吐き捨てた彼はようやく一人の冒険者として認められた。いかにも一応、といった体で〝万が一復権ふっけんした際には冒険者ギルドの一切を利用できない〟と付け加えられたあたり、ヒスイの気持ちは十分ギルドに伝わったのだろう。


この時も、リーダーである男に酷く世話になっている。身分を全て失ったヒスイの身元保証人にもなってくれた。以降、ヒスイは機会を見つける度に恩を返そうと奮闘している。






その後、パーティは順調にランクを上げて行った。新しい仲間二人も加わった。


Ａランクへと上がる際に、冒険者ギルドのギルド長と顔合わせを行ったこと。Ｓランクに上がった時に、一晩中どころか三日三晩飲み明かしたこと。ヒスイは忘れず覚えている。


パーティの仲間にも恵まれた。恩を返したい、背中を預けたい、悩みを打ち明けたい、相談に乗ってやりたい、そんな仲間達だ。口には出しはしないが、互いにそう思っている事は確かに伝わって来る。


だから、とヒスイは思った。自分は贅沢なのだろう。あの家に居た頃と比べ、遥かに恵まれた環境にいながら今以上を望むのは。しかしそう言うと、恩を返すべき敬愛する二人の冒険者は〝望め望め〟と笑うのだ。


ならば遠慮する事など何もない。思うままに求め続け、そして。






場所はサルスの酒場。ヒスイは一人、その扉を潜くぐる。


「ここ、良い？」


「あ？　おっ、良いよぉ」


目についた冒険者達に声をかけた。軽薄そうな弓使いのパーティだ。


一瞬だけ目を見開き、そして空いた椅子を勧められる。いつも通りの反応に、零れそうになった溜息を飲み込んだ。


「Ｓランクが一緒なんて豪華だねぇ」


そんなにＳランクＳランク言わなくても良いのに。


冒険者として己のランクを誇らないとは言わない。Ｓランクとしての矜持もある。けれど、冒険者としての活動を終えた場で主張すべき事だとも思わない。


「別に、変わらないよ」


「そうかなぁ」


弓使いは、手にしたフォークでミニトマトを突き刺した。転がしもせず、簡単にトマトを突き刺す仕草が酷く手慣れている。


「まぁレア度っつうと高ぇわな」


「Ｓランクなんて見ねぇトコでは全然見ねぇし」


「でしょ？」


パーティメンバー達がエールを片手に笑いながら同意すれば、弓使いも機嫌が良さそうにゆらゆらとトマトの刺さるフォークを揺らした。


まぁ、潔い会話だとは思うけど。嫌味なく口から出たそれらを疎ましいとは思わない。


「お姉さんトマトもう一皿ちょーだい。後こっちにエール」


「はーい！」


最後の一粒を口に入れる前に次の皿を頼む弓使いに、「どうも」と一言礼を言う。同じような皿が既に四皿積み上がっているのが気になるが、パーティメンバーがノーリアクションな辺りいつもの事なのだろう。


「最近どう？　あんた達に限って景気が悪いって事ァないと思うけど」


赤い実を噛み潰し、飲み込んでから弓使いが言う。


その時、丁度エールが届いた。それを握り、向かいに座る冒険者から手癖のように伸ばされた手を避ける。


「まぁ普通かな」


「Ｓランクの普通って想像付かねぇなぁ」


「金貨ざっくざくじゃん？」


「そこまで高額の依頼なんて滅多にないでしょ」


あー、と同意の声が上がる。


そもそも、Ｓランクの依頼自体滅多に出ない。そう簡単に大それた悩みが出る筈もなく、危機が訪れる訳もない。大抵が金持ちの道楽で、それも稀な事だ。


よって普段はＡやＢの依頼をこなす事が多い。それでも金貨で何枚という話にはなるのだけれど。


「これまでで一番でかいヤマってぇ？」


「何それ、金額？」


「うーん、規模かなぁ」


運ばれて来たミニトマトを受け取り、再びフォークで貫きながら弓使いがにんまりと笑う。


「お貴族サマとか出て来るワケ？」


敬称を付けながらも声色に良い感情はない。それは冒険者の標準装備ともいえる。


基本的に、冒険者は身分の上下で相手の評価を変えたりはしない。むしろいけ好かない奴が多い、という理由で高位の存在は嫌われがちだ。凄くよく分かる。心から同感。


彼らの態度が改まる事があるとすれば、それは余程の存在を目の当たりにした時だけだろう。


「まぁ、あんまり会いたい相手じゃないかな」


「へぇー、全員？」


「そうじゃないのも居るけど」


「例えば？」


メンバー達もエール片手に机の上に並ぶ肉を突きながら問いかけて来る。


トマト以外は見事に肉だらけ。時々イモ。腹に溜まりそうなものばかりだ。


「王都の貴族で、一人変わったのが居たかも」


「王都？」


「何処の？」


「パルテダールだよ、パルテダ」


聞いた話では、あそこは本当ならば国名がパルテダで王都はただ王都と呼ばれていたらしい。だが王都を指してパルテダと呼ぶ者がどんどんと増えた為、今では王都の名称となった。そして国全体をそのまま〝Parteda-Allパルテダール〟と呼ぶようになったとか。


「で、そいつが？」


「〝もし踏破報酬の迷宮品を持ってたら金貨千枚で買う〟って指名依頼があったんだけど」


「せ……」


全員絶句していた。ぶち、と口内で潰したトマトが零れそうになったのか、横に座る弓使いが慌てて口元を拭っている。


分かるけど、とは内心で同意する。とはいえ、高位の冒険者ともなれば全く縁の無い金額でもない。金貨何十枚とかけた装備も、強靭な魔物の攻撃を受けていれば消耗品と変わりがない。


それをパーティ全員分揃えて、傷付けば直し、回復薬なんかを揃え、そんな事をしていれば簡単に飛んでいく。迷宮の最深層の攻略は儲けも大きいけどコストも大きい。


「まぁ、売らなかったよね」


「はァ⁉」


「売れよ！」


「俺だったら売るぅ」


大金を手に入れ享楽に耽り、好きな装備を揃え、勿論それでも良いけれど。


「けど、よっぽど有能ならねぇ。売るけど」


「まぁね」


初踏破を成し遂げた者だけが手に入れられる、冒険者として最高の戦利品。その踏破報酬の名に相応しく、迷宮品の性能はどれもずば抜けて高い。


基本的に持っていて得しかないのだから、手放さない選択も大いに有りだ。危険と隣り合わせの冒険者、命の保証は多い方が良い。


「あー、そういうのもあるか」


「でも俺は売る」


「ぜってぇ売る」


「売る」


似た者パーティ、というやつだ。


「それで断ったら、あっさり納得してくれた」


「渋らねぇんだな」


「貴族のキョージってやつか」


「渋る奴は渋るけどね」


腸詰に手を伸ばしながら頷いてみせる。


表面の皮が弾けるまで炙られ、香ばしい香りの漂うそれを口に含めば、熱々の肉汁と歯ごたえがたまらない。食べるのは好きだ。グルメではないけれど。


「ただ何が変かって、その貴族の本命は安い迷宮品らしくて」


「は？」


「浅い所で出る迷宮品って、ほら。色々あるでしょ？」


「あー……〝魔物フィギュアシリーズ～世界の迷宮から～〟とかぁ？」


「花占い用の花とかな」


「ああいう金になんねぇヤツ、本ッ当いらねぇ」


毎度毎度、という訳じゃないけど時折宝箱から出るそれらは冒険者の悩みの種だ。なかなかお目にかかれない宝箱を見つけ、喜び勇んだ気持ちを一気に落としてくる。


「ああいうのが欲しいみたい」


「何で？」


「貴族が欲しがるなんざ自慢用だろ」


「知らないよ。だから変わってるってだけ」


二個目の腸詰にフォークを突き立てる。


その後もあの依頼この依頼、Ｓランクって言えば何々。嫌じゃない。気になるのも分かる。此方も情報収集が捗るのは有難い。普通に好ましい。つまり、いつも通り。


「（やっぱり贅沢なのかな）」


Ｓランクの傲慢だと言われても仕方がないけれど、望むのはそういうものではなく。


「そういや一刀いっとうが王都入りしたらしいぞ」


「マジか」


「あいつ本当にＳランクに勝てんの？」


「知らないよ、会った事ないし」


そしてトマトを食べ続ける弓使いが、ついに十皿目を頼もうと店員を呼びつける。


「……ねぇ、トマト好きなの？」


「そうでもないんだけどねぇ」


よく分からない返答を聞きながら、ついでにと新しいエールを注文した。






リーダーと姉さんが冒険者を辞めると言った時は、メンバー全員で歓喜した。


それはつまり、結ばれて腰を落ち着けるということ。恋愛に関しては奥手なリーダーを励まし続け、決定打を促し続けた甲斐があったというものだ。傍から見ていれば両者大変分かりやすかったので、心配はしていなかったけど。


「最ッ悪」


「そう言うな、ヒスイ」


全力で顔を顰めて言えば、苦笑したリーダーに窘められた。


Ｓランクの冒険者が活動を止める、その影響を考えればギルドに渋られるのは予想の範疇だ。だからこそ馴染みのある王都の冒険者ギルド、そのギルド長に話を持ち込んだのに。


「あの人も色々考えてくれているだろう」


「まぁ、反対しないだけマシだと思うけど……」


むしろ賛成派に近いのだとは思う。だが少し待ってくれないかと言われた。立場とかもあるし、分からないでもないけれど。


「リーダーと姉さんには関係ない事でしょ？」


「世話になった人だ、恩を返すと思えば良い」


「ほらヒスイ、いらっしゃい」


姉さんに呼ばれて近寄れば、何とかなるよと髪を掻き混ぜられた。もう子供じゃないのに。


片手剣に盾、その扱いを極めた姉さんの力加減は強い。ぐらぐらと首が揺れるのをそのままに、一番幸せになって欲しい二人だからこそ何とかしてやりたいと強く思った。






そんな時だった。


「（何あれ）」


王都での滞在がちょうど時期に被ったからか、僕達のパーティに建国祭でとあるパーティーに同行して欲しいと声がかかった。今回声をかけられた貴族に、以前も誘われて参加した事がある。一度護衛依頼を受けて以来、気に入られたのか度々指名依頼を寄越す貴族だ。


快諾しておきながら、そういった場が苦手なリーダーをフォローするように会場ではソツなく会話をこなした。思い出すのも嫌な昔の記憶も、冒険者として役に立つなら出し惜しまない。


そんなパーティーで、奇妙な人間を目にした。


「あれが一刀か……尾ひれ背びれ、という訳ではなさそうだな。どうだい？」


「いや、実際剣を交わしてみない事には」


貴族からの問いかけに、笑って答えるリーダーの言葉に納得する。自分達も実力があると自負はあれど、あんな化け物に手を出そうとは思わない。


漆黒に身を包む一刀、彼も確かに珍しいだろう。


「あちらの獣人は何者だろうか」


「あまり噂に上がる相手でもないので、詳しくは……とはいえ、実力者に違いないかと」


赤髪の、恐らく蛇の獣人も珍しい。


あんな目立ちそうな風貌で、きっと相当な実力者。王都に着いたばかりで、最近の王都事情に詳しくないとはいえ、何故聞き覚えがないのかと不思議な程だ。きっと楽には勝てない。


「それと、あの」


言いかけて止まった貴族の視線の先に居る男。そう、彼だ。


状況的に冒険者である事は間違いないが、その存在の全てがそれを否定する。誰もが彼を貴人であると断定してしまう程に貴族然とした男。


けれど、どれだけ納得しがたくとも彼は冒険者でしかないようで。


「（あんなの捨てる家なんて無いでしょ）」


己と同じように生家に見放されたとは、とても思えない。


自分達を連れて来た貴族、その周りの視線も全て奪う相手。誰もが話しかける機会を伺い、情報を求めるような三人組。そのリーダー。もし彼が貴族でありながら冒険者となれたのなら。


「ねぇ、この後の舞踏会に誘ってみましょうか」


「でも冒険者でしょう？　踊りなんて……ええと……」


「ね？」


クスクスと、囁くような鈴の音に似た声が隣を通り過ぎて行く。視界の端で、繊細で煌びやかな布が揺れた。


姉さんにも似合いそうだ。冒険者では出来なかった着こなしも、引退すれば幾らでも出来る。その幸せを手に入れて貰う為なら、何だってしてみせる。


「（そうだ、ギルドの弱み教えて貰おう）」


ピンと来た。






『選んで』


パーティーの後、一人だけ引き返して目にした光景に予想は確信に変わった。


荘厳な城内で、一刀に忠誠を誓われる姿。持ち上げられた掌と近付いた唇に、柄にもなく神聖な何かを感じてしまったのは此処だけの話。隠れて見ていたとはいえ気付かれてはいたので、獣人には一瞥されたし、一刀には気に掛けるまでもないと言うように放置されたけれど。






と、思ってたら全然違った。


「は、Ｄ？　今Ｄなの？」


ギルドに無理を通せる貴族だと思ったから接触したのに、普通にせっせと依頼をこなすＣランク冒険者だった。普通の定義が行方不明。


真っ当な手段で真っ当に冒険者になったなら、勿論ギルドに対しての影響力は無いという事で。当てが外れたと、思わず脱力してしまう。


「（………あれ）」


そして、ふと気付いた。


「ここのパスタ、初めて食べました」


「美味しいよね」


何てことない会話だ。向けられる視線に対抗心も警戒心も、興味も嫉妬もない。凪いだ湖面にも似たアメジストの瞳は、微かも身構える所がなく。


「（これは）」


もしかして、と少しの高揚を覚えてしまう。


「宿の女将さん、気が強そうな人だった」


「なにせ、ジルにも物怖じしない方なので」


「何それ、凄い」


可笑しげに緩んだ瞳に、自然と笑みが浮かぶ。


冒険者ランクを気にせず、むしろ冒険者でなくとも関係のない会話。けれど冒険者だからこちらも話題に気を遣わずに済むし、ランクに執着もないから話しやすい。


そして一番大切なこと。年が近い。これが大事。


「（友達になれるかも）」


ずっと友達が欲しかった。仲間ではなく、普通の友達。


「（失敗した……）」


水を飲みながら内心で溜息をつく。


宿を訪れた際、思い切りＳランクとして接触してしまった。立場を利用させて貰う事しか考えていなかったし、それが最善手だったのだけれど。


ランクをひけらかすような人間だと思われたかもしれない。いや、実際ひけらかしたんだけど。


「名前、聞いても良い？　僕はヒスイ。今はこれが本名」


「リゼルです。俺も偽名じゃありません」


別れ際に名を交わした際、拒否されずに済んで良かったと密かに安堵した。






「ねぇ、友達って何て呼べば良いの？　リゼル君？　リゼルさん？」


「待て待て待て待て」


宿に入ろうとした仲間二人をとっ掴まえて、酒場に突っ込んだ。


そして会議。パーティ会議。リーダーと姉さんが居ないのは、今日は新居探しでそのまま夕食をとって来るだろうからだ。美味しい物を食べて来て欲しい。


「まず最初から話せ、最初から」


「つうか誰だそいつ」


「そいつとか言わないでくれる？」


取り敢えず頼んだエールが三つ、テーブルへと運ばれて来た。


それに手も付けず、椅子に背を預けて腕を組む。なにせ此方は真剣なのだ。


「昨日のパーティーで、ほら。貴族の冒険者いたでしょ」


「あー……一刀の」


「どうなってんだ、あれ」


「リーダー達のこと、何とかギルドに認めさせようと思って今日会って来たんだけどね。貴族じゃないらしいよ、普通のＣランク。だから二人の引退に協力はして貰えなかったけど、話してみたら凄く」


「待て待て待て待て待て」


「情報が多い！　待って！」


「何？」


本題はここからなのに。


「つまりあれか、そいつ使ってギルド脅そうとしたって⁉」


「そいつって言わないで」


「で、貴族じゃなかったって⁉　あれで⁉」


「あれとかも止めて」


「普通の定義が行方不明だろ！」


「それは僕も思ったけど」


二人もリーダー達の引退が止められた事に腹を立てていたにも拘らず、何故か寄越されたのは説教だった。なら自分達で何か動いてみせろと思わないでもないけれど、聞くまでもなく奔走しているのは想像に難くなく。


結局は、あの二人に幸せになって欲しい気持ちは一緒なんだろうと黙ってエールを煽った。


「はー……あそこに手ぇ出すかァ」


「つうか一刀だろ。あいつ誰とも組まねぇんじゃねぇの？」


「まぁ、逆に納得っちゃ納得な気ぃするな」


「組み合わせおかし過ぎて逆にな」


この二人もパーティーで三人組を目撃している。


組み合わせの違和感も凄かったし色々衝撃的な光景だったけど、普通に仲が良さそうだったし、それで良いんじゃないかと思うけど。何やら二人は上手く呑み込めないらしい。


「あのすっげぇ食べてた獣人もなぁ」


「ヤバそうだよな」


「確かに、一刀の陰には隠れてるけどね」


パーティー会場の誰もが脅威の程を最も一刀に感じただろう。


けれど、自分達の評価は別。純粋な実力じゃなくて、一番手を出したら危ない所が赤毛の獣人だ。会場では猫を被ってたけど。


「まぁ、一刀と良い感じに役割分担できてるんじゃないの？」


「じゃあヒスイの友達は？」


友達。まだ、違うけど。


「……そんなの分担どころじゃないでしょ。そもそも彼がいないと、一刀と獣人の間に関わりってないんじゃない？」


「ハーッ、あの二人の手綱握ってんのか⁉」


「どうやってだよ！　むしろ手綱あんのかよ！」


「ん？　つーことは、リーダーって」


「彼だよ。リゼル……君」


驚愕したような、しかし納得したような。何とも言えない壮絶な顔をして唸っている二人を尻目にエールを空ける。通りがかりの店員におかわりと適当な料理を頼んで、さてと天を仰いだり突っ伏したりしている二人を見た。


「ねぇ、そろそろ本題に入りたいんだけど。呼び方ってさ」


「本題が些細過ぎる!!」


「は？」


「すまん!!」


些細な事じゃないから相談してるんだけど。


「やっぱり親しみを込めて、君付けが良いかな」


「んなもん普通に呼び捨てろよ」


「何いきなり真面目ぶってんだよ」


ちなみにこの二人には、元貴族だったっていう話をしていない。


言う必要もないからだ。説明は自分が不快になるし、特に何が変わる訳でもないし。


「彼はそういうんじゃないから」


「まぁ分かんねぇでもねぇけど」


「つっても俺らも依頼人以外にまともに敬称つけた事ねぇしな」


冒険者なんてそんなものだ。それが普通だったから、今まさに悩んでいるのだけれど。


「あっちはお前のこと何て呼んでんだよ」


「まだ呼ばれてないよ。名前教えたの別れ際だし」


「お前ら名前も知らねぇ相手に、よくギルドの弱みだの何だの話せんな」


「それしか必要なかったから」


何かおかしいかと二人を見れば、思い切り溜息をついて肩を竦められた。


勿論、今は考えを改めている。情報とか伝手とか関係なく仲良くなりたい。


「あ、でも彼の呼び方は分かるかな。基本は〝さん付け〟、年下には〝君付け〟、パーティには呼び捨て」


「お行儀良いー」


「むしろ呼び捨てが浮いてんな」


言われてみれば確かにそうかもしれない。


彼が自発的に呼び捨てるとは思えないので、誰かにそう教えられたのだろうか。律儀に守っている所に、あの高貴な雰囲気とは結び付かない素直さを感じる。


「ならヒスイは〝さん付け〟されんのか」


「じゃあ僕もリゼルさんって呼ぶべき？」


「別に良いんじゃねぇの。あっちも好きに呼んでんだろうし」


「ならリゼル君って呼ぼうかな」


自分の気分が良いし。嫌がられたら変えれば良い。


そう結論付けて、議論は終わりを告げた。だがパーティ会議が終わる事はない。それからは、次の議題である〝リーダーと姉さんの結婚祝い〟を真剣に話し合っていた。






全力で懐く絶対零度という理解し難い光景。有り得なさ過ぎて夢かと思ったけれど、夢でもこんな姿を見る事はないだろう。


それ程に衝撃的な光景の、その一端を担うリゼル君の唇が次々と言葉を紡ぐのを、呆然と眺めていた。


「彼らが盗賊に身を落とし、ギルドの評判を落とす前に討伐してくれるなんて、流石はＳランクのパーティです。ギルドはきっと感謝しきりになるでしょうね？」


その言葉が意味するのは、つまり。


「口止め代わりに、ちょっとしたお願いなら喜んで叶えてくれるかも」


そのお願いが指すのが何かと、疑問に思うには互いに全てを知り過ぎていて。


リーダーが焦ったように引き留めて礼を告げようといている。しかし彼は受け取らない。受け取る訳にはいけないのだと、それが分かっているリーダーも好意に甘える事に決めたのだろう。口を噤んでいた。


「（けど）」


何かがおかしい。僕自身も、純粋な好意だけで助けた訳ではなかった。


今はパーティで動いているのだから勝手な真似は決してしない。けれど、それを理解しているリゼル君が敢えて声を上げたというなら、何かがあるのだろうという確信の元で射た。


「（その何かが、これだとは思わなかったけど）」


貰い過ぎだ。そして、礼も出来ない。けど無償で何かを与えるような、冒険者らしくない真似をリゼル君がするとは思わなかった。


本人が冒険者になろうと頑張ってるのは見てれば分かるし。報われてないけど。


「矢の代金、今度払いますね」


悪戯っぽく目を細めたリゼル君に、目を瞬かせて視線を逸らす。


「……いらない。言わせないでよ」


本気で言った訳ではないのだと分かる。戸惑いながらもそれだけを返した。


そして顔面蒼白な御者により、去って行く馬車を全員で見送る。何やら決意を固めるリーダー、笑顔でひらひらと手を振る姉さん、絶対零度の衝撃から未だに立ち直れないメンバー二人と、リゼル君の真意を掴みかねている自分。


「あぁ、そうか」


ふいに、リーダーが破顔した。


「ヒスイは彼と仲が良いんだったな」


「まぁ、普通に話すけど」


「なら、礼を言っておいてくれ」


大きくて分厚い手が、ぽんっと肩に乗せられた。


「礼はいらないって言われたのに？」


「そうだな。〝助けた側の冒険者〟が礼を言う訳にはいかない」


思ってもない事を言うのは、性に合わないのだろう。リーダーはいかにも渋々とした顔でそう告げ、しかし直ぐに楽しそうな笑みへと変わった。


「けれど友人のお前が、結果だけ見て個人的に礼を告げる分には何もおかしくはないだろう？」


落ちぶれた冒険者に関してではなく、リーダーと姉さんが結ばれる追い風となってくれた事を。リーダーが言いたいのはそういう事だろう。


「それに、彼も言っていただろう」


「え？」


「今度、と」


目を見開いた。


今度、会うつもりがある。もし礼をくれるのならその時に。礼などいらないと告げながら、暗にそう示してみせた。どちらも本心だというのなら、その理由は今リーダーが口にした通りの。


「………リゼル君の好きなもの調べなきゃ」


「おい、ヒスイ？」


絶対零度の衝撃から立ち直りつつあった仲間が一人、怪訝そうに此方を見る。しかし、それどころではない。


「彼、何が好きだと思う？　パスタは美味しいって言ってた。食べるのが好きなのかも。あ、でも酒は無理って言ってたかな。うん、一刀と獣人のも調べておいた方が良いかも」


「ストップ、ヒスイ落ち着けストップ」


「目立つし情報はすぐ集まりそう。一応情報屋も使って、だとまずいかな。リゼル君についてた人達に変な誤解されそうだし」


「ヒスイ⁉　おい、ヒスイ⁉」


リーダーと姉さんが笑い声を上げて、さぁ出発だと歩き出す。その後ろ姿を追いかけられるのも後少し。その期間を縮めるだろう相手に、恨みはなく深い深い感謝を抱く。


それを示せるだけの礼の品を黙々と考えながら、何やら喧しい仲間の声を聞き流しつつも敬愛する二人に続いて足を動かした。

            






あとがき






さて、読者の皆さんは閑話というものはお好きでしょうか。


波乱万丈の本編に時折挟まれる日常、普段は見られない姿、目にしない関係性、意外な特技や欠点。そんな光景を垣間見られる閑話が私は大好きです。色々と盛り上がっていく展開も大好きですが、それ以上に序盤の緩い雰囲気が好きすぎて「最初の頃のままでいてくれよ……！」と拳を地面に叩きつけること果たして何度か。そんな緩い雰囲気を、ふとした瞬間に取り戻してくれる閑話……最高すぎる……。


そんな最高に厄介な性癖を持つ岬と申します。今回は閑話系の話が多かった気がしますね、読者さんに九割閑話と言われた「休暇。」の本領発揮です。最高の褒め言葉でした！






さて、今巻では初めてＳランク冒険者が顔を出しました。


ヒスイのイラストの絶妙な表情が最高ですよね。しみじみと眺めてしまいます。ちなみに口絵の三人プラスシャドウを〝今昔貴族組〟と密かに名付けました。リゼルだけ今とも昔とも言えず微妙ですが。奴は本当に変な立場にしかおらんな……。


このＳランク、今までチラホラと「なんか分からんけど凄いよ！」と情報は出て来ていましたが、実に全員化け物級の実力者ばかりです。実力で言うと、イレヴンとイコールくらい？


ヒスイのパーティだとそんなのが五人も居ます。ただ対人経験の差と、とれる手段の差でイレヴンが有利をとれます。奴は卑怯。刃が掠ればほぼ勝ち。毒持ち卑怯。


しかし、こう考えているとリゼルのＳランク入りはかなり困難な道のりですね。最近ようやく冒険者らしく動けるようになってきたばかりなので、まだまだ道は遠そうです。運動が苦手な訳じゃないんですよ！　普通！


そしてジルは……ええ、奴はもう規格が別でして……。






今巻も様々な方のご協力を得て「休暇。」を皆様にお届けする事が叶いました。


先日、ついにお会いする事が叶ったさんど様。一巻とペンを手に図々しくもサインをお願いした所、快く了承して頂けたばかりか、リゼルのイラストも添えて頂けました。家宝にします！


いつも色々と申し訳御座いませんなＴＯブックス様。最近ついに彼女は天使であると確信を得るに至ったお優しい編集様。そして、リゼル達をお迎えして下さったあなたへ。


本当に、有難うございました！






二〇一九年三月　岬



            





電子版特典SS


値踏みなど当に慣れている







リゼルの王が国の頂点へと君臨した戴冠式から一年。


彼の意趣返し、あるいは愉快的犯行、しかし本気で望まれたからこそ宰相という地位に就いたリゼルは、同時に父から爵位も継いだ。新国王の周囲を固めるにも箔が必要だろうという理由で、予定より前倒しての継承だ。


それを提案したのが当時公爵位についていた父であるのだから、下剋上の意図など何処を見ても存在しない極々平和的な継承だった。


「お父様」


「やぁ、リゼル」


王城の廊下、前方を歩く見知った背を見つけて思わず声をかける。足を止めて振り返った父親へ、リゼルは歩調を変えることなく追いついた。何方ともなく並んで歩き出す。


「いつ此方こちらに？」


「昨日からだよ。交易路こうえきろに竜が出た件でね」


「あぁ、そろそろでしたね」


竜にしては小さな体、のそのそと歩く岩のような姿を思い出して笑う。


有名な、何とも珍しい古代竜だ。人知の及ばぬ至高の生物、その存在が環境とすら称される程の強大な力を持つ種。そんな古代竜の中で唯一、自ら人との縁を結んだ個体。


空を飛ばず、地を歩くその竜は人の敷いた道を好む。歩きやすいからか、他に理由があるのか。敵対しなければ、あるいは敵対しようと、彼らにとって人など路傍の石と同じく気に掛けるようなものではないのだろうが。


「優雅な散歩に水を差すのも忍びない。交易ルートの調整だけ済ませたよ」


「有難うございます」


向けられた視線に、リゼルも目元を緩めて微笑んだ。


本来ならば、爵位を継いだと同時に領主としての立場も継ぐべきだ。しかしこの国では失われて久しい宰相という役職の復活。今は名ばかりの地位が本来の役割を得る為には、やらなければいけない事が山程ある。地盤固めを欠かした事などないのが救いか。


「お父様に頼りきりで、情けない限りです」


よって、領主としての立場は父親に預けてあるのが現状だ。


「いくらでも頼りなさい。必要な事なんだから」


向けられた静かな眼差しは慈愛に満ちていて、リゼルは擽くすぐったそうに口元を緩める。もう親に甘える年でも無いだろうにと思うものの、嬉しく思わないかはまた別で。


「少し相談したい事があって」


「ああ、良いよ」


そしてリゼルは父親と二人、自室へと歩いて行った。






「交易路、長くかかりそうですか？」


「そうだね……半年はかからないかな」


時折擦れ違うメイドに頭を下げられ、騎士に背筋を正されながら二人はリゼルの執務室への扉を潜った。中で書類を片手に座っていたとある書記官が、立ち上がり礼を示す。


その彼が扉へと向かう中、二人はソファに向かい合って腰掛けた。


直ぐにメイドがティーセットの乗ったカートを押して入室する。香りのよい紅茶がテーブルの上に二つ、そして美しい細工のされたチョコレートが幾つか乗った小皿。深く一礼し、退室する彼女を二人が気に掛ける様子はない。


それは彼女への侮辱だからだ。自らの存在が貴種の意識を逸らしたなどと、真に仕えてくれる彼女たちは少したりとも望まない。


「それで、私に相談っていうのは何かな」


促され、リゼルは苦笑を浮かべる。


「軍の将官の方が手強くて……」


「ああ、あそこはね」


血筋に忠誠を誓う騎士らは、当然リゼルの事も容易に受け入れてくれる。王族が第一とはいえ、リゼルの公爵家も過去には王族の血を受け入れた事もある名家だ。


逆に、万が一道を踏み外せば最も恐ろしい相手になるのだろうが、リゼルに今の所その気はない。幼い頃から変わらず丁寧に接してくれる。


「邪険にはされないんですけど、それだけというか」


「そうだね。時間はかかりそうだ」


騎士より遥かに大きい勢力を抱える国軍。国の防衛の要である彼らは、徹底的な実力主義者だった。〝国王に忠誠を〟という騎士とは違い、〝国を守る為に〟という考え方をする者が多い。


よってリゼルは、国防においていかに自身が有益かを示さねばならない。


「リゼルはそのままで良いよ」


しかし告げられた言葉は、当たり前だというようにあっさりとしていた。


「何もしなくて良いっていう事ですか？」


「そう。正確には、いつも通りに動けば良い」


「相手に歩み寄る必要も？」


「勿論」


そもそも問題らしい問題など無いのだ、と父親は言う。


「お前は軍が動く前に始末をつけたがるからね」


「陛下のお手を煩わせたくないので」


「そう、彼らはそれを知っている」


リゼルにはそれが出来る事を、軍の上層部は知っている。


大事になる前に手を回し、大火になりうる火種を消す事が出来るのだと。あるいは既に、幾つもそれを成し遂げている事に彼らは気付いている。


「あの古豪こごう達には昔から可愛がって貰っていただろう？」


「はい」


唐突に告げられ、ぱちりとリゼルは一度瞬いた。


そう、今だって拒否されている訳ではないのだ。昔から父に連れられて幾度も顔を合わせている相手。領地が他国に狙われた時に、軍との話し合いで城へ顔を出した時に。父の人脈の広さを不思議に思いながらも、大きくなったなと笑う顔が好きだった。


「可愛がっていた子供が自分の上に立つんだ。立派になって誇らしい反面、頼られないのが少し気に入らないのかもね」


「十分甘えてるのに」


「なら、過剰に甘やかさないように余計に厳しくしているのかな？」


茶化すように目を細める父親に、リゼルも可笑しそうに笑う。


軍の存在があるというだけで交渉は有利になる。周辺国から抜きん出たその戦力に、今でも随分と頼りきっているというのに。その程度は当然だと、何十年と国を支えてきた先達は平然と言うのだ。


早く追い付かなければと、リゼルは緩む口元をそのままにティーカップへ口付ける。


「大丈夫、リゼルは最善だと思えば軍を動かす事を躊躇わないだろう？」


「はい」


「その時になれば十分以上に動いてくれるよ」


そしてチョコレートの皿を寄せてくれる父親に、ふとリゼルは疑問を抱く。


当然のように軍部と付き合いのある父は、一体どうやって己を認めさせたのか。聞いて真似しようとは思わないが、少しだけ気になった。


「お父様は」


言いかけた瞬間、ふいに隣に誰かが腰かけたようにソファが沈む。


「なぁリズ、これさ」


隣を見れば、書類を片手に背もたれに腕をかけた元教え子の姿。仕えるべき国王。純粋な力を以って軍に己を認めさせた、歴代最高と呼ばれる魔術師。


そんな彼がふと紙面から視線を上げ、そして盛大に顔を顰めた。


「げ、何で居んだよ」


「こんにちは、陛下。親が子に会いに来てはいけないかな」


何故か相性の悪い二人を眺め、リゼルは扉の向こうに居るだろうメイドに声をかけて、もう一人分のティーセットを用意して貰った。






「交易路？　ああ、竜か。てめぇが来る必要ねぇだろ」


「城に缶詰めなリゼルを心配する声が多くてね」


父親に似ているとよく言われるリゼルだが、ならば何故元教え子は父を毛嫌いするのか。不思議な事もあるものだと、渡された書類に目を通しながら思う。


内容は北にある大国との外交問題について。長く敵対関係にある某国は、先代王の時代に何とか休戦状態に落ち着いた。とはいえ、これまで幾度も休戦と戦争を繰り返しているのだが。


「これ、確かな情報ですか？」


「裏付けさせてる。五分前に届いたばっか」


その大国の王族が一人を残して全員死亡したという。あっさりと渡された最高機密に、しかしリゼルも驚きはしない。もともと次期国王の座を狙って内部崩壊が起こっている、という情報は得ていたので信憑性は高そうだ。


残った一人は、王家において最年少である齢よわい十の少年。潰し合いの末に生き残ってしまったのか、それとも。


「十分後に集まんぞ」


「分かりました」


欠伸交じりに各重鎮は既に招集済み。元教え子が酷く優秀で誇らしい。


「周りが使える奴ばっかだと、ハイハイ言ってるだけで終わんだよな」


「陛下もどんどんご意見出して下さいね」


「見に行きゃ早いだろっつったら爺に止められた」


フットワークが軽いのは長所、と紅茶を飲み干す姿を眺めながらリゼルは頷いた。


「陛下、お父様に意見を頂いても？」


「許す」


「おや、私か」


さて会議が始まる前に情報収集を、とリゼルは父親を見た。


静観している姿は余裕に満ちて、彼もまた国を率いるに足る人間なのだと納得させる。そんな父が、立場的には部下と言えなくもないのだから何とも恐ろしい事だ。そう思いながら手にした書類を渡す。


「お父様はあちらの外交官と何度か顔を合わせてるんですよね」


「一対一は無いけどね。休戦協定の話し合いの席では何度かあるかな」


ざっと内容を流し見た父親が、けろりとそれを口にした。


「ほら、お前の婚約者を決めた時だよ」


あぁ、そういえばとリゼルが頷こうとした時だ。


ふと隣から伸ばされた手が視界に入り、振り向こうとする。直前、こちらを向いた掌が乱暴に胸倉を掴んでソファの背へとリゼルの体を縫い止めた。


「聞いてねぇけど」


手付きに反して、あまりにも普段と変わらぬ声色。向けられた瞳には〝何故それを自分が知らないのか〟という純粋な疑問のみが浮かんでおり、リゼルは目を瞬かせて唇を開く。


「あまり、そういう扱いはしないで欲しいな」


「あ？」


しかし何かを言葉にする前に、向かいのソファから声がかかった。


顔は元教え子に向けたまま、リゼルは視線だけをそちらへずらす。父親の浮かべる表情が普段のマイペースな笑みである事を確認し、密かに肩の力を抜いた。


だが元教え子の声は不愉快を孕はらみ、いけないと今度こそ口を挟む。


「誰に向かってモノ言って」


「陛下」


許されない真似だと知りながらも言葉を遮る。それが、自分だけは許される事もまた知っていた。


片手は父親へ。大丈夫だと伝えるように掌を向ける。


「もう無くなった話なんです。本当なら停戦協定を結ぶつもりで、その証にあちらの公爵令嬢を貰い受ける予定だったんですけど……色々あって休戦に収まったらしくて」


ちなみにその〝色々〟をリゼルに気になって調べた事があるが、一言で言うなら〝あちらがやらかした〟としか言いようがない。よく関係悪化にならなかったものだと、前国王の手腕に感心したものだ。主に、父親を筆頭とした国中の重鎮達から開戦を防いだ事に対しての感心だった。


「まだ、貴方と言葉を交わす前の事です」


「昔のお前は俺のじゃねぇって？」


「まさか」


「知ってる」


酷くあっさりと、胸元を掴む手は離れて行った。知らなかった事だけが琴線に触れたに過ぎないのだろう。


「やぁ、懐かしいね」


ふと、父親が紅茶を片手に告げる。


「あちらの外交官が、開戦だけはと真っ青な顔をして嘆願して来たものだ。あそこは王族が腐っているだけで、周りにマトモなのが多いのが救いだね」


「じゃあ全員死んで祭り状態か」


元教え子が立ち上がるのを見て、リゼルもテーブルに上に置かれた書類を手に腰を上げた。そろそろ時間だ。


「生き残りの情報」


「天才児、という噂は聞いた事が」


「胡ッ散臭ぇ」


そして部屋を出る直前。のんびりとティータイムを続ける父から声がかかった。


「一族全員、虫唾が走る程に醜悪だ。残った一人だけ聖人とは考えにくいよ」


いってらっしゃい、とばかりに手を振られてリゼルは微笑んで扉を潜る。


親子という関係を別にしても、彼は居てくれれば心強い存在だった。しかし、それでは駄目なのだろう。目の前を歩く元教え子を中心に、その周囲も国もどんどんと変わっていくのだから。


今はまだ、微笑ましく見守られてしまうのだが。任せようと思って貰えるだけ、認められてはいるのだろう。


「そいつが親兄弟皆殺したんじゃねぇの」


「なら、身内の治世が余程合わなかったんでしょうね。王としての自覚を持つ賢い子です」


「褒めんなよ」


戯れるように言葉を交わし、二人は騎士の守る巨大な扉の前に立つ。


開かれる毎に現れる部屋の内部には、既に重鎮らが顔を揃えていて。向けられる威風に富んだ視線に、全く竜より恐ろしいとリゼルは笑みを深めてみせた。
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予定を忘れないように手帳を買っても、手帳の存在を忘れる人間の救いがトイレのカレンダーです。
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４巻の表紙はジルがメインですよ！　新鮮ですね。今年もどうぞよろしくお願いいたします…！
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